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泉屋遺跡第16 19.21次発掘調査報告書●

(第2分冊）
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旧河道跡調査状況

木柱列



第2分冊目次

巻頭カラ･･-図版

目次・凡例

第5章泉屋遺跡第19･21次調査

第1節検出した避柵…･…………………･………･……．．…………･………･…………･･…･………………･………･…･………………

1 掘立柱建物…………………………………………………･……･…．．………………………･…･････………･………･………………

2 井戸”．．……………．．………．．………･………………………･…･…･………･………………･…………･………･…………･………･…

3土坑……･………………………………･………･…………･………………･………………………………･………………………･…“

4 櫛”･…･…･…．．…．．…･………･…．．…･…．．…………………･………･…･………………．．………………………･…………………･…“

5古代の竪穴住居”………………･…………･…･………………･………･……･･･…．．…･………………………．．…･……･…･……．

6焼土(19次調査分） …･…………･………………………･･………･………･････…．．…･…………･…･･･…･…･…･……………･…．

7土器埋股遮柵 ・…．．…………･………………………･…………．．………………･…･………………………･･…．．…･…･…･･…･…“

8 カマド状遺柵・焼土(21次鯛査分） ………･･…………･………………･…．．…．．…．．…･…･…．．…．．…．．…･…･……･……

9 旧河道跡・木柱列“……………………………………………………………･…･………･………………･･…･…･………･……“

第2節出土遺物…･……………．．………………………………･…･…………･……………………………………………………………

l 縄文時代の通物包含咽について ”…．．……･……･…･……………………………･…………………………．．…………．．…

2縄文時代の出土遺物 ・……………………･……………………………………………………………･…………･……．．…．．……

3土師器・………･………………………．．…………………………･……･………･…………･……………･…･……………………･……

4 須恵器……………･……･……･……………………………………･……………･…･……･…………………．．………･………･………

5 かわらけ“･………･……･………．．……･……………･……………………･………………･…………･………･…･･…………･………

6 国産陶器・……･…………………･…………………･……………･…………………･………………………･…………………………

(1)猿投産陶器…………………･…………･………･…･･…･…･･…………………･…………･………．．…．．………………………。

（2）獺美産陶器”･････……･…．．…･････……･………………………･…．．…･………………･……………………………･……．．……

（3）常渦産陶器“…･･･…………･………………………………･…………．．…･…………………．．…．．…･･･…･…………．………”

（4）須恵器系陶器…･……･………………･………………･…･……………･…･……･……………･………….．……………………

（5）水沼産陶器・盗器系陶器………･…．．……………………･……･……………………………………．．…………………“

7 中国産陶器・朝鮮砿陶器“．．………･……･…･･･…･…･…．．…．．…．．…･…･………………･………………･……………………

8 中国産磁器 ･･･…．.…………………………･……………………･……………･…･………………･…………･…………･…･………“

9 中・近世陶磁器”……．．………･……………･………･…･……………･…･……………………･…………･…･……………………

10土製品 ・・…..…..…..….．……･……･…･…･…..….．……….．……･….｡….．…･……･･･………･…･………………･…･…･･…･･…･･…“

11石製品 ．.…..…..….．………….．…………･…･･…･･…･…………･･…･･…･･…･………･…･………….．…･……………･……..….．…”

12金属製品”･…･………………･……………………………………………………･……･…………………………………………･…“

13木製品………･………･…･…･･…･･…･･…･………………･…･………………･………………………………･……………･･･………･”

14その他の週物………………･………………………………………………………………………………………………………･…

第3節まとめ…･…………………………………………･･…………･……………………………………………………･………………

1 週櫛 ・…･…………･…･…･………･……･……………………………………………………………………………･……･……･………

2週物 ・…･…………･……………………･……･…･……･…………………･…………………･………………………．．…………･……・

第4節自然科学的分析（5滴） ……………………･…………･………･……･…．．…．．………………………･…･･…･…………”
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<図版目次〉

縄文時代の石器⑲･･･……………･………………･･･…

繩文時代の石器⑳“…･…………………….．………・・

縄文時代の石器⑳，…………………･………………”

縄文時代の石器⑫……･…･…･….．…………………“

縄文時代の石器⑳“･･･…････……･…･………････……・

繩文時代の石器、･･･………．．…．．…････………･････…

純文時代の石器⑳．……･…･……..……･････…………

純文時代の石器⑳“･･･…．．…････････････……………．“

繩文時代の石製品①。……‘･‘…‘‘…･……．……‘‘…“

繩文11F代の石製品②”･･･････…･…･…………･…．．”

繩文時代の土器①“･････････…････････…･･･…･･･…．．“

繩文時代の土器②“………･････････…………･･･････“

抑文時代の土器③…･･………･………･･………･…“

繩文時代の土器④…･……．．…･･………･……･･……

繩文時代の土器⑤“…･…････････….．････…･…･･…･･･

抑文時代の土器⑥．．…･････････････…･･･………･･･…・・

縄文時代の土器⑦“………･･･….｡････……………･“

縄文時代の士器③．．…･……･･･…････．．…･…･…･･････

縄文時代の土器、････………･･…････････…………･･･

繩文時代の土器⑩“････…………･･･････……………・

縄文時代の土器⑪.…･…………………･･･……．．･･･・

細文時代の土器⑫”…．．……．｡…,………．．……････・

細文時代の二l:鼎⑬”･･･････…････…････････････．．…････・

細文時代の土器⑭”･･･………,…･･････････････.･･･…”

縄文時代の土器⑮”･…..…･…"……･……..…･…“

繩文時代の土器⑯…･…………･…．.……..……･…・

繩文時代の土器⑰”…………･……･…･…………･･･

細文時代の土器⑬“･…．．……･………･････････……“

繩文時代の土器⑲”．．……………………．．………”

抑文時代の土器⑳”……………………････････…･…

繩文時代の土器⑳“…･･･････…･…………………"“

縄文時代の土器、－……･･･…………………･……”

繩文時代の土器⑳“……････…………･･…･…････.．“

縄文時代の土器⑳”……･…･…･……………･･…･･･・

繩文時代の土器⑳…………･………………．．･･･････・

繩文時代の土器⑳．･･･……･････････････…………････“

縄文時代の土器⑳…･………･……･…････…．．……”

繩文時代の土器⑳“………････…･…･･･……．．……”

純文時代の土器⑳“..…･･･………････････…･…･……

縄文時代の土器⑳･･･････……･･･…･･･････………,．…・

細文時代の｣:器＠・・…･･･…･･･････････････････……･･･“

測文時代の土器、．．････…．,･･･‘,････…･･･‘･…････････“

純文時代の土器、”･…･………･･……･･･････……･･･・

細文時代の土製品①･･･…………････････････…･･････・

繩文時代の土製品②..……･････…･･･････････……･･･・

剛文時代の土製品③“･…･………．．…･…･…･…･･･・

土師器①“……･･･………････……･………･………･……

土師器②…･･………………･……………･･･････････……。
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掘立柱建物①”…･…･･･…………･･･……..…･…………

掘立柱建物②………･･･…………･････････…･…･…･･････・

掘立柱建物③”…････……………･…･……････……･･････

棚立柱迩物④”･･･････････････……････････････…．．……．.…

掘立柱述物⑤．････････…･……･……････････…･･･…･････…

棚立柱建物⑥”…･……………………………･…･･･････・

掘立柱述物⑦．牲列 ・……．．…･････………･…･……“

井戸①“……･…･･･….･･･････.．…･…...…･…･…．．………･･･

井戸②“････…,．………････,･･……･………･･･…,,．,．･･･…･“

井)i@"･･･……･･･････････････････…････････････．．…･･…･････…

井戸④．････…･…････････････…･…･………．.…･…………･･･・

井戸⑤“･………………．．…･…………･…･………･………

｣坑①．･･･…,……････………･………………･…．．……．．…

上坑②．…･･･……･･･････…･･･････……･････………･･……．．…

l:坑@･･…････…････････…････．．……………………………・

櫛①．…･･･････････………･･･････････……･…･･･････…..････……

溝②“…･･……･…･……．．.…….．……･…．．.…････…．．…･…

脾③”････……････．.……．．…･……･･･……････…･……．．……

牌④”････．．……･･･……．．…．．．……．．…………･……･……”

古代の竪穴住居…････････････……･…････････.．…………

焼土・土器埋股遺柵(19次調査分) "……････・

カマド状過柵．焼土（21次閥森分） “｡,･･･…･”

旧河巡全体図 ・………････････････．．……･･･‘･････････････…・

川河巡断面①･･･…････････････････..……･･･････････････････”

IH河過断面②･･･……････････････････…･･･････････････････…・

旧河巡断面③.･･･…････････…･････････…･････････････…･･･“

IH河遡断面④“･…････…･････････…………･…．.………“

木柱列（平Ⅲ側） “………･…･…………………･…･･･・
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凡 例

l.本報告智に褐戦した遺櫛図の方位は、平面直角駆標第x系の座標北を、遺椴図の水糸レベルは海抜高度

を示す。

2．遺榔図の縮尺は、掘立柱建物・柵断面図・旧河道跡断面図1/100，柵平面図・旧河道跡平面図1/200、

井戸．土坑．占代の竪穴住朏．焼l: ･カマド状過櫛・木柱列平面図・杭断面図は1/60、土器埋設遺柵

はl/30とした。図版内にはそれぞれスケールを付している。

3．遺構．遺物図版に使用したスクリーントーン等は、本文中あるいは図版内にその内容を示した。

4．巻末に付図として遺柵配置図を縮尺l/100で添付した°この中で、第19次調査で確認された柱穴につい

ては、次の5に示す「19」を省略した。同じ遺柵配悩悩lを第1図に褐戦しているが、これは任意縮尺で

ある。

5．遺櫛名については、その避柵が検出された順の連番を遺構を表す略号の後ろに付け、さらに調査次を示

す「19」および「21」の数字を一番前に付けて呼称した（例:19SBl、21SE2など)。遡櫛にはそれ

ぞれ次の略号を用いた。

SB:掘立柱建物、 SE:井戸、SK:土坑、SD:溝、竪穴住居: SI、その他の遺櫛:SX

なお、柱列と木柱列については、 SXを使わずそのまま連番を付けた。

6．層名は韮本刑序にはローマ数字を、遺構の埋土にはアラビア数字を川いて区別した。なお、旧河道跡の

層序についてはこれらとは別扱いとし、大別刷にはアラビア数字を用いた。

7．土珊の色澗は、農林水産省腿林水賑技術会議事務局監修『新版標準土色帖」を使用した。

8．本報告餅掲戦遺物についての遡択飛鵡は、明確なものを設けていない。遺物の種類が多岐にわたってお

り、より多くの遺物を載せることを心がけたつもりである。

9．報告脊中の通物番号は、時期および種類毎に次のように付けている。

l～240：繩文時代の石器・石製品

301～802:縄文時代の土器・土製品

lOOl～1096:土師器

1101～ll70:須恵器

2001～2534:かわらけ

3001～3381 :国産陶器

4001～4018:中l到産陶器・朝鮮産陶器

5001～5112:中国産磁器

6㈹l～6085：中・近世陶磁器

7"l～7078:縄文時代以外の士製品

7101～7118:繩文時代以外の石製品

7201～7258:金腐製舳

7301～7315:木製品

7401～測例：その他の遺物 （ガラス製品・琉珀･jlljM)

10.遺物実測I叉Iの縮尺は、 l/2 ･ 1/3を基本にした。遺物の種訓や大きさによって、 2/3･ l/4 ･

l/5．1/6 ･ 1/8としたものもある。これらについては、それぞれの図版内にスケールを付けて



示している。

遺物観察表は、中．近世陶磁器を除いてそれぞれ実測図と同じページに褐戦した。観察表の掲載順は、

遺榊内出土遺物をまず股初にまとめ､次ぎに巡柵外の出土遺物をグリッド毎に雛列させた。金属製品等、

一部の遺物に種類を優先させて扱ったものもある。

各遺物観察表において、（ ）内の数値は、残存値または推定値を示している。

石器・石製品以外の遺物観察炎においても、法飛の単位は「cm」並簸は「g」である。

かわらけ観察表の項目において、「残存」とはあくまでも観察者の感覚による残存率であり、数値的な裏

付けがあるものではない。

避物写真図版の縮尺は、遺物実測図のそれにほぼ恥じたものとした。

国産陶器・中国産陶磁器・朝鮮産陶器の産地同定および分類は、平泉町牧行委貝会八顛樫忠郎氏に依頼

ll.

12.

13.

14.

Ｏ
●

５
６

１
１

した。

17．中・近世陶磁器の産地同定・分顛は、当センター羽柴直人が行った。

18."4節「自然科学分析」は、次の5編である。

「泉屋遺跡第21次調狂出土材の樹種」（高橋利彦）

「泉屋遺跡出土ガラス玉の非破壊分析法による調査結果」（咲1l1まどか・赤沼英男）

｢泉腫遺跡の火lll灰分析」（パリノ・サーヴェイ株式会社）

｢動物遺存体鑑定結果」（熊谷賢）

｢平泉町泉屋遺跡から産出した植物遺体群」（辻誠一郎・辻圭子）
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第5章泉屋遺跡第19．21次調査

第1節検出した遺構

泉屋過跡19･21次の2カ年にわたる調査で検川した避柵は、掘立柱建物（略号:SB) 17棟、柱列3条、

井戸(SE) 9基、土坑(SK)34韮、溝(SD) 12条、古代の竪穴住居(SI) 3棟、焼土(SX) 10基、

縄文時代の土器埋設遺構(SX) 2基、近世以降のカマド状遺構(SX) 5基と、調査区東端に確認された

旧河道跡1箇所である。

各遺柵の検出而は、縄文時代に属するものは韮本墹序のV～Ⅵ珊上lli，古代以降はⅣ用上面（旧河道内で

検出された遺櫛は除く）である。Ⅳ層面においては、時期の異なる遺柵が複雑に重複し合い、また本層と遺

構埋土との区別が不明瞭なこともあって、遺櫛1mの新旧関係を明確にできなかったものも多い。

遺櫛名は、これらの略号を用いて確認された年次およびその同一泄柵での連番を付したが、掘立柱建物に

ついては、21次調査検出の遺柵として扱っている。

1 掘立柱建物・柱列

確認した柱穴650基あまりを検肘した結果､掘立柱建物は17棟､柱列は3条示すことができた。うち12世紀

に所属するものは1棟のみで、それ以外は主に16世紀後半から18世紀代に所属するものと思われる。

21SB1 (第2図、写典図版3)

〔位置〕調査区北西側のmH6a･7a･8a･6b･7b･8b･6c･7c･8cに位世する。

〔重複)21SB2、21SB4、21SB6、21SB7、21SB8とプランが重複するが、いずれの建物よりも

本避柵が旧い。

〔平面形式〕桁行3間(675cm)、梁間2IM(436cm)の身舎の四面に庇がまわる掘立柱建物である。使用した

柱穴は20個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-87°－Eである。

〔柱IHl寸法〕桁行では226cm(7.4尺)、梁IMで214cm(7.0尺）が多く使われるが､他に様々な寸法があり基地

寸法は不明である。

〔出土遺物〕出土していない。

〔性格〕唯一の12世紀に所楓すると思われる建物跡である。具体的な性格は不明である。

〔推定年代〕平面形式・柱1mなどから12世紀の掘立柱建物と考えられる。

21SB2 (第2図）

〔位股〕調査区北西側のⅢG7i･6j ･7j･mH6a･7a、21SBlの西側に隣接する。

〔重複]21SBl、21SB4、21SB7とプランが亜複するが、柱穴間に切り合いがなく新旧関係は不明で

ある。

〔平面形式〕掘立柱建物で、桁行4間以上、梁IⅢlMI (392cm)の北側と附側の二面に庇が付く。使用した柱

穴は10個である。

-1-
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牲火岳￥ 深さ:c回 j塵mの偲高:、

P216 12.2 22.1硯

P郷3 15 4 22.2弱

P2釦 19 6 露.l鯛

P257 17 4 露.144

P2御 11 4 鰯,l闘

柱穴齢\ 潔さ:函 底面の侭高;、

P錨 40.2 22257

P麹 11 3 型.la1

P抑’ 42 6 21.”

P郷 閏 ２ 2Z,016

I〕312 M 8 22.1

性穴番号 深さ:由 服曲の標高:、

P鍵0 40.7 21.“

P錘 11．2 22.認

P訓5 2】.】 露.噸

P3弱 鄭.6 22.噸

P3弱 19,7 22．1弱

帖穴岳号 深さ:函 斑面の際高:、

P” 31．3 鍵.唖

P371 16，0 22.15

P3万 18.0 垂.I

P顕 15.7 22.013

P”1 18．9 21.蝿1

性穴岳号 深さ:輯 kmの僚高:､】
P195 11．5 22.1認

P214 15．6 22.1

P215 15．2 型.M3

P219 17.0 鯉.0

P麹2 25.6 迩二郷

性穴昏\ 深き:画 底面の闘商:、
P認7 16.6 22.1翻

P2弱 21.8 鯉.鋼4

P2鋤 16.0 22.】5

21P17 訓.5 21.鯉5

21Pl8 鋤.2 21.9錦



〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行は28cm(9.2尺）前後、梁間は392cm(12.9尺）が使われるが､桁行では使われる寸法が区々

で韮雌となるものは不明である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕平面形式・柱間などから16世紀後半から171uf紀代の掘立枕建物と考えられる。

21SB3 (第3図）

〔位侭〕調査区北西側のⅢH5c･6cに位世し、21SB5と規模（柱IHI等) ･軸方1句をほぼ同じとする。本

過櫛北側で21SB6、21SB7と平面プランが菰複する。

〔亜複]21SB5との前後関係は、 P399とP4叩との敢襖I刈係から、本遺櫛のほうがinい。21SB6 ･21S

B7との関係も同様である。

〔平面形式〕桁行3間(687cm)、梁間lMM (300cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は7個である。

〔廸物方位〕桁行の軸方向はN－4°一Eである。

〔柱IHI寸法〕梁Ⅲlは300cm(9.9尺）が使われるが、桁行では寸法が区々である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格)21SB2の付属屋となる可能性がある。

〔推定年代〕平面形式．柱Ⅲlなどから16世紀後半から17世紀代の掘立柱建物と考えられる。21SB5の建替

えか。

21SB4 (第3図、写真図版3)

〔位侭〕調査区北西端のmG6j ･ 7j，ⅢH6a・7a･6b･7bに位置する。建物規模や平而形式を

同じくする21SB2の西側4mに平行移動した形である。

〔重複]21SB2と平面プランが重複するが、直接柱穴どうしの切り合いがないため、前後関係は明らかで

ない。

〔平面形式〕既述のとおり、21SB2と同様の形式をもつ掘立柱建物である。桁行41111以上､梁IMll lHI (391

cm)の北側と南側の二面に庇が付く。使用した柱穴は19個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88°一Eである。

〔柱Ⅲ寸法〕桁行は219cm (7.2尺）・233cm (7.7尺）など、梁llWは392cm (12.9尺）が使われる。飛地寸法は

不明である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕平面形式・柱間などから16世紀後半から17世紀代の捌立柱建物と考えられる。前後l測係は不明

であるが、21SB2あるいは本過栂が建替えられたものであろう。

21SB5 (第3図）

〔位世〕調査区北西側のⅢH5c･6cに位世し、21SB3で記載したように規模・軸方向をほぼ1両'一にす

る。軸方向は、21SB3よりも東に6°傾いている。

〔亜複]21SB3との前後関係は、柱穴INlの切り合い関係から本遺柵のほうが新しい。本遺榊北側で21SB

l，21SB6、21SB7と平面プランが爪襖するが、本過柵は、21SBlより新しく21SB6 ･ 7よりはlu

いものと考えられる。

－3－
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牝穴勵号 深き:画 鷹曲の標高:、

P錫1 12.7 22.的7

P郡7 錫.1 22 226

P3弱 18.8 21 912

P4側 鋼.I 21 噸

P4鱒 露.4 21 蝿

P411 16．1 型 噸

P423 40.6 21 別吃

柱穴茜号 深さ:齢 底面の標高:、

ID狸 20.2 22.㈹5

P謡1 型 5 21 9花

P班 31 0 21 鯉6

P4鯉 29 2 21 917

P別1 20 7 21 8駒

l賦曾り 澱菩:、 斑面の侭高:、

P2蝿 ”､9 銘.“7

I〕211 14．4 鰯 111

P217 11．5 艶 163

P218 15.6 型 1脚

P2鋤 鋤.6 認 ”I

PZ21 26.9 21 9銘

P勢1 22.5 22.“

P2銘 16．8 22.35

P錨1 15．6 22.認4

P妬2 12.0 型.178

P265 31．0 ”二3翅

P2鯛 4.8 箆.218

P2鯛 14.0 魂.蝿

P3錫 33 3 21.“

P3鋤 37 6 22.2“

P銅1 郡 3 22.妬7

P郵5 27 6 21.咽

P“ 13.6 露.157

P487 認.4 21.”



〔平面形式〕桁行3IHI (696cm)、梁間1間(324cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-10。－Eである。

〔柱IHI寸法〕梁IIWは324cm(10.6尺）、桁行では寸法が区々であるが230cm前後のものが使われている。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格]21SB4の付属陸となる可能性がある。

〔推定年代〕平面形式・柱間などから16世紀後半から17世紀代の掘立柱建物と考えられる。21SB3に示し

たような建枠えがあったのであろう。

21SB6-1 ･2 (第4図）

〔位侭〕調査区北側のⅢH6b・ 7b･6c･7c･6d･7dに位置する。

〔攻複]21SBl、21SB2、21SB7、21SB8と平面プランが亜複する。直接柱穴|Ⅲの切り合いがない

ため、前後関係は明らかでない。

〔平面形式)21SB6-1は21SB2 ･21SB4と同様の形式をもつ掘立柱建物である。桁行3間以上、梁

ilil2IHI (419cm)の南側に庇が付く。北側にも庇が廻るものと思われるが､離遡できなかった。使用した柱穴

は14個である。21SB6-2はこれに付属する付属屋と思われる。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-87°一Wである。

〔柱Im寸法]21SB6-1では、桁行は265cm (8.7尺)･309cm (10.2尺）など、梁間は222cm (7.3尺) ･ 197

cm (6.5尺）が使われている。21SB6-2では、240cm(8.lCm)が使われている。

〔出土遺物〕出土していない。

〔付属施設・性格]21SB6－lが主屋で、21SB6-2はIm時に使用された付属瞳か。

〔推定年代〕主展の平面形式・柱IHIなどから、17世紀後半から18世紀代の掘立柱述物と考えられる。

21SB7-1 ．2 (第5図、写真図版3)

〔位価〕掘立柱建物が集中する調査区北西側のmG7j・8j 、ⅢH7a･8a･7b･8b･6c･7c ･

8c ・ 7d･ 8dに位世する。

〔砿複]21SBl～6，21SB8の複数の建物と平面プランが重複している。本遺構は、柱穴間の切り合い

などから、これらのいずれの建物よりも新しい。

〔平面形式]21SB7-1は、桁行1637cm、梁llll783cm，而祇128.2㎡の掘立柱建物である。使用した柱穴は

25個である。21SB7-2は、桁行868cm、梁IM1413cmで使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕前者の軸方向はN-83o－W、後者のそれはN－7°－Eである。

〔柱IⅡ1寸法〕梁・桁、それぞれの総長が割り切れる6尺台の寸法がうまく見いだせなかった。

〔出土遺物] P242･P246から石臼(7116･7117)が出土した。礎盤として利用されたものである。

〔付属施設・性格〕近世民家の主屋(21SB7-1)と付属屋(21SB7－2)と思われる。

〔推定年代〕平面形式・柱間、他の建物とのI則係などから1811t紀前半頃の掘立柱建物と考えられる。

21SB8 (第4図）

〔位世〕調査区北西部のmH7b･ 8b・7C･8cに位侭する。

〔爪複)21SBl、21SB6、21SB7と平而プランがⅢ複する。直接柱穴間の切り合いがないため、111後

関係は明らかでない。

－5－
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性穴毎号 深き:、 底面の標高:、

P297 17．4 21．111

P3㈹ 10‘1 漣.13

P3蝿 洲 8 21.”9

P307 鋤 ７ 22.2“

P” 湖
今
日 22.脚4

P315 17 1 型.l的

P劉6 弱.5 21.恥

肱穴6号 深さ:⑮ 吸血の偲高:、

P知 錨.0 22.略

P370 49.0 21.鰯

P373 鋼 5 21.814

P“ 16 7 艶.017

P艶9 31 5 21.錘

P3“ 型 6 21.麺

柱穴研号 深さ:Ca 脹向の標高:、

P498 28.5 21.915

P邪 22.4 21.聯

P510

P麺9
~F

j･ひ Z1.79

21P8 16．2 21．612

21P9 23.8 21．7詔

惟穴砧り‐ 深き:c色 底、の標間:、

P調2 42.5 21.噸

P鋤 35.7 21 9麺

P352 釦.0 型 135

I〕362 麓.6 認 129

P3的 別.4 22 081



〔平面形式〕掘立柱建物で、桁行3HI (515cm)、梁間1 IM(378cm)の規模を有する。使用した柱穴は6個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN－6o－Eである。

〔柱間寸法〕桁行は188cm(6.2尺）とl68cm (5.5尺)、梁間は378cm

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

(12.5尺）が使われる。

21SB9 (第4図）

〔位置〕調査区北側の中央部、mH6e･7e･7fに位世する。

〔砿複〕他遺柵との亜複はない。

〔平面形式〕桁行3IM(615cm)、梁間lilll (353cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-42°一Eである。

〔柱IH1寸法〕桁行は220cm(7.3尺）と176cm (5.8尺)、梁|川は353m(ll.6尺）が使われる。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

21SB10(第6図、写真図版3)

〔位置〕調査区西側の中央部、ⅢH3a･4a･3b･4bに位世する。

〔重複〕他遺柳との重複はない。

〔平面形式〕桁行3間(612cm)、梁間l llll (381cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85°－Wである。

〔柱間寸法〕桁行は206cm (6.8尺）等、梁間は381m(12.6尺）である。基準寸法は不明である。

〔出土遺物〕川土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

21SB11 (第6図）

〔位慨〕調査区西側の中央部、ⅢH2b･2cに位i側する。

〔亜複]21SB17と平面プランが重複するが、柱穴間の切り合いがなく新旧関係は不明である。

〔平面形式〕桁行3H(5"cm)、梁間lil (375cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-86｡-Eである。

〔柱IMI寸法〕桁行は192～2"cm (6.3～6.7尺)、梁間は375m(12.4尺）が使われる。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

21SB12(第6図）

〔位置〕調査区西部南寄りのⅢGl i ・ 2i ･ l j ･ 2jに位置する。

〔爪複〕平面プランが19SD6と垂複する。それと柱穴の切り合いがなく新旧I則係は不明である。

〔平面形式〕桁行3IIM (670cm)、梁間lHII (364cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は7個である。

－7－
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柱穴昏号 撮さ:、 底面の標高:、

P” 24.0 璽.恥

P2鱒 25.9 22.014

P231 18.7 22.101

P鱒3 蹄.2 22.鰯

P邸 15．2 箆.躯

P錘 21．2 空.lね

P“ 19.2 型.25

P割1 4.1 ””2

P242 33.8 22.鯛8

P244 22 4 22 2側

P245 14 3 型 179

P割6 認 ７ 型 唾7

P251 31 2 型 麺

P2弱 9．8 …

P263 15.1 22.198

P” 38.7 22 恥6

P313 46.8 21 817

P317 例.3 21 唾

P翠 14．5 理 幻2

P麹 割.8 22.01

P訓0 湖.5 艶.㈹7

P郷 46．1 21.878

P理 17.7 21.噸

P4別 13．1 五-2鼬

21P43 9.5 型.18

柱穴砧\ 潔さ:、 座間の標高:、

P3石 30.1 21.91

P鋤 25.7 21．噸

P麺 露.9 21．818

P判3 5．4 鰯.2晩
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柱穴68 深さ:、 底面の侭高:、

F1 鱒.6 2 .9鋸

P2 25.9 2 .Ⅸ賂

P3 24.1 ２.”

P‘1 型.5 2 ､盤1

P5 16．5
。

｡ 1.蝿

P6 鋤.3 2 .“

P7 8.2 2 ､988

P8 11.0 21.鮪

柱穴苛\ 尿さ:函 底面の側高:、

P9 羽.8 21.5万

P 0 15．9 21.鯉5

P 1 33.2 21.例9

P ２ 麹.2 21.745

P 3 錨.3 21.”7

P 4 鱒.0 21.615

P ５ 35.1 21.麺

P 6 29.5 21.m

性穴翻り iX5:ca 底面の偲向:、

P55 18.4 21.”1

P57 13．2 21 917

P調 10.6 21 鵠1

P59 型.0 21 751

P】鋼 M､4 22 135

Pl37 23.0 盤.(囮

P師 鋤.9 21.艶



〔建物方位〕桁行の軸方向はN-89°一Wである。

〔柱|Ⅲ寸法〕桁行は210～243cm (6.9～8.0尺)、梁間は364m(12.0尺）が使われる。

〔出土巡物] lll土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

21SB13(第71ﾇ1)

〔位世〕調査区南I叫隅のⅡHOa，mHlaに位置する。

〔蹴複〕平面プランが21SB14と重複するが、柱穴間の切り合いがないため前後関係は不明である。

〔平而形式〕桁行・梁間ともlllllの掘立柱建物である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-10。－Wである。

〔柱IⅢ寸法〕桁行は487cm(16.0尺)、梁間は30im(10.0尺）である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所閥時期は不明である。

21SB14(第7図）

〔位|趾〕調査区南ilW隅のⅡH9a ・ 9b･0aに位侭する。

〔砿複]21SB13に記戦のとおりであるが､21SB16の平面プランとも亜複している。

士の切り合いから、本遺構が21SB16よりも旧い。

〔平面形式〕桁行・梁間とも1冊の掘立柱建物である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN－7．－Wである。

〔柱|Ⅲ寸法〕桁行は569cm (18.7尺)、梁間は3"m(10．0尺）である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所楓時期は不明である。

P99とP98の柱穴同

21SB15(第7図）

〔位世〕調査区南西隅のⅡH9b ･ 0b・ 9C･Ocに位慨する。

〔砿複〕これも21SBl6の平面プランと砿複している。柱穴間の切り合いはなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕桁行3IM(589cm)、梁間l間(373cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN－7．－Wである。

〔柱Ⅲl寸法〕桁行は193～200cm (6.3～6.6尺)、梁IMIは373m(12.3尺）が使われる。韮辿は不明である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

21SB16(第8図、写真図版 ）

〔位世〕調査区南西隅のⅡH9b･9c･0cに位置する。

〔亜複)21SB14･ 15に記戦したとおりである。

〔平面形式〕桁行4IM(870cm)、梁im3IM (395cm)の掘立柱建物である。使ﾊIした柱穴は10個である。

〔迅物方位〕桁行の軸方向はN-78．－Eである。

-10-
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柱穴昏$． 濃き:画 既醐の隠高:、

P61 41．3 21.認1

P蝿 ”.6 21.627

ID77 67.8 21.3鮒

1，119 ･綿.．’ 21.蝿5

I蛾を 穂昏:崖 臘血の帽高:、

P98 12.8 21.蝿

1,1()1 20.2 Z1.蝿

P118 41.0 21.285

I》･1鼬 割.0 21.3海

性穴研\ 深苫:唖 斑面のIM";m

P“ 型.4 21.5鵠

''67 13．6 21.”

''別 15.･1 21.67‘1

P鵠 型.8 剛.認8

P蛇 測.Z 21．5】

F1卿 41.0 21.“1
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柱穴魯9 限き:韓 斑面の樟尚:、

ID浦 認.8 2 ､鯉6

P81 25.8 ２.“

P鋤 16.2 2 ､段潟

P93 30.8
ａ
“
。 1.53

P鴨 39.2 2 ､鋤

P蝿 10 8 2 ､912

P97 21 6 21.蝿

I､” 】2 8 21.95

Pl“ 43 6 21.烈吃

P” 26 1 21.油

帖穴番号 深き:画 旺飼の標斑:、

Pl7 16．2 21.”

P18 15．1 21.“

Pl9 12．0 21.876

P20 11.8 21．875

P2】 望.2 21.“5

P22 14．5 雪.“

P鱒 36.8 21.識

I》湖 13.‘1 21.油

性穴岳\ 躍さ:唖 座山iの偏畠:、

P調7 型.0 21.髄5

P‘119 7．5 21.89

P421 13.5 21.別5

P4” 16．9 21.87性穴岳号 深き:由 斑曲の標高:、

ID弱 ･11.4 21．411

P犯 妬.9 21.4銘

P40 銘.3 21.4鵠

Pll2 24.4 21.466

性穴番' 深さ:鞄 血血の際高:、

P37 認.3 21.副7

P39 16．9 21.“7

P‘11 11.5 21．613

P61 15.0 21．5別



〔柱M1寸法〕桁行はl95～265cm (6.4～8.7尺)、梁間は121～151cm(4.0～4.9尺）である。

〔出土遮物]P95から16世紀末～17世紀の志野皿が出土している。 〔性格〕不明である。

〔搬定年代〕出土迩物からその頃の年代が考えられるが、緋細な時期は不明である。

21SB17(第8図、写真図版3)

〔位悩〕調査区中央西寄りのⅢH2b･2cに位侭する。

〔亜複]21SBllで記戦したとおり、平面プランがそれと敢被している。柱穴lHlに切り合いはない。

〔平面形式〕桁行3間(561cm)、梁間1間(364cm)の掘立柱建物である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88°－Eである。

〔柱間寸法〕桁行は178～2"cm(5.8～6.6尺)、梁間は364cm (12.0尺）である。韮準寸法は不明である。

〔出土遡物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

柱列1（第8図）

〔位世〕調査区北側中央部のⅢH5d･ 6dに跨っている。

〔亜複)21SB6の平面プランと亜複するが、新旧は不明である。

〔軸方向]N-3°一Eである。

〔柱間寸法] 3IHIで、柱間は150～174cm (4.9～5.7尺）である。

〔出土遺物〕出土していない。

〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

柱列2（第8図）

〔位個〕調査区南西隅、ⅡHOc、mHlcに跨がる。柱列3とl.5mほどの距離で平行する。

〔砿複〕遺構間の並複はない。

〔軸方向]N-9°－Wである。

〔柱iⅢ寸法) 3IHIで、柱間は191～207cm (6.3～6.8尺）である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

柱列3（第8図）

〔位慨) nHod、ⅢHOcに跨っている。 〔重複〕重複はない。

〔軸方向]N-9°一Eである。

〔柱11寸法〕41Ⅲで、柱間は130～149cm (4.3～4.9尺）である。

〔出土遺物〕出土していない。 〔性格〕不明である。

〔推定年代〕所属時期は不明である。

-13-



2井戸

井戸跡は19次調森で9基確認されている。そのうち、12世紀に属するものは1基のみで、その他は近世に

所属するものがほとんどである。

19SE1 (第9図、写真図版4)

〔位世・検出而) IH9bに位偶する。検出面はⅣ届である。 〔敢複〕なし。

〔規模〕開口部径215×220"、底部径71×72cm、深さ342cm。

〔底面･壁〕底面には凹凸がある。壁は底面から直立気味に立ち上がI)、その後外傾する。獺斗状を呈する。

〔肌土〕人為的に肌められた棟ｷliである。11崎に分届される。上位～中位にかけて礫が混入する。

〔出土遺物〕かわらけ数片、縄文土器片、珪化水が出土した。

〔年代〕近世に閥するものと思われる。

19SE2 (第9図、写典IXI版4)

〔位世・検出面] UGOjに位世する。検ll価はⅣ層である。 〔並複〕なし。

〔規模〕開口部径ll8×122cm、底部径82×85cm、深さ343cm。

〔底而・壁〕底而には僅かな凹凸がある。壁は底而から直立気味に立ち上がる。

〔蝿上〕人為的に埋められた様相である。ll吋に分府される。股上位と股下部に礫が混入する。

〔出土遺物〕かわらけ、縄文土器片、石器剥片、近世陶器、lO層から漆雄椀1点が出土した。

〔年代〕出土過物から、近・現代に属する。

19SE3 (第10図、写真図版4)

〔位世・検出面] nG9i･0i･9j･0jに跨っている｡検出面はⅣ屑である。

〔爪複) 19P148･ 162と砿複する。柱穴のほうが新しい。

〔規模〕開ll部径298×320cm、底部従l"×174cm、深さ383cm｡

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕人為堆拙の様相を呈する。39屑に分刑された。上位に礫が多数混入している。

〔出土遺物〕手づくねかわらけを主体とし、中脳l産陶器・白磁、 Li器剥片、械物種子、焼成粘土塊、炭化材

などのほか、漆雄Ⅲ2点が出土した。

〔年代〕出土遺物から、12世紀後半に属するものである。

19SE4 (第10凶、写真図版4)

〔位置・検出面)mG5jに位世する。検出面はⅣ層である。

〔敢複) 19SD6と亜複するが、本遺椛のほうが旧い。

〔規模〕開口部征184×214cm、底部径71×81cm、深さ368cm。

〔臘而・壁〕底面はほぼ平坦で、断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕人為堆稲と思われる。糒査途中で断而が崩落し不明な部分があるが、 8層に分晒した。

〔出土遺物〕かわらけ・土師器の細片、近'雌陶器、他物秘7．などが州上した。

〔年代〕出土遺物から、近世に楓する井戸と思われる。

-14-
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『ンクリート片混じら慨乱10YR3/3暗尚也帖-t賞黄褐色砂質｡t:、帖上塊、2-w5“大の脚砺箭幽
lOYR3／Z鵬褐色砧上質黄褐色印麗塊をよだらに含む
IOYR5/6償褐色帖t 5-"の人の願含む
lOYR5 6蘭褐色砂質上帖と堀少吊含む
IOYR4 3 1二ぶい黄褐色粘土
IOY4 2 *リブ既也帖t略褐色鮎土塊、10訓函大の硬*し
5V3／1 オリーブ胤色粘士質粘士塊少蛙含む
2.,5Y｣1/4 オリーブ褐色粘土崩諮+:？
10YR4/4 褐色帖上衝iV溺に酩似
10YR,1/4 褐色 晴粥色土塊含む
10Y3 2十リブ捌他飴十帖-&蝋少斌含む

１
２
３
１
５
６
７
８
９
㈹
Ⅱ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
脚
Ⅲ

10YRI 3にぶい的褐色歴色粘土粒．卜闘に難含む
10YR3 3時櫛色帖上伺晩色帖L塊．枇縄色十塊合し
IOYR3 3啼掲色帖．t質
2.5V3／2醐褐魁帖上質黄褐色砂貿枇含む
iOYR4／判 幡色地illの胤梧？
10YR･1 4 禍色地1ll崩佑土
IOYR2/3 胤禍仏帖t質地llI朋縞上
2.5Y7/,1 浅澗色帖上焔山崩落t
7,5Y4 1 灰色砂別iら粘土塊、判木片‘含む
7.5CY3 1餅禄腕仏帖十賀帖I蝋．イイ4.1l含む

1960０
１

2，1
4

第9図井戸①
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119SE3

＋
111(}6

119SE4

ハロ の8

BAC

A+L=22.500mAlLZ22･400m ヨB ヨ0

1 2．5Y3/3 蹄オリーブ褐色黄褐色姑土塊含む
2 10YR6/6 測黄褐色にぶい黄褐色土が筋戟に混入
3 10YR3／4堵欄色資擢僅飴を塊含む
4 2,5Y4/2晴灰貧色帖土塊少登含む
5 2.5GY･1/1 略十リープ凝色粘土塊少晴含む
6 2．5GY4 1 略オリプ瞬色にぶい例“A上塊含む
7 2．5GY4"I MWV リブ灰色腱ぷい間色帖上塊含む
8 2．5GY1／l 岫寸リープ灰色袖1. 11冊柵仏t上ばら11月柵仏上士酒ら

IOYR3/4 暗褐色19磯、粘士算．かわらけ、圃巌陶警片含む
IOYR3/3藩褐色俊化材片含み退物少退出t
IOYR3/3篭褐色黄禍也帖士魂､蛍化M片念む
5YR4/4 にぷい赤柵色投げ込まれた娩上
IOYR3/3略柵色略柵色、侭掲色帖上含む
10YR3/1 隅褐色多くの股化物‘焼土曲含む
IDYR3/2開間色略禍也士紘、5～|20cml)11IHI,醐烈陶僻片含む
2.5Y3/2胤褐仏州M仏帖土塊、炭化物少最背む
10YR2/2黒褐色粘土間脱化抑、娩上杖、闘佃也粘t含む
IOYR7/,1 にぶも，黄担色帖士黒褐色t 炭化物含む
iOYR3／4購褐色粘土質Ⅳ層の崩落上？
IOYR2/2黒褐色略潟色士との提tで炭化物含む
10YR1．7 1黒色隣化した*製加~r晶州_L
10YR7/1 にぶい蘭燈色粘土股化物含む
2.5Y3/l 隅褐也帖l.貿帖上塊含む
2,5Yロ／3蹴榔色帖上Ⅳ咽がやや潟.:'た感じ
2.6YM/1 照側也Wi上炭化物、粘土塊含む
10YR7/ 1 にぷし噛臘仏Ⅵ層の崩藩士
2,5Y3／3暗オリーブ褐色粘土質オリーブ隅色の帖上塊含む
2,5Y4/3 オリーブ穐色娩上境．炭化物、銅を含む
23Y3/2黒褐色粘土炭化物少量含む
2.5Y3 2黒褐色姑･l･ 炭化物含む
Ⅶ堪崩酪・t

2.5Y4／1 機灰色帖l 照褐色鮎tプロノク,M111Mtプロノク含む
7.5GY6/i 縄灰色帖上地川畑度プロリク含む
6Y,1/1 峡色袖上映化物微鮭含む
7,5GY7/l lj!,鰍恢也粘土鵬ナリープ色、：1･リープ胤色、地111プ1J'ソク批人
10GY6/1癖色砂側地111崩落土
7.5Y4/】 灰色帖士オリーブ黒色シルト、地111帖上ブロック醗入
lOGY6/1 録灰色帖上十リープ黒色帖土が混じる
IOGY6/1 緑灰色粘土間厩白色土との鍵tでオリーブ蝋色鮎t汎人
7.5Y4/1 灰色帖上"灰色シルト、明オリーブ脹帖i:プロブク含む
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10GY7 1 畷緑灰色鮎上オリーブ黒色粘土．西輔に砂が多く入る
7.5GY7 1 呵緑灰色砂貿撰色帖士少量．下総I当役負色で磯化しても､る
7.5GY7 1 明緑灰色鮎上伏色帖上含む
5GY7 I IW十リープ伏色砂間 ド節に没黄色．両閲0二灰色飴i:が入る
5Y8 2灰白色帖上帖1 及び砂．小醗含む
5〔1Y7／1 Wlオリーブ灰色砂間灰色粘七含C
sY8／2灰画色粘土帖上砂、小雛含む

０
畳

1:60 2m
I

第10図井戸②
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19SE5 (第ll図、写真図版5)

〔位置・検出面]mH6a･6bに位瞳する。検出面はⅣ層である。

〔規模〕開口部径196×197cm、底部径74×92cm，深さ348cm。

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、断面形は獺斗状を呈する。

〔埋土〕15層に分層した。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕焼成粘土塊が4点lli土した。

〔年代〕不明である。

〔亜複〕なし。

19SE6 (第ll図、写真図版5)

〔位皿・検出面)mH5bに位世する。検出面はⅣ屑である。 〔並複〕なし。

〔規模〕開口部径2船×214cm、底部径60×70cm、深さ342Cmo

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕人為堆積と思われるが、中位以下は土届観察していない。

〔出土遺物〕かわらけ・土師器、近世陶器十数点のほか、瓦が1点出土した。

〔年代〕出土遺物から、近世に属する井戸と思われる。

19SE7 (第12図、写真図版5)

〔位置・検出面]mH6bに位置する。検出面はⅣ屑である。

〔重複] 19P329･19SK16と重複するが、前者は本遺櫛より新しいが後者との関係は不明である。

〔規模〕開口部径146×180cm、底部径68×75cm、深さ351cm。

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁面は直立気味に立ち上がる。上位に壁の崩落がある。

〔埋土〕人為堆積と思われる。6層に分けた。

〔出土遺物〕かわらけ1点と井戸底が出土している。

〔年代〕出土遺物から、近・現代に属する。

19SE8 (第12図、写真図版5)

〔位瞳・検出面]mH5eに位慨する。検出面はⅣ咽である。 〔亜複〕南側に撹乱を受ける。

〔規模〕開口部径212×？cm、底部径別×60cm、深さ284cm。

〔底面・壁〕底面は平坦で、断面形は漏斗状を呈している。

〔埋土〕人為堆稲と思われる。6屑に分けたがそれ以下は不明である。中位までは礫を含んでいる。

〔出土遺物〕近世陶磁器が2点、下駄台1点、下駄差歯1点が出土した。

〔年代〕出土遺物から、近・現代に属すると思われる。

-17-
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hhII5b

A卜L=22･500mALL=22|.500m →8→B

l lOYR3 3略柵也明貧禍色跳f:塊多く含む

2 1OYR3/3噸褐色砺拙よび12股紀近世の陶田鴎片舎む
3 10YR3/2胤憾色帖上岡脱化物含む
4 25Y3／Z澱網色珊黄偶世銚12合む

5 2.5Y3/2無褐色ややグうf化L般化餓魂入
6 5Y4／2版オリーブ色徳上珊貢幡色帖上塊含むグライ化した咽

2.5Y6／3 6-ぷも､黄色粘土略働色士さだら'二肯し
IOYR4/2灰黄褐色ややグうイ化1軒の帖上穐少最合し
2.5Y6/3にぶい貨色粘土鯖褐僅＋里多く含む
IOYR3/4篭鵬色
IOYR3/2黒褐色黄褐色粘土塊含む
2.5Y4／2篭灰黄色帖上貿黄褐極鑑十塊室だらに含む

10YR3/4 鋪褐色Ⅳ畷に似る
2.5Y4/2晴硫黄色帖上質水分多い
Z.5Y#/】 黄灰色洩貨撞色･tとの蝿'f
2.5Y4/2輔灰貢色筋状1こ黄側色鮎上含む
2.5Y,1／Z酸灰黄色砂買
2,5V4/2輪灰黄色
2.5Y7/4 漢黄色萄灰黄色との混合
lOYR3／3篭褐色
2.5GY4／1鰯オリーブ灰色姑士賞黄褐色飴士堤含む

１
２
３
４
５
６
７
８
９
胸
Ⅲ
聰
圃
聰
晦

0 1:60 2m

第11図井戸③
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SK16
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A卜L=21･900mA卜=22.500m --4B ヨ9

誇禍色帖上質腕化物地111熱と塊慨歴含む

隣衡渦色帖上相妙、地illプロノク多麓に含む
悶也
灰的柵也帖t質

lOYR研／‘1

10YR‘1／2
1WR1 ．1

1WR,I 2

10YR3／3
iOYR鼎 3

１
２
３
１
５
６

WH禍也こぶし火のIﾘ剛.腐究捌物拠人.下部はグｯｲ化
にぶい廿蝸他帖1 鹸化股、伽111プロノク含む胤側也拠伐色帖上塊’だらl昌含I

略潤色Ⅳ層（俶闘）の朋附
蹄禍色Ⅳ廟【壇1M）心肋粘

照渦色洩此色祐･t塊含む
黙褐色洩枇色帖土塊含む
照色寸･リープ灰也粘'1;塊含む

蝋色＊リープ灰色帖上塊含む
暗間色19SKll]の州t
賠綿灰仏W,｜ M1砂含む

l IOYl(3／2

2 I0YR:1 4

3 10YR3 4
‘l 】OYR3／Z

5 10YR3／2
6 1OYR2／】
7 】OYR2／1

8 】OYR3／3
9 10GY､1／1

1:600 2m

第12図井戸④
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119SE9

｡B型"9c月

ALg22･000m →B

灰黄褐色地山枯-tプロソク、腿化物俄量含む
黒褐色姑上質蝋山粘t71] ′ク，炭化物駁量禽む
オリーブ隅色帖l彌脱化物合⑰
胤色災化物含む
柵灰色W!上質水分多い
Iﾘ1級灰色帖上貿競色の鼠化確含む

1 1りYK,1／2

2 】OYR3／2
3 5(;Y2／1

‘1 2，5GY2／1

5 1()YR･1／I
6 5GV7／I

0 1:60 2m

第13図井戸⑤

19SE9 (第13図、写真図版6)

〔位悩〃検出mi] IH8b ･ 9bに位置する。検出面はⅣ層である。 〔亜複〕

〔規模] llllLI部径140×162cm、底部篠59×60cm，深さ278cm。

〔底而・雛〕底面はほぼ平坦で、壁面は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕人為｣|噸と思われる。6層に分層した。

[111土泄物〕細文11#代の土器片、土偶1点、鉄製11,1]のほか、近'世陶器が2点出_|

〔年代〕出l:避物から、近現代に属する井戸と思われる。

なし。

してい鳥)。

2()－



3土坑

19次調査で20鯉、21次澗査で15基の土坑が確翻された。

のみで、その他は時期・性格とも不明のものが多い。

このうち12仙紀に属する可能性があるものは9基

19SK1 (第14図、写真図版6)

〔位i趾・検出面)mH4cに位置する。検出面はⅣ塒である。

〔蒐複) 19SD3と璽複する。それよりも新しい。

〔規模〕開口部径67×76cm、底部径57×65cm、深さ24Cmo

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は直立して立ち上がる。 〔埋士〕

〔出土遺物〕手づくねかわらけ、縄文土器片、石器剥片、焼成粘土塊、

〔遺構の性格）不明である。

〔年代〕出土巡物から近・現代に属する。

自然堆穣で、 2廟に分かれる。

ビニール片が出土した。

19SK2 (第14図、写真図版6)

〔位置・検出面]mG6jに位置する。検出面はⅣ層である。

〔璽複〕あり。19SD6に切られる。

〔規模〕開口部径64×72cm、底部径49×54cm、深さ27cm。

〔底面・壁〕底面は平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕木桶が塊め込まれている。3層に分咽きれる。

〔出土遺物〕上記の桶とレンガ片が出土している。

〔遺構の性格）不明である。

〔年代〕出土遺物から近・現代に属する。

19SK3 (第14図、写真図版6)

〔位置・検出面) nH9bに位置する。検出面はⅣ層である。

〔戴複〕あり。 P689に切られる。

〔規模〕開口部径85×90cm，底部径68×75cm、深さ105cm。

〔底面・壁〕底面は平坦で、壁は直立している。

〔埋土〕2屑に分嚇され、いずれも炭化物を含む。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ、縄文時代の石雛等が出土している。

〔遺構の性格）不明である。

〔年代〕12世紀代を含むそれ遮柵の時期としておく。

19SK4 (第14図、写真図版7)

〔位世・検出面] nHoaに位偶する。検川而はⅣ層である。

〔規模〕開口部径70×"cm、底部径58×65cm、深き74cm。

〔底面・壁〕底面は平畑で、壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積と思われる。5層に分かれるが、下位層に2下位層に多

〔煎棋〕なし。

く遺物が含まれかつ有機質分が多い。

-21-



〔出土遺物〕ロクロかわらけ、縄文土器片、ちゅう木、植物種子（モモ・ウメ・ウリ)、中国産白磁椀1点、
近世陶磁器1点が出土している。

〔遺構の性格〕形状・出土遺物からいわゆるトイレ状遺櫛と思われる。

〔年代〕当初l2世紀代と予想していたが、近世陶磁器が出土しており、 近世に所属する可能性が高い。

19SK5 ("14図、写真図版7)

〔位置・検出面) UH9dに位置する◎検出面はⅣ層である。

〔規模〕開口部径62×84cm、底部径(59×80cm)、深さは不明。

〔埋土〕木桶の底？あり。埋土の状況不明。

〔出土逝物〕近世陶磁器10点あまりが出土している。

〔遺構の性格〕不明。

〔年代〕出土遺物から、近世以降に所楓する。

〔血複〕なし。

〔底面・壁〕不明である。

19SK6 (第14図、写真図版7)

〔位置・検出面] UH9aに位置する。検出面はⅣ層である。 〔祗複〕なし。

〔規模〕開口部径69×80cm、底部径58×例c､、深き20cm。

〔底面・壁〕底面は若干高まりを持つ以外は平坦。壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕大最の礫が入れられている。単聯である。

〔出土遺物〕縄文土器片、かわらけ、近世磁器がlll土している。

〔遺擶の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、近世以降に所属する。

(19SK7はP452に変更）

19SK8 (第14図、写真図版7)

〔位置・検出面] HG8jに位置する。検出ImはⅣ層上部である。

〔敢複〕位慨的には19P160･ 19P4別等と並複するが、検出而のレベル差があり遺櫛同士の敢複はなし。

〔規模〕開口部径95～122×l"cm、底部侭75～lOl×155cm、深さ7～22cm。

〔底面・壁〕底面は凹凸あり。壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕 3層に分層される。自然堆積と思われる。

〔出土遺物〕繩文士器片（後．晩期)、刺片石器類、焼成粘土塊、他物棚子等が出土している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕植物種子や焼成粘土塊が出土しているが、詳細な時期は不明である。

19SK9 (第14IXI、写典I叉1版8)

〔位置・検出面] UH9aに位置する。検出面はⅣ層上部である。

〔規模〕開口部径83×96cm，底部径58～75cm、深さ21cm｡

〔底而・壁〕庇而は凹凸あり。壁はわずかに外慨して立ち上がる。

〔埋士〕黒褐色士の単層で、自然堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし。

〔重複〕なし。
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〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕縄文時代の可能性がある土坑である。

19SK10<16SKllと同-> (第14図、写真図版8)

〔位置・検出面) nG8i･9iに位慨する。検出面はⅣ屑である。

〔重複] 19P122･ 19P123と亜複するが、いずれの柱穴よりも旧い。

〔規模〕開口部径378×？c､、底部径342×？c､、深さ31～56cm｡

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕4層に分屑される。自然堆積と思われる。

〔出土遺物〕縄文土器片、石器剥片、かわらけ細片、フイゴの羽111点、植物種子、焼成粘土塊、近世陶磁

器等が出土した。

〔遺栂の性格〕不明。

〔年代〕出土遺物・亜複関係から、近世に属するものと思われる。

19SK11 (第15図、写真図版8)

〔位置・検出面]mG6 iに位樋する。検出面はⅣ届である。 (III複〕なし。

〔規模〕開口部径77×91cm、底部径54×88cm，深さ20cm。

〔底面・壁〕底面は平坦で、南壁は僅かに内湾して、北壁は垂直に立ち上がる。

〔埋土〕自然堆祇の単層である。 〔出土遺物〕埋土から植物秘子が出土した。

〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SK12(第15図、写真図版8)

〔位置・検出面]mHlgに位置する。検出面はⅣ層である。 〔璽複〕なし。

〔規模〕開口部径84×96cm、底部径76×Mcm、深さ20cm。

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦。壁もほぼ垂直に立ち上がる。

〔埋土〕自然堆禰で2層に分けられる。

〔出土遺物〕かわらけ、中国産白磁椀がともに2点ずつ出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕出土適物から､12世紀に属するものと思われる。

(19SK13は欠番）

19SK14(第15図、写真図版9)

〔位世・検出面]mH5a･5bに位髄する。検出面はⅣ届である。 〔愈複〕なし。

〔規模〕開口部径llO×337cm、底部径90×324cmを測る不整長方形、深さ6～32cm。

〔底面・壁〕底面は大きい凹凸を持つ。壁は不明瞭に緩く立ち上がる。

〔埋土〕3層に分けられる。自然堆祇か？。

〔出土遺物〕かわらけ、近世陶磁器が出こした。後者が主体である。

〔遺構の性格〕不明である。
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〔年代〕出土遺物から、近世以降に属するものと思われる。

19SK15(第15図、写真図版9)

〔位置・検出面]mH7jに位陵する。検出面はⅣ層である。 〔政複〕なし。

〔規模〕開口部径130×132cm、底部径70×74cm、深さ63cm｡

〔底面・壁〕底面は平坦、壁は中段を持ち、直立気味に外傾して立ち上がる。

〔埋土〕3層に分けられる。人為的な堆積の様相である。

〔出土遺物〕縄文土器片、近世陶器、薬瓶が出土した。

〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、近・現代に属するものと思われる。

19SK16 (第15図、写真図版9)

〔位慨・検出面]mH6bに位慨する。検出面はⅣ層である。

〔璽複) 19SE7 (近・現代）と璽複している。本遺櫛の方が旧い。

〔規模〕開口部径60cm以上、底部径50cm以上、深さ型c､。

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆祇の単層である。

〔出土遺物〕縄文土器片、かわらけ、土師器、植物種子が出土した。

〔避柵の性格〕不明である。

〔年代〕重複関係と出土遺物から、近世以前に所属するものである。

19SK17(第15図、写真図版9)

〔位股・検出面]mH3fに位侭する。検出面はⅣ層である。 〔砿複〕なし。

〔規模〕開口部径60×110cm、底部径54×88cm、深さ16～20cm｡

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆禰で3層に分届される。

〔出土遺物〕かわらけ、土師器、縄文土器片、焼成粘土塊が出土した。

〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、12世紀に属する可能性がある。

19SK18(第15図、写真図版10)

〔位置・検出面]mG7jに位樋する。検出面はⅥ層である。

〔規模〕開口部径55×63cm、底部径46×55cm、深さ17Cmo

〔底面・壁〕底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で、 2層に分層される。

〔出土遺物〕炭化材1点のみである。

〔遺榔の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

〔亜複〕なし。

－26－



19SK19(第15図、写真図版10)

〔位世・検出面〕旧河道部ⅢI7aに位置する。検出而は旧河道第31聯である。

〔規模〕開口部径88×92cm、底部径42×63cm、深さ80～140cm｡

〔底面・壁〕南側底面は傾斜し、壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で2層に分層される。深き80cm付近に流木が横たわっている。

〔出土遺物〕鉄灘1点、炭化材1点、植物種子が16点出土している。

〔遺柵の性格〕不明である。

〔年代〕検出而から12世紀に所属するものと思われる。

〔重複〕なし。

19SK"(第15図、写真図版10)

〔位置・検出面〕旧河道部mH5jに位置する。検出面は旧河道大別屑第4層である。

〔重複〕なし。〔規模〕開口部径71×74cm、底部径17×18cm、深さ34cm｡

〔底面・壁〕底面は皿状に丸みを持ち、壁は外傾して立ち上がる。 〔埋土〕自然堆積の単層である。

〔出土遺物〕なし。 〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SK21 ("15図、写真図版10)

〔位腫・検出面〕旧河道部mH4bに位置する。検出面は旧河道大別層第4層である。

〔亜複〕なし。〔規模〕開口部径76×88cm、底部径56×62rm、深さ33cm。

〔底面・砿〕底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で2層に分層される。

〔出土避物〕かわらけ20点あまりのほか、土師器坏が出土した。

〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から､12世紀に属する可能性が高い。

19SK22(第15図、写真図版10)

〔位慨・検出面] nG9jに位置する。検出面は第Ⅳ届である。

〔亟複〕不手際から遺櫛の半分ほどを失った。本来は19SD6 (近･現代）[重複］不手際から遺榊の半分ほどを失った。本来は19SD6 (近･現代）に切られていたものと思われる。

〔規模〕開口部径70×？c､、底部径49×？c､、深さ32cm｡

〔底面・壁〕底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積の単厨である。 〔出土遺物〕繩文土器片、珪化木1点が出土している。

〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

21SK1 (第】6図、写真図版10)

〔位個・検出面]mH6fに位慨する。検出面はⅥ層である。

〔並複〕第19次鯛査の段階で撹乱としたものと一部亜襖するが、検出面がⅥ層であることから亜複はない。

〔規模〕開口部径121×164cm、底部径108×152cm、深さ8cIn｡
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〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は緩く立ち上がる。

〔出土遺物〕なし。 〔遺櫛の性格）不明である。

〔年代〕検出面から縄文時代に腿するものと思われる。

〔埋土〕自然堆欲の単層である。

21SK2 (第16図、写真図版1l)

〔位協・検1l価)mH4eに位世する。検出面はⅥ層である。

〔敢複] !|!央部に雨裂痕あり。

〔規模〕開口部径84×114cm、底部径50×90cm、深さ13cm｡

〔底面・壁〕底面は皿状で、壁は緩く立ち上がる。 〔埋土〕自然堆禰の叩咽である。

〔出土週物〕なし。 〔過櫛の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から縄文時代に属するものと思われる。

21SK3 ("16図、写真図版ll)

〔位侭・検出面]mH9dに位世する。検出而はⅥ屑である。 〔璽複〕なし。

〔規模〕開口部径84×llOCm、底部径43×56cm、深さ31cm。

〔底面・髄〕底面は僅かに凹凸を持ち、壁は級やかに外傾しながら立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で4層に分けられる。4層めは掘り過ぎか。

〔出土遺物〕かわらけの細片と縄文土器が数点出土している。 〔遺櫛の性格）不明である。

〔年代〕出土遺物から、12世紀以降とする。

21SK4 (第16図、写真図版ll)

〔位悩・検出面]mHOdに位置する。検出而はⅥ層である。 〔重複〕なし。

〔規模〕開口部径44×65cm、底部径l8×51cm、深さ13cm｡

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦、砿は級やかに立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で2層に分けられ、黄褐色のブロックが混入する。 〔出土遮物〕なし。

〔通榔の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

21SK5 (第16図、写真図版ll)

〔位慨・検出面]mH7a･8aに位|趾する。検出面はⅣ層である。 〔亜複〕なし。

〔規模〕開口部径70×106cm、底部径48×82cm，深さ34Cmo

〔底而・壁〕底面は皿状に丸みを持ち、砿は級やかに立ち上がる。

〔皿士〕自然堆祇で3届に分けられる。

〔出土遺物〕かわらけ数十点が出土している。 〔逝椴の性格〕不明である。

〔年代〕検出面・出土遺物から、12世紀後半に所属する可能性がある。

21SK6 (第16図、写真図版12)

〔位悩・検出面]mH8aに位世する。検出面はⅣ層である。 〔重複〕なし。
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〔規模〕開にI部径57×72cm、底部径？×"cm、深さ7～14cm｡

〔底面・雛〕底面は大きなIIIIInlを持ち、西側の砿はごく緩やかに立ち上がる。

〔埋土〕自然堆欄の単屑である。

〔出土遺物〕かわらけ数-|･点が出土している。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕検出面・出土遺物から、 12世紀後半に所属する可能性がある。

21SK7 (第l6図、写真図版l2)

〔位置・検出面]mG5i･6iに位置する。検出面はⅣ層である。

〔重複] 19P182･486と亜複するがいずれの柱穴よりも旧い。19P185とも重複するが新lll関係は不明。

〔規模] IIM口部径73×96cm、底部径55×78cm、深さ17cm。

〔底面・壁〕底面は平坦、東側の壁は外傾して立ち上がる。 〔埋土〕自然堆積の単層である。

〔出土遺物〕かわらけの細片数十点が出土している。 〔遺柵の性格)〕不明である。

〔年代〕検出面・出土避物から、12世紀後半に所属する可能性がある。

(21SK8は欠番）

21SK9 (第l6図、写真図版12)

〔位個・検川面]mH4b・ 4cに位置する。検出mはV崎である。

〔璽複] 19SD3と璽複するが、新旧関係は不明である。

〔規模〕開口部径73×？cm、底部径66×？cm、深さ4～7cm｡

〔底面・壁〕底面には凹IIIIがあり、壁は明瞭な立ち上がりを持たない。

〔埋土〕自然堆柵と思われる単晒である。 〔出土過物〕なし。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代) 19SD3との新旧関係が不明なため、時期が定かでない。

21SK10(第16IXI、写真図版13)

〔位泄・検出面]mG6j ･7jに位置する。検出面はⅥ層である。

〔重複] 19SK2と重複するが、検出面から本遺構が旧い。

〔規模〕開口部径44×65cm、底部径24×30cm、深さ15cm。

〔底面・壁〕底面は皿状で、砿は緩く立ち上がる。 〔埋土〕自然堆徽と思われる単価である。

〔出土巡物〕なし。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕検出面から、縄文時代の土坑の可能性がある。

21SK11 (第16図、写真図版13)

〔位悩・検出而]mH8cに位極する。検出面はV層である。 〔爪複〕なし。

〔規模〕開口部径36×44cm、底部経24×31c画、深さ4～7cm。

〔底面・壁〕底面はほぼ平坦で、壁は緩く立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で2層に分けられる。

〔出土遡物〕縄文時代後期あるいは晩期の土器が2個体出土している。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕出土通物から、縄文時代に偶するものと思われる。

(21SK12は欠番）
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21SK13(第16図、写真図版13)

〔位世・検出面〕旧河道部、 Hl iに位慨する。検出而はⅥ廟(27層下）である。 〔重複〕なし。

〔規棋〕開口部佳56×92cm，底部径44×80cm、深さ4～10cm。

〔底面・壁〕底面は全体に波打ち、壁との境が不明瞭である。

〔埋土〕自然堆穣の単層である。 〔出土遺物〕なし。 〔遺構の性格〕

〔年代〕不明である。

不明である。

21SK14(第16図、写真図版13)

〔位慨・検出面〕旧河道部ⅢH5h．5 iに位価する。検川面はⅥ層である。 〔垂複〕なし。

〔規模] I捌口部径53×？cm、底部径14×38cm、深さ31cm。

〔底面・壁〕底面は皿状で、壁は外反気味に立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積で2屑に分けられる。

〔出土遺物〕かわらけの細片がおよそ20点出土した。 〔避櫛の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、12世紀後半以降に所属する。

21SK15(第16図、写典図版14)

〔位置・検出面〕旧河道部mH6i ･ 7 iに位世する。検出面はⅥ層である。

〔規模〕開口部径57×63cm、底部径29×31cm、深さ13cm｡

〔底面・壁〕底面は皿状で、砿は外反気味に立ち_I:がる。

〔埋土〕自然堆概で3咽に分けられる。

〔出土遺物〕土師器の破片のみ出土している。 〔過栂の性格〕不明である。

〔年代〕出土遺物から、平安時代（9～10世紀）に属するものと思われる。

〔重複〕なし。

21SK16(第16図、写真図版14)

〔位置・検出面〕旧河道部mH6i ・ 7 iに位世する。検出面はⅥ層である。

〔規模〕開口部径46×62cm、底部径32×39cm、深さ6～8cm。

〔底面・壁〕底而はほぼ平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

〔埋土〕自然堆積の単層である。

〔出土遺物〕土師器の破片のみ出土している。 〔過柵の性格〕不明である。

〔年代〕出土逝物から、平安時代（9～10世紀）に腿するものと思われる。

〔繭複〕なし。

21SK17(第16図、写真図版14)

〔位股・検出面〕旧河道部ⅢH5 i、21SK14に隣接する。検出面はⅥ届である。

〔規模〕開口部径直径28cm、底部径直径13cm、深さ26cm前後。

〔底面・壁〕底面の状況は不明、壁は直立気味に立ち上がる。

〔埋土〕単層で梢円形の石が埋め込まれている。

〔州土遺物〕石以外になし。 〔通櫛の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

〔璽複〕なし。
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4溝

溝は19次澗壷においてのみ12条検出された。その性格及び時期は明らかでないものが多いが、旧河道内に

検出された道路側瀧と思われる19SD12など、12世紀後半に所属するものもある。

19SD1 (第17図、写真図版15)

〔位擬]mHle～3e、ⅢH3d～8d、ⅡHOeに位瞳する。ほぼ南北方向に走る櫛である。

〔重複〕調査区北側で19SD7と垂複するが本遺櫛が切られている。また21SB6-2 ･21SB7-2とプ

ランが重複するが、新旧関係は不明である。

〔規模〕上幅はl.0～6.6cm、硫秘された長さは41mほどで、北側で幅を腹げる。深さは10～40cmである。

〔埋土〕北側では4層に分けられる。暗褐色を主体とし、これには炭化物を含んでいる。

〔出土遺物〕肥前産の染付(6Ml)や瀬戸・美濃産の陶器(6M4･6M5)、この他に縄文土器・土師器・かわ

らけなどが出土した。

〔性格〕排水のための櫛か。

〔時期〕埋土の状況等から、近世以降の櫛築と思われる。

19SD2 (第18図、写真図版15)

〔位世]mG3i･3j、ⅢH3b～3f、ⅢH2gに位慨する。16SD13と同一の遺櫛である。

〔重複〕潟査区西側では19SD6に切られている。また、mH3f付近で19SD10と重複しているが、本遺

櫛のほうが旧い。

〔規模〕上帆は30～40cmを測る。数カ所で途切れているが、梢査した総長は28mほどである。深さはlOcm前

後の浅い櫛である。

〔埋土〕暗褐色土の単層で、炭化物を含んでいる。

〔出土遡物〕猟患器(1102)、縄文土器片・かわらけ片が出土している。

〔性格〕不明であるが、第16次鯛査の報告では区画櫛の可能性があるとしている。

〔時期〕亜複関係等から、第16次調査では13～14世紀の可能性を指摘している。

19SD3 (第l8図、写真図版15)

〔位置〕調査区西端北側から中央部にかけて、ⅡH4 i ･ 4 j、ⅢH4a～4dに位置する。第16次調査区

から東に典っ直ぐに延び、ⅢH4dで収束している。

〔重複] 15個あまりの単独の柱穴および19SD6と亜複するが、いずれも本辿撒を切っている。

〔規模〕上幅は0.7～l.2m、下幅は0.2～0.8mで、深さは25m前後である。全長は約25mを測る。

〔埋土〕4層に分けられ暗褐色土を韮調とする。これは、炭化物が混入する褐色土のブロックを含む。自然

堆積か否かは不明である。

〔出土遺物〕埋土中から、須恵器(1103･ll")、手づくねかわらけ(2013)、ロクロかわらけ(2014･2015)、

手あぶり形？のかわらけ(2016)、縄文土器などが出土した。

〔性格〕規模や出土遺物から、12世紀の区画櫛と考えられる。

〔年代] 12世紀後半に属する櫛と思われる。

－32－



19SD1

l卜L三22.s00m ヨI

▲ 弓一Iq 。』

略田色砂圃、俄蝋領か
副隅色砂R堅く縛士る
則隅色炭化物純含む

暗オリーブ褐色粘土質黄褐色粘土塊含む

l lOYR3／3

2 10YR3／3

3 10YR3／2

4 2．5Y3／3

mH6d

‐寺
‘ Gc G卜L三22.200凧H

剴H

1 2．5Y4／2剛灰俄色帖上質黄褐色粘土粒含む

[4I IPF ELP2'･609m1I
…

c+LF2'･600m-10
…

c｡(IWo

A卜E21.40qEJB
…

l I0YR3／3略褐色砂買自然堀積か

A｡II IM
怠】1段弱

卜引L

謡

lOYR4／3 にぶい負隅色

災化物含む

１
．
，

I

-＋
、H1⑱

卜LE21･500-N

‐

Q 1
6 qM

l 】OYR4／3 にぷい両褐色
炭化物含む

論蝋so‘ １
０
０

０
０

２
１

能
能Ｉ １

ｍ
ｍ

一
二
ざ
●

④
“Ｉ19SD 0

第17図溝跡①

－33－



L

K止厚zz･gUU､L

聯

10YR3／4

10YR4／4

I0YR4／‘l

10YR3／4

１
ワ
』
３
４

褐色褐色上を土廼らに含む
色可褐色士少風含む
色略掲色上、炭化物含む
縄色帖土質

l9SD6

ｸも

’
八
砥

、
６
０
４
、

MMM

熱‘
M

溌 MM

19SD311

、

も
も
＄

も

り
も

、
も
も
い
鋼

、

､ グ
、
、

も
も

△
も
■

、
、

９
９

＄
も

、
も

も
も

、

A僕､箔8

霊

lOYR3／4 略褐色
縄文土闘叶少風舎む

粘土Rかわらけ片、】

恥I

CI砦ﾛ迫ID
認

】OYR3／’1 唖褐色
縄文士露11 少且含む

帖土頁かわらけ片、】

ｂ
、
巳

、
、

、
も

も
ｑ

ｂ
も

、
も

も
も

、
０

、
も

も
、
も
も

、
、

、
、

、
、

、
、
、
油
い
、
、
、

、
、
９

熱’
［

脱化狗少且含む

脱化杓少量含む

瑠喝色

側色

略偲色

褐色

lOYR3／4

10YR4／4

10YR3／4

10YR4／4

１
２
３
４

、

､!'s
'望!‘

G卜L=21･10EIH

鏑 、
脱化初やや多い
災化物、暗偽僅1．含む

蹄掲也土まだらlﾆ含む

凧側色

照側色
照侶也

】 】OYR3／2

z 10YR3／2

3 10YR3／2

、

）

第18図溝跡②

－34－



ALg20･zqum'8

卿 9

イ
19SD11

C僅唱、
＝

l 5Y4／1 灰色鮎i届 鮫化鉄粒含む A。

A卜Lg22･500m-斗B

尋
8

19SD6
OYR4／3 にぶい黄褐色1 1

○

慾’
｡

好
、 c卜L=22.400m-D

…翁
I IOYR4／3 にぶい仇側色

p ク

ノー

ヂ

〃

〃

〃

E

ド
ヴ
ｏ
ｆ

〃[L=22･4哩『
〃

鯛
"

〃

4

』

〃
げ

l 10YR4／4 褐色炭化物含む
2 10YR4／4 褐色浪酋色粘土ブロック1妬

'

含む 〃／
ひ p 『

〃 ゲ

〃 グ

ク J

J p

げ "

" "

ゲ 4G F F

〃'
"'1

19SD12 A

CO

ALE20.300m~8

齢寒
〃
『 『
6 J

『 〃

／／
／／や‐

／ ノ ⅣH3j
J 〃

C止雪20.100,廷ｲﾛ

燕
〃 G

B "

鐙
lOYR4／4 縄色帖土質災化物念む吠貧
縄色帖tとの出介士

lOYR5／6 黄褐色粘土質地山プロ･ノク
の用ら込みか

《
日
６
和
＆

1:200 5，

0 （1:100） （2.5m

ー司

‘‐
I

WIIIj

）

第19図溝跡③

－35－



19SD4 (第17図、写真図版15)

〔位置] nH9e･0eに位置する。 〔重複〕重複する逝榊はない。

〔規模〕上帆30～40cm、長さ3.5mほどで蛇行している。深さはl()cm程度である。

〔埋土〕にぶい黄褐色土の単層である。 〔出土遺物〕出土していない。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SD5 (第17図、写真図版15)

〔位置] UH9e，19SD4の東に隣接する。〔重複〕なし。

〔規模〕梢登できた任さはlmあまりで、深さは岐大で20cm程庇である。南側に伸びるものと思われる。北

側は自然に収束している。

〔埋土〕にぶい黄褐色土の単層である。〔出土遺物〕出土していない。

〔性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SD6 (第18図、写真図版16)

〔位憧〕澗査区西端部をほぼ南北方向に走る。ⅡG8j～oj 、ⅢGl j～8j ・ 7 i ･ 8 iに位世する。

〔重複] 19SD2 ･ 19SD3 ･19SE3・19SE4と重複するが、いずれもよりも本道櫛が新しい。

〔規模〕上幅0.9～2.5m、下幅0.7～1.0m、深さ20cm前後で、全長は約49mである。

〔埋土〕にぶい戯褐色土の単層で、自然堆械か否かは不明である。

〔出土遺物〕埋土中から、手づくねかわらけ（2017)、倒産陶器（3016.3017以上渥美産、3331～3333以上常

滑産)、肥前産陶器（6002～6004)、瀬戸・美濃産陶器(6"6)、火打ち金具(248)などが出土した。

〔性格〕水が流れた形跡がなく、区画櫛と考えられる。

〔年代〕近世以降に属する溝と思われる。

19SD7 (第20図、写真図版16)

〔位世〕調査区北端ⅢH8c～8h、ⅢH9c～9eに位世する。ⅢH8f付近に直行する櫛があるが、

れとの関連は不明である。

〔重複〕柱穴数個および19SDlと航槻する。いずれの柱穴よりも旧く、櫛よりは新しい。

〔規模〕全長約31.Om、」蝿0.8～3.5mほどで、西側は鯛在区外に延びる。

〔埋土〕炭化材を含む暗オリーブ褐色と砂利層からなる。櫛は東側に傾斜している。

〔出土遺物] 19世紀代の陶器(6047～6050)、肥前産磁器(6005･6006)などがlll土した。

〔性格〕排水川の聯か。

〔年代〕出土遺物から、近世以降に所属すると思われる。

こ

（第20図、写真図版16)

調査区西蝋ⅡGOi 、ⅡGl i～3 iに位世する。 〔皿複〕柱穴数個とjit複するが新旧は不明。

全長約18.5m、上幅30～85cmほどで、ほぼ南北方向に真っ直ぐに延びる。

19SD8

〔位慨〕

〔規模〕
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〔埋土] .ili層である。 〔出土遺物〕埋土から、手づくねかわらけ(2018･2019)、近世陶器(6007･6"8)、
火打ち金具（7249）などが出土した。

〔性格〕不明である。

〔年代〕出土過物から、近世以降に所属すると思われる。

19SD9 ("20図、写真図版16)

〔位置〕綱森区東側の旧河道部、mH5i ･ 5j ･ 6 i～Oi 、ⅣHl i～5 iにかけて位趾する。

〔重複〕柱穴1個と重複するが、本遺櫛が柱穴に切られている。

〔規模〕全奨約51.5m、上幅は90～140cmほどで、ほぼ南北方向に真っ直ぐ．に延び北側は調査区外に続く。

〔埋士〕 3脚に分層される。炭化物を含む黒褐色土を韮澗とする。2 ．3胴は流水による堆柵土である。

〔出土遺物〕埋土から、国産陶器(3018～3023以上握美産、3207.3208･3336･3337以上常滑産、3379･3380

以上宮城県北産か？)、中国産陶器(4"l)、中国産磁器(5110)、角釘(7201)などが出土した。

〔性格〕不lﾘjである。

〔年代〕出土遺物から､12世紀を含むそれ以降に属する柵と思われる。

19SD10(第18図、写真図版17)

〔位世] UHOg、mHlf ･ 2fに位慨する。

〔重複]mH3fグリット付近でl9SD2と重複しているが、本遺構のほうが新しい。

〔規模〕上幅は30～80cm、深さ15cm前後、総長は28mほどである。

〔埋土]MI褐色土・暗褐色土を主体とし、炭化物を含んでいる。 〔出土遡物〕なし。

〔性格〕不明である。19SD2とのIM連はないと思われる。

〔時期] 19SD2の時期(13～14世紀）より新しいが、詳細な時期は不明である。

19SD11 (第19図、写真図版19)

〔位置〕調査区東側の旧河道部、ⅣI3b ・ 4bに位世する。北側は調査区外に延びる。

〔璽複〕なし。 〔規模〕．'蝿は30cm、深さ10～25cm前後、長さは6mほどである。

〔埋土〕灰色tの単層である。 〔出土巡物〕なし。

〔性格〕不明である。

〔時期〕時期は不明である。

19SD12(第19図、写真図版19)

〔位置〕旧河道部、ⅣHl i～3 i 、ⅣH4jに位置する。崩落のため、ⅣH3j付近は稲査できなかった。

〔重複〕亜複は認められない。

〔規模〕全任約17.5m(未梢査部分含む)、上帆lm、下幡20～40cmほどで、深さは20cmを測る。

〔埋土･検出〕褐色土の単層からなり、かわらけを多く含む。12世紀の遺物包含層(5層）直下で確認した。

〔出土通物〕埋土から、手づくねかわらけ（2020～2037)、ロクロかわらけ(2038･2039)などが出土した。

〔性格] 12世紀の整地層とのI川迎から、道路側櫛のⅡJ能性がある牌である。

〔年代〕出|:遺物から、12世紀後半に楓するものと思われる。
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5古代の竪穴住居

平安時代、 9～10世紀代に属すると思われる竪穴住居が3棟確認された。いずれも住居廃絶後に行われた

（その時期は不明）造成等によるものなのか、床而までWりられており、住居全体を糊森できたものはない。

19SI1 (第21図、写真図版18)

〔位榧〕調査区北西隅のⅢG7j ･mG8jに位世する。過柵北側ほぼ半分は調在区域外にある。

〔検出面〕Ⅳ厨である。

〔重複]P236(21SB17)･P482･P483に切られる。

〔規模〕一辺3.5～4.0m前後の方形を呈するものと思われる。東側の砿はやや張り出す。形状から、古代の

住居跡と判断した。

〔床面・壁〕掘り方まで削られた状況で、使用時の床面は存在しない。壁もほとんど失われている。

〔出土遺物〕須恵器(1109･ 1110)が東側から出土した。

〔年代〕出土遺物・住喘形態から、平安時代（9～1O世紀代）に所属するものと思われる。

21S I 1 (第21図、写真図版18)

〔位間〕鯛喪区西側のmG4 iに位岡する。カマド右袖の一部、燃焼部焼土、煙出と想定した柱穴状のビッ

トのみ残存する。 〔検出Ⅲi]Ⅵ層である。

〔亜複〕煙道部付近が19SD3に切られる。煙出はその底面に確認された。

〔規模〕南壁に設世されたカマドである。残存する施設だけからは全体規模が推定できないが、カマドの大

きさなどから標準的な住A1;跡と思われる。

〔カマド〕残存する燃焼部焼土の規模は直径50cm､厚さ8cmで焼けは良好である。袖部は砂質土で栂築され、

土器片も入れられている。燃焼部と煙出部間の距離は1.1mほどである。

〔床面・壁〕住居の範囲がわからないので不明である。壁は失われている。

[11l土遺物〕土師器坏(1016～1019)、土師器難(1020～1026)、須恵器(1111)などが出土している。

〔年代〕出土遺物から、平安時代（9～10世紀代）に所属するものと思われる。

21SI 2 (第21図、写真図版18)

〔位置〕調査区北側中央部のⅢH7cに位置する。カマド燃焼部の焼土と煙出の小ピット、貯蔵穴と思われ

る土坑があることから住居跡と判断した。〔検出面〕Ⅵ屑である。

〔亜複]21SB1 ･21SB8など、12世紀・近世の掘立柱建物に切られる。

〔規模]21SI l同様、全体規模を推定することは難しいが、カマド燃焼部と貯蔵穴IⅢの距離から、一辺は

3.7～4m弱と思われる。

〔床面・壁〕燃焼部と同一のレベルは平坦であるが、それが住居使用時の床面であるかは不明。壁はない。

〔カマド〕東カマドと思われる。燃焼部焼土の規模は、直径"cmの11I形で厚さは5cmである。

〔貯蔵穴〕75×90cmの略円形で、深さは23cmである。土師器の坏が数枚重なって出土した。

〔出土遺物〕貯蔵穴から土師器坏(1006～1013)、」:師器鉢(1014)などが出土している。坏は体部下端およ

び底部にへうによる再澗砿が施されている。

〔年代〕平安時代（9～10世紀代）に属するが、坏に古手のものがあり、 9世紀代で収まるものか。
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6焼土(19次調査分）

ここでは、19次調査で検出された焼土8基について記述する。出土遺物から、12世紀後半に属するものも

あるが、それ以外については時期が明らかでない。

19SX1 (第22図、写真図版19)

〔位悩・検出面]mH5bに位侭する。検出而はⅣ層である。 〔亜複〕なし。

〔規模など〕55×65cmの不整形で、燃焼部の厚さは5cmである。赤褐色を呈する燃焼部は、土坑状の凹地部

分の底面に作られている。

〔州土遺物〕土坑状の凹地部分から、図示したかわらけ(2070～2072)、渥美産陶器(3044)の他、かわらけ

の細片が出土した。 〔避柵の性格〕不明である。

〔年代〕検出面および出土遺物から、12世紀を含むそれ以降に属するものと思われる。

19SX2 (第22図、写典図版l9)

〔位世・検出面]mGl jに位i趾する。検出面はⅣ層である。 〔敗複〕なし。

〔規模など〕85×"cmの梢円形状で、厚さは最大で15cmである。焼け具合（色調）から3層に分けた。

〔出土遺物〕出土しなかった。 〔遺柵の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SX3 (第22図、写真図版19)

〔位脳・検出面]IH3 iに位世する。 〔亜複〕なし。

〔規模など〕65×75cmの不整形を呈する。焼けの悪い部分を含む全体の厚さはl5cmで、赤褐色の燃焼部は、

数cmである。色調から3つに分層した。これらも19SXl同様、浅い土坑状の凹地に形成されている。

〔出土避物〕出土避物はない。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SX4 (第22図、写真図版19)

〔位世・検出面]mH2f付近に位l肘する。検出而はⅣ厨である。 〔亜複〕なし。

〔規模など〕80×l"cmの楕円形状で､厚さは最大で8cmである。土坑状の掘り込み部分の埋土に、赤褐色の

焼土と炭化物を含んでいる。士坑として扱うべきものかもしれない。

〔川土過物〕出土しなかった。 〔遺櫛の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

19SX5 (第22図、写真図版20)

〔位悩・検出面〕旧河道内の斜面、ⅣH2iに位置する。旧河道5d職で検出した。 〔亜複〕なし。

〔規模など〕平面形は25×80cmの不整形である。焼けは悪い。厚さは5cm程度である。

〔出土適物〕出土遺物はない。

〔遺柵の性格〕投げ込まれた焼土で、19SX6・19SX7と一巡のものである。

〔年代] 19SX6 ･ 19SX7の州土遺物および検出状況から、12世紀後半に属すると思われる。
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19SX6 (第22図、写真図版20)

〔位置・検出面] 19SX5と同棟である。 〔重複〕なし。

〔規模など〕平面形は鹸大140×280cmの広がりを有する不整形である。色調等から、 4屑に分けられた。厚

さは全体で10～15cm程庇である。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ（2075～2084)、ロクロかわらけ(2085･2086)が出土した。

〔避櫛の性格〕焼土の状態や州土過物から、何らかの儀式の後にかわらけとともに廃棄された焼土の可能性

が考えられるが、詳細は不明である。

19SX7 (第22図、写真図版20)

〔位佃・検出面] 19SX6の南西80cmに位世する。検lllmiはlpIじである。 唾複〕なし。

〔規模など〕平面形は瞳大巾M80×燦さ195cmの細長い菱形である。焼土自体は、色調から3層に分けられた。

厚さはそれぞれ数cmである。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ(2087～2090)などが出土した。

〔避櫛の性格) 19SX6に同じ。

〔年代〕出土遺物から、12世紀後半に属すると思われる。

19SX8 (第22図、写真図版20)

〔位置・検出面〕旧河道内、ⅣH3 iに位置する。 〔垂複〕なし。

〔規模など〕平面形は470×65cmの長方形状である。色調から3燗に分けた。全体の厚さはlOcmである。

[lⅡ士過物] lli土していない。

〔避栂の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

(19SX9は欠番）

7土器埋設遺構

土器埋設遺構は､19次調査でl韮確認された。時期は繩文時代晩期初頭（本報告分類一Ⅲ群1類）である。

19SX10(第22図、写真図版21)

〔位置．検出面〕調査区中央部西寄りのⅢH2cに位置する。検出面はⅣ層上面である。

〔爪襖〕砿複する過桝はない。

〔規摸など〕土器は正位に埋設され、直径50cmほどの円形の掘り方を有する。その深さは30cmあまI)で、土

器の周囲にlOc画程度の土が入れられている。土器の底部を欠いているが、欠損した状態で埋設されたものと

忠われる。

〔過物〕土器は、縄文晩期初頭の深鉢（346）である。口癖部にはlll形突起を有し、胴部との境には辿統する

横位の長短沈線が巡る。口縁部と胴部には入組文・三叉文が施されているが、入組部には刺突が入れられて

いる。地文はLRである。

〔避栂の性格〕墓の可能性が考えられるが、土壌分析も行っておらず不明である。

〔年代〕縄文時代晩期初頭に所属する。
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8 カマド状週栂・焼土（21次調森分）

カマド状遡柵は、近世以降、麻などを煮るために使われた施設と思われるもので、火床部以外の櫛造がわ

かるものは5蕪確認された。焼土はl埜硫謎されたが、検出状況から古代の住居に伴うものとした。

21SX1 (第23図、写真図版21)

〔位個・検出面]mH5gに位世する。検川面はⅥ屑である。 〔竃複〕なし。

〔栂造〕前庭部、掛け口、煙道部からなり明瞭に榊造がわかる。火床部は、前庭部と掛け口の境に伽かに観

察された。また、掛け口から前庭部側に下がる浅い溝が見られる。

〔規模〕前歴部上面の直径68cm、掛け、上面の径32×78cm、煙道部幅18cm・長さ130cm以上、深さ5～16cm｡

〔埋土〕ルi落した掛け口の粘土質土と後の堆積土からなり、 6燗に分層される。

〔出土遺物〕なし。 〔遺構の性格〕イリらかの煮炊きに使われたカマドである。

〔年代〕確証はないが、近世以降の所属と思われる。

21SX2 (第23図、写真図版21)

〔位置・検出面]mH6eに位置する。検出面はⅣ屑である。 〔重複〕なし。

〔構造〕後世に蝋され、かろうじて残称したカマド状遺榊の火床部と思われる。

〔規模〕徒40×62cm・火床部の厚き7cm｡ [出土適物〕なし。

〔遺構の性格〕カマド状遺構火床部である。

〔年代〕近世以降の所属と思われる。

21SX3 (第23図、写真図版22)

〔位置・検出面]mH5fに位世する。検出面はⅣ層である。

〔誼複]21SX5･6と政複するが、澗森の不手際から新II1関係は不明である。特に後者との重複は複雑で、

お互いの掛け口と煙道部同士が切り合う状況である。

〔構造〕前庭部、掛け口、煙道部、煙出しからなるが、埋土の状況から西側が掛け口となる。よって前庭部

から煙道が延びていることになり、通常の櫛造とは異なる。他のカマド状遺柵との砿複もあって、この榔

造の解釈自体が正しいものか不Iﾘjである。煙道は伊lり撒き式である。

〔規模〕前庭部上面の直径138cm、掛け口上面の直径90cm、煙道部幅20cm・長さ90cm、深さ25cmを測る。

〔埋士〕崩落した掛け口の粘土質土と後の堆積土からなり、 6闇に分層された。

〔出土過物〕なし。 〔避構の性格〕イIりらかの煮炊きに使われたカマドである。

〔年代〕近世以降の所属と思われる。

21SX4 (第23IXi、写真図版22)

〔位置・検出面]mH5eに位世する。検出面はⅣ塒である。

〔重複〕遺櫛の東側は撹乱を受けている。

〔櫛造〕埋土の状況から、残存しているのは掛け口部分のみと思われる。

〔規模〕掛け口.l価帆86cm前後・深さ27cm前後。

〔埋土〕崩落した掛け口の粘土質土と後の堆積土からなり、 5噺に分層された。

－44－



ア ②
人

=21SX2

鰯” ”A、

“ ‘
黙

1 7．5YR5 6明婦色シルト岡焼
上プロノク

2 7.5YR3 3略褐色飴f質股化
lｲ含む

3 5YR3 4 "d.|褐色シルト質
Ⅵ鼎の＊饗部分

21SX1

A 8
SX

8
。、C

沙

'm"5fから
剛.E2

A卜Lr22.000m ヨ8

偶哩帖上質炭化物穂含む
略褐色帖t賢坤f鯨含み】層より黒靴あIノ

ホ褐色シルト質焼土ブロノク
棚色シルト闇Ⅵ層の亦変稲分

蹄褐色粘七質椛色焼土粒を含む
岫渦色シルト間

'二ぶも‘戯褐色粘土質侭色塊上牧驚きし
旧仏シルト質焼土物、隣化物粒含む
剛褐也シルト貿災化物粒含む
鰯隅世帖t宙蟻｡t粒含み軽く柵上る

１
２
３
１
５
６
７
８
９
Ⅲ

】OYR1 1

I()YI〈:3 .1

5YR･1／6
7.3YR･1／l

l0YR3 ，I
7.5YRI1 4

10YR,1 3

10VR,1 ．1
1(ⅣR3 2

10YR3 4

０『

聯

ｍＯＯ６ｐｌ２陸６８

繍
当

００６６

●

■

０２陸八

lOYR‘1／3 4二ぷい薊間色船L留眺化物侭含む

IOYR4/4 褐色鮎土質蝋化物粒．塊上控含む
7.5YR4/3褐色帖t質炭化物'ｳ．焼土粒含む
7.5YR5／6畷褐色タルト同焼土プロク

5YRX､7/1 瓢色シルト涜煥土粒含む艇化物の層
iOYR4／4褐色銚1号貿機色鐘牝プロケ、炭化物含心
IOYH,1 ，6褐世略fR密色娩サプロク、伐燈色土のプロク含む

９
６
⑱
色
《
４
４
翰
頁
》
母
口
→
。

E樫噛『
燕

21SX5

星21S 21S X

‐
嘩
姥
砂
一
等
卓
旬
岬

一
雪
｝
畠
｛
号
⑮

AAC UB

撹乱

一

A+L=2'･800m-8

…
1 10YR5／4仁ぷl,寅褐色シルト質娩1-値含む
2 5YiI5 6明赤褐色帖上哲娩けの（い焼f-プu ク
3 7,5VR3 3暗褐色帖土質<寸ん鱈也蘭
4 1IlYR3／2期禍也粘t|質炭化物多b，
5 7，5YR4／4 描也＆},上質W卿が喪陥で〈すん澱仏嗣

にぶい飾禍色粘t侭搬仏娩1,粒命し
酪褐色帖＋賀娩t小プロ’ク，股1t

褐色姑上質塊上粧含む
蝋色シルト間股化物．娩土牧舎心
照褐色枯土賀焼土靴微雌
赤褐色シルト買焼fプロソク

IUYI《‘I 3
1UYR3 4

物介心

7.5YR1 .1
7.5Y】｛2 1

IOYR3／1
5YR･1 6

ｑ
９
１
や
←
『
ｕ
】
４
咽
■
『
叫
匪
町

L＝22.100m

-7 2 7－斗A 8

21SX7

1 6.ぷぃ侭縄也帖f･商伐化物柚弁じ
埼褐色帖｣.質 〈rん踏色閃の壇｜
郷褐色粘士貿

明赤褐色シルト貿娩けの良い焼‘ヒプnヶ
蓋褐色粘土寅灰貧褐色路i･↑#、娩士値等含む
篭褐色姑-t寅赤褐色焼土プロク含む
鼠色シルト貿良化材主体
晴褐色ンルト貿塊上小プnヶ含む
蝿也帖』.間炭化物焼土性きり

l lUYR,1 J

2 7．5YR3／4
3 5YR4／6

4 5YR5 8

5 10YR3／4

6 IOYR3／3
f lOYR1‐7／』

8 10YR3 3

9 10YR4／4

鰯｡‘A抄

十
mll7風から
S1.EWo ハ陰'2･"'
…

6弗伺色帖｣狽赤夜強い
】 暗掲趣帖士質寸．すけた色痢の晩1

l 5Yl《4
2 7‘5YR3

1：60 ｍ

－

２0

第23図カマド状遺構・焼土（21次調査分）

45－



〔出土遺物〕なし。 〔遺榊の性橘〕何らかの煮炊きに使われたカマドである。

〔年代〕近世以降の所属と思われる。

21SX5 (第23図、写典図版22)

〔位世・検出面]mH5e ・ 5fに位置する。検出面はⅣ府である。 〔重複〕なし。

〔櫛造〕前庭部、2個口の掛け口、蝿泣部からなり全体撒造は明瞭にわかる。火床部は掛け口の前庭部寄り

にあり、前庭部と掛け口をつなぐ部分に淡い櫛が観察された。煙通は例り賞き式である。

〔規模〕前庭部上面の径81×124cm、掛け口上面の径90×132cm，煙道部幅20cm･長き120cm、深さ36cm｡

〔埋土〕掛け口部分の埋土は、粘土賀の崩落土と後の堆祇土からなり、 9層に分層された。

〔出土遡物〕なし。 〔遺柵の性格〕何らかの煮炊きに使われたカマドである。

〔年代〕近世以降の所属と思われる。

21SX6 ("23図、写典図版22)

〔位個・検出而]mH5fに位侭する。検出而はⅣ屑である。

〔重複]21SX3と重複するが、新旧は不明である。

〔櫛造〕残存しているのは前庭部か掛け口部のいずれかであるが、不IﾘIである。煙道は21SX3側に延びて

いる可能性もある。

〔規模〕直径80cm前後、煙道部柵24cm、深さ8～14cmo (埋土〕

〔川二|泄物〕なし。 〔遺柵の性格〕カマド状遺榊と思われる。

〔年代〕近世以降の所属と思われる。

6畷に分けられる。

21SX7 (第23図、写真図版23)

〔位舩・検llim)mH6aに位世する。検出面はⅣ層である。 〔亜襖〕なし。

〔柵造〕かろうじて磯存した11掘跡に伴うカマド燃焼部である。

〔規模〕径31×44cm・燃焼部の陣さ4cm｡ [出土遺物〕なし。

〔避柵の性格〕平安時代の住居跡カマド燃焼部と思われる。

〔年代〕平安時代（9～l()仙紀）に属するものと思われる。
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9 旧河道跡・木柱列

(1)旧河道跡（第24～28図、写真図版25～27)

ここでは、泉屋遺跡19次･21次澗査の主体となった旧河道跡について記述する。2カ年にわたって澗査し

た旧河道跡は、調査区の東端でほぼ南北方向に検出された。調査した地点の流路方向は、南北軸からわずか

に東側に振れているようである。19次調査では、トレンチ調査による士層堆積状況の把握、および12世紀の

遺物包含屑上届（大別聯4廟：次頁の屑序参照）までの掘削・輔森、21次調森では、それ以下の層の掘削・

精査と全体図の作成、層位の確認を主な調査内容とした。

ここからは、12世紀後半に属するかわらけ・国産陶器・中国産陶磁器・木製品・鉄製品・ガラス製品、平

安時代の土師器・須恵器・土製品・鉄製品、縄文土器などのほか、植物遺体（モモ・ウメの種子）や獣骨・

獣歯（ウマ・シカ）など、多くの遺物がlll土した。これらで今回出土した避物総数の8棚ほどを占めている

と思われる。遺構では、12世紀後半ごろの整地層とそれと同時期の道路側溝になる可能性がある溺のほか、

土坑が数基検出された。また、詳しくは次で述べるが、 2列1組で橋状施設を構成する木柱列が検出されて

いる。この他、二次堆穣したと思われる灰白色火lll灰が股火で厚さ40cmあまり、河道中央部全域に硫認され

た。この火山灰は、10世紀前半に降下したとされる十和田a降下火山灰との分析結果を得ている。

〔位置〕調査区最東端部のⅢH4i～Oi、ⅣHl i～4 i、ⅢH4j～oj、ⅣH1 j～4j、ⅣIla

などに位髄する。旧河道は南北いずれの方向にも延びている。

〔規模〕確認できた河帆は15.5～23.0mで、それは南側に向かって徐々に狭くなる。第24図に示した全長は

およそ35.0mであるが、21次調査の際の大雨による地盤崩落のため、北側6mあまりを作図できなかった。

よって、実際は長さ40mあまりにわたって精査している。

〔流路・深さ〕各時代における深さは、ilﾘ幅とは逆に南側のレベルが下がっていた。よって、流路は北側か

ら南にある現太田川方向であったと考えられる。しかし、平安時代以前（十和田a火山灰堆積以前）は、あ

まり水の流れがない湿地・沼地であった様相である。現地表面から12世紀の整地層までの深さは般大で2.7

m、十和田a火山灰の堆穣面までのそれは3.5mである。斌終的に、一部を現地表而下4.7mで掘り下げたと

ころで掘削を断念した。

〔各時代における状況〕これらの状況から、この旧河道は①縄文期以降には流れのある沢、②平安期前後に

は湿地・沼地、③12世紀後半には凹地を利用し、整地を施した道路、④12世紀後半以降は徐々に理り（人為

的に埋められた可能性もある)､⑤現代には水田となったと考えられる。時代によって、人の手が加えられな

がら利用されてきた痕跡を残している。

〔堆積状況〕この旧河道跡を精査した結果､整地層･灰白色火山灰層などの鍵層が数枚存在することがわかっ

た。旧河道内における墹序を次頁に示したが、大別屑2隔・ 4層（近世）・ 6厨（整地屑）・ 8層（十和田a

火山灰層-10世紀前半)･10層（縄文？）がそれである。第25～28図には調査で得た土層断面すべてを掲載し

たが、表は各断面の鍵層のあり方から旧河道における堆積状況を総合的に判断して作成したものである（層

名の後ろに付く括弧内の数字は調査時に付けた旧層名)。表中の6層（雛地層）と8廟（十和田a火lll灰届）

以外については、概ねそれくらいの時期といった大まかなもので、明確な時期を示していない。以下に各大

別層の詳細について記述する。

大別層1層一確実に近・現代に堆稲した層で、展近はすっかり埋まりきって水田として利用されていた。

2層一略褐色のシルト“土で柵成きれる層。近・現代に堆秋。

3回－2層と4層との間に存在する。陶磁器等含む。
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4層一近世の陶磁器等含む職。

5層一雅地届の直上に形成された12世紀の遺物包含厨で､大最の遺物を含む。屑厚は30～70cmを測る。

これを掘りきったところで、121吐紀後半の櫛跡(19SD12)が確腿された。

6回-12世紀後半頃の整地届である。厚ざは10～40cmで、黄褐色土のブロックと黒色土の混土からな

る。遺物も含まれる層であるが、かわらけ・土師器の細片である。都市平泉の東端を区切る道

路状の遺櫛の可能性を秒えている。

7屑一概ねlO世紀前半から12世紀のlⅢにに堆積した廟で、土師器・鍍忠器を含む。有機質の多い二l:"

である。

8層一十和田a (To-a)降下火lll灰層である。片栗粉が固まったような状態で、掘削にはとても

人力では歯が立たず、砿機によって除去した。

9回－9～lO世紀の土師器・須恵器・木製品（鍬・曲げ物など) ･土製品（土鈴ほか）を含む層で、右

機質の土壌で水の流れがあまり認められない。この段階では、湿地あるいは沼地となっていた

ものと思われる。

10屈一照い帯状の土で、河道の中心部側に厚くなる。繩文時代の比較的新しい時期かと思われる。

11層－10層と基盤層の間にある脚で、この頃には深い沢となっていたものと思われる。

12層一薙盤畷（礫届）である。河道の中心部であとどの程度掘削すればこの基盤照が出るか、ボーリ

ング澗査を行ったが、1，2m確認したところであらわれる気配は全くなかった。

〔出土遺物〕既述した多種多様な遺物が出土している。特にもかわらけは、鯵しい舐の出土をみたが、手づ

くねかわらけとロクロかわらけの出土割合は、 8：2く．らいである。出土遺物については、ここでは記述し

きれないので、群細はそれぞれの遺物剛察表を参照していただきたい。

〔検出遺柵〕検出した遺栂も既述のとおりである。

〔その他〕錐者はこの河道について、現太田川の旧河道であると思い込んでいたが、様々な資料から、かつ

ての太田川の流路はさらに東側の洲査区外にあることが判明した。厳密に言えば、今回綱交した旧河道があ

る程度の流趾を有する川であったのは、繩文時代以前から古代以前にかけてのわずかな期IHIであり、これを

「旧河道」としたのは適切でなかったような気がしている

（2）木柱列

旧河道内､12世紀代に普請された整地財（大別層第6厨）而に木柱列が二箇所確認された。一つは、総数50

本余りの木柱2列からなり、岸から向こう岸への橋状施設を柵成していたと考えられるものである。もう一

つは、 1列に3本の木柱が並ぶだけのもので性格は不明である。前考を水柱列l、後者を木柱列2として記

述する。

木柱列1 （第29．30図）

〔位置) IH河道'l!央からわずかに南側のⅢH8j ･ 9j 、ⅢI8a～8bに位股する。

〔重複〕亜複は秘められない。

〔規模など〕木柱2～37までの全長はll.8m、幅（南北方向）は1.5～l.8mを測る。橋状の施設であるとし

て、進行方向（東西方向）の木柱の間隔は概ね50cm、最大で70cmである。橋を柵成する杭はすべて打ち込み

杭であるが、ほとんどが十和Ⅲa降下火山灰届途中で.ll:まっており、それを打ち抜くものは火山灰の堆椴が

薄い地点のもの数個だけである。
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1 A'ぜ 炎土・水1N勝作t3o
2 Ald lOYR5／6 黄褐色剛伽･10fI:化に喪随喜れた渭川改修時の盛土と思われる。東側で厚い。
3 A1庫 IOYR4／1 オ'リープ肌色砂賞で粘性弱い。適物はほとんど含エをぃ。
4 Alf lOYR,1／3 にぶい貴間色過物の帽時・炭化物の小片含む．
5 A2 10YR3／3鏑褐色粘土筒でかわらけの抵片行む。二次唯鯛か？
6 A3a lOYR4／l オリーブ肌色3鴫に似るが桧性が生い。

7A3b7－5YR･&／】 灰色捌雌帝びる。確化輔。

8A次l0YR4／3 にふい禺縄色診の鯉入を墓じる。かわらけⅡ．を念しが、5軒より大きめの珪片。
IOA3d

9A4 10YR3／2黙縄色かわらけ.隣磁蕃片（I2C）を含む。I2Cきた吃近捜した黙劇の地嫡輔？
I7A5a IOYR3／4 啼縄色魔化諏・かわらけを多く含む。181姪陶器も少量詩きれる。
I1 A5b

A5c lOYR3／4略褐色炭化物・かわらけﾊ･を念むが、17弱より曽邑に少ない。
八“

八恥l0YR3／3 蹄褐色災化拘・かわら4タ・土馳蕃を少量含む轡破片は上瀞よりも大』<なる。
A6 10YR3／2鵬褐色上峰番・親惣認此･が含まれる12C後半に形成割Lた整地制。
A7曲 IOYR3／挫黒縄色水に基る影召から1,1肝ド静:含形戒きれた府。
A7b IOYR3／3蹄縄色22弓:二間じ．

A7E1 水嘆戦甜碕

A7d 水嘆堪縞制
A7c 2－5Y鷺3／Z鯉褐色水成の、般堆鵠嚇．
八8 2．5Y7／1 灰白十和画a蹄~ド火山脹明．

A9 5Y3／2 寺リープ黒色舞迎鞠瞥。
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創一趣

謎
－
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C1h[8

C11[12)
C1m(13)

C1p(16)
C1r(18)

C1q(17)
C3a(20)

麺琴竺塑二二万U

3c【223c【223c【22

C3d[23]
扇『海一一 9a0 －一 －

竜
C7b 誇需詮…麓

C7a(32)

－－

９
１

１
０

⑯
Ｇｒｂｌ

沁Ｃ

C7b(50)X
C8(38]

一
軸

C7d(37)

＝錨
C7●【”IC7●【”I

l Cla lOYR4／Z段間隅色角砿・災化物・草木多量に拠人尋
惣 C1b lOYR4／2灰両縄色角眼・炭化物・焼十”含む

3 Clc IOYR3／2蝋間色煙上粒・炭化鞠をわずかに含む甸明黄褐色-tブロブ
クが多量に入る。

l C1d IOYR,1／3 にぷい酋掲色グうイ化した土壌が入る。
5 Clで lOYR4／3 1：ぶい償褐色粘性はあ11)をい･

6 C1I 10YR4／2灰酋褐色もみ舷が多岐に含まれるぜ
7 C1g lOYR4／2 灰酋燗色脱化物・限化風？ ，木<1'少踏含む轡
H C1h lOYR4／3 略オリーブ色グリイ化した粘土間上．
9 C1j loYR3／2 側褐色炭化粒・砂・水ぐずなど槌入する。

10 Clj ひきぐず・木ぐず･炭化物などを含む。
l1 C1k lOYR4／2灰黄褐也伐化物，水ぐず含む。

l2 C1I 10YR4／Z灰荷側色股化物軸・破化鉄粒わずかに念む。
13Cl、2.5YG4／1 時オリーブj火色グライ化？
】4 C1n 1OYR4／3 にぷい苗旧色粘性ややあり

】6Clp IoYR‘I／3 1:ぷい前側色暗オリーブ暁色Iも（グライ化）が拠じるn
I7clq loYR‘1／3 にぶい苗褐色暗1リープ間色I:がブロック状'二入るu
I8Clr lOYR､1／3 にぶい幽渦仏師オリーブ灰色上が批じる。
I9C2 10YG5／‘1 12ぷい間113色剛オリーブ灰色土が段じる。

20画a lOYG5／2瞬貨閣色啼寸リープ灰色上が混じる。
21 C3b lOYR5／3 にぶい的褐色炭化物が世じる。

Z2C3c 2､5YG4／1 篭オリーブ灰色浅黄色士・塵を含むc
23 C3d 2､5YG4／】 電オリーブ灰色黄櫓世上を両側に汎じる．

z4 C3e lOYR5／3 にぷい侭褐色略オリーブ灰色士・炭化物をわ?rかに行むし
25 C制 】OYR‘1／2吠簡栂仏災化物少且含む。

26 C3g lOYR4／2版閃縄色災化物微陪、皿Iﾘ畷・酋勵色帖上ブロックが入る
28 C5a lOYR4／3 にぷい伽叫色叩側がグライ化辿む．鹸化飲分争い“

“b lOYR3／2照褐色災化鞠多量、眼・かわらけ額を含む。
C託lOYR4／2 版黄褐色炭化物徴呈、鮫化鉄が全体に広がる。
C5d

C垂5YR4／8 赤隅色鮫化欣分の弓？

C6 5GY5／l オリーブ灰色崎オリーブ灰色土がブロック秋に入る。IZCの
鞍地弔。

C7m 7.5GY,1／1 輪趾l火色砂加よび略可リープ淡色帖上がラミナ松にMifR.、
C7b

C7cZ 7､5Y4／1 吠色 pHオリーゾ灰色のプロ'ソク ,草木が汎じる。
C7E3 2､5GY4／l 輔オリーブ吠色園かい蝋木が入る。
C7“7.5Y4／l 灰色粘上.，

C7“2-5GY4／1 蹄オリーゾ灰色草木が微最批じる。
C7d lOY3／1 オ・リープ胤色草木槌じる。
C7c 5Y4／l 灰色柚物が入る粘土嚇。

C8 5Y6／l 灰色 ・I･fllIIIa除ド火111灰騨でわずかに草木が塊じる”
C9m 7‘5Y4／1 灰色仙物が少し入る｡

C9b 2.5GY 寸リーブ1尺色帖 t質。

C99 2.6GY4／l 蹄オリーブ服色水劇をどが多量lこ拠入･ずろへ
C9. 7.5GY’1／I 醗緑灰色柧物が拠人。
C9e

C9I 5Y4／l 灰色木鼠多量に拠人する。
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緋欝荒ヲ間
〔35〕

未名〕

Ob〔3〕

凪
ｄ

画
面

l EOa lOYR5／3 にふい釘間色鮎性ない。

3mb lOYR5／6 償凹色シルト質 tで照<しきる。
2 EOc IOYR5／.I にぶい侭llj色帖枕ややあり。

4 E6 10YR4／4 褐色叩順縄色の帖.i島ブロソク含む。12C聾地柵か？

5 E7a lOYR5／4 にぶぃ苗褐色租砂含む．
6 E7b lOYR5／4 にぶい角掲色帖士貢シルト。
7 E7c IOYR4／3 にぷい質褐色バームクーヘン状に黄色粘土を含む。
8 E7d l0YR5／2灰黄縄色略<しまり粘性強い。

9 E8 2．5Y7／2 灰黄色 1－和、a降下火山灰とにぶい黄褐色．tの汎fで東
側で立ち上がる．

】0卿a 】OYR5／4 にぷい前掲色しまoj ・粘性ともにあり。
I1 E9b 2､5Y5／2酬灰茂也L1り ，粘性ともにあり〃

31 ，6 12C整地層。

未箔D71 l0YR4／2灰禽掲也整地咽と砂層同に狼よる。
32 p7b 砂明。

31#,罰 I)7に ，OYR4／’ 縄脱色にぷい例出色との狐!;でfI黙地棺制。
35帆劃 【〕7． ，0YR4／2 灰侭隅色 1挺の団よ')隅味のある自儀地f､闇。
36D7f

3sD8 十和田a降下火山吠珊c

,10 1〕9a 内黒の上崎容坏出上・

末名D9b 2､5Y4／2朗灰的他聞い砂府。
41 1)9r

42 D9d

0 1:100 4m
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⑦

F9t(21]

I F8 2．5Y暖臼 I･和脚a火11』灰闇。

2 F9a lOYR･$／2灰貧褐色草木。、杓含む。

3 F9b 5Y4／1 灰色草木・通的含む。
4 F9c 5Y3／l オリーブ鯛也箪木念む。
5”d 5Y,1／l 灰色草木含み帖性強い今
6 F9他 5Y3／l オリーブ馴色草木を八回'二念む。

7 F9f 7,5Y,1／l 脱色阜木含む。

8 F99 2，5Y3／2 黒褐色
9 F9b 2‘5Y3／2 胤悶色草木.多い。
l0 F9i 7､5Y4／l

1I F9j 2､5Y4／1 灰茂色草木多量含む。
l2 F9k 5Y3／l オリーブ則世飽木多い。
13脚l 5Y3／l オリーブ期色草木〃よび畑砂含む。

14 F9,2.5Y4／3 オリーブ側色砂質”
15”、2.5GY4／1 明オリーブ色

l6 F9〔》 2.5Y4／3 オリーブ隅也

l7 F9p 10YR･I／】 灰色帖・t質。
l8F9q 5G5／】 緑灰別GIIに腐食脳が敗枚形成尋れる。
l9 F9r 7､5Y4／l 灰色

20 F9s 5Y･1／l 灰色草木含む。
21 F9t 5Y3／1 オリーブ照色草木含む｡

御
》
ｃ
ｃ

d[5]
灰色

オリーブM1色取木八m↓:含む。

鵬間色

吠色草木含む。

灰色草木含む。

オリーブ照色草木火、に含む。
灰色草木含む。

腿色

灰寸‘リープ色砂Rto
賀灰色草木火瞳に含む。

灰仏

オリーブⅢ色阿劇lに砂を含『ん

l2 G9d 5Y4／I

6 (;9c 5Y3／I

l3 G9で 2．5Y3／2

7 G9I 7‘5Y4／I

14 G9f 7､5Y4／l

8 G9H 5Y3／I

l5 G9g 5Y4／l
来墹G9h
l6 G9i 7､5Y4／1

9“j 5Y4／2
17 G9k 2.5Y4／1

18 （;91 5Y4／l

l9G9m 5Y3／I

h(未名〕

1 C8 2．5Y7／l 灰白十和田a降下火山灰層。

2 G9a lOYR4／2灰貧褐色草木・遺物含む。
3 G9b 5Y4／l 灰色草木・通物含む。

4 G9c 5Y4／1 灰色 l:記の層より粒子が旧かl

1Imc 5Y3／1 才･リープ肌色
5”d 5Y4／1 灰色草木の水､|靴梢。
10“d 2.5Y4／】 茂灰色草水火且に含む。

① ③
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H9。〔64】

諄畠＝
･5ｱ)＝

H11b〔6

ニヅ鯰
【43･郭

二拳とﾆｰ1－－γ砂礫屑
H11●【“】 H10●【68｝

1 110ユ 2,5Y4／3 才リープ褐色
z IIOb lOYR5／2灰寅色

3 I10c lOYR4／2灰黄褐色

16 H“2,5Y4／2 略灰黄色

22 ⅡOe 2,5Y4／2蹄灰黄色地すべり現象による
喰射

】5 H0f 2,5Y‘1／2 略灰簡色粗砂が汎じる。
11 Ⅱ0g 2.5Y7／2 瞬前仏耐禰？'二よojTo－a

の小プ【7･ノク拠人”

4 HOj lOYR4／2灰黄褐色
65 IIIO 5Y4／1 吠色黒っぽく箭状に堆伯。

66 Hlla 5GY4／1 時オリーブ灰色
67 IIllb 5GY4／1 暗オリーブ灰色シルト質

土・砂顕が棚じる塒．
68 1Illc 7､5Y‘1／】 灰色

69 H12 2．5Y5／4 画褐色砂侭層。円曝・覗円
轍・亜伽硬からなる。

28 II5j
29 115k

5 Ⅱ6 Z､5Y"1／2弓灰黄色にぶい黄色の粘土ブ

ロゾク含む12C整地府．
31 116

挺H7a

l3 II7b 2､5Y-l／3 オリーブ褐色

6 H7に 2．5Y4／2 鴫灰黄色縄砂含む．

恥 117屯 IOYR3／2 凪Mj色吠両褐色上ブロアク

・脱化物粒を令体'二念む。

32 II7c l2C翰地判。

7 117． 2．5Y4／Z 暗灰関色

⑦117. 2.5Y3／2 期褐色田砂・炭化物粒・草
木含む。

8 117⑪ 2．5Y’1／2弓吠黄色 ﾄｰぶい黄色の水平堆

個冊が飲枕合立れる。

⑧117＄ 2.5Y3／2肌偶色炭化物・草木含む粘土。

9 H7f 2,5Y5／2略灰黄色

⑨II7f 5Y3／2 オリーブ蝋色草木含む．
10 1【7H 2･5Y5／2 鴫灰、色にぶい前色の水平堆

機日が合立れる”

37bH7g
37 II7H

17 I171, 2‘5Y4／2 略灰関色
23 1171】 17塒'二|､】じ

18 H71 2.5Y､1／2 嶋灰闘色 】7層よ')粒子細かい。

21 117j 18判にI郷】じ

I9H7j 9暦に1回】じ
12 118 2･5Y7／2 吠前色 I･和、靱降下火111版図。

38H8 i･和1Ma間卜火111灰

20H9m l3時にIﾛ】じ

25 119， 20闇にIp1世

40M9a lOYR･1／Z 吠酋掲色草水’皿抑含む’
56 119a 40回'二Imlじ

l4 H9b 2､5Y5／3 苗出色

21 II9b l4wI二脚じ

Z6H9b Z1田に卿じ

41 H9値 2.5Y3／l 風褐色

57 119c ‘11因に脚じ

I2 Ii9d 2､5Y3／1 隅掲色草木火最に合し響

52 H9d lOYR4／l 喝灰色a永人且'二念む°

G3 II9e 2､5Y3／1 烈掲色

銘II9r 、13層1二mじ

郷H91 7.5Y'1／1 灰色部分的'二明灰黄色士念し、

70H9I“目に胸1じ

45 H9g lOYR4／l 鶴暖色草木多最含む。
59 H9g 45層'二同じ
46 II9h lOY1《 ･1／1 榔吠色衡色シルト質上含む“

帥H9h ．16因に同じ

47 H9i lOYR4／1 褐灰色草木含む。
61 H9i 47肝に1回】じ

､18 1I9j lOYR･1／l 卿尺色蛎分的に叩I間脚色シル
ト側I含む．

55 119j 2.5Y4／2 蹄灰貸他り;水大晴に命む。
62 119j 55層にIjIlじ
53 H9k 2.5Y4／3 ’#リーゾ偶也仙木含む．
63 119k 53囮にﾄﾘじ
49 H91 10YR4／1 褐灰色綿分的に砂軸含む。
50 H9,7.5Y4／】 灰色

51 H9n 5Y4／1 灰色

64 Ⅱ90 】OY4／1 1火色闇上師にTo--aのプt】ノク

を含む‘

3 110 5Y3／2 オリーブ肌色災化物粒。T⑪-a

小プロ‘ノク含む．

4 111a 2.5Y5／4 ‐ケリーブ褐色脱化胸粒｡T『a
極小ブロフク含む。

5 111b lOYR4／4 縄色離曾署が刷吊した闇怠
撮<なると砂硬が少を<なる，

6 111c 2.5Y4／2 既灰員色砂眼・災化杓粒・To
－a極小プロフクを含む。

7 111．7．5Y4／2 灰色粘士典じりの砂硬軒で離

盤となるもの．

8 I11e 5GY､1／1 略寸リーゾ灰色愚盤弓kの
砂瞬。
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w､Q
J9h(2

､llio(8) 四
一

l JOn loYR5／2版的間色
2 JOb lOYR5／2灰胸間心粘性をし｡
3 JOc 2.5Y5／4 簡悶色風化した銅含む‘‘

4 J0．2．5Y3／3 諸オリーブ間色個砂・風化顕とのJLLo
5 J腱2.5Y3／3篭オリーブ間色 4判'二181じだが、それよりも岩fi粒少ない”
6 Jof 2.5Y4,/3 ｵﾘｰプ喝色旧砂・風化砿との混ts

7 J0日 2.5Y5／,＄ 酋掲勉水平地伯した砂買上。
8 J71 2.5Y･I／Z母吠負色躯分的に砂を含む。
9 J7b 2.5Y3／g 弧間色、砂念し、
lO j7r 10Y,1／1 既質褐色
21 j7d lOYRZ／】 蝋色
l1 j7心 】OY.$／l 晄首褐色早木多く念む･
l2 J7f lOY4／l 灰黄褐色阜水含む．
22 J8 Z､5Y7／1 吠白 1．和、a降下火山灰層e

23 J9a 2､5Y4／1 黄灰色草ｲも含む。
l3 J9b 7,5GY4／l 爾緑灰色
l4 J9c 5GY‘1／】 暗オリーブ灰色噸木含む。
15 J9. 7,5GY‘1／1 哨緑吠色
l6 j9階 2，5〔;Y4／1 略オリーブ灰色草木含む‘，
l7 j9f 2’5GY,1／1 略オリーブ灰色
18 J99 7.5Y4／l j侭色
24 J9h 5Y3／l オリーゾ出単水含む．
l9 J9i 7､5Y’1／1 灰色草水含む．
20 J9j lOY4／l 灰色草木多く含む｡

1 17列 苫.5Y･I／－1 ザヤリープ褐色胤縄世上プロ‘ノク・敗化放分含む。

2 17b Z･5Y’1／,1 オリーブ掲色災化物他含む．

9 17仁 2.5Y4／2 略灰黄色版化鉄分・To-aわす'かに含むa

To-1 18

11 193 2．5Y3／2塁褐色草木多趣に含む。To－aプロ.ノク含む。
lO I9b IOYR5／2灰黄褐色鹸化飲分・To－a酷10～20，含む‐
l3 I9r 5Y3／z オリーブ煕色鈴質tとの腿f

12 19．7．5Y4／2 灰オリーブ敵化鉄分，｡『⑥-雌・3‐5、含む｡

11 191. 7.5Y3／2 .イリーブ烈色草水とオリーブ1M世鮎』_のjlu，

13 191 7‘5Y･I／l 暁色To-aプロノク1，．炭化物↑》含む。

①→③①陸1，．5000， ①卜L野'9.7U〔

…
三一

K6[8) 唾〕

L8

⑥L7a Z’5Y3／1 1M褐色細砂と鮎_Lの皿間。

②L7b 2､5Y3／2猟褐色紹砂・炭化物軸・草木含む。
③L7c 2､5Y3／Z照褐色7層よ')側味あり。
⑨L7d 5Y3／2 オリーブ照也炭化物・草木含む。

⑩L7e 5Y3/2オリーブ肌色隣化物・蝋木多い。
T⑪一a L8 1－棚lⅡ純降卜火111隣層。
①L9a 1OYR6／4 に48い胸椴色脚色上牧・敵化鉄分含む‘，

②L9b 2’5Y5／4 前側心啼灰伐色プ【j ･ノク含む。
⑪L9c 5Y3／Z ，ケリープ肌色T⑪一nIhドの閏食鳴。噸木多い。
鱒L9d 5Y4／1 灰色鮎M1で草木合し邸

⑬L9巴 5Y4／2灰オリーブ色単木多い、

③L91 2.5Y5/'1 黄喝色鹸化鉄分･To－a隠小ブロック含む
①L10 2.5Y3／2風褐色炭化物粒を食体'二台む葡状の腐食上。To－a極小プロ

ゾク含むu

⑤Lll lOYR3／2 ，fリーブ風仏殿化物粒，To－a唖'1,ブロック含む。

l KOa 2､5Y3／3蹄オリーブ褐色時代の紙い､週卿､1:･

Z KOb M)YR3／3略褐色 1因に同じ，

3 KOE

4 KOd

5 KOC

6 Kof 2.5Y4／4 オリーブ褐色

7 KOgEllの7勝IBIじ。
l8KOh

8 K6 2．5Y2／2肌悶色帖上プロノク・舵上,炭化物代むl2C鞍地掛
り K7a

lO K7b

ll K7c

l2K7d

I3 K7低

I4 K9m

l5 K9b

l6 K9c

l7 K9d

5Y4／3 蛸オリーブ色灰色の帖-M,ゾ1ルク含む．

2.5Y4／3 オリーブ侭色敗化蝕分含む‘，

2.5Y4／4 オリーブ褐色酸化鉄分全体に含む。

2.5Y4／2 暗灰黄色To-勘含まず。
2.5Y4／3 オリーブ褐色炭化物杖．､rU-･日1％胸後含む。土師器片含まれる。
5Y7／1 灰肖二次堆硝した－1．相IⅡa火111灰咽。

5Y3／1 オリーブ鼎色

5Y3／2 オリーブ瓜色●木多い。
2.5GY‘1／1 時組灰色草木行む．帖1項!:との『i明．
Z,5Y3／2 瓜田色上草永倉2ず．

5Y‘1／1 版色肌色上との雌lも命
7.5Y3／2 オリーブ蝋色轍い砂を鰹じる響

7.5GY4／1 屠紐灰色植陶少哉含む．

2.5Y3／1 黒褐色士

2.5Y3／2黒褐色土邸分的にオリーブ色を￥する。
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〔検出〕旧河道大別層第6層において、腐って黒く変色した木柱の先端が数cm、それぞれ確浬きれた。杭の

地表而に近い部分は、それ自体が腐って短くなっているものと思われる。本来どの深さにおいて打ち込まれ

たものか、使用時の杭の是さはどれほどか、といったIIII翅は不明である。

〔材の状態〕打ち込まれた杭の先端は、いずれもナタ状の]:具で鋭く加工されているが、先端部以外には加

工疵は認められない。これらの材はいずれも丸材が用いられている。材の直径は10cm前後で、残存する長さ

は30～50cmくらいのものが多く、股火で75cmである。また水柱16．21 ,22のように、木柱Ⅲに柵たわるよう

に検出きれたものがあるが、これらには明瞭な加工痕が見当たらない。この中には板状の材も見られる。

〔その他〕周辺に数本横たわる木材との関係は不明であるが、それに加工された痕跡が認められないことか

ら、ともに使われた部材である可能性は低い。

〔性格〕2列1組で橋状施設を柵成する水柱列と思われる。材の太さなどからは木橋の橋脚とまで司ってい

いものか、判断に迷う。これまで桟橋状と述べてきたこともあったが、「向う岸」を意識して作られたものと

考えたい。水を塞き止めるような施設の杭列との見方もあるが、何らかの上部構造があった橋状の遺櫛と考

えたい。

〔年代〕検出された届位等を検討した結果､12世紀後半代を含むそれ以降に属するもの、としか菌えないとの

結論に至った。地元野外作業員の一人に「子供の時にこの辺に橋が架かっていた」という話をする人がいた

が、典偽のほどは定かでない。

木柱列2 （第29．30図）

〔位世〕旧河道中央北側のⅣIla･ lbに位偶する。

〔亜複〕亜複する避柵はない。

〔規模など〕全長2.8m、幅lm前後で水柱のlⅢ隔は区々である。

〔検出〕旧河道跡内に堆積した十和田a降下火lll灰屑上面において、木柱の先端が確認された。

〔材の状態〕いずれも丸材で、先端に加工跡を打する。直径はlOcm前後、長さは30～60cmである。杭はすべ

て打ち込まれたものであるが、打ち込まれた面は不明である。

〔性格〕不明である。

〔年代〕火山灰降下後の10世紀前半を含む、それ以降に楓するものとしておく。
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表1 柱穴計測一覧表

一弼一

柱穴稀号
さ
副

深
く

庇【hiの侃商

(m)
巡物祢号

Pl 29.6 21.” ２ SBlO

P2 25 9 21.91 2 SBlO

P3 割 1 21.稲 2 SBlO

I)4 22 5 21.錦 2 SBlO

P5 16 5 21.兜 2 SB10

P6 20 3 21.欄 2 SBIO

P7 8.2 21.鱒 2 SB10

P8 11．0 21.妬 2 SB10

P9 33.8 21.銘 2 SBll

PIO 15.9 21.郷 2 SB11

I'11 33 2 21.65 2 SBII

P12 23 2 21.74 2 SBll

P13 36 3 21.91 2
■
二
日
Ⅱ
■
■

SBll

P 4 29 0 21．61 2 SBll

P 5 35 1 21.55 2 SB11

P 6 29 5 21．60 2 SBll

P 7 16 2 21．81 2 SB17

P 8 15 1 21.83 2 SB17

P 9 12 0 21．88 2 SB17

P20 l1 8 21.87 2 SB17

P21 22 2 21．68 2 SB17

P22 14 5 23.()3 2 SB17

P23 36 8 21.艶 2 SBl7

P24 13 4 21.稲 2 SBl7

P25

P26 24.8 21.鯛

P27 19.4 21.蝿

P28 6.7 22.脚

P29 30.3 21.斜

P30 39
Ｐ
、 21.禰

P31 31 9 21．79

P32 17 6 21.稲

I〕33 11 ７ 21.郷

P31 加 3 21．82

P35 10 3 21.帥

P36 41 4 21.41 柱列2

P37 羽 3 21.55 柱列3

P38 36 9 21．46 牲列2

P39 16 9 21．65 柱列3

Pｨ10 配 3 21.鋤 柱列2

P41 11 5 21．61 柱列3

P42 49 8 21.36

P43 19 3 21.65

P44 9.9 21．77

P45 10．1 21.帥

P46 7.7 21．72

P47 27.9 21.帥

P48 21 5 21.“

P49 19 4 21．95

P劇） 16 2 21．79

P51 23 9 21.74

P52 12 5 21．82

l〕鋪 6.8 21．94

P別 43.8 21．5(）

P55 18.4 22.(剛 21SB12

P錨 22.1 21．70

性穴勝り.
さ
帥

深
に

底面の際高

(m)
述物僻号。

P57 13.2 21.92 21SB

P銘 10．6 21.帥 21SB12

P59 22.0 21.75 21SB12

P価） 11.0 21.割

P61 41．3 21.詞 21SB13

P62 29.6 21.63 21SB13

P“ 39.2 21.37

I>61 15.0 21.57 柱列3

P65 14.8 21.76

P" 22.4 21.駒 21SBl5

1'67 13.6 21.79 21SB15

I》錦 11.2 21.51

P69 37.0 21.魂

P70 10.4 21.弱

P71 10.0 21.49

l'72 14．0 21.49

1'73 20.(） 21.32

P74 15.4 21.67 21SB15

P75 13.0 21."

P76 20.0 21.75

1'77 67.8 21.31 21SB13

P78 18.8 21.銘

P79 23.8 21.63 21SB16

P80 11.2 21.77

P81 25.8 21.61 21SB16

1D82 13.2 21.75

P郷 M､4 21.66

P別 19.0 21.62

ID85 23.8 21.帥 21SB15

P齢 9.6 21.72

1D87 20.2 21.63

ID郷 12.6 21.71

I'89 15.6 21.69

P" 16.2 21.86 21SBI6

P91 15．6 21.銘

P92 30.2 21.51 21SB15

P93 30 8 21.認 21SB16

ID91 12 0 21.72

P95 39 2 21.棚 2 SB 6

P鰯 10 8 21.91 2 SB 6

P97 21 6 21.85 2 SB 6

P98 12 8 21.95 2 SB 4

P" 27 6 21.髄 2 SB 6

P 伽 16 ７ 22.16

P 01 20 2 21.95 21SB14

P 02 19 0 22.01

P 03 欠橘

P (H 26.6 21.蛇

I' 05 43 8 21.75

P“ 43 6 21.70 21SB16

P 07 15 2 21.節

P 岨 15 0 21.蛇

P 的 41 0 21.師 21SBl5

P 10 19 0 21."

P 11 17 6 21.71

P 12 24 4 21.47 柱列2

柱穴符号
さ
剣

深
く

庇而の標商

(m)
述物貯号

Pll3 11．0 21.61

PlM 9．3 21.”

Pll5 14.4 21.59

P116 4.8 19.75

Pll7 3.1 19.72

P118 ･11.0 21.28 21SBld1

P119 48.4 21.(賂 21SB13

P1釦 11．6 21.81

P121 16.6 21.79

P122 20.3 21.95

I》l漣 15.1 22.(X）

P1261 46.4 21.82

P125 45.5 21.69

P 26 27.1 21.85

P 27 33.3 21.銘

P 28

P 29 14．9 21.妬

P 30

P131 31．0 21.94

P 32 11 4 22.15

P 33 14 4 22.13 21SB12

P 拠 19 1 22.01

P 35 22 4 22.29

P 36 49 5 21.80

P 37 羽 0 22.03 21SB12

P 38 9.0 22.11

P 39 19．0 22.(川

P 40 33 9 21.92

P 41 羽 3 22.“

P 42 14 0 22.16

P‘13 15 2 21.61

P 4,1 12 7 21.7‘1

P 15 19 2 21.62

P 46 22 5 21.71

P 47 26 8 21.59

P 48 47 9 21.65

P 49 30 8 21.91

P 釦 37 3 22.鋤

P 51 19 0 22.05

P 露 41 5 21.郷

P 認 15.5 22.12

P 51 13.4 22.11

P 弱 21.85

P 艶 28.5 21.郷

P 57 13.0 22.”

P 銘 24.6 22.25

Pl" 5.0 21.的

P Ⅸ） 22.6 21.”

P 61 29.6 21.91

P 62 35.4 21.75

P 侭 39.9 21.85

P 晩

P 65 15.4 22.19

P“ 14．6 22.18

P 67 27.1 22.02

P 鶴 割.6 22.05



－”一

仙穴稀号
さ

(cm)

"IHiの標商

(m)
迎物冊妙

P281 12.7 22.10 21SB3

P282 20.2 22“ 21SB5

P283 18.6 22 01

P281 4'i．6 21 祁

P285 32.3 21 91

P286 M､3 22.的

P盤7 21．9 盤.側

P認 11．6 型-10

P認9 露.0 22.側

P2" 9.7 22,15

P291 10.'l 型.l1

P292

P293 ･1.8 ”理 21SB｣i

P291 22.6 型 鮪

P295 ‘10.2 22 26 21SBI

I'2" 15.0 型 11

P297 17.‘I 21 11 21SB6-1

P298 14.0 22 肥 21SB4

P2" 11．3 22 13 21SB1

P3" 10.4 22 13 21SB6-1

P301 ‘12.6 21 帥 21SB1

P302 13.2 22 12

P3鯛 l'1.4 22 10

P301 22.8 22.26

P釦5 15.7 22.07

P訓獅 郷.8 21.91 2ISB6-1

I'307 38.7 22 27 2ISB6-l

P3鯛 23.2 22 O5 21SBl

P3" 24.7 22 鴨 21SB6-l

P3 0 39 3 21 税

P3 1 13 6 22 1l

P3 2 14 8 22 1O 21SBl

P3 3 46 8 21 82 21SB7-1

P3 4 17 7 22 28

P3 5 17 1 22 11 21SB6-1

P3 6 22 1 22 伽

I'3 7 44 3 21 82 2ISB7-1

P3 8 15 9 型 13

P3 9 38 2 22 卯

P320 40 7 21 卯 21SBl

P321 18 1 型 10

I>322 1'l 5 22 27 21SB7-l

I)323 24 8 22 01 21SB7-1

P324 15 2 22 17

P325 9.3 ’2”

P漣6 11．2 22.33 21SB1

P327 8.6 22 27

P328 33.3 21 醜 21SB4

P329 11．7 22 14

P330 37 6 22 26 21SB4

P331 36 3 22 27 21SB4

P332 42 5 21 錦 21SB8

P3" 17 8 型 13

P331 35.7 21 躯 21SB8

P詔5 27.6 21 ” 2ISB4

P調6 13．6 型 16 21SB4

往穴稀号
ざ
ｊ

深
嶮

庇而の憾高

(m)
雌物稚号

P 69 28,0 鼬,的

P 70 37.9 22 ”

P 71 15.1 22 16

P 滝 4．0 型 詔

P 73 ‘1.1 22 ･10

P 74 5.1 22 32

P 75 24.7 22 13

P 76 鋤.9 22 17

P 77 37.9 22、

P 詔 52.0 21 87

P 79 36.7 22“

Pl" .10.0 21 95

P181 詔.1 21 93

P1" 27.3 22 13

P1" 12.4 22 25

Pl" 15.5 22 型

P185 14.6 22 22

Pl" 39.3 22 舵

P187

P1郷

P189 6.9 22.30

P ” 弱.8 21 91

P 91 18.4 22 18

P 92 鋤.6 22 18

P 93 18 9 22 21

P 別 23 0 22 07

P 95 l1 5 22 18 21SB2

P 96 13 3 22 17

P 97 14 9 22 17

P 98 12 4 鯉 詔

P 99

P2"

P201

P202 5.6 21.蝿

P203 16.3 21.蝿

P2" 10．5 22.11

P205

122蝿 18.4 22.26

P207 24.6 22.帥

P2" 20.9 22.帆 21SB4

P2" 28.1 22.24

P2 0 26.3 21.98

P2 1 M,4 22.11 21SB4

P2 2 13.5 浬二2S

P2 3 16.8 22.25

P2 4 15．6 22.10 2 SB2

P2 5 15.2 22.14 2 SB2

P2 6 12,2 22.16 2 SB1

P2 7 11.5 22.16 2 SB4

P2 8 15．6 鰯.lO 2 SB4

P2 9 】7．0 記.” 2 SB2

P型0 20.6 22.〔X） 2 SB,1

P221

P222 16.2 22.12

P223 5.5 22.17

P221 26.9 21.鯛 21SB4

帖穴稀り。
深き

(cm)

MIhiの慨商

(m)
趣物併･ﾄナ

P225 22.6 22.郷

P2" 18.9 22 (賂

P漣7 24.0 型 鯛 21SB7-1

P228 11．7 22 的

I》型9 25.9 22 01 21SB7-I

P謝0 13．9 型 12

P鱒1 18．7 22 】0 2ISB7-l

P麓2 25.6 22 29 21SB2

P233 妬.2 型 02 21SB7-l

P231 型.5 22 03 21SB1

P235 'l･1.6 21 47

P鋤6 15.2 Z2 ZO 21SB7-l

P237 16.6 22 16 21SB2

P麓8 割.2 22 17 21SB7-l

P漣9 19．2 22 25 21SB7-l

P割0 9.6 22 訓

P211 ‘1.1 22 32 21SB7-l

P212 詔.8 22 10 21587-1

P別3 】5.4 型 26 21SBl

P21j1 22.‘1 22 21 21SB7-l

P215 1‘1.3 22 18 2ISB7-l

P割6 29.7 22 02 21SB7-1

P217 13.2 理 27

P218 19．8 22 鋪

P219 14.,1 22 16

P2" 19．6 22 l1 21SBl

P251 31.2 22 27 21SB7-l

I》2鼬 10．6 22 26

P253 12､0 22 21

P251 11.4 22 23

P255 9.8 22 23 21SB7-1

P2IXi 1.8 22 捌 21SB2

P257 7.4 22 l‘1 21SBI

P2IB 6.8 22.35 21SB,1

P2" 1.2 22.21

P26I) 6.0 22.15 21SB2

P261 5.6 22 33 21SB4

P262 2.0 22 18 21SB4

P263 5.1 22 20 21SB7-l

P264 1.4 22 15 21SB1

P265 34.0 22 32 21SB4

P266 9.イ 22 21

P267 12.4 22 10

P268 12.6 22 08

P269 13．5 22 割

P2" 12．0 型 10

P271 12.5 22 25

P272 24.1 21 妬

P2" 13.4 22〔賂

P2Z1 22.5 21 蝿

P275 17.1 22 肥

I32M 12-3 22.“

1，277 12．8 22.07

P278 12.2 22.16

P279 11.5 22.16

P2帥 10．6 22.18



－60－

性穴岱り。
さ
帥

深
に

庇I前の標間

(m)
巡物岳り．

ID郷7 ‘11．1 21.棚

P“ 21.2 22 鱒

P認9 14．2 22 18

P340 28.5 クリ
ー写 Ⅸ） 21SB7-l

P341 Ⅲ．’ 22 25

P312 22 9 22 帆

P3･13 13 7 22 鋤

P344 16 0 22 16

I':M5 21 1 22 10 21SBl

P346 36 5 21 97 2ISB6-1

P3･17 12 5 22 13

P制8 9.3 22 21

P349 14．6 22“

P3" 17 5 22 18

P351 14 5 22 ㈹

I)352 20 0 22 13 21SB8

P3鼬 33 6 22 01 21SBl

P3別 33 6 22 01

P355 35 5 22”

P356 17 1 22 19

P357 9.2 22 27

P3" 19.7 22 15 21SBI

P359 20 9 少リ
ー己 15

P360 26 0 22 鴫 21SB6-1

I'361 32 8 22“

P362 羽 6 ワリ
ー■ 13 21SB8

P3" ′16 1 21 鯛 2ISB7-l

P361 31 3 リリ
ー凸 ⑥I 21SBl

P365 31 3 ワウ
ー⑪ 鰯

P3" 30 8 22“

P367 18 0 22 18

P3" 22 0 22 l‘1

P369 21 ｨI 22 (用 21SB8

1'370 49 0 21 鱒 21SB6－l

P371 16 0 22 15 21SBl

P372 30 9 21 蛇

P373 33 5 21 81 21SB6-l

P37!1 35 4 21 82

1,375 釦 1 21 91 21SB7-2

P376 40 4 22 28

P377 18.0 22 10 21SBl

P378 13.9 22 05

P379 21.1 21”

P3帥 35.7 21 帥 2ISII7-2

P381 29.1 21 郷

P382 17.7 22 側 21SB7-l

}〕3鋤 27.3 21 蛇

I)384 23.5 21 鯛 21SB5

P錦5 15.7 22 01 21SB1

P386 16,7 22 02 21SB6-l

P387 28.1 22 鱒 21SB3

P388 28.9 21 82 21SB7-2

P調9 31．5 21 82 21SB6-1

P3卯 32.7 21 鋤

P391 18．9 21 93 21SBl

1,3鯉 26．2 21 別 21SB6-2

住穴毎号
さ
〕

深
い

底mの標高

(m)
迅物舟号

I》3蝿 湖.1 21.布

P391 22 6 21．85 21SB6-1

P詔5 18 8 21．91 21SB3

P3% 22 8 21.72

P397 羽 0 21.“ 柱列1

I>398 29 3 21.75 21SB6-2

P3" 31 0 21.鱈 21SB5

P'1㈹ 33 1 21．81 21SB3

P'101 35 5 21.艶

P402 29 2 21.蛇 21SB5

I'j103 22 4 21.95 21SB3

P401 20 2 22.伽

P405 23 5 21.蝿

P4"“ 3 21.76

P407 26 9 21.91

1'408 39 1 21.78

IJ4()9 37 9 21.78

P,110 41 9 21.鋤

P411 16 1 22.01 21SB3

P412 30 6 21.鯛

1'413 弱 6 21.67

Pd1 4 21 1 22.側

P4 5 ‘16 9 22.14

P4 6 29 3 21.87

P4
【
〃
●
● 40 9 22.18

P4 8 33 6 21.75

P‘1 9 7.5 21.89 性列1

P420 7.5 21.銘

P421 13.5 21.84 住列1

P422 29 7 21．75

P423 40 6 21.70 21SB3

ID‘1割 Z2 2 21.銘

P.125 型 1 21．91

P･126 20 5 21.盤

P427 21 4 21.81

P 銘 8.0 22.m

P” 16.5 21.卵

I》 30 16 9 21.87 柱列1

P 31 25 3 21.77

P 32 27 3 21.75

P433 27 0 21.75

P434 18 5 21.91

P,135 2.5 22.19

P,136 2.9 22.31

P437 10．0 22.23

P438 7.5 22.26

P439 19.0 22.M

P‘140 23.1 21.93

P‘1‘11 5．2 2222

13442 8.7 22.21

P443 5.4 22.26 21SB7-2

P444 11.7 ”=23

P‘1‘15 4．8 22.24

P‘146 5．5 22.27

I》‘147 8．6 ??塑

P448 4．4 22.27

性穴播･号
き
副

深
に

kimの標高

(m)
巡物研り．

P449 6.5 Z2．25

P4"

P451 22.3 21．76

P‘1艶 2‘1.0 21.38 21SB14

P4" 13.0 21.”

P454 28.2 22．91

P4弱 15.4 22.“

P4% 22.0 21.”

P457 16.3 21.“

P'1錦 16.3 21．10

P459 16.1 21.10

P4m 9.8 21．17

P461 37.4 20.86

P462 M､9 21．08

P463 15．0 21．01

I〕4“ 22.2 21.Ⅸ）

P465 26.7 21．01

P4髄 13.4 21.05

P467 9.8 21.11

P4" 20.0 21.02

P469 9.7 20.95

PJl" 10.7 20.88

P471 37.4 20.別

P472 61．4 20.21

P473 46.9 20.89

P4別 16.3 21.70

P475 17.0 21.7(）

P476

P‘177 瓢.7 21.挺

P478 幻 5 21 別

P479 35 0 21 柵

P4" 劉 6 21 81

P481 15 0 型 鑓

P4型

P4認 ”､9 型.17

P48i 13．1 22 26 21SB7-l

P485 21.0 22 07

P4" 6.5 22 30

P487 23.4 21 蝿 21SB4

P4銘 39 0 21 81

P489 16 6 22 05

P4” 19 8 22 蛇

P491 22 0 21 98

P492 10 8 21 91

P493 29 4 21 鵠

P4" 4.5 22 的

P495 6.2 22 (賂

P4" 10．4 22 ()5

P497 19.2 21 91

P4" 28.5 21 91 21SB9

P4" 別.7 22 15

P風X）

P釦1

P劇吃 欠薪

P” 欠岱

P” 欠硲



-61-

性穴計叶
き
卸

深
Ｉ

底剛の際商

(m)
巡物符号

P617 10.2 21.38

P618 26.3 21．31

21P1 17.2 22.㈹

21P2 10.2 22.的

211D3

21P･1 8.8 21.93

21P5 欠瀞

21P6 15.8 21.65

21F7 9.0 21.鋤

21P8 16.2 21．61 21SB9

21P9 23,8 21.両 21SB9

21PI() 18.8 21.78 21SB6-2

21Pll 欠裾

21Pl2 39.3 21.89

21Pl3 7.8 21.88

21P14 欠瀞

21P15 欠碓

21P16 19.6 21.98

21P17 34.5 21.雛 21SB2

21Pl8 20.2 21.師 21SB2

21P19 16,5 鰯.01

2 P20 9.5 漣.価

21P21 18.3 21.87

21P22 20.5 露.13

21P" 21.2 22.15

21P21 8.3 型 'l.1

2IP25 6.5 22 4.1

21P26 11．5 22 37

21P27 6.8 22 鼬

21P" 15.5 鰯.26

21P29 8.6 鯉.26

21P30 9.7 22 23

21P31 17.5 鰯 20

21P32 9.9 22 29

21P33 9.4 22 鯛

21P31 13．0 鋤 05

21P35 欠榊

21P36 5.8 21.82

21P37 9.5 21 99

21P38 7.5 21 99

21P39 12.9 22 似

21P40 11.7 22 12

21P41 13.5 22 36

21P42 8.5 型 19

21P43 9.5 22 18 21SB7-1

21P44 19.3 21 縄

211'15 欠硲

21P･16 認.6 21.68

21P47 8.0 型.‘11

21P.18 18．0 22.21

21Pj19 17.6 型.07

lt穴緋号
ざ
ｊ

深
い

唾面の標商

(m)
皿物齢号

P弱1 銘.8 21.47

P顕 10．9 21.“

P識 22.4 21.弱

P弱1 33.0 2 ､40

P弱5 9.1 21.67

P錨 7.0 21.腿

P弱7 47.6 2 ､27

P弱8 21 7 21.49

P弱9 27 1 21.40

P570 25 5 21.38

P571 10 8 21.88

P572 31 0 21.鴎

P研3 14 3 21.69

P師1

P575

P576 11．4 21."

P577 7,2 21.侭

P5" 18.0 21.42

P579 16.5 21．38

PM 37.5 21．25

P銘1 5.4 21.d18

P艶2 12.1 21．51

P噸 9.0 21.銘

P麹 3.8 21.59

P弱5 別.5 21.26

P率 25 8 21.31

P認7 l1 5 21.46

P錨 17 0 21..12

P銘9 18
Ｐ
⑥ 21.38

P5" 28.8 21.25

P591 29.2 21.29

I)592 7.0 21.51

P5" 6.1 21.44

P5" 14．6 21.36

P595 15.1 21.36

P596 4.7 21.44

P597 24.2 21.58

P598 36.0 21.44

P5的 59.7 21.23

P6" 35.9 21.66

P帥1 16.8 21．95

PGIE 12.5 21.78

P" 欠併

Pml 欠稀

P釦5 23-6 21.妬

P班 20-9 21-妬 21SB12

P印7 28.0 21．41

PM 26.1 21.79 21SB16

PM 36.2 21.73

P6 0 17.8 21.弱

P6 1 21.1 20.花

P6 2 欠祷

PG 3 16.8 21.51

P6 ,1 12､2 21.32

P615 9.6 21.37

P616 11．3 21.36

往穴齢号
深き

(cn)

"miのl累商

(m)
岨物播･り．

P釦5 22.‘1 21.97 21SB9

P班 18.7 21.鯛

P釦7

PW

P"

P5 0

P5 1

P5 2

P5 3 17．1 21.96

P5 4 欠瀞

P5 5 欠排

P5 6 欠榊

P5 7 69.8 21,20

P5 8 20.1 21.69

P5 9 欠稲

P520 “､2 21.37

P521 “.0 21.42

P522 27.2 21.81

P523 45.2 21.別

P524 46.4 21.55

P525 62.0 21.37

P526 ､0 21.72

P527 訓.8 21.町

P528 15.5 22.舵

P529 10.0 21.郡

P認0 2.‘I 21.91

P認1 】3 22.㈹

P鼬2 6 】 22.“

P" 5 9 22.“

P弱1 1 8 21.蛇

P弱5 23.0 21.69

P鼬6 21.3 21.70

P邸7 7.dl . 21.帥

P弱8 16.5 21.髄

P弱9 7.5 21.79 21SB9

P510 l().7 21.77

P副1 20.7 21.帥 21SB5

P副2 35.0 21.42

P別3 13，3 21,弱

P別4 9.0 21．57

P別5 17,6 21.75

P516 42.6 21.鋤

P罰7 7.8 21.泊

P518 7.3 21.湖

P549 10.9 21．85

P5" 15 5 21.挺

P551 15 8 21.鋼

P弱2 1l 3 2 ､87

P5" 銅 7 21．65

P551 7.5 21.89

P555 17.4 21."

P5" 20.'1 21．65

P弱7 16．5 21.鴎

P5" 7.‘1 21.稲

P559 欠稚

P知 17.8 21．57



第2節出土遺物

1 縄文時代の週物包含層について

l9次及び21次調査区における基本土層のⅣ届とV廟が、純文時代に形成された遺物包含屑である。調査区

東側の旧河道部を除き、ほぼ全域に認められた。V層の層厚は平均15cm程で、まばらに過物が含まれてい

る。これは、Ⅳ層遺物にもいえることだが、土器の卿粍が著しく、したがってli(位悩からの移動も含めた時

llll鵠も喬定できないものの、出土遺物の緋徴から、細文時代早期末葉期から前期初頭期に形成されたものと

思われる。

Ⅳ刑の崎厚は20～70cmを測り、この届の上～中位に避物を含有する。大局的に見て時Ⅲ1的所偶のことなる

遺物染IIII又が墓区域に認められた。A区は縄文時代後期前菜期から中葉期の土器を主体とし、 B区では繩文

時代後期後葉期から晩期初頭期のものを主体とする。A区の現況は比較的小規模な凹地状を呈する所に堆積

していた。他方B区は自然堤防状の周囲より一段高まった所に形成されていた。特にB区は炭化物を多斌に

含ｲjし、避物の樋類も少なくなく、周囲と様相を異にしていた。少数の混入的性格の遺物を除外して筒及す

ることが可能であるならば、両区とも比較的時問の限定された遺物の集中的な「廃棄」行為によって形成さ

れたものと考えられるが、諸般の事情により、細かな廃棄の単位を追及するには至らなかった。また、両区

の而的IMI係は巡物の示す時間関係より示唆されたが、両者を当時の空間軸に還元してその鑛異を追跡できる

程、良好な状態に保たれてはいなかった。

2縄文時代の出士遺物（石器・石製砧 l～240、土器・土製品301～820)

19次及び21次調査で出土した縄文時代の遺物を、ここで一括して扱うこととする。なお、通物の分類にあ

たっては、遺櫛内出土分、遺構外出土分を合わせておこなった。

2年間の調査で出土した遺物の総量は、当センターの大コンテナに換算して土器21箱、土製品7点、石器・

石製品1595点である。本稿に掲戦した過物は、避柵内外を問わず通し番号となっており、巡櫛内、グリッド

順に配列した。土製品及び石製品は、それぞれ土器、石器の後に掲赦した。なお、選別時の不手際から配世

に変更を加えるべき所もあったが､観察表の備考柵に記すに留めた。また、出土点数の多い遺物に関しては、

他遺跡の馴例を参考にし、若干の分釧を拭みたが、報侮者の力撒不足から大枠を提示するに過ぎない。個別

の所楓に関しては観察表の分類棚に記してある。

(1)石器・石製品（第31～58図、写真凶版28～38)

本遺跡から出土した縄文時代（一部弥生時代を含む）の石器・石製品の種顛は、石雄l拠点、尖馴器52点、

石匙73点、石錐43点、石箆97点、異形石器1点、磨石・凹石・敲石類88点、磨製石斧2点、打製石斧9点、

石鍬7点、礫器6点、石皿・砥石・台石類28点、有孔石製品ll点、石棒・石剣・石刀類18点、不定形石器類

654点、原石類141点である。この他、石器製作時の剥片・砕片類は､l9次調交分だけで約16.5kgを趾る。

・石雌(l～87)

194点出土しており､87点掲載した。有茎錐の削合が高い。なお、掲載していないがこのうちの1点はアメ

リカ式石識で、弥生時代のものと思われる。

・ 尖頭器（88～113)

52点出土し､26点掲載した。図化HI来なかったが、薄手の所謂石槍状の破片も存在する。
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石匙（136～162)

73点出土し､22点褐戦した。全体的に縦形のものが多い。縦･横中間の形態も認められる。つまみが2つあ

るものもある。

石錐(136～162)

43点出土し、17点掲戦した。

石箆(169～184.191)

97点出土し、17点褐叙した。172などのように、刃部に扶入を持つものも認められる。

異形石器(185)

1点確認された。

磨石・凹石・敵石類（2()3～210)

88点出土し、 8点掲載した。比較的小さいの自然石の一部に、磨痕、擦痕、凹痕、打痕等の各種使用痕が

認められる一群である。複数の使用痕が観察されるものもあり、磨石．凹石･敲石類として一括した。204

～206, 208～210は、所洲特殊膳石に類似する。

磨製石斧(211 ･212)

2点出土した。ともに刃部を欠損する。

打製石斧（214～219)

9点出土し、 7点褐戦した。

石鍬(220～222)

7点出土し、3点褐戦した。

礫器（223.224）

6点出土し､2点掲赦した。届平な自然礫の側縁部に強い加鑿による刃部が作り出きれているものである。

石皿・砥石・台石類（225）

28点出土し、 1点褐戦した。破恨冊が多く棚類（用途）が特定出来ないため、いずれかに属すると思われ

るものを一括した。

有孔石製品（226～234）

ll点出土し、9点掲賊した。nH8a区からの出土が多い。なお､図示していないが、232の端部には十字

状の刻みが泌められ、同椒の表現手法が観察される土器群との関連を考える上で、興味深い資料である。

石棒・石剣・石刀類（235～239）

18点出土し、 5点掲載した。破捌品が多いため、このいずれかに分類されると思われるものを一括した。

236.237は石剣であろう。

不定形石器(186～l",l92～200)

“5点出土し、14点を褐戦した。スクレイパー各種､喫形石器､残核、および製品の破損片で分類が困難な

ものを一括した。

原石類(240)

141点出土し、 1点のみ褐職した。明瞭な加工痕を認めることが出来ないものの、石器の素材用などとし

て、適跡に持ち込まれた可能性のあるものを一括した。ただし、これらは特別集中して確認されたもので

はない。
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（2）土器・土製品（第59～94図、写真図版39～63）

縄文時代早･前期、後期、晩期の土器が出土している。主体は縄文時代後期末葉期から晩期初頭期である。

第1群土器

繩文時代早期末葉期から前期前葉期に位悩付けられる土器群である。出土量は多くない。出土府はv層で、

胎土に繊維を含有する。器種は全て深鉢と思われる。

第II群土器

縄文時代後期の土器群である。

＜Ⅱ群1類＞

後期削葉期から中葉期に属するものを一括した。本類土器はⅢH8c区周辺の、屑上～下位で主体的に川

土したもので、前節のA区出土の土器群を中心とする。器種には深鉢、鉢、浅鉢、壷がある。本類土器は外

傾する口縁部、多重沈線文、刺突の多用等に特徴を持つものが認められる。これらは、金子氏の新山椎現社

Ⅱ群a類及びⅢ群l額（金子: 1993,1994)、鈴木氏の仮称蒋内A式（鈴木:2"l)などの一部に相当するも

のと思われる。これらの土器に対する両氏の見解は、かなりの程度において背反するもので、ここで委細を

尽くして検討を加える余裕はない。後期前葉期から中葉期に属するものと記すに留める。

＜Ⅱ群2類＞

後期後葉期の土器群で、高柳（小林）氏糊年州付土器第1 ．Ⅱ段階（高柳: 1988a、b、1999)及び田柄

貝塚Ⅳ･V群（手塚他1986)に類似するものを一括した。ⅡH8c、 9c区等のⅣ層上位から出土してい

る。器種には深鉢、鉢、壷が確認された。

＜Ⅱ群3類＞

後期後葉期から末葉期の土器群で、高柳氏編年揃付土器第Ⅲ。Ⅳ段階（高柳:1988a、 bl999)及び田柄

貝塚Ⅵ．Ⅶ（手塚他：1986）に類似するものを一括した。Ⅳ層上位の出土で、ⅡH8a区に多い。器種には

深鉢、鉢が確認された。

第lll群土器

繩文時代晩期の土器群である。

＜Ⅱ群1類＞

晩期初頭期の大洞Bl式に比定される土器群である。ⅡH9a、9b、9c区からの出土が多い。Ⅳ層上

位で確潔された。なお本類土器を、高柳氏綿年（高柳: 1988a、b、1999)及び金子氏編年（金子:1993)

に照らし、古・新の段階をそれぞれla･lbとして細分したものもある。また、新段階の検討に際しては

中沢目貝塚の出土資料（領藤: 1998)も参考にした。

＜Ⅲ群2類＞

晩期初頭期の大洞B2式に類似するものを一括した。Ⅲ届及び、層上位の出土で、ⅡHOa、ⅡH8a、

UH9b、ⅡG9j区淳で確認されている。器柧には深鉢、鉢、壷がある。

＜Ⅲ群3類＞

晩期中葉期の大洞C2式に類似するものである｡637の壷が該当する｡ⅢG8j区の、届.上位から出土した。

＜Ⅲ群4類＞

晩期後難期から末葉期の土器群で、大洞AないしA′式に相当するものである。ⅢH7 i、 8i区のC5

d肘からの出土が比較的多い｡本類土器は綱査区の各区域に散見されたが､主体層を確認するには至らなかつ
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た。調査区東側の旧河道付近の未完掘区に、該期の文化崎が存在する可能性も残される。

第Ⅳ群土器

縄文時代後期ないし晩期の土器群で、今何l:記の分類にスムーズに対応できなかったものを一括した。

のうち、その所風時期が推定されるものを、次のように類別した。

＜Ⅳ群1類＞…後期前半期に位世付けられる可能性のあるもの。

＜Ⅳ群2類＞･･･後期後葉期から末葉期に位世付けられる可能性のあるもの。

＜Ⅳ群3類＞･･･後期末葉期から晩期初頭期に位|趾付けられる可能性のあるもの。

＜Ⅳ群4類＞…晩期初頭期から前葉期に位侭付けられる可能性のあるもの。

＜Ⅳ群5類＞･･･晩期後半期に位侭付けられる可能性のあるもの。

こ

土製品には、土偶、土製円盤、耳飾、腕輪形土製品？スタンプ形土製品、装飾品、ミニチュア土器がある。

・土偶（786～788, 790）

包含層から3点、19SK8から1点出土している。作りはいずれも中実である。787と788は同一個体で、

mHOb区で別々に出土している。文様及び形態の特徴から、縄文時代後期最終末期から晩期初頭期の所産

と思われる。786,790は後期後葉期から晩期初頭期のものであろうか。

・土製円盤(791～795)

5点出土している。いずれも土器片の周棚を打ち欠いている。縄文時代後期後葉期から晩期前半期のもの

と思われる。

・耳飾（796, 798～802）

6点確認きれた。臼形及び環状形（金子:1993)のものがある。文様から、8㈹は縄文時代晩期初頭期、

801は晩期後葉期から末葉期のものと考えられる。また、8㈹には赤色顔料の付着が認められる。

・腕輪形土製品（8“）

8(〕4は腕輪形土製品に分類したが、別棚の可能性も否定できない。

・スタンプ形土製品（797）

1点出土した。赤色顔料が付蒲している。

・装飾品(803)

803が該当する｡相応しい呼称を探し柵なかったので装飾品として報告した｡赤色顔料の付満が認められる。

・ ミニチュア土器（806～820)

15点掲救した。このうち、811, 814, 817～820報は、ミニチュア土器として報告することは不適当かもし

れない。なお、812, 817, 818は文械から、細文時代晩期初頭期とみて差し支えないものと思われる。

（吉川）

3土師器<l"1～1096> (第95図～103図、写典図版64～69)

9～10世紀代に属すると思われる土師器は、主に旧河道と後世に破壊された竪穴住居の一部からある程度

まとまって出土した。具体的には、前者では12世紀の慈地咽や十和田a降下火山灰を挟んでその上層および

下屑から、後者では残存する貯蔵穴やカマドの周辺である。土師器は96点褐戦したが、この他に不掲栽分が

およそ65kgほどある。本週跡から出土した土師器の器棚は坏・艶・鉢などで、翌にはロクロが使用されたも

のときれないものがある。
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実測図において、例えば1012･ 1013など断面が網かけされているものがあるが、これは胎土等から判断し

て領恵器の出来損ないと想われる土器で、還元不足を示したものである。これらを土師器として扱うか須恵

器で扱うかは迷うところではあるが、ここで取り上げることとした。また、坏の内面が黒色処理されたもの

についてはドットのスクリーントーンを入れているが、それがドットでなく薄いものは、当初の黒色処理が

再被熱により失われたことを示す。

坏には概ね次の三棚が秘められる。いずれも成形にはロクロが使用されている。

①駿化炎焼成で、内面がヘラミガキ調盤後に黒色処理され、外面底部および体部下端に再調整が施される

もの。

(1010･ lOll ･ 1015･ 1027･ 1035･ 1012．1050･1"6･1075･1076･1077．1080･1M3･ 1091 ･ 1092など）

②酸化炎焼成で、内面は①と同械ながら外而に再澗整の痕跡が認められないもの。

(1"l･10M･1"9･1016･1029．1036･1"6･1061･1"9など）

③緬恵器を目指したが（還元炎焼成)、結果として還元不足となった酸化炎焼成のもの。

(1012･1013･1019･1035･1"2･lOl3･1"4･1066．1075～1080･1091･1093･1096など）

この他に、②に高台が付くもの(1040･1041･1054など）や、内外面がヘラミガキ無色処理されるもの

(1028･ 1074など）などがある。また、墨書土器は4点(1051．1053･10". 1096)出土しているが、この

うち「忠」と縦むことができるものは､ 1064･ 1096の2点である。他の2点は欠損部が多く判談できない。

蕊・鉢類では、既述のようにロクロ成形と非ロクロ成形のものがある。いずれも酸化炎焼成で、それぞれ

器面調整からいくつかの種類に分けられるが、主に次の四種が挙げられる。

①非ロクロ成形で、口縁部はヨコナデ調確､体部外面の調整がへラケズリ、内面はヘラナデが主体のもの。

(1020．1021･1032･1038･1082･1087)

②非ロクロ成形で、①の体部内面がハケメ調整主体のもの。

(1002･ 1023･ 1024～1026･1033．lO釧・ 1039･1057･1072･1"6･1088･1095)

③ロクロ成形で、内外面ともロクロ綱終のみ観察されるもの。

(1031 ･ lOl9．1055･1062･l"7)

④ロクロ成形で、内面がヘラミガキ後に黒色処理されているもの（鉢としている一群)。

(1"9･1073．1084．l"5)

この他には、ロクロ成形後、体部外耐にヘラケズリ調整が認められるもの(1068)や、狐恵器になI)得な

かった還元不足と判断されるもの(1"8･ l"2)も出土している。

4須恵器<1101～1170> (第1"～1l1図、写真図版69～74)

今回出土した土師器とほぼ時期を同じとする（9～10世紀代）須恵器は、旧河道部を中心として櫛や竪穴

住居の周辺から出土した。坏は4点(1113･ 1114･1153．1165)出土したのみで、ほとんどが壷・大蕊類の

破片である。70点褐戦したが、この他に不掲戦分のものが16.5kgほどある。これには、タタキメを有するい

わゆる生焼けの翌の破片も含んでいる。なお、艶類で内面に当て具痕が見られないものについては、その拓

本は掲戦していない。器種ごとに若干記述する。

坏では、1153は底部を欠くが、器高が11･測できる唯一の個体である。1165は底部にへうによる再調雛が明

瞭である。弧は、畏頚瀬(1142･ 1147．1150･ 1168)、広口壷（1160．1162？）などの器種が見られる。蕊

は、多くが外面に平行するタタキメを有する。内面の当て具痕も同心円状のものは少ない。l1"･1145･
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1148などは壷に近い器形で、体部中央から下端部にかけてヘラケズリ調整が施されている。

褐戦した70点のうち、旧河道部に堆機した十和田a降下火lll灰層より下から出土したものは1119と1141で

ある。前者は口縁部にかすかな器而調整痕を残し、股火径を体部のほぼ中央に有している。肩部が張らな

い、いわゆるなで肩の器形である。

5かわらけ<2M)1～2534> ("112～143図、写真IXI版75～103)

かわらけは、手づくねかわらけとロクロかわらけが出土した。これらの中には、前者に内折れかわらけと

手あぶり形のかわらけ、後者に柱状高台かわらけを含んでいる。時期は12世紀後半のものがほとんどで、そ

れ以前の土師器の可能性があるもの(2152)は1点のみである。それ以後13～14世紀のかわらけについては

判断出来なかった。例示したかわらけは534点で、うち手づくねかわらけは436点（内折れかわらけ13点、手

あぶり形かわらけ1点含む)、ロクロかわらけ（柱状高台かわらけ8点含む）は98点である。報告齊に褐戦し

なかった手づくねかわらけの総飯最は352kg、ロクロかわらけは23kgで､報告書掲載分をあわせた出土かわら

けの総亜賦は、4()Okgを優に超えるものと思われる。

かわらけの分類にあたっては、柳之御所跡における松本建速の絹年（19”に轆拠した。その分類基地は、

以下に示したとおりである。

・手づくねかわらけ

C3類：二段なで技法、 _l殺と~ド段のなでmiがほぼ同じ幅で、口唇部断面形が丸いもの。

C4類：二段なで技法、上段を強くつまみ､上段は下段のなで面より幅が狭い。口唇部断面形が丸いもの。

C5類：二段なで技法、口辱部が而取りされ、口唇部断面形が三角形のもの。

D2類: --今段なで技法、n縁部は血線的に立ち.l:がり、口舛部断面形が丸いもの。

D3類：一段なで技法、’二I縁部は弱く内湾ぎみで、口唇部断面形が丸いもの。

D#類：一段なで技法、口辱部が而取りきれ、11唇部断面形が三角形のもの。

ロクロかわらけ

<Rd (大Ⅲ) ･ rd (小皿）・Rb (碗形)>

RdO型・RbO型：口縁部が底部から丸く立ち上がるもの。

Rdl型：口縁部が底部からほぼ典っ直<･に立ち上がるもの。

Rd2":口縁部が内潤し、均等の割合で口縁部・底部が二分されるもの。

Rd㈹類:RdO型で明確な段を持つなで痕がなく、表面が滑らかなもの。

RdOl類:RdO型で明確な段を持つなで痕がなく、表面に粗い調整痕が付くもの。

RdO2類:RdO型で段が2段あるもの。

RdlO類:Rdl型で明確な段を持つなで痕がなく、表面が滑らかなもの。

Rdl2類:Rdl型で段が2段あるもの。

Rd22":Rd2剛でI 1縁部に_上半1段、下段1段、計2段のなで痕があるもの。

Rd23類:Rd2潮で、縁部に上半1段、下段2段、計3段のなで痕があるもの。

Rb01類:RbO型で明確な段を持つなで痕がなく、表面に粗い調整痕が付くもの。

この蕪辿により分類した結果は、「まとめ」に示すこととする。
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6国産陶器〈3001～3381> (第1"～186図、写真図版104～134)

倒産陶器は、井戸・土坑・溝などの遺櫛や旧河道跡の12世紀過物包含屑（大別届5屑）を主体として出土

した。総出土1itは、当センター収納胴中コンテナ（容賦28MM)で7箱、総亜餓はおよそ80kgである。樋類に

は、狼投雌・渥美産・常滑産・須恵器系・水沼厳・盗器系陶器があり、

大半は渥美･常滑産で占められる。渥美産と常滞産の出土重量における割合はほぼl :2 (21kg:45kg)で、

それ以外の出土菰澱はいずれも数kg租度である。接合作業の結果、実測可能な程庇まで復脈された個体は、

全体で60個体あまりである。これらについては実則図を作成し褐戦したが、その他の接合しなかったものは

拓本を採った。その中には、同一個体の破片も多く含まれていると思われるが、観察表にはそれについては

触れていない。以下に、上に示した順に記述する。

(1)猿投産陶器(3001～3013)

猿投産陶器は13点図示したが、他に不掲紋のものがlO点ほどある。器種は壷・甕顛で、いずれも12世紀後

半ごろの製作と思われる。3"4･3007は短い口縁端部が直立気味に立ち上がるもので、短到蹴とした。3011

は底部内iliから体部にかけてへラ状工具による掻きあげ痕が明瞭に残り、外面の体部下端には水平方向にヘ

ラケズリが見られる。3012･3013は外面に釉がかかっている。

（2）撒美賑陶器(3014～3115)

渥奨脈陶器は102点図示した。この他に不掲戦としたものが15kgほどある。器棚には山茶碗．Ⅲl ･鉢（片

口）・壷・蕊があり、壷では刻画文・袈裟裸文が描かれる破片も見られる。時期は概ね12世紀後半と思われる

が、3020の皿、3069の鉢、3076の片口鉢などは12世紀中葉に、3028の刻画文壷は12世紀第3四半期の年代が

与えられる。復原された個体は多くないが、3051は暗緑色の紬がかかる壷で、屑部に耳が付くもの。3091は

注ぎI_1の両端に押さえつけた指頭の痕跡が残る片口鉢である。

（3）常滑産陶器(3116～3353)

常柵雌の陶器は238点褐戦した。不掲職遺物の総亜最は37kgで、収納用コンテナ（容鼠28MK) 3箱分ほどに

なる。時期は、ほぼ12世紀の年代が与えられる常淵絹年2型式･ 3型式、およびそのいずれかに属するもの

のほか、 7型式と18世紀代のものある。器種は蕊・壷・鉢（片口）で、壷には三筋壷（3352など）や耳の付

く三筋並（3346)、仏器と思われる長頚流（3335)、頚部に突帯の付くもの(3128･3162)などがありバリエー

ションに耐む。艶で紳徴のあるものとしては、横耳の付くもの(3338a)がある。3338bはその底部である

が接合しなかった。また、蕊で最大のものは3337で、器高は約70cm、肩部付近にある股火径は73cmを計る。

接合した破片の総数は130片あまりで、主に旧河道跡と井戸内から出土したものが接合した。鉢では、高台の

つくりや形状に微妙な違いが見られる。また、柵I)鉢としての使川による内面の廉耗が観察される個体

3264.3265など）もある。

なお､3334～3353の20点については、復原された大型の個体として、本項の図版では最後にまとめて掲載し

た。これらは錐者の不手際により、平泉町敬行委貝会八亜樫氏の鑑定外となってしまったものであるが、縞

年上は、常渦2型式あるいは3型式に相当する一群と思われる。

（4）鎖恵器系陶器（3354～3366）

13点掲職したが、この他に数片不掲職のものがある。器櫛には、要類・鉢（片口）があり、3355･3362･

3363～3365などの粥の破片には平行するタタキメが明瞭である。3356.3358～3361･3366は鉢で、3356･3359

ほぽ復原された個体である。いずれの体部も内湾ぎみに立ち上がるが､3359のほうがI_I緑部付近のﾒL味が強
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い｡3356は注ぎ口を欠くが、片口が付くであろう。この2点のほか､3360･3361など底部が残るものにはいず

れもロクロ回転糸切り痕が観察される。

（5）水沼巌陶器・盗器系陶器（3367～3381)

水沼産陶器は12世紀中頃から、在地産盗器系陶器は13世紀後半～14世紀前半ごろの時期が推測される。前者

は15点､後者は3点掲戦した｡器種は、3380が鉢であるほかはすべて饗である。3367･3369～3373.3374.3377･

3378は細かい方形からなる押印が見られ、1両'一個体の可能性が商い。3368がその底部、3375.3376がその口

縁部となるかは不明であるが、砂粒を含む胎士はよく似ている。3379～3381は、具体的には宮城県北（伊豆

沼周辺か）産と推定される。3379は外面にへう状工具の跡が残る。3381は内外面に平行する横方向のケズリ

が明瞭である。3380は片口か。

7 中国産陶器<4"l～4015>･朝鮮産陶器<4016～4018> (第l87･188、写真図版134･135)

中国産陶器は、12世紀後半の井戸(19SE3)、12世紀以降の櫛(19SD9)、旧河道内の12世紀遺物包含

層などから、朝鮮産陶器は近世の井"(19SE6)から出土した。前者の出土総重賦は、2.4kgである。

4001～4015が中国産とされる陶器の斑・饗類である。同一個体と思われるものは、の4㈹1，40"～4""8,

4012～4015,②1002･4"9，③1003.400iの3個体である。①の甕の特徴としては、肩部から内側に大きく

内湾し無頚であることが準げられる°外面には暗緑色の袖が部分的にかかり、ひねりの入った耳が上部に付

く。②は壷と思われるが、これにも耳が付きその上方にはInl線が全周する。③も壷と思われる。4㈹5の器表

は褐色を呈するが、この色調は他には見られない。これらはいずれも12世紀代に属するものである。朝鮮産

陶器は、4016～4018で壷類と思われる。4017には16世紀の年代が与えられる。

8 中国産磁器<5001～5112> (第189～196図、写典図版136～139)

出土した中国産磁器には、背白磁碗（掲戦点数： 5点）・皿（7点）・小壷(1点）・水性(1点)、青磁碗

(19点) ･ llll (3点)、白磁碗(39点) ･ llll (7点)･"(30点）がある。ほとんどが12illf紀代に属するもので

あるが、13世紀後半の青磁碗が2点、1511t紀の青磁碗が1点出土している。出土した地点は旧河道内の12世

紀遺物包含層（大別層5層）を主体とし、他に大別層l届～4層から出土したものもある。ここに掲載した

中国産磁器は、総出土破片数(212点）のほぼ半数(112点）で、褐戦しなかったものは、白磁四耳壷

（5086）の接合しなかった1m'一個体の破ﾊﾞと図化に耐えなかった小破片である。

なお、16世紀～17世紀ごろの中国産磁器の染付皿(6017)が1点出土しているが、これは次の「中．近世

陶磁器」で扱うことにした。以下に、背白磁・宵磁・白磁の順に記述する。

5001～5014が青白磁で、いずれも12世紀後半の年代が与えられるものである。5001～5003は薄手のつくり

の碗で、櫛描きの文様が施される。5004は明緑灰色を品する碗である。5005は見込み釉の掻き取りがない。

5006･5007は輪花Ⅲで白堆線を有する。前者は1211t紀の井戸(19SE3)から出土した。5008は内面に段を、

5009は白堆線が付<｡5013は菊花文が施される小逝の誰で、胎土は白色で綴帝である。5014は水性の注ぎ口

の破片である。

5015～5036は青磁で、産地は5015～5018が|司安窯、5019～5036は胞泉窯である。同安窯青磁の4点は、外

面に縦方1句の櫛描き文様が明瞭である。5019は12仙紀前半(1150～）髄泉潔青磁碗0類とされるもので、推

定口径は16．Ocmである。外而には深く幅の広い櫛描きがあり、内而の上位に片彫I)の線が入る。5020～5022

は太宰府編年皿I類、5023～5025は碗I額、5026～5027は碗I2熱に分類される。5028～5033は櫛状の施文
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具による文様が施されるもので、碗I2類あるいは3類に分類される。5028～5030の内面には片彫りの線が

みられる。5031は13世紀後半の鎬蓮弁文の碗、5035も13世紀後半の碗である。釦36は厚く釉がかかる15世紀

の碗である。

5037～5112は白磁で、5037～5M3(皿)･5M4～5019(碗）には、12世紀前半の年代が与えられる。化粧土

が施される個体が多く、玉縁口縁を有するものや底部破片では館胎のものが見られる。これらは、太宰府綿

年Ⅱ類あるいはⅣ類、V類に分類される。5050～5082はそれ以後の碗で、 V類・Ⅷ類、あるいはそれのいず

れかに分類されるものである。口縁の端部が屈曲するものや内面に櫛描きが施される個体、底部では見込み

の釉薬が撒き取られた個体や露胎のものなどがある。5083～5112は壷で、5083～5085はⅡ系に分類される。

5084は四耳壷と思われる。5086～5112はⅢ系に分類される。5086はI唯一復原された白磁四耳壷で、接合した

破片は50点以｣:と思われる。器商25.0cm、口径lO.5cm，底従7.Ocmをnl･り、股大佳は体部中央からわずかに上

位にある。阿部はわずかに張らずに口縁部に至り、口縁端部はほぼ真下に屈曲している。この器形から、柳

之御所過跡出土の四耳壷よりもやや新しい時期の製作年代が考えられる。5087～5090は口縁端部の資料であ

るが、それぞれ特徴のある形状を呈している。5091 ･M6も耳を欠く四耳壺の屑部破片である。5090．5101

には漆継ぎの跡が残っている。

9 中・近世陶磁器<6"l～6085> (第197～208図）

中・近世に属する陶磁器は、主に井戸・櫛・土坑といったiu柵内、および基本層序第Ⅲ層や撹乱層からlll

土した。ここで掲赦した85点の他に当該期に属するものが、収納用の中コンテナ（容量28胤）で3箱ほど出

土している。うちl箱は近・現代の擶り鉢片である。

年代は、16111紀前半・後半、 16世紀～17世紀初頭、17世紀、18世紀、18世紀末～19世紀初頭、1911t紀、20

世紀前半である。製作地は、磁器では肥前産、瀬戸産、東北地方在地産などが、陶器では肥前産、瀬戸・美

濃産、瀬戸産、大堀・相馬産などが挙げられる。器種は、磁器は碗・Ⅲ・香炉・火入れ・徳利、陶器では碗・

IⅢ・斑・鉢・喪・柵り鉢・火入れ・急須・汽耶茶瓶などがある。

これら中．近世陶磁器の実測図版は、文様を省いた外形のみの実測図と実測図下にその遺物写真を付した

ものとした。それぞれ、文様などは写真で見てもらうスタイルであるが、引用しにくいものとなってしまっ

た。通常の遺物図版は実測図下に観察表を入れているが、‘|'・近世陶磁器については、 P251･252に遺物観

察炎をまとめて褐戦した。また、ここでは磁器→陶器の順に掲載したつもりであったが、陶器のほうに磁器

が1点混じっている（6075)。先に述べた中国産の磁器皿は6017である。

観察表には「年代」が示してあるが、肥前系磁器については、大栃康二:考古学ライブラリー「肥前陶磁」

の編年を参考にした。「術考」には、文様や商台、見込みの特徴、釉薬の状態などを記戦しているので、参照

していただきたい。

10土製品<7001～7078> (第209～213図、写真図版140～142)

純文時代に楓する土製品以外のものについてここで記述する。、ド安時代前期の土製品（土鈴）と後期のも

の（瓦）が主体である。

7001～7059は土錘である。遺構内(19P272)から出土したものは7001の1点のみで、他は12世紀の遺物包

含届あるいは'･和田a火山灰屑下から出土したものである。形状から大きく二種に分けられるが、一・つは縦

に細艮いタイプ(7"l･7皿など)、もう一つはずんく・りした幅の広いタイプ(7""5･7Mなど）である。
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この中間のもの(7012･7016など）もある。投網の錘とされているが、形状や重量からは用途に違いは見出

せない。 060･7061はフイゴの羽口の欠損品で、推定される直径は8～9cm前後である。7"2.7063は土鈴

である。7062は十和田a火山灰牌下から出土した完形品である。上部には5mm程庇の細焚い穿孔があり、袋

状の空洞部分には土玉が入る。振るとかすかににぶい音を出す。7帖3は下部を欠くが土鈴とした。上部にあ

る孔は貫通していない。7064は双耳坏の耳か？7065は手づくね土器と思われるもの。7帖6は不明の土製

品、7067～7069は、出土した屑位から古代のものと思われるIII盤状のものである。用途は不明である。7070

は何らかの容器に付く脚か？7071は円く穿孔された孔を有する。胎土は新しい感じがするが、種類はわか

らなかった。7072～7078は12世紀の平瓦である。主に12世紀の避物包含層から出土している。7072～7707は

布目が明瞭であるが、7078の内側はへうによるケズリのような調轆痕を有している。

11石製品<7101～7118> (第214～217図、写真図版143～145)

ここでは、縄文時代に属する石製品以外のものを一括して取り扱う。

7101～7107は砥石と思われる。7101は19SE3の埋土から出土した仕上げ砥石である。71陀・7103･7105

は二面が使われる仕上げ砥石で、使用された面は滑らかに川状になっている。7107は一面のみに使用痕が観

察されるものである。7106を砥石としたが、道具ではない別の石製品の可能性がある。7108は7101と同様、

19SE3から出土した滑石製石鍋の体部破片で、外面にはかすかな稜線が見られる。7109･7110は頁岩製の

碁石と思われるもの。7111.7112は大別咽5屑から出土した焼成を受けている礫である。19SX5･6･7

の一連の焼土に関係している可能性がある（実測図のスクリーントーンは焼け焦げた範囲を示す)｡7113･

7114も5局出土のもので、用途等は不明なものである。7115は凹面を有する台石かと思われるもので19SD

6から出土した。7116･7117は近世民家の柱穴から出土した石臼である｡礎盤として埋められたものである。

7117は井戸(19SE6)に投げ込まれていた頁岩製の板碑である。種子が彫られるが上部が欠損している。

刻まれた銘は第217図にあるとおりである。

12金属製品<7201～7258> (第218～"4図、写典図版146～149)

金属製品は、いわゆる鉄製品のほか、キセル2点と銭貨7点が出土した。これらは種類ごとに遺構内から

順に掲戦している。

7201～7232は角釘とした鉄製州である。7201～7203で、7202と7203は12世紀後半の年代が与えられる井戸

(19SD3)の埋土から出土している。12世紀の逝物包含府から出土したものも多い。長さも4cm前後から

16cmのものまで様々である。7229～7232はあおり止めと思われるもので、何らかのものを固定するための金

具であろう。7233はミシン針状の製品と考えた。あおり止めの可能性もある。7234～7236は鉄鍼で、いずれ

も形状が異なる。7236はいわゆる雁又錐で先端部を欠く。7237は環状の鉄製品で種類・用途は不明である。

7238は大振りな刀子である。7239～7245は種類・用途不明の製品である。7243は耳掻き状の形状である。

7244は最先端部がフックのように曲がり、 II!央部が穿孔される。7245は全体が釣針状に屈曲している｡7246･

7247は近世の刀である。7246は19Plから出土したもので、先端と中子部を欠く。7247は最先端部を僅かに

欠くだけで、切羽も付く。刀身の長さは21cmほどである。 248･7249は火打ち金具、7250･7251キセルの雁

首である。7252～7258は銭貨で、7252が初鋳1086年の「元祐通寳｣、7253が初鋳1017年の「天喜通寳」で、前

者は12世紀の遺物包含届から出土している。これら以外は「寛永迎賓」であるが、いずれも新寛永である。

72輿はll波の四文銭である。

-71-



13木製品<7301～7315> ("225～227図、写真図版150)

木製品は、主に井戸の埋土や旧河道大別屑7屑・ 9層から出土したほか、木柱列の杭がある。ここには褐

戦しなかったが、近世井戸19SE4から"本以上のちゅう木が出土している。これについてはlO本あまり樹

種同定しているが、スギ、サワフタギ、アスナロなどの材の使用が確認されている。

7301･7302は漆塗りの椀である。7301は旧河道大別層7層から出土した古代に所属する椀である。7302は

19SE2の埋土中位から出土したもので、商台内に「叶」の文字が書かれている。他の出土遺物から、近・

現代の遺物と思われる。7303～7305は曲物の一部で、いずれも十和田a火山灰層の下屑（大別府9層）から

出土した。層位からいずれも平安時代ごろの遺物と思われる。7303は底板の欠損品で、周囲は一段低く加工

され、その部分と体部との冊めにサクラの樹皮が使われている。73Mは周囲の面取りが明瞭な底板の未製

品？である。7305は木釘が強る桶底とその周りに付いていたタガである。タガは合わせ目を樹皮で接合して

いる。7306･7307は19SE8の埋土から出土した下駄台と差歯で、前者はケヤキ、後者はクリが用いられて

いる。73肥は鍬の韮部である。大別層9届から出土しており、十和田a火山灰降下以前の農具である。本製

品は一体の材から削り川しているが、加工が少なくてような角度をもつ材を選んでいるように思われる。先

端部に鍬先が付いた浪跡は阻められない。7309～7315は木柱列の杭である｡7313以外は､いずれも先端部が加

工きれている｡7313は木柱Ⅲlにあった板状の材で､これを除く他の杭はすべて打ち込み杭である。使われる材

は、クリやコナラ楓が多い。

14その他の遺物<7401～74"> (第228図）

ここに褐戦したものは、いずれも旧河道内の大別層5層(12世紀遺物包含府）から出土したものである。

7401は直径l.3cmを剛･るガラス玉である。色澗は淡緑色で､中心からほぼ半分が欠損している。成分分析結果

は第4節に褐戦しているが、地下水との反応による風化物の付着のため淡い色調となったらしい。7402もガ

ラス製舳であるが､蓋と思われる破片である。推定される口径は4.2cmで､製品自体には色がつかず透明であ

るが、わずかに黄色味を術ぴている。ガラス内には小さな気泡が観察され、器表にある縦挺の小さな揃は全

周しているものと思われる。室内作業における不手際から、成分分析を行わないでしまった。7403は晩珀で

この1点のみ出土した。明瞭な加工痕は認められない。74“は琳渦と思われる口縁部付近の破片である。

この他に、旧河道内の12世紀過物包含塒を主体とする層およびl9SD12の埋土から、献歯・獣骨等の動物

遺存体が出土した。第4節に鑑定結果の一覧を掲載したが、シカ・ウマのいずれかに同定されているものが

多い。同定不可能な小片もそのいずれかの可能性は商い。同定番号44．45．60は鹿角で、44には金属器によ

る傷のような浪跡があるとの分析締果であった。60は十和田a火山灰が降下する以liiに生存したシカの角で

ある。12世紀の遺物包含鼎（大別層5層）や整地層（大別層6層)、道路側溝となる可能性がある淵の埋士

に、動物過存体が含まれていることは何を意味するのであろうか。さらに、この層においては植物遺体も多

数出土した。ウメ・モモの樋子などで、焼けて炭化しているものもある。吉凶を占う儀式に使われた紙であ

る可能性が指摘されたが、群細は不明である。

－72－
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竹り‐ 出t地点 刷位 撒馴
邑
剖

？
と
Ｃ

ｌ
凸
ノ
ー

鯛

(－）

さ
、
副

叩
に

ikm

(9)
石質 踊地

1 l9P1“ 行餓凸ｲ『 (1.5） 0．9 0..1 0.6 興洲 奥羽111"

2 l9SK3 埋二l: 石触凸有 (3 2） 1.7 0 6 1．8 味質閲溶 奥;月山脈

3 l9SK23 石厳凸1 ２ 7 2．0 0 6 2.3 頁器 奥羽1I1脈

4 l9SK24 石蝋凸イ
ワ
》 ‘1 1．1 (] dl ().9 面箇 "*1111M

一
○ ⅡGO I k ｲi醗凸イ

呵
夕
』 7 1．9 0 3 0.9 雌買側Vi 奥羽1IIM

6 ⅡG8 、k ｲi餓凸イ (3 l） 1．8 0‘1 1.9 奥刈1IIM

7 nG9 1 上 石蝕f814 (2 2） 1.3 0 3 0.8 典W 奥;lllll脈

8 nG9 、上 石蝕fII4 1 9 1．1 0.5 0.8 頁＃ 奥#llllM

9 nG9 、上 而蝕凸1
、
″
室 6 (1．7） 0.'1 1.3 面岩 奥*l111"

10 nG9 、上 イ 触凸イ (’4） 1．1 0.4 0.‘I 雌質貞Vi 奥羽111"

11 lIG9 、上 1 触凸イ ２ 9 1.‘1 0.‘I 1．1 r ； 奥判1IIM

12 nH2a 、上 fi"ft'fi (2 0） 1．5 0.3 0.9 1 職 "*llll服

13 nH8a Ⅳ上 石蝕凸布 (2 6） 1．7 0.5 2.0
「
易 色貞岩 奥羽11l"

14 ⅡH8a Ⅳ上 石蝕凸有 2
一

Ｊ

０ 1．9 1.8 2.8 リ 色閲岩 奥刈1IIM

15 nII8a Ⅳ上 石蝕凸有 (2 ’1） 1．3 ().郡 ().7 I 掛 ●化上l1l地

16 ⅡH8a ハ'& 行倣凸布 1 ７ 1．2 0.J1 0.5 K 器 奥羽1IIM
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第33図縄文時代の石器③

－75－

硲号 出I:地.斑 屈位 仙剛
さ
帥

げ
く
に

１
１

棚

(－）

鐘
ご
、
可

厚
に

画
寧
、
１
ノ

歌

幅
質 蔽地

鄭 IIH9a 耐」 術獣凸ｲ』 (2.1) 1．2 0.5 0.8 赤色面岩 奥判111M

31 ⅡlI9a W.l 耐醗凸ｲ』 3 0 1.6 0 3 0 9 珪質頁岩 奥羽111"

35 ⅡH9a W.l fj厳凸ｲ』 (2 2） 1．5 0‘1 0 8 珪質頁岩 奥羽山脈

妬 nII9a ⅣI ｲj蝋凸ｲi ２ ‘1 1.5 0 6 I
一
Ｊ 珪質頁糊 奥刈111脈

37 ⅡH9a Ⅳ-1 石触凸ｲI 3 (） ｡）’j
‐●← 0 8 ･1 0 石英 北上111地

銘 nII9a Ⅳ I (jin1u1" (2 8） 1.4 0 ‘1 1
叩
〃
』 興満 R;MIIIM

39 ⅡH9a ﾊ' 1 荷倣凸ｲ1． (3 2） 1.‘1 0 4 1 4 頁岩 奥判山吸

40 ⅡH9a ⅣI IiMIrtlｲ『 (2 l) 1．2 0 3 0
【
Ｉ 頁岩 奥判山脈

41 ⅡH9a ⅣI 石触凸ｲ『 3 1 1.6 〔〕4 1 3 頁淵 奥羽1IIM

42 Il II9a ⅣI 【I触凸ｲ「 (1 7） 1.3 0 3 0 8 FIVI 奥羽1IIM

‘13 II II9n W_l 訂蝕凸ｲ『 1 4 1.2 (］5 1 0
４
１

邸
△
Ｕ

Ｏ
Ｂ
Ⅱ
、

設
日
ン 奥羽1IIM

'11 nH9n ⅣI ｨi"I1I1ji
の
〃
】 6 1.2 0 6 1 4 頁岩 奥判山脈

45 ⅡH9a W_l 石雌凸布 <2 5） 1.8 (〕5 1 5 興料 奥判111脈

46 ⅡH9a Ⅳ_I 打触八布 1 6 ().9 0 2 0 ２ 頁泌 奥刈山脈

47 IIH9ZI ⅣI ｲi醜IIlIｲi (’8） 1.4 0．3 0 8 面岩 奥羽山脈

48 IIH9n Ⅳ上 而獣凸ｲ『 1 8 0，7 0.'1 0 3 JIVi 奥羽ll1脈
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第34図縄 器④

－76－

l6lj･ 川上地 層位 01剛
I&さ

(cm)

WII

<ご画）

厚き

(cm)

障
賦
ｊ

ｋ
ｇ

ｉ
く 石賀 厳地

･19 II II9a Ⅳ上 ｲ倣凸ｲ｣‘ 3.(） 1.‘1 0.‘1 1．0
４
Ｊ

“
ｆ

③
０
Ⅱ
、

Ｊ
奥1;llll脈

劇） IIH9a Ⅳ上 石醗凸打 (2 3） 2.(） (）５ 1.8 頁器 ":lllll脈

51 lIH9b Ⅳ上 石継ハ杓 ２ 1 1.5 0 5 1.1 頁岩 奥羽111脈

52 nlI9b Ⅳ上 石蝋凸イ 3 (） 1.8 0 8 3．1 珪質頁岩 奥;Mlll脈

認 HII9b Ⅳk ｲi触凸イ 2） 1.0 (）3 0．5 碓質r(EI 奥判111脈

51 nH9b Ⅳ上 石触凸1 (’7） 1．7 0 ５ 0．8 頁岩 奥刈11lM
一
切

Ｆ
ひ II II9b Ⅳ上 石蝕凸イ (2 5） 2.0 (】4 1．2 貝満 奥*1111脈

郭 nH9b Ⅳ上 石蝕凸有 1 8 1．2 0 3 0．6 頁岩 奥羽111脈

57 nII9b Ⅳ上 fi戯ﾊｲ『 1 8 1．7 0
一
ひ 0．9 珪 上木 奥*llll脈

銘 nII9b Ⅳk 両触凸ｲi 2 ２ 1．3 (】3 0．5 口
１
１ 奥;MIIIW

Ｑ
唖

Ｆ
勘 lI iI9c Ⅳ上 ｲiWW1. 2 0 1.‘1 0‘1 1．2 面

４
１ 奥羽111脈

帥 IlII9c Ⅳ上 石蝕f'111. 3 ‘I 1．9 0 7 3．1 頁岩 N;j』川l脈

61 IIH9c Ⅳ上 石錨1111有 1 8 1.1 0 4 0．6 頁岩 奥刈11l脈

62 IIH9c 撹乱 石難凸有 (1 7） 0.9 0 3 0．3 頁岩 奥刈111脈

田 IIII9d Ⅳ上 荷厳凸布 ２ ‘1 1.‘1 0 4 1.0 赤色貝洲 ";j:jlll脈

ル1 IIH9d Ⅳ上 ｨi"108111' 3 1 2‘0 0 7 3．9 雌間rIV; 奥羽111脈
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第35図縄文時代の石器⑤

－77－

捗り 111士地 層位 穐馴
さ
帥

腿
に

帆

(cm)

ざ
帥

厚
に

最
即

爪
１

個質 康地

鰯 ⅡH9i Ⅳ上 石戯凸布 1.9 1.1 0.3 0.6 珪質頁岩 奥羽山脈

髄 nnH9j Ⅳ上 ｲi鯉ImIイ (3.3） 1.5 0.3 1．8 頁岩 奥羽山脈

67 mG2j Ⅳk 石蝕,1811 3.1 1.7 0 4 1.4 頁！ 奥羽山脈

錦 mHod Ⅳ？ 石蝋凸イ 2．9 1.5 0 6 1.4 面！ 奥羽山脈

69 mHlb Ⅳ上 両触凸イ (1.8） 1.5 (1 4 0.8 蹄 奥羽山脈

沌 mH3c Ⅳ上 イ 倣凸イ 4．3 1．9 0 3 2.3 貝1 奥羽山脈

71 ⅣH3i Cl i イ 鰹l叩lイ (1.3） 1．1 0 3 0.4 頁岩 奥羽山脈

花 l9P3認 イ 厳凹魚 (2.3） 1．7 0 3 1．1 KIW 奥羽111脈？

羽 IIH9a Ⅳ上 マ MI'IIE (2.‘l） 2.‘1 0 ‘＄ 2.0 頁珊 奥羽山腺

別 mlIod Ⅳド イ 触凹際 2.7 1.5 0 ‘I 1.3 血珊 奥羽1IIM
再一

J｡ 、ⅢOi Cl。 《 触凹農 (2.2） 1.9 0 3 1．1 蝿曜櫛 不明

76 mH4d n，卜・ イ 蝕凹無 (2.8） 2.1 0 3 1．6 頁岩 奥羽山瞭

万 mII5b V下 イ 鰹間際 <3.6） 1.‘1 0 5 1.9 向岩 奥羽111脈

78 mII6g 、 { 蝕凹際 <2.6） 1．2 0 .I 1.2 閲岩 奥羽111"

79 mH8d V 7 臥凹熈 1． 1.3 0 3 0.5 IWi 奥羽111K
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第36図縄 器⑥

－78－

岳号 出土地 層位 枇馴
提き

(ca)

帆

(c己）

リリざ
j k

に回）

噛爺

(贋）
石質 巌地

駒 WII1e V上 イ 蹴凹延 (1.7) 1．5 0．3 0,9 『(V} 奥;し1111脈

81 ⅣH】 Cl l】 イ ml'11" (2.8〉 1.5 0 ‘1 I 7
１
１

Ｍ
〃
．

■
。
■
、Ｉ 奥羽111脈？

32 Ⅳ112 CI I】 イ 触lu1慨 (2.2〉 1．1 (）3 (1 8 IIVI 奥;しllll脈

郷 l9SD nG8j ｲj蝋ギイ1． (1． 1.0 0 3 (］ ５ 職 奥;j:1111"

84 mII5 撹乱 石触12鼠 (1．7） 1．6 0 4 1 0 肌昭ｲ』 小IﾘI

85 ⅢII7e 、 石難平黛 2.6 1.2 0 4 1
少
』

１
１

ｍ
○
ざ
ゆ

今

１

処

胡
ｌ
夕 奥州l1脈

86 ⅣII3 i Cl r 石蝋､14" 2.7 1.,1 (）5 1 ２ KW1 奥羽1l1脈

87 ⅣH1〔］ VI: ｲi蝋尖端 (3.‘1） 1.1 0 ５ 1 7
１
０

卯
〃
１

■
９
■
＆Ｉ 奥羽1l1脈

88 nG9 Ⅳ 尖り【l器 2.9 2.3 1 0 ５ 1 メノウ 奥:jj111WA

Ⅱ（§9 Ⅳ上 尖砿器 3.5 1．9 (］8 ‘1 ５ IIV; 奥抑lll脈

” IIG9 Ⅳ上 尖頭器 3.‘1 2．0 1 1 5 6 メノウ 奥;jjll｣脈

91 ⅡH8a Ⅳ1 尖弧器 2.5 1．6 0 9 ･』
もり ５ ４

０

“
Ｊ
Ｄ

Ｐ
■
■
屯

Ｆ
１
〃 奥羽山脈

92 nH8a ⅣI 尖馴器 ‘1.2 2．1 1 (） 6 7 I(VI 奥抑l1l脈

蝿 ulI8[1 ⅣI 尖Ⅷ勝 2.9 2．1 (1 9 6 2 趾化水 奥判111llR
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第37図縄文時代の石器⑦

－79－

"g･ 川上地 間位 徹瀬
さ
』

長
や

帆

<函）

厚さ

(c囮）

亜量

(瓜）
Vi質 賑地

II II8n WI: 尖Ⅷ蹄 2.‘1 2.1 1.0 3.8 亦仏NV; IM;j:llll脈

95 IIH821 Ⅳk 尖馴器 2.9 1 6 0.6 ３ ‘I 赤色閲淵 奥羽111脈

妬 II II8a Ⅳ上 尖砿器 3．6 ２ 9 0.7 9
〒
０

ｔ
Ｊ

卯
』
． 奥羽111脈

97 nH8a Ⅳ上 尖顛器 クウ
ー●~ 2 0 0.6 3 0 面岩 奥羽111脈

卵 Ⅱ I8a Ⅳ上 尖頭器 3 1
、
〃
】 9 0.9

白
ｊ
Ｏ 3 FIV; 奥刈lllM

” Ⅱ I8b ハ，k 尖馴器
リ
』

《
４
０ I 6 ().8 4 1 ﾊ心側掛 奥刈1IIM

側 Ⅱ I8b Ⅳ上 尖釧器
の
〆
》 1

ワ
』 0 0 9 5. 1 側V; 』上上山地

01 Ⅱ I8b Ⅳ上 尖頭器
リ
』

一
③ 1

《
４
０ 0 芯 3.3 側溌 奥羽山服

蛇 Ⅱ I9a Ⅳ止 尖頭器 (3 4） 3 0 0 9 8.3 珪化木 奥櫛1IIKR

“ Ⅱ I9a ﾊﾞ上 尖頭器 3 2 2 0 0
【
４
， ’1.0 刺 仏典？ 奥刈山脈

01 Ⅱ I9a Ⅳ上 尖顛器
叩

〃

』 6
リ
】

リ
』 0 3 ‘1．8 川 色『i\ 奥羽111"

(好 11 19和 ハ，上 尖馴勝 3 9 3
ワ
』 I 3 l‘1．6 洲 &rIW 奥jMIIIM
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第38図縄文時代の石器⑧

－80－

称号 出土地点 屑位 種顛

基
』
』
１
Ｊ

長
や

蝿

(ca)

さ
１

厚
伸

覗鼠

(R)
荷質 産地

“ ⅡH9a Ⅳ上 尖頭器 3.8 2．6 1.0 7.9 蘭岩 奥判lⅡ脈

〃 nH9b ⅣI 尖蝋器 3.1 1 5 0．5 2.9 雌化水 奥刈lh脈

脇 nH9b W_l 尖馴器 2.5 1 6 0.‘1 2.8 r(1 奥判1IIM

的 nII9c ﾊ，上 尖馴器 3.7 3 1 0.8 9.0 貝1 奥羽111"

10 mH7G Ⅳ下 尖頭善 5.3 4 0 1．2 21．3 閲1 奥羽山脈

11 mII7e V 尖頭器 4.6 1 8 0.8 5.7 頁！ 奥羽1IIMR

12 mH7f Vド 尖誠啓 6.7 2 7 1．3 18．6 ホ｣ ンフェルス 北上11l地

13 不明
も
〃
Ｐ
Ｃ

’１１ 尖馴器 4.6 2 0 1.0 8.2 側1 奥羽山脈
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第39図縄文時代の石器⑨

-81-

冊ｻ． 出土地血 層位 靴
長さ

(cm)

棚

(cm)

厚さ

(cm)

亜量

<g)
石質 曜地

14 UGOj 撹乱 獅匙 横） 2.5 5.6 0．6 6.6 珪質頁岩 奥羽111脈

15 ⅡH8b Ⅳ上 石匙 縦） 6 2 4 6 1 2 30.8 赤色頁岩 奥羽山脈

16 l9SK8 1 万匙 横） 4 1 6 5 1 1 27.6 頁岩 奥羽山脈

17 uG9j Ⅳ上 石匙 縦） 5 6 2 3 0 9 11.3 閲掛 奥羽山脈

18 ⅡHOa Ⅳ上 粁匙 縦） (9 2） I 9 0 8 12.3
１
１

ｍ
〃
号

・
ｉｆ 奥羽山脈
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第40図縄文時代の石器⑩

－82－

稀号 出土地点 層位 釦類
長さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(ca)

煎量

(9)
石質 産地

19 ⅡHob Ⅳ←上 獅匙（縦） 5．8 4.2 1.2 24.8 頁粉 奥羽山脈

鋤 nH8a Ⅳ上 石匙（縦） 6 7 3 5 1 0 19.4 頁岩 奥羽111脈

21 ⅡH8b Ⅳ上 石匙（柵） 3 0 3 5 0 5 3．0 頁岩 奥羽山脈

22 ⅡH8b Ⅳ上 石匙（横） 2 8 ５ 6 0 8 10．6 頁岩 奥羽山脈

認 ⅡH8c Ⅳ上 石匙（縦） 6 3 2 5 0 6 9.7 頁掛 奥羽山脈

別 nH9a Ⅳ上 石匙（横） 3 2 5 5 0 8 12．8 赤色r(岩 奥羽111脈
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第41図縄文時代の石器⑪

－83－

番号 出土地点 層位 煎剛
催き

(cD)

躯

(cQ)

さ
帥

厚
に

煎量

(R)
石質 産地

125 UH9a Ⅳ上 而匙（柚） 3．6 ‘1.9 0.7 ﾙ1.7 KIV} 奥羽111m

126 ⅡH9a Ⅳk 《j匙（桐〉 2 9 5.2 (】6 9.3 面岩 奥羽1IIM

127 nH9a Ⅳ上 石匙（縦〉 4 8 2.6 0 5 5.2 fiV) 奥羽山脈

l詔 nH9b Ⅳ上 石匙（横） 2 ７ 3 1 0 7 4.8 珠質頁岩 奥羽山脈

1酌 ⅡH9b Ⅳ上 石匙（縦〉 5 5 3 3 1 0 15．3 頁岩 奥羽山脈

1鋤 nH9c Ⅳ上 石匙（砿） (6 8) ２
、
〃
』 1 1 16.7 頁器 奥羽111M

131 llH9d Ⅳk fi匙（仙） I 7 2 6 0 6 1．9 『〔岩 奥羽111"
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第42図縄文時代の石器⑫

一別一

勝り 出土地 噌位 仙馴
促さ

(cm)

帆

(c画）

Iワき

(c画）

最
ｊ

収
帷

ｲi質 産地

32 IIH9d Ⅳ上 ｛ 地（縦） 6.1 4．0 0．7 17．1 頁岩 奥羽111脈

33 mH6c V イ 地（縦） 7.4 3．4 1 0 ､6 メノウ 奥羽111"

31 mH7⑯ V I 匙（縦） 6.0 1.1 0 8 4．41 頁岩 奥羽111脈？

35 mH7f 、 1 匙（鯉） ‘1.6 1 9 0 6 5 4 貝V 奥羽111"

36 IIG8a Ⅳ1 ｲ1雌
ゆ
毒 I (］8 0 ‘1 0 7 1W 奥;MIII脈

137 nH8a Ⅳ」 石碓
、
〃
』 3 0 8 0 6 1 0 貝\ 奥羽山脈

l銘 ⅡH8a ⅣI fiiu ２ 6 0 9 0 41 0 9 頁岩 奥羽山脈

139 nH9a Ⅳ_I 石雛 2 1 0 9 0 5 0
戸
ｄ
ｇ
ｇ 典岩 奥羽山脈

l‘M） ⅡH9d 爪' 1 ｲi雄 I 9 0 9 0 41 0‘1 頁岩 奥羽1IIK

M1 UH8a ⅣI 《i雄、 (2 5） 3 0 0 6 3 3 頁淵 奥羽山脈
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第43図縄文時代の石器⑬

－85－

番号． 川土地 層位 杣顛
圧さ

(cn)

幅

(cn)

ざ
酬

厚
に

砿最

(R)
質 潅地

‘12 nH8b Ⅳ上 ｲiifn (3.7） 1.9 0.8 5.1 MIVI m*llllM

‘13 IIII9a Ⅳ上 打雛【I (4 2） 1．8 0 8 3 3 r(W 奥羽111脈

44 IIH9b Ⅳ上 石雄II 4 6 2.1 0 6 3 0 貞洲 奥判山脈

45 nG9j IVk 石雄Ⅲ 2
今
Ｉ 1．7 0

【
げ
り

ク
】 8 貞糊 奥判山脈

‘16 nH8b Ⅳ上 石篭Ⅲ 4 3 2.0 0 9 6 6 味化水 奥判111"

47 ⅡII8b 爪，I： ｲi雛圃 (3 'ハ
ーグ 1．8 0

『
ｊ
二
Ｆ

リ
】 9 亦色面岩 奥羽111M

‘18 nH9a Ⅳ上 個鮫、 (‘1 0） 2.3 I 5 12.0 fIV} 奥判IIIM

49 IIII9a n.k 伺雌、 3 0 1．2 0
一
Ｊ
■
５ 1．7

３
１７

口
■
■
■
、

Ｉ 奥羽1 l脈

釦 nII9b Ⅳ上 石錐、 2.7 1．1 0 6 1 4 間岩 奥羽I l脈

51 19SD6 UG9j 蝿 12 12 而箆Ⅲ． 1．7 1.7 0 8
句
″
』 I 赤色r(ti 奥*1111K

鼬 nH8a Ⅳ上 石脆Ⅳ 2．3 1.2 0 5 0 8 味化木 奥*1111脈

認 ⅡII8b Ⅳk ｲi雌n’ 2．0 1.8 (】5 (）9 WIMI 奥羽111脈
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第“図縄文時代の石器⑭

－86－

砧号 出土地点 層化 仙馴
長さ

(ca)

閲

(ca)

厚さ

(ca)

敢景

(関）
荷側 産地

51 nII9a Ⅳ上 石鰍Ⅳ 3．3 2.5 0.5 2.6 珠化木 奥羽山脈

55 IIH9a Ⅳ上 府雄Ⅳ 2 6 1.7 0.5 】8 rIMI 奥羽山膿

弱 nH9b Ⅳ上 而錐Ⅳ 1 3 1.5 0．4 0 6 珠質頁VI 奥羽山臆

57 nH9b Ⅳ上 石錐Ⅳ 3 0 1．7 0.6 2 9 頁塒 奥羽1I1脈

錦 IIH9b Ⅳ上 ｲi錐Ⅳ ２ 0 1.0 0.5 0 3 riKi 奥羽山脈

59 19SD6 nG8j 石航V ２ 7 0.9 0.6 1 3 碓質刷瑞 奥羽1IIR

“ nII8a Ⅳ上 石舳V 2 ２ 0.9 0.4 0.7 側V 奥判1IIM

61 nlI8a Ⅳ上 石鯉V (2 9） 1.0 0.2 0.8 貝V 奥羽山脈

62 nH9a Ⅳ上 荷鮭V 3．2 1．0 0.3 1.4 面\ 奥羽山醗

mH6d V 石施 2．9 1．7 0.5 2.3 頁￥ 奥羽山脈？

61 mH7e V ｲi鮒 9．3 4．1 2．4 認.1 メノ ウ 奥羽山脈

閃 、Ⅱ7f V 石鰍 3．4 1.9 0．6 3.7 K(V 奥羽山脈？
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第45図縄文時代の石器⑮

－87－

岳号 出土地点 層位 樋類
長さ

(ca)

隅

(ca)

さ
』

厚
恒

重量

(啄）
石質 産地

mH8c V 個雄 3．1 1.1 5.1 1．1 頁岩 奥羽山脈

67 mH8c Ⅳ下 石餓 3.3 I 3 0.8 1．7 頁岩 奥:側山脈？

配 mH8c V 石鉱 4．3 2 9 1.0 10．1 メノウ 奥澗1IIM

69 l9SDl mH6d 石箆 5.0 3 0 1.5 別 8 頁岩 奥羽山腺

70 nGoj Ⅳ上 石箆 7．0 3 2 1.5 31 9 頁岩 奥羽1I1M

71 nG8j Ⅳ上 石箆 8．8 4 1 1.8 59 0 頁器 奥利1IIM

72 mII()。 炎士 間箆 (7.2） ３ ７ 1.0 35 3 ホルンプ.エルス ｣上 kll1地
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第46図縄文時代の石器⑯

－88－

儲り． 出土地点 層位 棚馴
腿き

(cm)

帆

(ca)

既き

(函）

哉
ｊ

爪
岫

而貿 産地

173 mH2g ５ イ 箆 7.2 3.6 2．0 ･11.8 ホルンフュルス 奥判山脈

l別 mH3h 5 イ 蝿 7.6 3.7 2.1 釦.7 貝7 奥羽111脈

175 m1159 Ⅳ下 【 砲
~P

イ．③ 3.6 2．1 ‘17.4
Ｍ
〃
１

二
０
ｑ

羽
０
〃 奥羽山脈？

l郡 mH6g 、 イ 箆 5.9 3.4 1．5 錫.9 rW 奥刈lllMW
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第47図縄文時代の石器⑰

－89－

儲り 出士地点 増位 勧馴
璽
菅
、
Ｊ

長
掴

幅

(函〉

1リさ

(“）

並量

(9)
石質 産地

177 ⅢH7f Ⅳ下 石箆 9.9 3.6 1.9 “.3 ホルンフェルス 北_tm地

178 mH7f V 石施 5.2 3.0 1．4 20．3 側沿 奥羽山眼

l” mH7g 栂乱 ｲ児 6．4 4..1 1．6 ‘15.6 r(岩 奥羽山服

1帥 mH7i C5b 石兜 6.7 3.6 1．4 37．2
４
３

吟
江

・
’１ 奥羽山脈
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I
181

ご~さ
182
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一
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第48図縄文時代の石器⑱

一帥一

岱号 出土地点 肘位 種釧
ざ
ｊ

長
い

帆

(ca)

厚き

(cD)

砿量

(9)
石貿 産地

181 mH9a Ⅳ上 石箆 (6.4〉 4．5 1.8 “､3 頁岩 奥羽111"

1樋 mll9g 攪乱 石箆 9.3 3．4 1.9 60.5 ホルンフェルス 北上111地

1闇 WII4 i Cl i 石施 4.9 3．4 1.3 19．6 頁岩 北上111地

I別 WH4 j Clq 石箆 7.8 3．4 2.0 46,2 ホルンフュルス 北l:lll地
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‐
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187

I

鰯0 螺
ゐ
し蕊 ○、１Ｊ

〆‐、１１、

鶴
I■■■

1

0／、[ ／

188 190

‐
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巾
、
１
１
１
ノ

ー
Ｉ

一

ー 一

’

た、
0

I 192191

＜二二二＞
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器⑲代第49図縄

-91-

需号 出土地点 層位 種類

軒
ご
、
０
Ｊ

民
恒

幅

(c厨）

き
帥

叩
に

欺量

(9)
石質 雍地

開 nH9a Ⅳ」 異形石勝 1，8 2．3 0.6 1．7

師 ⅡII8a Ⅳ」 槻形ｲi器 3 0 2 0 1 5 9.1 雌化水 奥羽山脈

87 nII8a ⅣI 槐形ff器 2 8 2 0 0 8 6.1 r(S 奥羽山脈

艶 mH7e V 喫形石器 3
ワ
』 2 】 1 1 6.8 閲岩 奥羽111脈？

89 mH8e V 喫形石善 (2 2） 2 5 0 8 4.7 口満 奥羽山職

”mH9e Ⅳk 槻形石器 2
【

″

■ 2 ２ 1 1 5．9 r(" 奥羽山脈？

91 mII8f Ⅳ卜 小定形 5 9 3．95 1 4 37.5 r(" 奥羽111脈

鯉 mII5f V 撤濁 5 9 2.3 1 5 23.7 K(V; 奥羽山脈
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193
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第印図縄文時代の石器⑳

－92－

瀞号 出土地 層位 棚別
さ
剴

疋
屯
Ｃ

ｌ
く

帆

(cD)

さ
帥

叩
に

鼠
ｊ

ｈ
Ｒ

１
Ｉ 【j質 巌地

93 mH6d V 掻番 (5.O) 2.7 1．3 18.3 頁岩 奥羽山脈

91 ⅢH6e V 掻器 2．4 2 5 0.9 4.8 頁岩 奥羽111M
95 ⅢH7d Ⅳ 掻器 3．9 2 9 0.7 8.0 蘭岩 奥羽1I1IR
蝿 ⅢH7f V 掻器 6．0 2 2 1.5 15.5 頁岩 奥羽111IR
97 mII4b V 残核 5．4 ７ 2 2.8 】幻.0

鍔
も
？ｒ

①
●
日
ｑ

幻

日

■ 奥羽111m
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第51図縄文時代の石器⑳

一”－

称号 出土地点 層位 種顛
さ
』

長
，
に

岨

(に回）

厚き

(cn)

煎量

(R)
石質 産地

198 mH5c V 幾核 5．5 4.2 2.2 37.2 閲燭 奥羽1ll"

l” ⅢH9d V 硯核 4．0 5，5 1.9 3‘1.8 岩 奥刈l11脈

2伽 ⅢH9c Ⅳ上 拠核 6.3 4．8 2.8 76.0 K(Ei ";1:1111脈



I

－
１
１
１
１
１
１
〆

ｊ
く
Ｉ
ｌ
ｒ
ｊ
Ｌ

一

201

上一つ
I

鰹〆1
、／

q■■■

I
202

一一、一一

〆、

ハ
ーノ

※204

※203

※（1：3）
2：3

(10")
5“0

第52図縄文時代の石器⑫

－94－

岳‘り 出土地点 層位 側鰯
ざ
ｊ

ｒ
ｇ
、

ｌ
く

幅

(函）

さ
』

厚
い

煎孟

(9)
石質 産地

201 、H‘1a Ⅳ上 剥Ⅱ． 5．5 4.3 2.0 47.1 頁嵩 奥羽111脈？
2舵 mH7e V 刺Ⅱ． ‘1.7 7.3 1.9 61.0 メノウ ";IJIll脈
2側 19SK24 胸ｲi剛 9．7 7.1 4.5 '122.1 安山糊 奥州l1脈？
201 IMG7j V 塒殊咽石 (7.7） 5.4 5.7 330.1 "lll\; 奥刈山脈？



ヤ

隙
漉
鑿 １

１

205

Z )6

６
！

、
（

建患‘
20７

〃

Wa", 鰯
』

209

、

一～

ZII1

1 9 3 10cm0

’
厚考

(亡因）

醐
叩
、
ｊ

収
岫

臆さ

(“） １

幅
、

曜抽fiW瞬位暢号 川上地点 IIIW

奥羽|1I1R墜山岩幹殊聯間 (8.1） 6．5汗
一
Ｖ
一
昨
一
昨
ｗ
Ⅱ

312．8姉 IIIH3b 4.8

安山岩 奥羽111|脈特殊開石 5．5 173.0緬
一
蠅
岬
一
四
｜
咽

い
一
鯏
一
祁
一
伽
剛

2帖 IHH3c

奥羽山脈宏Ⅱ｣岩狩殊料樹

幹殊"Wi

特殊I櫛禰

緋殊咽ｲ】

｜
岬
州

１
１

●
４

８
８

７
６

６
７

源
一
細
販
哩

Ｆ
１
【
塔
ｃ
好

一
州

５
５
８

Ｈ
Ｈ
ｎ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

”
｜
細
郷
加

奥羽山脈"11lY;

皿
准山硝

奥羽山脈
一

奥羽ill"

第53図縄文時代の石器⑳

95



I I

21 1

0 '1,1

0
212

215

ここ。

=a 2'7

0 1：3 10cm
l－一 '．

さ
１

促
極

鴨

(曇）

必
ご
、
Ｊ

厚
催

電愚

(鷹）
貯号 出上地剛 層位 穂額 石質 産地

鋤
一
鯉
一
郷
一
洲
一
妬
那
一
加

mIIOc

mH7e

19SE6南半

MG9j

nH4 i

nH9a

IIH9a

叩
一
脈

（9.7）

(12.3)

11．3

1‘1.8

<10.5）

11．1

10,2

梱
“
一
“
蝿
一
幅
“
｜
恥

恥
馴
噸
一
”
源
一
蝿
一
皿

岬
一
醒
一
恥
姻
一
岬
一
岬
一
蝿

閃緑勝

ホルンフェルス

蘭岩

蜘淵

ホルンフェルス

ネルンフユルス

ホルンフェルス

北上山地

北｣g山地

北.上山地

北上山地

北上1h地

北上il1地

北上111t

皿
一
吋
唯
一
雌

第54図縄文時代の石器⑳

－96－
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第55図縄文時代の石器⑮

－97－

勝り‐ 出上地点 層位 煎顔
さ
帥

舵
に

堀

(“）

I7さ

(ca)

煎最

(悪）
石質 産地

218 mGlj Ⅳ上 打製石斧 12.6 7.5 3.2 3”､0 凝灰岩 奥羽山脈

219 mHOd Ⅳ下 打製石斧 13．3 5.9 3.2 鉤7.5 ホルンフェルス 北上山地

22(） IIH9c Ⅳ上 石鍬 12.9 7.8 1.1 169.0 粘板岩 北上111地

221 IIH2d Ⅳ上 石鍬 別.5 13.6 2.3 1136.6 帖板浴 北上111地



戸

’

1

、I

1

ノ

＆ ／

リ
ー

字

可1、

223

一
（

A1
｛

鶴塾
_乙二／／

223

0 1：3 10cm
1

さ
釧

腿
に

野
辱
１
Ｊ

厚
粒

岨

(画）

砿愚

(R)
撮り 出士地点 "IM 極訓 11貿

理
一
蝿
鋤

mH4a 1V’ ｲ鍬 ０
７

凸
■

６
４

１
１

”
｜
叩
一
恥

2．1 312‘7 ホルンブェルス 『|上I:II1地

nH8b

IIISI)

mG3i

ⅡIISI】

Ⅳ
Ⅳ

臨淵 諏
鵬
一
郡

'151.5 1頁岩

･11191 行英安

IsM O|安山糊

頁砦

行英安111 9

|上上111地

曝器 16．5 11lfi 奥羽111脈
2鰯 Ⅳ上 1111 22.(1 1.1.9 奥羽lllW

第56図縄文時代の石器⑳

－98－
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-0③ 鋪宗尭
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合
口
〕

‐
《
柵
ｖ
‐
⑪
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一

、
232 、

23,l
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0 1 :2 5"
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第57図縄文時代の石製品①

－99－

瀞･勝 出土地烈 層位 樫訓
ざ
ｊ

ｆ
く
』

１
１

棚

(ca)

野
ご
、
１
〃

厚
』

爪鼠

(9)
行間 巌地

錘6 11G9j 脈上 布孔石製品 (3.2） <2.2） 1.4 8.6 而英安山満 奥羽11l脈

227 II I18n W上 布孔石製肋 1．6 2.3 0．5 2.6 石英安山洲 奥羽1lIM

2鉛 ⅡH8n Ⅳ上 布孔石製肋 1．4 3.1 0.Ii ‘.6 禰英資111YI 奥羽1IIM

229 IIH8n Ⅳ上 布孔石製品 1.6 3.】 0．5 3.9 蘭英安1IIVI 奥羽111m

四0 nH8a W.t ｲI孔石製品 1.2 2.3 0．7 Z.‘1 凝灰岩 奥判山脈

認1 ⅡH8a Ⅳ上 布孔石製品 (1.0） 2.1 0．5 1．1 凝灰岩 奥羽山脈

蝿2 nH9a Ⅳ上 布孔石製品 2．0 1.3 0，9 3．1 紬色凝灰掛 奥羽111M

2錨 nH9じ Ⅳ上 打孔荷製IW! 2.8 (2.6〉 0．7 7．5 間英安1II" 奥卵lllIM

231 ⅡHob Ⅳ上 布孔石製品 5.2 8.5 1．1 ‘13.8 凝鵬職 奥羽1IIM
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○
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第58図縄文時代の石製品②

-1"-

砂￥ 出土地点 層位 随斌
菩
帥

汀
迄
Ｃ

ｌ
く

幅

(ca)

ざ
帥

叩
に

亜量

(R)
石貿 雍地

2弱 ⅡH8b Ⅳ 石刀 (13.5) 5.2 2．9 229.3 ホルンフェルス 北上山地

236 llG9j Ⅳ､上 石剣 (13.8) 2.2 (1,2) 41.6 粘板岩 北Is1l1地

237 UG9i Ⅳ中 石剣 38.5 3.6 2.7 馳2.7 粘板岩 北Lul"

238 1IH8a Ⅳ上 石剣か石搾 (10.0) 3.8 (2.1） S9.9 X器 ｣ﾋ_Lm地

劉9 IIH9b Ⅳ上 万剣か石惟 (9.1） 3．8 (2.1） 皿5.9 帖榧冊 北上11J地

210 mII9f V 蝋石 3.3 1.7 1．5 】Z､0 辨水冊 奥羽111服？
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皇

脅 「303

301 304

302

〃電鍵里簿了
305

〃 霧ア
307

刀

308

ノ
■■■

I
311

■■

I
312

瀞

畿迩

＄
や

’一
313

3M

懲
譲〃ノノ

315

317

フフ 蕊蕊ン
卜、

緋’ 10"0 1：3
318

319

第59図縄文時代の土器①

-101-

岳号 Ⅱ吐廸童 層位 器強 部位 文槻ほか 地文 内面 分頚 備考

釦1 9P95 埋土 深鉢 口馴 横位平行沈線、入祖文？刻目 噌粍 Ⅱ3

302 9P118 畑土 斑 剛 棡位平祈沈織、渦魯文、三叉文、ミガキ LR ケズリ mlb

3側 9P185 蝋土 漁鉢 口緑 横位平行沈細 ミガキ Ⅳ3 口縄波状、初修孔

卯4 9P3" 埋土 潔鉢 口～脚 LR？ ミガキ Ⅲ4

燕 9SDl 鉢 口緑 並行沈纏、沈線による文禄 咽粍 昭粍 Ⅱ2

3鴫 9SD1 鉢 口～胴 ミガキ ミガキ Ⅳ3

307 9SD2 菓踊協堀士 鉢 口縁 梱位平行沈線 崎粍 m4

3肥 9SD3 深鉢 脱 帆位沈鳳､沈捌二よる文撒、ミガキ LR ミガキ？ Ⅳ

3側 9SD6 岨士ILWI 帥(鮒)？ 脚 胴純 Ⅳ

310 9SD6 切土上部 壷 屑 横位沈線、11文 RL ﾂ･デ Ⅳ

311 9SD6 理士上記 深鉢 口緑 羽状縄文 RL･LR ナデ Ⅳ3

312 9SD6 珂抽 I些部 深鉢 口縁 羽状縄文 RL･LR？ 磨耗 Ⅳ3

313 9SD6 瑚・i:上郁 深鉢 口剛？ 梱位平行沈線、刻目、ミガキ ミガキ Ⅱ3

3 1 9SD6 鉢 朋 側岬1就細､ itM1K岡による文蝋 LR ミガキ Ⅳ3

3 5 9SD6 深鉢 剛 棚位沈線、入制1文、刻圃 墹耗 n3

3 6 9SD6 深鉢 口弧？ 棚位沈線､入組文、刻ロ、ミガキ ミガキ Ⅱ3

3 7 9SD8 剛半 深鉢 口縁 横位平行沈錬、拙状小突起（密） 磨耗 Ⅱ2

3 8 9SE9 洩鉢 口～胴 入組文、三叉文 LR ミガキ？ mlb

３ 9 9SE9 洩鉢 ロー剛 棚位平行沈線、魚剛状三叉文、ミガキ ミガキ mlb

320 9SE9 潔鉢 口緑 棚位平行沈線、入ll1文、刻目 ミガキ 113 m部2分の1ll形突起



ノ
罐く・

鱗
‘ 1洲

121
322

撚聯譲謝
:125

聯犠-ガ
必
鮒
鱗
輔

128 330129
331

:輻欝瀞斎誤展､

鋤秘砺職
332

331
州3

135

(） I ：3 10cIn
1311

338

337

冊り

321
－

322

323

型,1

325

326

327

328

329

330

詔l

郷2

333
－

334

335

謝6

1337
｢顕

出土地点

19SK8

19SI(8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK8

19SK9

I9SK9

19SK9

馳
一
噌
噸
一
恥
一
州
一
抑
一
岬
一
岬
岬
池
湘
一
淋
恥
一
吋
雌
岬
一
睡
岬
岬

繩
鉢
辨
一
鉢
癖
識
跡
榊
一
鉢
一
緋
一
誠
一
鉢
一
伸
一
岬
瀞
一
織
一
感
一
蠅
魎

郁位

I I IWI

uルリ

、凱

嘱

胴

1IM

I 1 IM

1 IM

口緑

釧

、腺

口帷

朋

I IM

口執？

扇

、～胴

胴

文慨ほか

仙位沈線､ ﾐガｷ

州R繩文

入組文、横位沈線、刻目

横位12行沈線、ミガキ

羽状縄文

趣
一
脈
一
州
吹

緬
一
岬
一
》
一
雲
一
一
》
｜
鈴
一
癖
一
》
｜
》
一
蹴
一
蹴
一
蠅
一
》
一
》
一
》
一
》
一
諦
錯

湘
一
叩
一
岬
皿
咽
一
ｗ
ｌ
ｗ
ｌ
ｗ
咽
一
皿
叫
一
岬
順
一
岬
一
岬
一
昭
一
岬
岬
岬

淵鳴

【･ I緑波状

岬
一
脈
一
脈
一
肌
一
瞬

内側に煤
一

内Ⅲi1.MIM(

人靴文

111文

横位平行沈線、粘土粒

横位平行鈍線

獅欺綿､桐{岬け沈綴､‘駕腿細il二帆猟洲I

LR 、部2分の111形突起

口緑波状

Ｒ

Ｒ
Ｌ

Ｌ
ＬＲ刈状縄文

横位沈線、入組文？刻目

羽松縄文

羽状縄文

Ｌ
Ｒ

ｌ
脈

Ｒ
Ｌ

◆
の

Ｒ
Ｌ

Ｌ
Ｒ

第60図縄文時代の土器②
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繩ツ 』縦
建窮塞琴哀鳶塵原

剛洲蝋職醗藤′
i43 344

燃臘鰯
M7

､

、 了軍､･ 圃

鱈当w{

D出rゴ

1‘15

謬

雛
％

聡鰯”
… 捜

、10cm0 1：3
3､16一

一トー

備孝刎
一
罪
諦
一
繩
一
》
一
計
》
｜
罪

獅
一
”
｜
岬
陥
鵬
一
胴
一
Ⅳ
｜
咽

文蜘勃

横位平行沈線、剣目

揃位沈線

地文繩
函
識
一
鉢
癖
錘
蠅
一
識

”
岬
一
噸
一
噸
一
醗
一
唯
一
“
｜
岬

爵8

339

340

訓l

劉2

制3

314

345

川上地点

19SK22

19SK22

19SK22

19SK22

19SK22

19SK22
一

19SK22

恥
一
岬
一
岬
岬
一
Ｍ
淋
一
恥
一
吋

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｌ

横位平行枕線、刻tj

LR

LR横位平行沈線

柚位平行沈線．入組文、剣目 mMI2分の山形突起

稚行沈線（連弧文)、弓叉文、横位'ド廿沈

綴、入細文、入細部に刺突､橘長短沈級
111M2分の111形突起〈l1？）LR ミガキ uI1a深鉢 n剛Ⅳ’l9SX10346

n緑波状

旺怖に木禦換

》
｜
》
杼

皿
一
一
ｍ

皿
一
胴
一
ｍ

キガミ
癌

線
部

沈
下

位
口

横
椛

胴
庇

、
脳

鉢
一
卸
一
解

UGO i

nCoj
－

IIC3：

Ⅳと

Ⅳ上

Wt

訓7

訓8

319 底

第61図縄文時代の土器③
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h

綴 厳
350 l

：禍2

356

Zu ３
■

セ

リ

け

０

日

54 :鴨5

359

357

、〈

0 1 3 10cm
36,1

凸

163 1－－

癖
一
獅
一
獅
一
鯉
獅
鋤
一
銃
一
燕
獅
郷
一
細
一
郷
一
麺
一
鯉
蛎
一
州

11I土地漁

UG8j

nG8j

IIGSj

HG8j

UG8j

nG8j

nG8i

IIG91

nG9j

IIG9j

uG9j

UG9j

UG9j

IIG9j

UG9 j

馳
一
Ⅲ
一
睡
一
Ⅲ
一
吐
両
一
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅳ
一
川
乢
一
Ⅲ
｜
昨
唯
一
畦
Ⅲ

罐
一
津
露
一
和
一
辨
識
一
総
一
需
跡
癖
一
鋤
鉢
一
梱
一
癖
一
迦
一
岬

繩
睦
一
睡
一
和
幡
一
胴
嘩
一
噸
一
岬
一
雌
一
岬
一
胴
一
恥
一
岬
一
開
伽

文様ほか

横位沈線．円文．ミガキ

慣位沈線、111文、 ミガキ

池口下部にl･字状の刻みを持つ蝋

ミガキ

櫛簡状沈線文（流水形）

羽撰縄文

羽稜縄文

蠅
一
》
一
》
｜
粋
一
癖
一
粋
一
半
》
｜
“
一
十
《
一
》
｜
拝
一
》
一
認
拝

掘
一
皿
一
恥
一
岬
岬
一
岬
暇
一
砿
一
岬
咽
一
岫
一
皿
一
脚
一
”
胴
一
胴

備考

1脚のうち2脚残存

砂粒（多）

RLLR

LR･RL

I'(震節） 外耐'二燦

I恥ﾉｲ1形の突起|醐位平行沈線、人ｲll文？刻ロ

ミガキ

柵位沈線、篭形文 LR
－

LR

從口下郁に2つの鰯

{N位沈線ilirl l郡に人組三叉文、ミガヘ

第62図縄文時代の土器④
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鯛調
：165

、､浄
1〃

367

一一

篭蕊I／ :170

駕延
374

:169

叫
鈴
” u

くこ

4坐？ ー

、
写e ,

灘？
雲蕊蕊 ‘”

寓
、

381

176

ア ごブ

＝〆77

0 1：3 10m

-F=-J

第63図縄文時代の土器⑤
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称号 出土地点 層位 器柧 部位 文様ほか 地文 内而 分馴 偏拶

365 UG9 Ⅳ上 鉢 口組 ミガキ ミガキ Ⅳ3

3“ IIG9 Ⅳ上 鉢 口緑 LR ナデ Ⅳ3

367 nG9 Ⅳ上 深鉢 n鰍 横位平行沈線 LR ナデ Ⅳ3 砂粒（多）

知 ⅡG9 、 深鉢 口～脱 LR ミガキ？ Ⅳ3

妬9 nG9 n'上 深鉢 瓢 横付平行沈線、横長魁沈線、剣U、貼瘤 LR ミガキ 113

370 UG9 Ⅳ上 深鉢 脱 入細文、刻lj ミガキ Ⅱ3

371 ⅡG9 Ⅳk 鉢 胴～庇 R【． ﾅ･デ Ⅳ3

372 nG9 、 ｢1維突足 耐郁に十字状の刻み、刺突 咽耗 Ⅳ3

3河 nG9 Ⅳ上 深鉢 1 1～胴
損位平行沈儲､入俎文､剣目､澗鄙に｡↑･宇状の刻
みを持つ突嵯(大)、頂部に刺突を持つ突起(小）

LR ミガキ？ n3

374 ⅡHOa Ⅲ 壷 n剛 ミガキ ミガキ Ⅳ

375 ⅡH0a Ⅳ上 鉢 皿へ底 ナデ Ⅳ3 内・外miに輪禰換

376 IIHOa Ⅳ上 鉢 胴～服 胴純 ミガキ？ Ⅳ3

3行 IIHOa Ⅳ_上 鉢 剛～底 沈線？ Ⅳ3

3稲 ⅡHOa 、 浅休(台付）n-91f ミガキ？ Ⅳ

379 nHOa Ⅳ上 壷 弧 横付平行沈線 ナデ？ Ⅳ

380 ⅡHOa W l: 斑 、～胴 胴純 ナデ？ Ⅳ

381 nH0a Ⅳ上 蝋 剛 仙仙}21r沈鰍、沈捌こよる文棚、ミガキ LR ナデ？ Ulb



’

罰
″
″
“
Ｗ
Ⅲ
Ⅱ
跳
叩
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
″
″
″
″
〃
〃
／
洲６

旭認1

～～歪

鱗〃
382

18‘I

篭鍵

、ノ
曲
″
“
″
″
″
ｙ
朔 /《／

389

で
、
、篭7 認、序

／
磯

390

391

偶

くうこう
＝＞

帯 5. 出土地騏 層位 器樋 部位 文捌乳か 地文 内面 分飢 偏琴
3鍵 ullOa Ⅳ上 鉢 口～胴 口聯部に沈線、突起m部に刺突 ナデ Ⅲ4

3闘 lI 1IOa W l: 鉢 ﾛ侃突に 楢位沈線、三叉文、 ミガキ LR ミガキ Ⅲ】a In部丸い111形突起
3＄1 IIHOa Ⅳk 鉢？ '三I緑 IIIM3分の揃 噌粍 Ⅱ2

銘5 nHOa n'.l: 通？ l」～剛 挫術t綴、禍位;ド行沈線、、師3分の貼智 孵耗 n’

錨 ⅡHOa Ⅳ上 鉢 口～胴 俄位平行沈線、剃状小突起 LR ナデ Ⅱ2

387 IHOa Ⅳ_上 鉢 口～底 並行沈線 LR？ 磨耗 Ⅲl a 口緑波状

3鵬 IHOa Ⅳ上 深鉢 n～胴 柵位沈線、入組三叉文？ LR ミガキ Ⅲ2 n縁波状
洲9 UHOa Ⅳ上 深鉢 1 1i* LR ナデ Ⅳ3

3” nHoa Ⅳk 深鉢 111誠起 桷位沈線、三叉状彫去 ガキ mla 川部2分の111形突起
391 nHOa Ⅳ上 深鉢 u緑 仙位沈緑、円文、刺突 LR ガキ mlb

392 ⅡIIOa Ⅳ上 深鉢 口緑？ 慣位"線、沈線'二よる各檀文様、ミガキ LR ナデ mlb

3鯛 ⅡHOa Ⅳ上 深鉢 口～胴 RL ミガキ？ Ⅳ1

3例 11Ⅱ（）a Ⅳ上 深鉢 ｢I～胴 刈状縄文 LR‘RL ミガキ Ⅳ3 内・外面に煤
395 UHOa Ⅳ上 深鉢 I｣～胴 R(照筋） ミガキ・ナデ Ⅳ3



’

ノ I

I
1

)97

、ノ
198

;

、 ~、
｛

－
１ 〃’

1

I”

弓･～一

”
Ｍ
ｒ
凡

101
103I1l2

4()1

196

10cm1 ： 30

L
‘

Ⅲ１
脚
開
伽
振
雌
胴
胴
一
蛎
恥
州

Ｎ

ｆ
Ｉ脇

１
ｕ
ｕ
ｌ

ｌ

？

”
認
餓
壷
壷
鉢
瞬
癖
舞
識
壺
噸

詐

深鉢

覗

地史

LR

岬
一
》
》
》
一
》
｜
準
一
》
一
》
｜
幸
一
一
撮
一
緯

分畑
一

W3

Ⅳ3

m1

Ⅲ1

lll 2

mla
－

Ⅳ

W

Ⅳ3

Ⅲ2

Ⅳ

拙
鋺
一
新
一
燕
一
郷
一
伽
一
州
蝿
姻
一
州
畑
繩

出上地典 墹俄

MHOb Ⅳ上

UHOb W1:

DIIOb Ⅳ上

IIHOb Ⅳ上

II II Ob Ⅳ上

IIMOb lVl:

MHOb l l:

DHOb Ⅳ上

nHOb Ⅳ上

II Il()c IVI

II II OF IVll

に幟ほ力‘

横位沈級、ミガキ

ミガキ

枇位､門i沈綿、人組三叉文？

帷行沈線． 叉文．横仙沈線、人細文

沈線区劇I よる曲線文倣

沈線区画(二よる曲線文様、ミガキ

損位T行it側．入組文?突起捌部に斜行沈緑

洲《､|↓捕榊､ー域蕊形入制文ﾘ腿協にIMitW

1．R

｢1緑波状

､部2分の1Ⅱ形突起LR

収
一
噸
一
岬
一
眼

l l 縁波状

赤色娩彩

第65図縄文時代の土器⑦
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｜’

、

112

ｄ
ｉ
４
ｆ
風

|{）

蔭
、

111

'17

§,116

0 1 : 4 10cm

”｡
~、

119

勝号川上地点

407 11HOc

4IM MIIOc

4卿 ⅡHOc

4】0 nHOc

411 uHOc

412 UII 1b

413 U118a

414 MH83

･115 nHSa

,116 nII8a

'117 nH8a

418 IIII8a

4111 1IHS品

雌
一
脈
咄
眺
一
咄
唯
一
Ⅲ
昨
岬
吐
一
唯
一
唯
一
岬
一
脈

器種 陥位

堂 「 K鰯

体内付胴一服

# 1 I～胴

深鉾 崩

深鉢,ノ 胴

深鉢n胴

洩鉢u胴

鉢 『1縁

嚥 底

深鉢口～胴

深鉢ロー胴

注口 注、

注、 胴

文様ほか 地文
ミガキ

ミガキ

ミガキ

雌術蝋､脆躯劇:“螺,別､m脱"" I･R

貼癖

LR

横位平行沈億．批轍IXi画による文撒．ミカキ LR

横位沈線，沈線による文禄
ミガキ

羽状縄文 LR･RL

羽状縄文 RL･LR

注口下筋l皇柵

瀧nF齢に2つの紺

内面 分顛

ナデ 、】

卿維 Ⅳ3

ミガキ Ⅳ3

ナデ 113

ミガキ？ Ⅳ2

ミガキ Ⅳ3

ミガキ Ⅳ3

ミガキ m2

ナデ Ⅳ

ミガキ Ⅳ3

ナデ Ⅳ3

Ⅳ2

脚経 Ⅳ3

u継小波状

第66図縄文時代の土器⑧
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《
徹
．
蝿

122

121
i20 '23

鐸溌噌概

聯’･12‘1

127

熱＃
．129

13(）

128

〃 ‘131

､率露i蕪
132 133

13．1 炉、

‘139

転

幸

ご

『

．

‐

呼

，

●》
評
や
叩
ヤ

の
０
１

‐
Ｐ
ｔ
．

I;辮灘鍵
｡､』…

13(i 438 y魚･魂.率

、嘘辱435

10cIn

→
０
１

３
－

．
ｅ
ｄ
８
■
■

’
一

137

価
蛎
糀
拝
癖
痔
揖
拝
》
》
糀
坤
半
押
癖
癖
錯
辮
癖
拝
繩

目
、
弓
、
弓
、

地
Ｌ
Ｌ
Ｌ
膳
Ｌ
Ｒ
Ｌ
烈

文
Ｒ
Ｒ
Ｒ
耗
Ｒ
Ｌ
Ｒ
日脚Ｉ

備考分渕1

Ⅳ2

Ⅳ3

W

ハ’

Ⅲ】＆I

Ⅱ2？

Ⅳ3

I13

III2

文様ほか

横位沈線、貼揃

瀞

ミガキ

ミガキ？

縦位沈線．瑛状彫去

刺突をもつ貼捌、S字状沈線（入靴文？）

ミガキ

桷位沈繍、入組文、貼揃、横長短沈線

検位沈線、一叉文、ミガキ

帆位平行沈側､蝿．I･字状'》刻み蛾つ貼鼎

並行沈線、縦催の貼揃

横位沈線、ミガキ

横位平行沈線、爪祁2分の貼噛

横位､門r沈線、揃松小突起〈帝）

柵位平行沈線、柵状小突起（帝）

樹位平1．f沈蝋、剣目（抑jI的）

検位平行沈縫、刺突？

横位平行沈線、刺突？

純
一
壷
一
御
翻
一
壷
鋤
一
錘
一
鉢
鉢
一
鉢
一
鉢
“
一
鉢
一
癖
識
一
紳
一
緋
一
癖
識
一
識
一
料

岬
胴
閥
一
凱
胴
一
咽
一
刷
一
醗
一
唯
一
順
一
捌
一
繩
一
岬
一
？
｜
峨
峨
一
噸
岬
一
頑
一
噸
一
噸

防号川上地点

,120 UHSa

421 IIHSa

｣122 nli8a

423 11HSa

'124 DH8a

0125 11H8a

426 UIISa

427 HII8a

4配 uIISa

429 11118a

43() nHSa

431 IIH8a

432 nH8a

4133 II IISa

43･1 WII8n

'l35 11 118a

436 UH8a

437 nHSa

4調 nH8a

,139 IIH83

馳
唯
一
睡
一
睡
此
唯
一
恥
一
睡
一
睡
一
朏
一
恥
一
味
唯
一
眺
一
雌
咄
恥
唯
一
唯
一
Ⅲ
雨

円窓？

繍修孔

箙鯛鯛龍溺岫"GA*

【1緑波松

113
一

Ⅳ2

u緑波状Ⅲ11〕

n2

112

II2

Ⅱ3

n3

U3

W2

U3

133とli1－個体？
－

丸い山形突起

仙位WT沈線、刺実？

第67図縄文時代の土器⑨
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薄笥密
l‘13

1.121.1【）

1 ｣ll

1,M

(=7
…3

I 118145＜

149
』‘16

鍵鬘蕊
，

I
450

恥
・
一
帥

嬢
諏

織
写
錘

穴玲

『■B
"ﾀ

滋1

151

,152

453

454

、
／

I剛i

0 1：3 10cm

E－－－－－イ

聯号缶t地点 層位｜器柵 部位 文械ほか 地文｜内Ihi 分顛 備考

＝父状彫去、仙位平行沈線、刻月、興
起】Ⅱ脇に刺突？

l‘l(） UI18K1 lVl 深鉢 ｢1緑 ミガキ Ⅱ3

岨
一
峨
峨
州
一
蛎
細
岬

nIiSa

nH8a

HH8a

II II83

HH8H

IIII8n

nHSa

昨
一
睡
一
Ⅲ
眺
昨
一
昨
一
睡

副
認
一
識
一
辨
識
癖
融

州
一
嘩
鴫
一
吋
一
癖
一
噸
一
畷

横位沈級、横位平行沈線、期日

憤位'ド行沈線

横位平行沈線、刻｢1

入細文、刻l l 、貼州

LR 》
｜
耗
棉
一
諦
一
押
一
轆
一
》

脇
Ⅳ
一
服
｜
順
一
岬
順
一
皿

、師2分の山形突起

口唇郎に2個一対の突起

頂部2分の山形突起

LR

I･R慣他沈級、横位､WW沈繍．入組文

僧位平行沈線．瘤松小突起（帝）

nl"2分の111形突起（火

慣位平行沈線、刻目、m郁に十字状の
ﾑﾘみを持つ突起

MH ⅡH8n Ⅳ’ 深鉢 I 1" I‘R ミガキ？ '’3

UII83

nm83

uH8a

nHSa

nH8a

UI18a

MH8b

IIH8h

吐
一
此
一
昨
吐
畦
吐
一
唯
咄

深鉢

深鉢

深艸

睡
鉢

深鉢

鉢

潔鉢

蝿
一
細
一
卿
煙
一
噸
一
掴
一
噸
一
職

醍
一
蝿
一
帳
一
噸
一
蝿
唖
一
堀
岬

LR I"1[

ミガキ

胸脆

LR ミガキ

LR 胸帖

RL ミガキ

LR ナデ l
L簾節)I I

岬
一
岨
一
咽
岬
一
皿
一
咋
一
賑
一
蝿

叉桜彫尭、横位平行沈線、八組文、剣n

梢他･Wf沈線．則廿

撒仙平行沈維､入靴文､入組部に刺突

棚肱沈線、人組文、刺突をもつ貼瘤

椴位平行沈線、二叉文‘入組文

超
起

突
突

の
形

状
樫
山

曲
突
の

三
形
分

ぴ
川
２

及
い
郁

刈
丸
馴

､脇2分の山形突起､義母拠入

内而に煤

第68図縄文時代の土器⑩
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69･ 川土地蝋 墹位 滞撒 部位 文橡ほか 地文 1勺面 分別 胴＃

457 UH8b Ⅳ上 醐鉢(bil) 1 I～底 突起及びL1僻邪に沈線 咽耗 Ⅲ‘1 2個一対の突起

4謡 nH8b Ⅳ上 注、 用
横位沈繊、弧線文、注口下舗に2つの

瘤と捌沈線、ミガキ
ナデ Ⅳ3

4鋤 IIH8b Ⅳ上 注口 注口 横位沈繍、三叉文、ミガキ 不明 Ⅳ4

4帥 nH8b Ⅳ_上 菰？ 庇 聯舵 閥粍 Ⅳ3

461 UH8b Ⅳ､上 壷 ｢1弧 横位沈蝋、 ミガキ ミガキ Ⅳ

462 UH8b Ⅳ上 壷 ｢1弧 ミガキ ミガキ？ Ⅳ

4“ ⅡH8b Ⅳ上 壷？ I二I縁 ミガキ ミガキ W‘1 B突起

'161 nH8b Ⅳ上 壷 胴 RL ナデ？ Ⅳ

465 UH8b Ⅳ上 瓶 胴～底 ミガキ ナ・デ Ⅳ3

4“ UH8b Ⅳ上 鉢 【 1m 芯行itm,側《平1了沈細、梱長Ⅲ沈似､貼轍 LR ミガキ Ⅲla 、部2分の111形突起

467 nH8b Ⅳ上 鉢 LI-胴 横位沈線、ミガキ LR ﾅ･デ Ⅳ3

4鴎 nH8b Ⅳ上 鉢 u～胴 ミガキ ミガキ 耐3

469 IIH8b Ⅳ上 鉢 胴 頂部2分の貼瘤 ナデ H'2

470 nll8b Ⅳ上 鉢？ 胴 LR ミガキ？ Ⅳ3

471 ⅡH8b Ⅳ上 深鉢 ul嫉起
並行沈線、、郁に-1．字状のﾑﾘみと刺突
を持つ突起、ミガキ

ミガキ ml a

47Z nH8b Ⅳ上 壷？ 1 1ia 横位沈縄、1J絶増郎に補状側文 LR ミガキ？ B「

473 nH8b W上 深鉢 u縁 横位平↑i沈線、刻目 ナデ Ⅱ3 赤色塗彩

4湖 ⅡH8b Ⅳ上 深鉢 口縁 横位平行沈線、刻目 ナデ 、3 頂部指罰押雁状の山形突起

475 ⅡH8b Ⅳ上 深鉢 ｢1緑 柚位沈線、魚眼状三叉文 RL ミガキ I【1 lb

476 ⅡlI3b WI: 深鉢 LI～胴 ･ﾅ･デ Ⅳ3
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確
一
痂
椛
畑
型
型
塑
概
一
噸
塑
塑
哩
幟

出土地点

nH8b

nII8b

nH8b

nH8b

ⅡⅢ8b

UH8b

UH8b

IIH8b

nH8b

III8b8[

IH8b,9b

mH6h

雛
一
睡
一
眺
一
唯
一
畦
一
睡
一
睡
一
叶
一
恥
一
州
一
唯
一
吐
一
恥

繩
一
謝
一
”
唾
塾
科
一
耕
一
柳
郷
細
報
一
和

雑
一
醗
一
頚
尉
一
酔
一
蜘
胴
一
》
｜
純
一
噸
一
脚
胴
胴

文様ほか 極
一
眼

緬
一
粋
一
汗
一
岬
一
》
｜
》
一
》
｜
榊
榊
一
》
｜
鋸
一
》
｜
詔

分類

IV3

Ⅱ3

Ⅱ2

n3

Ⅳ3

1V2

Ⅳ3

Ⅳ3
－

Ⅳ3

III 1 3

mlb

HI

嗣考

入組文、横位平行沈猟、仙是短沈線

並行沈線、揖状小突起

樹位平行沈靴,"tl，ミガキ

羽松縄文

櫛附状沈線文（流水形〉

ｲL、lﾘ文、端面に刻み

外伽に煤

肌熊2分の山形突起

LRRI

I開粍

柵位･I'打沈線、三叉文、刻目

4文松彫巽、椴位沈線、ミガキ

棚位沈級､継位平行沈繍,渦睦文､各穂三叉文

愉{峨線､羅位平行比塊､沈繍区画による文猟

RL

RL？

横他沈線、横位､14行沈織、入翻文. 11
脇Iこ1.擢状の刻みを排っ突起

4糊 IIH8c Ⅳ脂 深胖 I~J" LR ﾐガキ M3

細
一
畑
一
哩
一
繩

唯
一
Ⅲ
｜
趾
一
脈

漁
鉢
鋤
一
“

咽
一
岬
一
噸
庵

u禄端部に帯状縄文、ミガキ

IN他沈線、C字状人珊1文、ミガ4

LR 》
一
剛
一
》
一
》

Ⅳ
叩
一
脈
岬

LR

ミガキ

|潤鮮ln-胴’11Ms ロー胴
IM位平行沈線、沈線区画による文棚、
三叉史、ミガキ

ⅢH9nlLN Ⅳ上 I・R ﾊﾞ3
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硲号 出土地点 層位 器穐 部位 文様ほか 地文 内面 分馴 伯考

495 ⅡH9a Ⅳ上 浅鉢 口～胴 横位平行沈線、沈線区画による文橡 LR ミガキ？ Ⅳ3

4蝿 UH9a Ⅳ上 剛(力 底 横位沈細、 ミガキ ミガキ？ Ⅳ3

497 HH9a Ⅳ上 洩鉢 口緑 突起器部に三叉状の沈刻、ミガキ ﾅ･デ Ⅳ3

‘1兜 ⅡⅡ9a Ⅳ上 深鉢 ｢1～胴 LR ナデ Ⅳ3

4鱒 ⅡH9a Ⅳ上 鉢 開～底 ナデ Ⅳ3 内面に飴積痩

嵐乃 nH9a Ⅳ上 深鉢 口～胴 羽状縄文 LR？ ナデ？ Ⅳ3

釦1 nH9b Ⅳ上 深鉢 口～胴 1.R？ ミガキ Ⅳ3

”nH9n Ⅳ上？ 深鉢 1.1～胴 I〃R ナデ Ⅳ3
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貯号 出 12地点 層位 器樋 部位 文蠅ほか 地文 内面 分頚 飼考
”ⅡH9a Ⅳ上 深鉢 明～底 羽状縄文 LR･RL ガキ Ⅳ3

鉛1 nH9a Ⅳ上 i鮴(向付） 胴～庇 ミガキ ガキ Ⅳ3

鋤5 ⅡH9a Ⅳ上 i鮴(611) 胴～庇 棚位沈線、ミガキ ガキ Ⅳ

尉陥 nII9a Ⅳ上 #(f洲#) 口～底 L(鰹節） ナデ Ⅳ3

鋤7 nH9a Ⅳ上 "(f#) 底 ミガキ ミガキ Ⅳ3

”nH9a Ⅳ上 #(制1)？ 脚 ミガキ ﾐガｷ,ナヂ Ⅳ3

劇淵 nH9a Ⅳ上 深鉢？ u縁 LR ミガキ Ⅳ

5 0 ⅡH9a Ⅳ上 通 胴 貼刷、蝿沈線、ミガキ ナデ Ⅳ2

5 1 nH9別 Ⅳ上 職 '二J弧 隆線、痢状小突起 胸耗 n2

5 2 HH9a Ⅳ上 識 頚 ミガキ ナデ Ⅳ3
P

c1
U 3 UH9a Ⅳ上 噸？ 胴 横位沈線、羽状縄文、ミガキ LR･RL ナデ Ⅳ
■
り 4 nH9a Ⅳ上 瀬 頚～胴 ミガキ ナデ Ⅳ

5 5 IIH9a Ⅳ上 噸？ 口～胴 ミガキ ナデ Ⅳ
毎
吋
』 6 ⅡⅢ9a Ⅳ上 斑？ n～朋 ナデ Ⅳ 内面に輸硝猟
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地文 内血 分矧

RL ミガキ Ⅳ3

府純 Ⅳ』1

1，R ミガキmla

RL？ ミガキ mla

ミガキ Ⅳ

RI， ミガキ mlb

側考文様ほか

ミガキ

横位沈線、C,ド状人組文、ミガキ

MM\W沈月‘ X畑費.躯蹴B,鵬､A伽

撒位平行沈線、三叉状彫去、門ｲL

横位沈純、ミガキ

ミ叉文、横位沈線

”
｜
胴
腓
一
心
岬
一
岬
一
噸

出土地点

nH9a

nlI9a

nH9a

11 119a

UH9a

ⅡH9a

”
一
昨
眺
吐
恥
而
流

識
一
轆
一
鉢
鉢
一
鉢
鉢
鉢

締
諏
恥
副
剥
聖
勉

而梛2分の山形突起（火）

、部2分の山形突起

横位平行沈線、異状彫去、横腿鯉沈
線、貼瓶、人靴文、三叉文

ミガキ 、l＆1LRI】胴ⅣI 鉢鑓3 IIH9a

詞、nH9a i Iv上 鉢 胴？ 横位沈線､ c'縄k入組文、ミカキ L1< 嶋粍 Ⅳ』I

俄位平行沈線、沈線による文様、沈線

区画による1111縄文撒刻目、ミガキ
ミガキ m1b[ lia鉢K，’111『193525

n縁小波状
一

u娠陥に小突起

噛陀| mlb

ミヵキl iv3

ナチ Ⅳ3

ナデ Ⅳ3

ヅ･デ Ⅲ’1

ミガキ？ Ⅳ

LR

騨托

暦粍

L(黛節

u緑弧線文

明庇

旺

1_Iへ鵬

1 1-鵬横位､lR行沈線

【三1旅羽状縄文

鉢

匪睡

遜
鉢

鉢

唯
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畦
叶
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一
雌

HII93
－
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釧
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ﾛ臆~政鋼砒蝿､肥鯛A僻飛1,閲肥雌Q

帥粒（多MWIf ミガキ Ⅲ11〕1IM鉢IIH93 ⅣI鉛2

第73図縄文時代の土器⑮

-115-



、

覇T富
0 536

T

峯逢餅、b一

％

野、

〃
Ｉ
／
ノ

ー
晨

閉
■
凸
妙
守
二
一
ｃ

ｒ
Ｊ
‐
■
Ｅ
←

…

弓
砂
凡
Ⅷ
郡
呼
、
同
■
Ｑ
ザ
』
ｊ

抑
。
』

、
，
世
頚
試
恕
酒
趣

邨
斯
郡
○
川
岳
甑
．
ｑ
試

然
や
、
、
略
⑪
叩
心
￥

》
基

雛

も
。
ｆ
９

１
．
０
‐
Ｄ

ｊ
ａ
ｌ
６
９
タ
ャ

ム
ー

凸

茸
，
苅
喝

毎
Ｊ
●
も

ロ
〃
？
？
△
ｄ
■
寺
①
由
も〃

、
ｌ
唖
辛
乱

鰯

■
■
４
巳
■
口

職
緯

、
§
抵瀧

ノ 刀ノ 〃"．蕊I
ひ『

'

2．－

海髭’；
シ､′』"･仏･

も "･
句

5‘10 5'11

537 539
538

鯵〃〃〃 〃〆

w鐵・ ，

礎』1 ．
砿､P

．､も ､
5‘15

544

『〃
？

郷〃馨”
1 ＄）

グ 550

517
546

1
$
I

0 1：3 10卸

5‘19

第74図縄文時代の土器⑯

-ll6-

掛り． 出土地胤 樹位 器秘 部位 文様ほか 地文 内m 分顛 備考
“ nH9a ⅣI 鉢(台1{） 底 ミガキ ナデ Ⅳ3

認I ⅡH9a Ⅳ」 鞭 胴 楢位沈線、魚眼状云又文 LR ガキ mlb

郡5 HH9a ⅣI 鉢？ nl砿起 槙位沈覗、突起I側部に刺突、ミガキ ガキ Ⅳ3

認6 nH9a Ⅳ」 深鉢？ 【】l嫉起 渦巻文、突起頂部に凹み 咽粍 mlb

郡7 nH9a ⅣI 深鉢 1I総突起 三叉文、刑那に凹みを有する突起 mla

538 ⅡH9a Ⅳ」 深鉢 1_1" 横位沈線、 ミガキ LR ガキ ml u緑波状
鼬9 nII9a Ⅳ_I 深鉢 【_I～胴 横位沈線、円文、三叉文 LR ガキ mlb

51(） ⅡH9a ﾊ' I 深鉢 n緯 RL ガキ Ⅳ1

511 HII9a n' 1 派鉢 I1" LR ナデ B'3

512 ⅡH9a Ⅳ」 深鉢 I｣緑 LR ガキ Ⅳ2

別3 IIH9a ⅣI 深鉢 ｢1級 揃位沈線、沈線による曲線文撒 ガキ mlb

5M nH9a ⅣI 深鉢 ｢1縁 横位平行沈線 RL ガキ Ⅳ3 醐部2分の111形突起
劃5 nH9a ⅣI 深鉢 鵬 L(景節） ナデ Ⅳ3

516 ⅡH9a Ⅳ！ 深鉢 i lfg 検位･IW沈繍、刻ti ミガキ Ⅱ3 剛郎2分の111形突起
517 ⅡH9a Ⅳ」 深鉢 l｣似突起 鋤j沈撤、 {X文、円文?m師1〃の山形突起 ミガキ？ mla m部4分の山形突起
513 IIH9a Ⅳ」 深鉢 胴 櫛尚状沈線文（流水形） ケズリ？ Ⅳ2

別9 nH9a W.l 深鉢 口～胴 RL ナデ Ⅳ3 裳母混入
5鋤 nH9a ⅣI 深鉢 IwI" 揃位平行沈組、刻廿 LR ミガキ？ Ⅱ3 m師2分の山形突起
551 II II9a n，上 深鉢 胴 櫛拘状沈級文 ナデ Ⅳ2
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播号 出土地劇 墹位 器弧 部位 文様ほか 地文 内面 分蹴 備考

552 ⅡH9a Ⅳ上 深鉢 ｢1縁 1.R ナデ Ⅳ3

蕊1 IIH9a 冊上 深鉢 n鰍 挫行沈總、弓又状彫ﾉさ、桷位･14行沈線 I・R ミガキ mla mm3分のm形突起．外圃に蝋

551 UH9a Ⅱ､上 深鉢 1 I～川 判状縄文 L§.R 邸鬮 ’ ﾂ÷デ Ⅳ3 雲母枇入

555 ⅡH9a Ⅳ上 深鉢 1 1～胴 LR ガキ Ⅳ3 外而に煤

5弱 ⅡH9a Ⅳ上 深鉢 u" 沈線Ⅸ間による曲線文橡、刻月 ガキ mlb 口緑波状

557 IIH9a Ⅳ上 深鉢 口緑 棚位､14行沈總、刺突（下から） ガキ Ⅱ1 ｢I緑波状

識 IIH9a 府上 深鉢 ｢1～胴 LR ガキ Ⅳ3

5釣 UI19a Ⅳ上 深鉢 U似突起 桐位沈細、魚肌状二叉文 LR ミガキ？ m1a 、認3分の山形突起、外面にⅢ

説X） nH9a Ⅳ I： 深鉢 ｢1線 LR ﾅ･デ Ⅳ3

弱1 nH9a Ⅳ上 深鉢 IﾕI～胴 横位沈線 ナデ？ 、1 u総波状

弱2 ⅡH9a Ⅳ上 深鉢 ロ縁突起 仙位it観､m認に十字状の剣みを持つ突邑、ミガキ LR ミガキ Ⅱ3

知 ⅡH9a K上 深鉢 弧？ 柚位･I |『沈練？有ｲLを持つ貼溜、刻1i ミガキ？ Ⅱ3

別洲 ⅡH9a Ⅳk 潔鉢 、緑
Inltl!

m邸に

i蝿､ it側Ⅸ関による由臓文犠､剣II、

喪と1-＊状の刻みを(』つ突起
LR ナ･声 113

弱5 IIH9a Ⅳ上 深鉢 1_1～胴 LR ナゾ〃 Ⅳ3

燕 nH9a Ⅳ上 深鉢 口縁 ﾅ･デ Ⅳ3

弱7 ⅡH9a 肘上 深鉢 口～明 RL ミガキ Wl

銅 nH9a Ⅳ上 派鉢 口～胴 LR ナデ Ⅳ3

弱9 nII9a Ⅳ上 深鉢 口緑 揃位沈純、ミガキ LR ミガキ Ⅲ1 ｢】緑波状
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俳号 川上地点 516 蹄仙 郁位 文械ほか 地文 内｢、 分剛 伽サ
5” ⅡH9a Ⅳ」 潔鉢 砿 割ﾊtⅢ､雌，什峨､入趣､肌船ｩi刑､郡 RL ミガキ？ Ⅱ3 杣修孔、内面に煤？
571 ⅡH9a ⅣI 深鉢 n～胴 横位沈錬 LR ナデ Ⅳ3 低い111形突起
5認 Ⅱ間9a 耐」 深鉢 u緑？ 沈線による曲線文様、三叉文 LR ナデ？ mlb 石英粒
5詞 nH9a ⅣI 深鉢 n緑 瘤状'1,突起 i，R ナデ Ⅱ2

57‘1 pH9a ⅣI 深鉢 ｢I～閥 楠 k沈線、沈線による曲綿文橡 ナデ？ mlb

575 nH981 ⅣI 深鉢 胴 、i112分の貼州 LR ナデ Ⅳ2

576 ⅡH9a Ⅳ」 深鉢 1 1縁突起 柚 と沈線 膳耗 113 耐部3分の111形突起
577 ⅡH9a IV1 不明 Ij組突起 孔 内・外面に円文、鋤力iに刻み ミガキ Ⅳ3

578 ⅡH8a Ⅳ」 深鉢 LI～鯛 羽 此縄文 RL･LR ナデ Ⅳ3 折り返し、緑
Ｐ
物 nH9a ⅣI 深鉢 ｢1緑 欄 k平行沈腺 ナデ Ⅳ3

銘(） II II9a ⅣI 深鉢 Ⅲ 人 1文、N
－
１
一好t側、沈側4I吋による|m縄文樋 I‘R ナデ Ⅳ3 筑舩及び砂粒拠入

錦I IIH9b Ⅲ 鉢 、緑 柵 k沈腺 沈線によるI細乳文撒 LR？ ミガキ mlb

鯉 UH9c Ⅳ上 洩鉢 ｢I～胴 口 茅部'二 ：線 磨耗 、‘I

覗 ⅡH9b Ⅳ」 洩鉢？ 明 横 上沈繍 ミガキ LR ナデ R，

錦1 ⅡH9b Ⅳ」 深鉢 l｣綿 沈 RK向 :よる併徹文搬 LR ナデ？ mlb

錦5 IIH9b ⅣI 郷*(flll) II－庇 横 k沈線 朴仙三叉文、 ミガキ ミガキ HI lb



霧壼
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戯ル
・zy

I

進 ℃一阜一

59{）

58H 589
’

587

雛土鱸蒋奉角嘘餐ダ

591

59ヨ 59.1

”2

Xi595

’
謹塗

60(〉
597

｛
Hリ

1 : 3 10cm０
１

器仙 部位

注uロー選皇鯵

注口 胴

注、 胴

湘I 朋

職 頚

壷？ 口像突起

篭？ 、縁

覗 弧～胴

鉢 l｣緑

俳 口凱

鉢 底

@* I_J～胴

体(台付）胴～底

鉢(台付） 口～底

鉢 胴～底

Ⅱ小下
勝八’

湖
一
ｍ
ｍ
｜
岬
一
叫
一
咄
一
叱
一
蝿
Ⅳ
岬
一
皿
幽
一
睡
鴫
一
咄
一
岬

傭啄文棚ばか 地文

横位沈経、菱形入靴文、ミガキ

注nF部に2つの揃、ミガキ

ミガキ

澗巻文、ミガキ l.R･)

ミガキ

内ｲLをもつ貼瘤

LR

ミガキ

IN位沈線、沈線K側にょも曲線文IM LR

柵位沈練．鍵形文、言父文．ミガキ

LR

棚位平行沈腺、三叉文 LR

枇位沈線 LR

州
一
搾
一
諦
拝
一
杼
一
》
一
“
一
癖
拙
一
》
一
》
李
一
》
｜
岬
拝
》

出土地醐

MH9b

UH9b

DH9b

DH9b

nH9b

nH9b

nH9b

nH9b

II II9b

nH9b

nH9b

WH9b

nH9b

UH9b

IIH9i》

醜
一
昨
一
昨
一
睡
唯
一
雌
一
睡
一
睡
畦
眺
吐
一
唯
一
唯
一
吐
吐
一
畦

洲
一
蹴
”
一
認
一
鋤
釧
一
鋤
”
｜
細
一
釧
錨
謝
一
鋤
繩
郷
即

’

m部3分のl1l形突起

1 1橡波状

内，外血に煙？

1 1縁波状

外1mに輪硝拙

R1．

第77図縄文時代の土器⑲
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→確昆
句

碑
い

602 {i〔):1
60‘1

605

可

（

608606
6()7 軍､今

鋲
鮨
謹

癬
駕
小

子中

612
6()9

61{）

ゴ

611

613

61‘1

､

マ 618 619

0 1 ：3 10cm
！

拙
一
伽
一
噸
細
細
姉
一
噸
一
”
噸
”
伽
皿
一
塑
噸
幽
畑
恥
一
噸
砿
雨

州上地点 層位

UH9b Ⅳ上

DH9b lVk

HII9b Wl:

nII9b IvI:

MH9b W｣二

UH9b Ⅳ上

UH9b lVla

IIH9b Ⅳ上

HH9b lVk

HH91) IVIt

IIH9b Ⅳ上

IIH9b Ⅳ上

UII9b Ⅳ上

IIH9b Ⅳ上

nH9b lV上

UH9b Ⅳ上

UH91) Wia

WH9b Ⅳ上

UH9b Ⅳ上

緬
鉢
一
壷
岬
一
癖
一
躍
識
癖
耕
一
辮
一
耕
一
識
輝
燕
”
｜
幽
料
｜
認
識
蒜

耽
底
胴

間
卿

文様ほカ

ミガキ

1WMi2分の貼揃

地文 極
痔
一
轟
鋸
拝
一
岬
部
一
轆
一
繊
一
》
｜
》
｜
幸
一
程
搾
一
癖
一
岬
》
寿
一
》
｜
》

分釧

Ⅳ3

Ⅳ2

Ⅳ3

1V

Ill l a

Ⅳ3

ml b

mlb

Ⅳ3

Ⅲ】；l

mla

Ⅳ2

Ⅳ2

113

1I 3

Ⅱ3？

Ⅳ2

Ⅳ

mla

偏考

LI<

LR

LR

胴
一
獅
一
醗
一
峰
一
眼
一
岬
一
岬
一
蹄
一
瞬
鴫
一
珊
一
州
一
噸
一
園
一
帳
幟

柵位沈綿、ミガキ

横位沈級、入組文、三叉文

沈観区衡による曲雑文橡、剣(j

沈猟区画i よる曲線文橡 LR

横位沈線，入組文、期日 1．R

並行沈線、三叉文横位沈線 LR

並行沈線、横位平行沈級 I"R

I"R

LR

柵位.14!行沈線、剣R LR

側蹴胤､洲岬1耽塊(人組文?).洲NN臓文LRRI

横位平行沈線、刻目

櫛歯状沈綴文

甑線文、横位沈線、ミガキ LR

並行沈線、叉文、横位沈線，ミガキ

u轍波秋

口緑波状

願部3分の11｣形突起

､醗鶉圧如胤､M1形建.繩；

砺部3分の111i形突起

頂部3分の山形突起

砂粒（多）

u緑波状

、部3分の111形突起

第78図縄文時代の土器⑳
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『
三一も＝

刀‘”
23

626

ク－－

一

」

､蝿

630

10cm

‐
３
－

●
①
４
■
Ⅱ

１
一

０
１ 631

備拶緬
一
》
岬
一
癖
》
一
》
一
》
’
一
一
》
｜
蛎
一
》
癖
一
輔
一
》

分筑

n3

Ⅳ3‘ノ

Ⅳ3

Ⅳ3

W3

Ⅳ3

Ⅲl il

ml b

Ⅳ3

ml b

mlb

Ⅳ3

mlb

ml l)

文械ほか 地文

側評行沈綴､入細文､刻目、盲孔をもつ貼窟
RI〃

拙他沈線 LR
i〃R

鶚検 部位

深件 胴

椰鉢頚～胴

糀鉢u～胴

漁鉢 口緑

騨哨付？ 底

、縁突起

深鉢 胴

洩外？ 脚

洩鉢口～絹

浅井口～胴

洩鉢 、～胴

深鉢胴～底

跡(台#） 口～底

#(f耐口～族

揺
一
卿
一
鋤
鯉
噸
一
脚
一
啄
跡
一
卿
一
噸
一
脚
一
脚
一
卿
一
鯉
応

出土地点

WH9b

IIH9b

nH9b
－

ⅡH9b

nH9b

nH9b

UH9b

II II9c

pH9c

nH9c

UH9c

nH9c

nH9f

nn9岨

甑
一
睡
吐
昨
一
昨
一
睡
一
吐
吐
一
睡
一
吐
唯
唯
一
唯
一
唯
一
昨

、部に十字状の刻み

仙位沈線、入射1文

円文

撤位平行沈線．ミガキ

沈線による曲線又似、ミガキ

仙位沈級、魚肌状三叉文

LR

151と同一Ⅲ1体？

LR

LR？

】ずR

LR

LR｣ノ

1．R

旧位平行肱線､魚肌枇宇父文､三叉文、ミガキ

横位､問f沈線、三父文．横位沈線 内面I主戦、砂枕多

第79図縄文時代の土器⑳
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一‐

八

〆

635

L
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● 由

一
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イ

や

０

Ｖ

6％6637

ヘ児も

蜜､錘 6‘10639

6，12

戒〆筆勢:J! "
蝋哩珊翻加脈

巽一過ぎ

日生 淳二釦一℃

孑蝿j,;WII:;

紗-吋巍濡や瓠‘

篝獅”】Z
6‘15

(j･川
6‘側

■

ｐ

１

ｆ

Ｅ

９

Ｂ

０

４

。

■

も

り

■

■

■

も

~

『
617 6拍

649
一

650

一

1”
、

０
１

i : 3

一十一

IOcm

-I

器強 郁位

注ロ 注L」

飯 口剛

噸 「1刷

" 1 1"

鉢 口胴

鉢 u掘

鉢 n縁

鉢‘ノ LIM

深鉢？ 、侭突起

深鉢 11#f

深鉢 1M

深鉢 胴

深鉢 胴

深鉢 1 1O&

深鉢 11"

深鉢 【1～胴

深鉢 口腸

潔鉢 同娠

融
一
剛
砿
一
繩
”
齢
”
｜
州
剛
雌
蛎
一
鼬
繩
一
郎
一
即
蝿
”
卸
一
卿

出士地点

nII9c

nII9c

IIH949

DII9c

UII9c

ⅡII9c

IIH9c

II II9c

nII9c

nH9c

HII9c

II II9c

UH9r

IIH9r

nII9c

IH9c

U119c

nI19r

馳
吐
恥
唯
一
吐
昨
吐
一
岻
一
叶
吐
些
眺
Ｍ
Ｍ
Ｍ
一
脈
畦
症
叶

文様ほか

注【I下郎'二2つの樹、 ミガキ

口禄蝿陥1-桁松縄文、ミガキ

地文 内閲 銅
一
順
Ⅳ
岬
一
皿
Ⅳ
｜
岫
一
岬
一
岬
皿
晦
一
順
一
岬
一
睡
暇
一
皿
岬
一
胸
一
岬

備考

【､R

LR

LR

LR

I』R

》
一
拝
一
錯
一
《
｜
》
｜
癖
恥
一
》
｜
》
｜
榊
一
》
一
癖
一
粋
一
拝
一
癖
一
耗
《

俄位沈線、知沈線、貼側、ミガキ

横位沈織

沈線【Z両による曲線文械

口縁波松、雲母能入

口緑波牧

投位平行沈細．縦長の貼撤 1.(驚節）

横位沈概､劇@文巽超砺馴噸突. ミカキ| LR

横位平行沈線、刻目、ミガキ

横位平行沈線、瘤状'1，突起

横位沈線、刻F1、貼州

櫛歯松沈線文（沈水形

羽択縄文 RL･LR

漁状小突起 I,R

I],雑波状

LR
－

LR

補修孔．外面に蝋？

u維俄状渦巻文、弧線文

第80図縄文時代の土器⑳
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f幅2
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9･吟
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654
657

6ヨ§

〆勺P壹雷『

-.,-一一食;y－ ． ﾛ

謡
尊
卑
、
ぐ

…

０
１

1 ：3 O 1 f 4 10c、
I

謡
一
睡
鍛
睡
一
顧
姉
”
一
噸
翻
函
砲
”
”

出上地点

IIH9c

nII9c

UH9c,9d

nH9d

nH9d

nII9d

III19d

nH9d

nH9d

ⅡH9d

UH9d

mGOi

諏
耐
唯
一
此
唯
一
叶
此
一
味
唯
一
唯
一
此
雌
吐

諏
岬
一
噸
一
噸
睡
一
函
一
昨
底
一
岬
一
峰
一
胴
一
醍
一
岬

認
癖
識
一
諏
鍛
一
識
一
我
一
榊
一
辨
一
識
一
詩
一
癖
一
跡

文様ほか 地文

LR

LR

師
一
縦
轆
》
》
｜
》
》
｜
》
》
弄
一
拝
挿
》

偏孝

補作孔

I I,縁波松

u縁波状、内・外Imに煤

分馴

W3

mlb

mla

Ⅳ3

Ⅳ3

82

m'3

mlb

ロ3

，．2

脚3

mib

横位沈線、渦を文．弧線文

債膳卿一叉虻.纐K郵二よる匿煉郡、ミガキ

横位沈線、ミガキ

砂粒夢LR

!,R横他平行沌線、抵線文、ミガキ

ミガキ

横位平行沈線、弧線付円又、ミガキ

憤位､F行捻報．入靴文、刻目

櫛歯状沈純文

uWl原体圧痕

徽位沈線、入紺文

LR 、嫌波状

低い山形突起．砂粒多

LR

RI．

第81図縄文時代の土器⑳
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一一

、

､「／、-ﾉｰｰｰｰ

Iノ 668

ー4

』

刑

、

、

）⑥
／

1－－65 ／

、

■

〃

零認も覺誌､z宙
■

熟輔

I i7(〉

0 1 t4 10cm0 1：3 10cm

※’’

部位 文徹ほか 地文

ロー闇 I"R

口縁 枇位平行沈級、ミガキ LR

胴～底 ミガキ

胴 磨耗

庇

i~I縁突起魚lUl状三叉文、頂郁にIⅡ|を持つ突起 孵粍

l｣～服 LR

開～脹

胴 注1.1下部に瘤

肩 桁位平行沈級、矢羽根状文 LR

叩
桴
一
銅
一
帝
一
癖
痔
郷
一
岬
辮
一
瞬
一
痔

附考f3

664

“5

6“

667

668

“9

67(）

671

672

673

IⅡ上地J!J

1IG1 j

IIIGl j

mG2 i

mG2 1

mG2 j

IIG2 j

IIIG5 i
－

mG5j

mG5j

IIG8j

馳
一
雌
一
咄
嘩
Ｖ
一
皿
一
昨
唯
一
皿
一
吐
咄

緬
一
紳
一
料
一
鉢
織
一
鋪
一
獅
紳
一
浬
迦
壷

細
い
一
Ⅳ
｜
咄
一
Ｉ
鵬
恥
一
脈
皿
一
唖
一
脈

口緑波状

繊維混入（多）

砂粒（多〉

砂粒（多）

砂粒（多）

柚位・縦位'I[行沈線多亜沈線による
llll級文様、刺突（ドから）

砂粒（多）I縄粍Ⅳ’ 深紳 、～胴 R】“ Ⅱ167rI ⅢIIOd

第82図縄文時代の土器⑳
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嬢蟻鑑識
75

i76迩鼬

一一一

678

《
今
一
・

一
一
一

夕
へ

682

685

87

688

686
89

『 －ノ

／
？
〕

690

０
１

３
－

口
Ｇ
▲
日
日
Ⅱ

Ｉ
’

10

ゴ
691

謡
一
砿
硴

出土地点

IUHO i

IIIⅡ1組

層倣

5d

W｜‘

部位’ 文嫌ほか 地文

'｣~胴| LR
L｣縁 梢位it側､i糊区画による自胤文梢､剛|1 , ﾐガｷRLRIWM

器側

鉢

深鉢

輌
一
挿
一
》

分類

m1

Ⅲ1b

憎考

1 1稗に刻み

i 1組波状

柵位沈線、入組文、横位平行沈線、柚
災姐沈純、撤位沈級、入組文

677 ⅢH1b Ⅳ上 澱俳 F’
五 1．1（ トデ Ⅱ3

姉
一
蠅
一
卿
一
脚
一
噸
噸
鰹
一
職
剛
一
”

mHlb

m11 lb

I11 l b

mII l u

mH2c

mH2h

mH3c

mII311

IMII3h

mII31h

吐
吐
吐
吐
唯
一
鋤
一
睡
諏
噸
楠

細
一
癖
”
｜
蝋
一
”
鋤
一
鉢
一
鍬
職
一
岬

画
一
畷
一
底
一
睡
一
醜
一
癖
睡
胴
胴
一
醜

慣位平行沈線、魚眼状三丈文、横位沈線 ミガキ

横位沈線、横位平行沈線 LR ミカキ

ミガキ？

i l繰端刑にﾘW状縄文、州状小突起 1．R ミガキナデ

|関位沈線、刻円 ナデ

慣位平行沈線 RL？ ミガキ？

ミガキ ミガキ

LR ナデ

LR ミガキ？

仙位平行沈線．刺突 ミガキ？

mlb@> u,縁波状

Ⅱ3 耐陥2分の【II:形突起

W

n2

113 凡い山形突起

M1

Ⅳ3

Ⅲ4

Ⅳ3

Il l n線波状

樹糸X6

錘*
6鯛 IHH抑’1 1 ，5 獺糾

■酉ﾛ

＋宜 ナデ Ⅲ！1 ’ノ

689ImH4b

6"I MH｣1 h

Ⅳ
岬

識
一
鉢

口縁｜横位平行沈綾､刻目
底 示隙

Ⅳ3 1
Ⅳ ｜砂鯨（多）

ln陥術瀬押腿祇の倣い111"

拠起（2分)、外而に蝋？
69】 ''’11 ，1 Ⅳ上 "fl u縄 仙位iド行沈級 RI j･デ Ⅳ3

692 111 11 $I c Wiz l 潔鉢 口縁l仙位沈級、入組文？、刻|’ ﾐガキ Ⅱ3 低し111形突起

第83図縄文時代の土器⑮
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ウ

職騨ツ
691

695
■

。 696

〃
H

697

一
一
一

f蒜
9~aF

胃I侭
い
ぶ
Ｍ
Ｍ
脚
祁

簿
一
一 感澪表

吾

6． 7(階
ｰ

701

灘
一
一

一吟
蓉

一

画

一

鐘
705

誕緯‘ 706

０
１

1：3

引一

10cm

升1 71(）
709

饗瞳 部位

竜？ 厨～駁

深鉢口～胴

壷 胴

深鉢 胴

深鉢 胴

減鉢 胴

旙鉢 胴

深鉢 開

洩鉢？ 口縁

洩休 1 1～庶

硫 呵

鉢 1 1 R

鉢 ロー胴

深鉾 、縁

深鉢 、緑

深井n-IM

深鉢 口緑

壷 口開

師
一
秤
一
》
一
癖
一
嬬
津
一
》

備考

腹郁I邑木蕊痕

出土地胤

mH5f

mII6h

llIH7a

ⅢII7e

Ⅲ}{7⑥

mII7c

ⅢⅡ7e

mll7f

IIH7i

lll l l7 i

III I I7i

mll7 i

mII7i

HⅡI7 i

III II7 i

III II7 i

IIIH8a

mH8刑

地
一
昨
一
Ⅲ
畦
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
麺
一
邪
一
訓
一
珈
郵
諏
訓
一
弘
昨
吐

文槻ほか 岫典 郷
一
ｍ
岬
一
岬
一
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
叩
一
川
一
川
一
叫
叫
、
｜
川
一
州
一
岬
睡

職
一
蝿
卿
蛎
砺
”

惟位平行洗報．帖上軸 LR

m位平蹴緑､三叉文､枇籾に“文抑､ミガキ

羽状縄文 l.R

RL？

ｲ噂撚糸文

炎隈縄文.》 胸lt

災裏縄文 !･R

枇仙､ド行沈線、 ’二宇文

捌呼行沈槻､粘土位、ミガキ､門耐猟位itm

愉位平行沈線( l ?:文）

LR

慣位･ド行沈線 LR

並行沈線、多重沈線文、刺突

並行沈線（多重） 聯粍

LR

沈線l<風による各棚文槻 l.R

ミガキ LR？

I】状捌文 繊維混入

臘維混入（多）

恥
一
卿
加
池
一
池
一
祁
一
刈
一
鵡
祇
一
祓
一
畑
一
畑
一
加

磯維混入

俄維混入

李
幸
一
拝
一
癖
》
》
織
一
》
｜
錨
一
汗

1 l鰍小波状

口縁波状

LI緑波状

lNM職状‘ｳ価Wド綱:惜燗、

rI緑波状

第84図縄文時代の土器⑳

126



一一雪』

）

C〕 ヘ
ど

、

一

// 7111－

｜’

ー÷一

へ

/／や

‐
717

ノ9

ノノ

~

Kと
､吟溌？姑.・

感倉宮,， ｡,肥 －－」

咄

‘､勢蟹 718

10cm

4

72(｝ ０
１

1；3

謡
、
型
祁
型
飛
祁
一
型
沁
雨
商

出土地点

HIISb

IIII8b

lll ll8r
－

IHII8c

IMII8c

mHSc

mII8f

mH8c

IIIH8r
－

Ill IIR｛、

融
Ⅳ
唯
一
Ⅳ
唯
一
吐
吐
一
睡
一
昨
一
昨
吐

蔀
一
鉢
一
鉢
鉢
岬
一
轆
一
鉢
錘
壷
淋
榊

帷
一
癖
一
恥
一
州
恥
淋
一
癖
一
噸
一
噸
一
服
一
蝿

文根ほか 地文

LR

緬
一
》
｜
需
叶
一
癖
｜
轟
一
》
》
｜
痔
辨
一
岬

分劫

〃3

Ⅳ3

II I

II2

Ⅳ3

11 1

11 1

Ⅱl

Ⅱ1

，1

傭穆

服部l畠綱代棋、砂枕（多）

服部に網代猟

債位平行沈線〈多重)、ミガキ

横位･\行沈練

1.R 底部に木葉痕

砂枕（多）

服部に網代捌

口縁波状雌付沈線、多11t沈級文、刺突

第85図縄文時代の土器⑰
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、 とノ

噺
"”

掌

澱

雪雲
→
″
″
Ｉ
咽

ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
〃
０
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０／

722

零證
725

7

X/

〃繍
錨剛

第86図縄文時代の土器⑳
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毎号 出土地点 間位 器弛 部位 文椴ほか 地文 内而 分頒 備考

721 ⅢH8c Ⅳ.I 深鉢 1.1～胴 桐位怖沈慨(多爪)、沈似区画による力形文IM RL ミガキ Ⅱ

722 ⅢH8c ⅣゞI 深鉢 lこ'～胴 M{fit慨､雌it似､“噸､鯛による""Knl RL ミガキ Ⅱ '二I緑波状(611t位？）

7認 mH8c Ⅳ1 深鉢 、～胴 雛判耽胤(郷)､郷沈蝕(ｸﾗﾝｸ丈}､帷 RL ミガキ Ⅱ 『1緑波状

721 mH8c Ⅳ」 深鉢 底 磨耗 Ⅱ 底部に綱代拠

725 mII8c W.l 壷 口～胴 ナデ Ⅱ 砂粒（多）

7泌 mH8c W.l 遡 刷 仙位平行沈級（多凧） RL ミガキ Ⅱ

727 ⅢII8c Ⅳ上～'l1 深鉢 胴 仙位'14行沈細、多亜沈線文 隅純 胴純 Ⅱ 砂粒（多）

728 mll8c Ⅳ上～1I1 深鉢 口～胴 調鎚恥恥姻､姉加､雌誠､喉(御6） RL ミガキ？ Ⅱ :1↓鞭状(4jMit)､砂粒(多）



符号 111 1:1&点 層位 腓柵 部位 文様ほか 地文I内面1分知 側考

l l,縁波状(641位)、庇郁
に網代猟？砂粒（影）

729 Ⅲ118〔 漁鉢Ⅳ下 、～N 1 LR ミガキ '’ 1

獅
一
獅
煙
一
獅
一
測
一
郡

mH8c

mH8c

mH8c

IMII8c

IIIH8c

IIIH8c

岬
一
脚
一
碑
一
岬
一
幅
一
卿

錘
壷
睡
岬
一
辨
岬

遜
肩
銅
縁
緑

口
ロ
ロ
ロ

RL

椣位･ド行沈縫（多重）

柵位w脚ﾃ沈線〈多重)．多重沈繍文(クランク文）

ﾆﾊ輿鰹､同心円松沈靴､棚蹴帆､刺突(下から）

並行沈線椴位沈線 砺純

知
ｙ
◆
、
ｒ
■
⑨
ク
ゥ

キ
デ
キ
キ
？
粍

ガ
ナ
ガ
ガ
デ
噛

弓
、
苫
『
剣
や
、
○
吋
』

皿
皿
一
ｍ
一
ｍ
ｍ
一
ｍ

庇部に木業痕､砂粒（多）

砂粒（多）

内･外面に繩蝉?砂位〈制

､縁波状

、緑波状

庇部に木葉挽？砂粒（多）

第87図縄文時代の土器⑳
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/~．
、

〃

6

741

7‘1,1

Ⅲｃ
ｎ
Ｕ
ｌ
Ｊ

１３号
●
△

１ｎ
Ｕ
ｌ
ｉ

備考

服部に水紫痕，砂粒（多）

服部に網代猟？砂粒（多）

地文 ｜内而 分勲

II I

II l

Ⅱ！

細
鵬
一
恥
一
畔

文様ほか塒位

1VIt

lVII1

IVII1

繩
一
繩
一
料
一
癖

誘砂

736

737

738 幽皇鶚 口緑波状．砂鯨（多）三角拠起、111心円状沈線、刺突

三角饗起,判心円状沈緑､欄位.別『沈隷多
重j・多重沈線文クランク文他)、唇髭

nf識状4蝋侭、砂性多I‘R ミガキ 、1深鉢 u～班mIIScE Ⅳ12禰9

ミガキ？ II l l砂粒（多）W10 1 MH8c他 IVI1! 浅鉢 1 1～庇 ミガ4

訓兜起､しり‘制【1状沈線､鋤沈胤､多愈沈線文
（クラ""k)､糾兜､沈蝋による〃形文棚

｢1緑波状（6肌位？）RI，？ ミガキ |｜ ’ⅣL－i1！ 深紳 l-j7‘11 IIlII8d

口縁陵釈、外面に弗色喰彩銅
一
一
｜
毒
一
瞬

、
Ⅳ
一
い
Ⅳ

1I縁 反転沈線文

r】－底

、～胴横位平行沈線<t字文)、横位沈線、ミガキ

u底 ミガキ

LR

LR

唯
一
６
’
６
｜
師

認
一
鉢
一
壷
榊

IIIII8I

nH8i

mH8 i

ⅢHSi

祁
一
祁
一
州
一
州 砂粒（杉）

内・外Ⅲj及び脚祁に柵位沈線、口辱部
に沈織、内面底部↓二円文、 ミガキ

赤色釦'lli,lWミガキ Ⅲ‘11．R灘(6{l u-幽瓢ⅢIIHi 5．7.16

第88図縄文時代の土器⑳
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亘
｝必治

～三

751｝

２

一

・
恥 1

漣752

54

綜鰯

瞳瀞ガ”
753

ｰ~＝づ

■~

DJ

0 1 ：3 10c和
ざ

756

際
出土地点 層位

pH81 ,8h 5d

【[III8 i 5d

IIIH8 i 5d

IIIH8 i 5d

m118 1 6，5d

mH9b Ⅳに

mH9c n

UH8b Ⅳ上

IMII9r Ⅳ上

IIIH9c ly上

IMI19c Wt

蹴
鞠
一
岬
繩
一
緋
耐
翻
職
一
報
一
湘
一
淋
剛

雌
一
瞬
胴
一
岬
一
蜘
一
砕
一
識
一
頚
確
胴
一
庇
一
叩

虻撒隠か 地文

LR

LR

LR

LR

師
》
》
｜
程
孵
一
拝
一
拝
一
拝
押
拝
一
州
一
》

分訓

Ⅳ3

Ⅲ4

Ⅲ‘1

m'l

IV

ul

Ⅱl

Hl

lll

II

n1

傭サ
ー

郡
祁
一
獅
獅
煙
祠
一
掴
一
薇
減
一
耐

佃位平行沈線

u緑小波状
-

1 1緑小波状

ミガ劇

服部に木葉掘，砂粒鯵

慣位'ド行沈線

|剛&平行沈線

|伽位,|崎『沈線

(多重)、多重沈線文

(多重〉

(多爪)、多欣沈線文

l●R

RL

I』11

底部に網代痕

－

1堀郁l･網代旗

椣位，門r沈級〈多皿)．争煎沈細文 1．1<

第89図縄文時代の土器⑳
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ア 〃〃
…40㎡

今

ｅ
ｅ
Ｕ

群

ｂ

●
①
●
▲
ｑ
Ｏ
昏

も

６
４
■
①

《
凸
Ｆ
凸
■
●

十
ｂ
ｆ
０
０
十

恥
Ｆ
ろ
。
。

児

・
鶴
斗
．
・
、
側
弐
・

。●

■
巳
ｑ
●

●
■

ず
、
；
八
脚
ご
←
吟

．
、
。
Ｕ
‐
ｈ
九
穂
か

間

域

‐
、
《
．
，
“
承
》
←

《
戎
ば
趣

》

ｂ
◇
●
中
》

寸
○
ｂ

Ｆ
９
９
Ｄ
や
心
‐
８
噂
｛
。
』
略
帆
恥
《
一

。
＄
も

令
“
召
・

、
。
冠
ハ

、
・
・
・
（
ず
識
斗
寒
一
．

，
ｆ
ｂ
ｑ
●

鰄
鯉
雛
蕊

竜
Ｌ

織
灘

》
撫
鯵
鮴
〆
紗
←

『
》
露
妙

‐
■
℃
今

Ｊ
ｅ
ｑ
り

ゆ
ｑ
‐

。
←
洞
『
の
一
列
畦
鴎
ゥ
‘
》
・
口

″
蝿
も
Ｌ
・
寸
止

ノ
イ
、

761

760

鐙〃

〃 、
763

一
■ ﾏ

らQ

鋒.？
、-4

I熟
767

議が 型
雲
》
帥
創

一
鏑

毎
ら

一
《
Ｐ
●
Ｐ
●》

ウー

々
百

一

’
一塞

心

再
屯

少
770

771 I

769

〃 遥

768

10m

・寺 一

77:1

772
1：30

第卯図縄文時代の土器⑫
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硲号 出土地点 層位 器杣 郁位 文棚ほか 地文 内m 分餓 備考

7銘 mH9c Ⅳ 深鉢 口～胴 頚部に脱体圧換、ミガキ LR ナデ？ 、4

759 mII9d Ⅳ上 深鉢 胴 条線 暦耗 ナデ Ⅱ1

7“ ⅢH9d Ⅳ ド 深鉢 口緑 検位､14行沈線（多照)、刺突( ドから） RL？ 胴粍 ⅡI LI組波状、砂粒（多）

761 mII9d Ⅳk 深鉢 n緑 沈繍区画による文柵 RL ･デ？ Ⅱ1

7鯉 mH9c Ⅳ中 壷 瓢 梱位鯉沈線 RL ナデ Ⅲ4

畑 mH9e Ⅳ？ 壷？ 府 損位平行沈線（多爪)、多爪沈線文、刺突 ナデ？ Ⅱ

7“ mH9i 5d 洩鉢？ 胴～底 ミガキ ナデ？ Ⅳ3？

7餡 mH9j Ⅳ中 壷 屑 RL ナデ m4 砂粒（多）

7“ WII l i 5． 報 胴 棚位沈線 LR 府粍 、4

767 ⅣHl i 5． 深鉢 u～胴 RL ナデ？ Ⅳ3 砂粒（多）

油 ⅣHl i 5d上 猟 胴 枇位沈綿、ミガキ ﾅ･デ Ⅳ

澗泌 WIIl j 5． 洩鉢？ 口縁 枇位沈線、工字文、斜行沈線 ミガキ？ Ⅲ4

770 WHl j 5． 鉢？ 口縁？ 横位12行沈線、粘土粒 ナデ Ⅲ4

万1 WH2i 5a 深鉢？ 口縁 禍位･\行沈線、内面に椴位沈線 ミガキ Ⅲ4

772 WH2j 7a 鉢 脱～庇 杣位沈細 RL ナデ？ Ⅳ5 砂粒（多）

7河 WH2j 3c 深鉢 口緑 撫j沈線 RL 胴純 Ⅱ1 口縁波状
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､
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780

779
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782
783 784
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781

-133-

番号 Ⅲ土地童 層位 器釦 部位 文様ほか 地文 内面 分類 鯆考

7測 WH311 4 鉢？ 開～底 LR ミガキ Ⅳ3

775 ⅣⅢ3 5a 洩鉢 ロー胴 柵位平行沈線 ミガキ m4

776 ⅣH3 5a 洩鉢 口織 棚位jl垳沈線、内面に柵位沈線 Mf" m4

7万 WH3 5a 探鉢 閑 LR？ ミガキ？ Ⅳ5

7詔 WH3 5c 鉢？ 口縁 横位平行沈線 脚粍 Ⅲ4

万9 WH3 5a 鉢 口縁 横位平行沈線、工字文、粘土粒 ミガキ Ⅲ4

卿 WH4h A4 I*(台f#)？ 脚 欄位平行沈線 卿粍 Ⅲ4

781 WH4h A4 源鉢 胴 LR ミガキ Ⅳ5

認2 WH4h A4 鉢 胴 横位平行沈線 脚恥 m4 外、に災化物？

油 飼壷区北 不明 登？ 頚～胴 樹位平行沈慨、沈緯区画による曲繍文橡 LR ﾂ･デ Ⅱ1

湖 排土中 不明 鉢 ロー脳 鯛ｲｫﾆｪ狩剥･麺剥・錘I暫謡51画レス寺蝉 磨耗 ナデ？ Ⅳ
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第92図縄文時代の土製品①
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稀り 出土地点 層位 器秘 文槻ほか 備考

稲7 ⅢHob Ⅳ上 土偶
部位：胴～右脚、作l):II｣実、 II0帖線は降帯、 F服郁強詞、析IIt 1錨に商ま

l) 、1緬lこ入靴文他、刺突、LR、馴椛・左腕・孔I〃及びｲj脚先燭欠

左開削れ口にアスファルト乳

油と侭合

7期 mHob B'上 上偶 郁位：脆脚、作り: 111" 卯l山:ｱｽﾌ7ルト乳禰とl論



零
－

６

ｎ
Ｕ
○
”

１－
鵬

｛
噺
Ｗ
ｖ
－
７ 1

790

●789

c二コ ござ二＝二一一一一コ
794l 795

793
792

791

､

＠口○

､、ニク′

国0
1 7”

〆7J

己O､

一
一

798

797

'一一 ！

０
１

1 ：2

一十一

5m

一I

8()2

苗勝 出土地点

nH8b

【1 1I9b

IIH9b

19SK8

IIHOa

nH8a

MH9a

IH9b

II I19(1

IIG9 i

nH9a

IIHOa

IIH8a

nII8n

Ul･19a

llH9b

暦位

Ⅳ上

Ⅳ上

Ⅳ11

識
一
峠
釧
一
峠
一
綱
蹄
》
》
》
｜
岬
一
噸
一
一
噸
職
岬
一
噸
一
噸

文禄ほか

並行沈線、横位平行沈線、沈線による文橡．刺突

祁倫t脚？作り：忠爽

三叉文．沈綴による文梯、円窓、RI.、Ij1而ミガキ

郁位：剛、作り：中火

頑愚!22.09、周辺加工：打ち欠き

瞳量: 11.39，側辺加｣:；打ち欠き LR

灘量: 10,79、周辺加腫：打ち欠き、羽状縄文(LR･RL)

砿量: 10,1厘、問辺加I_ :打ち欠き、刈状抑文(LR､ RL)

砿風：8．8贋、刷辺hllエ；打ち欠き？

覗鼠:5,99，縄ほだ形

蔵量:22.2g・ほほ完形、円文、渦懇状文、三叉状彫去、n通孔

敢鼠？ 16．29． 師欠柵

砿量;5.29、破撹品約1/4残存、環状、端IMミガキ

飛侭：3．09，破棚品約1/5残存、現状、土抱き三叉文

収量↑7．2R破川ﾊﾑ約|1/6残存．環状．工字文？
唄賊：35．5座、lまぼ定形、環状

備考

土欝分甜Ⅱ群1顔稲
一
獅
湖
一
柳
一
狐
狸
一
癖
一
測
一
祇
一
獅
一
獅
一
獅
剛
珈
一
帥
一
”

上淵分訓Ⅲ群4訓

鵬肥他用‘〉唯
一
唯
一
唯
一
吐
叶
雌
唯
一
恥
一
吐
一
咄
一
吐
一
咄

聯純

赤仏閣W:ﾄ付誇

第93図縄文時代の土製品②
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○ 8()6ー

01

『エ'

。
807

808

805
31』I

8()9

81(】

ノ

少
ル可

）

に（ ノ
f／さl 凸

816
812 813811 815

！

0

0 1 : 2 5cm
0 818

819

備号

赤色顔料付軒

赤色馴料ｲ1･溶？

鰐艫昨噸､鮒I;)@ﾍ鋤ﾓﾁｰﾌ

手づくねり

文橡ほか

喰最:26.9R、ほほ尭形、二叉文他

垂量1 13.9座、砿1h品約1/5戎作、棚位沈縄、 LR

lk位平行沈線、各狸短沈線とI餅#手法による文撤、LR

部位↑口頚、小突起

郎位:m. LR

部位：底？

郁位：庇

部位：剛～庇

部位：胴、羽状縄文(LR・RL)、ミガキ、内miナデ？

部位：ロー駁、槙位沈緑、魚眼状三叉文、内面・雛ミガキ

部位↓底

郁位：庇．内外Ⅲjミガキ

部位t胴～鵬、内IM一郎ミガキ

部位:脚､椴位W『沈線､ﾐガｷ

部位：胴～底、横位平行沈練、沈線による文嫌、玉抱き弓叉文

部位；明、沈線による文嫌各彼、刺突

部位：脚？

NIIIf:M

馳
一
恥
一
雌
雌
一
Ｍ
一
吐
一
吐
眺
一
雌
一
岬
雌
一
咄
眺
一
吐
一
叶
一
唯
一
唯
一
此
“

繩
一
銅
一
州
一
韓
一
封
一
一
’
一
一
一
一
一
『
｜
《
｝
｜
｝
｜
紬
一
一
一
一
一
《
｜
封
一
融

締
一
噸
一
鋤
一
蛎
一
那
一
”
一
班
伽
一
那
一
皿
一
鯉
一
郎
一
剛
一
脈
一
脈
”
一
恥
”
｜
卿

出上地点

IIH9a

IIH9a

IIH9b

19SK9

IIHOa

UII9a

IIIG3 1

MH4 f

mH5h

nH8a

IIH83

IIH9a

UH9a

nH9b

nH9b

ⅡH9c

mHdl f

Ill I19i

Fづくね

内外面にタール状の付箇物

砂粒（多）

第94図縄文時代の土製品③
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〃鐘灘
1001 1002

l()()51004

1003

瀞
、こ＝＝電1007

、

(108

三
l()l〔）

09

1013

罫IF｜｜’ ロ

、 ■

〈意馬

IL

1 ｎ
Ｕ
Ｉ

1 ： 3 IOcm

12

外而鯛整

(ロ縁部／休部）

内川j閥聴

(口緑部／体舗）
帯牙 ＊|知 器極 出土地点 層位 1J径 暖径 器商 IIW考

、
唖
一
岬
一
皿
一
蝿
一
睡
”
一
岬
一
艸
皿
皿
一
嘩
一
恥
一
州

搾
一
蝿
一
榊
一
職
一
鍛
蝿
一
蝿
一
蝿
榊
一
蝿
一
睡
一
癖
錨
一
岬

坪
一
鉢
一
坪
一
坏
坏
一
坏
坏
一
坪
坏
一
坏
一
坏
坏
坏
鉢

19P369

19SDI

19SD12

19SI)12

19SE6

19SI2

19SI2

19SI2

19SI2

19SI2

19S12

19S1 2

19SI2

19SI2

理土

塊士

撫|ⅧI

ll!+:

埋上

貯避穴

蜘
一
印
源
一
”
一
岬
認
一
四
岬
”
一
哩
噸
一
瓢
一
Ｍ
両

<5.5） ロクロ、休部F嫡再屑整

ヨコナデ／ヘラケズリ

ヘラミガキ

ョコナデ／ハケメ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ロクロ

ロクロ

ヘラミガキヘラミガキ

内照

輪概み痕

内胤

内胤

内Iハ

内胤

内IM

内側

IMMI

内側、庇部丸味強

内槻

還尤不足

還元不足

内M.I

ｊ
ｊ

３
０
３
３
０
３
１
４

ｐ

中
●

ｑ
■
‐
●
■
寺

６
６
５
５
６
３
６
５

く
ｉ

ｊ
１
１

１

２
５
３
７
８
８
６
６
６

■
。

■
■

十
ｐ
ｐ
４
■

６
２
４
２
４
３
３
２
３

１
１
１
１

１
１
１
１
１

１
く
１

１

ロクロ、体i11FMI'ﾘﾄ棚枯

rアケ、

ロクロ､体認F端,服協肖詞竪

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ，庇郁Iﾘ隅轆

ﾛ”､＃部下端･巌剛W調整

”口､鯛澱･＆踊廊岡豊

ロクロ

ロクロ

ロクワ／ヘラケズリ・ヘサミガキ

岬
一
幟
一
鍛
癖
幟
一
幟

第95図土師器①
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、二一一

16

1017

－ 一公

10］8

1019

、

、
IOZ1102(）

一 一一ロー一
画 一一

、
翅
》
、

２
０

０
１

１
102？

0 1 ； 3
1

内面鯛鞍

、縁部／体郁）

外面謂整

(n緑部／体部
側拶旺径 器高1ll土地点 渦位 、径貯号 憧顛 瀞柵

｜
蠅
伽
一
岬
一
恥
一
岬
卿
一
噸
一
鯉
一
噸

還元不足？

内1ハ

仰被離

郷被然

還元不足

輪積み拠

輪稲み浪

内1mⅢい、帖硝み猟

岬
一
噸
一
螂
函
一
酎
一
剛
一
晒
一
岬
岬

豊
り

周
ズ

再

毘
ヶ

鼠
ラ

藩
リ
リ
リ
ヘ

下
ズ
ズ
ズ
／

ｇ

ケ
ケ
ケ
デ

体

“
ロ
ロ
ロ
ロ
ラ
ラ
ラ
ナ

扣
ク
ク
ク
ク
ヘ
ヘ
ヘ
コ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
／
／
／
ョ メケ

リ
ハ

キ
キ
キ
デ
デ
ズ
／

ガ
ガ
ガ
ナ
ナ
ケ
デ

ロ
ミ
ミ
ミ
ロ
ラ
ラ
ラ
ナ

ク
ラ
ラ
ラ
ク
ヘ
ヘ
ヘ
コ

ロ
ヘ
ヘ
ヘ
ロ
／
／
／
ョ

"･t癖
一
蝿
一
榊
岬
一
癖
一
搾
一
榊
一
岬
蝿

坏
一
坏
一
坏
坏
坏
髭
礎
兜
寡

19SX7

21SI 1

21SI I

21SI l

21SI I

2ISI 1

2IS1 1
－

21SI ]
－

2ISI 1

２
９
０

■
■
凸

６
５
６

聴
一
皿
一
州

(5.7）

(8.9）

(8.5）

<22.()）

第96図土師器②
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I()25
IOZ1

－

一
一

二二三一

I()26

028

11〕27

－

_一

一三
､

トー一一
I{)31

|()30

）

Y
1

，
hl

、1

1033

O
L一

1 2 3 、Ｏ
Ｉ

１

i()3Z

外側調轆

<u緑躯／休部）

内而隅粧

|1,維郁／休部）
冊け 欄Ⅷ 瀞棚 川上地内 増{け nif 庇榔 器弼 IW"

t節群 受
亮
兜
一
坏

△
４
－
Ｄ

似
鯉

１
１

21SI l カマド聞遡(20.3) (9.0)

21SI 1 カマド肘辺 (8.5)

21SI l カマド周辺(14.7) (6｡0)

21SK15 州･f (13.6) (&'1) ('1.7)

カマド囲遡 (9.0）

ｶﾏド周辺 (14.7) (6,0）

ヨコナデヘラケズリ ヨゴナデハケメ 飴紙み槙

上師器 ヨニIナデ／ヘラケズ ノ ヨコナデグノ､ケメ 佑砺み樅

上師器

上師器

1026 ヨコナデ／ヘラケズリ ヨコナデ／ハケ，〆

l()Z7 ロクロ、{螂下淵 底跡)罰＃ ヘラミガキ 内川

ロクロロクロ・ヘッ

ミガキ、底部仰消幹
土師瀞10期 坏 MIG7j IVl 13．4 5.4 3.3 ヘラミガキ 内外面内測

1029 t師器

1030 k師罷

1031 士師器

ll)32 t師器

limf聞蕗

上師器

坏
坏
一
蔓
尭
亮

ⅢIIOl 7． 12．9 5．1

5．0

(d1.9)

(10.9）

(6.9

ロクt］

１

５
１

■
●

６
が
㈹

<ヘラミガキ） 内'l.{

IIHO

mHO

mlIo

mHo I

6 １
１
１
１

３
５
４
２

寺
■
色
色

４
戸
③
９
９

１
１
１
１

く
く
Ｉ

ロクロ ロクロ 遠ﾌ6ｲ:足

ｄ
６
ｄ

５
５

ロクロ ロクロ

ヨコナ･ヂ／ヘラケズ 』 ヨコナデへラナデ

ョコナデハヶメ 幡憤み痕ヨコナデヘラケズ0J

第97図土師器③
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1

10:粥

16

三 －
’
’
’
一
一
一

1037

薑
-－

1039

I
1
1、

l(}:州

104(｝

、

1042

1041

l()‘13

i
'()45 9 1 t 3 10cm

Il(11 1

内面嗣並

(n縁部／休郁）

外面調整

(1 1緑剖;/休部）
偏琴K1f 器高出上地点 闇付 、征勝り 脚I類 瀞純

/ヘラケズ'}職制へツヶズリ

ロクロ.{螂下燭‘庇騒#肖腔

ロクロ

ロクロ

ヨコナデ／ヘラケズリ

計コナデ／ヘラケ･ズリ

ロクロ

ロクロ

ロクロ．体部下揚再閥整

ロクロ、体部下掲再爾粧

1丁ク面／ロクロ

／ヘラヶズリ

／ハケ･メ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ヨコナデ／へラナデ

ヨコナヂ／ハケメ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ロクロ

ロクロ

ロクロ／ロク17 .ヘラナデ

／ﾉ､ケメ

”
｜
耐
一
町
咽

鯏
一
卿
認
一
雲
”
｜
㈱
一
㈱
｜
函
一
岬
一
岫
函
一
州

兜
一
坪
一
坪
一
坪
－
亮
一
兜
一
癖
一
榊
一
坏
一
坏
一
蝿
一
発

釦
弛
罰
一
諏
一
鋤
一
鋤
馳
６
｜
鎚
一
”
６
馴

岬
一
蝿
一
搾
搾
一
躍
一
岬
蝿
一
幡
一
鍵
一
峠
辨
一
幟

llIIlOi

MHlg

MH3h

mH311

IIIH3 i

lllH3 i

mH4l i

mH5i

mH6 i

mH6i

mH6 i

III II6 i

州
岻
一
卿
一
脚
｜
岬
一
岬
岬
畑
一
岬
岬
一
岬
岬

15．0

<148）

(19.6）

(17.8）

(7．8）

(15.8

ｊＯ
４

ｐ
■

６
５

く

(18．0）

第98図土師器④
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1048

”
17

、

、三歳
ー

） －_三二
ノ

唾

I
I

i()51 1050
I()‘19

、

1054
～

一
一

－－－

－

り
』

一
切

53
－

’

|055

｜
ロ

■

一

｜
’

IO56

1
－

1057

l()58 0 1 t 3 10c和

外面調蓑

(｢I縁郎／体躯）

内面調整

(口緑部／体郁）
薪号 穐顎 器穐 出士地点 層位 口径 嵯従 器高 備考

上師器

t師勝

|鰯器

t師器

t師器

I:師器

1016

1017

坪
一
坪

■
８
０
■
▲
Ｕ
９

－
吋

［
Ｊ
ｒ
”
ｆ

Ｍ
Ｈ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

柿
－
６
｜
恥
－
６
－
蝿
恥

１
１
１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
１
ｊ
１

９
３
３
０
７
７
３
８
２
６
０
０
７

◆
。
。
■
■
■
。
。
■
中
Ｇ
ｄ
。

２
４
４
６
４
３
１
Ｉ
２
４
５
７
３

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ

ｊ

ｊ

７
４

８
７
８

■
。５

５
４
’
５

く

Ｉ

ｊ
ｌ

９
５
８
副
帥
鋤
紛

ｐ

ｃ
４

２
０
２
ａ
ａ
４
２

１
２
１
１
１
１
１

Ｉ
く

ｉ
く
Ｉ

5.‘1

(20.5）

[jクロ ヘラミガキ 酬
一
剛ロケ【.’ ヘラミガ式

l“8 坪 ロクtJ ヘラミガキ 内削

1卿9 受
一
坏

mII7i ロクロ／ロクロ ロクロ／ロクロ

岬
一
ｍ
一
岬
一
睡
一
喝
一
嚥
幟
一
吋
岬
一

mH7j ロクロ、体部下鋸再調鞍 ヘラミガキ 内烈、内閲剥落

坪 IIIH7j

mII7j

mH7j
－

mH7j

mH7j

MH7j

III I17j

mH7j

ロクロ ヘラミガ才

ロク11､(螂糊服細辮ヘラミガ当

ロクロ へラミガヘ

ロクロ ヘラミガ身

ヘラミガキ

ヘラミガキ

内珊、勘評「悪？’

I:師器 坏
坏
一
鋤
一
発
一
亮

!}I］ ｢ﾉ11M
－

内胤、圏啓「？」

内照

蝿
一
瞬
一
》
｜
癖
岬

祁
一
鋤
恥
一
恥
恥

ロクロ／ロクロ ロクロ／ロクロ 袷積み鯉

リ

デ
ズ

ナ
ケ

ー
プ
】
プ

ヘ
ヘ

／
／

デ
デ

ナ
ナ
ロ

コ
コ
ク

ヨ
ヨ
ロ

ヨコナデ／へラナデ

ヨコナデ／ハク･メ

1コクロノロクロ．ヘリ十デ

橋積み狐

残

k師勝 外 9KI

第99図土師器⑤
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、､－－－卜鎧睾ﾐ寺 〒＝＝

、

iO60

壱三
61I

＝瀧
!()(i2 一

一
一

i()63 51

ｰ
一三三一

や ノ

と

I
§

NNミ

'066

､068

1 ： 3 10cm0
凸

1067

内面胸按

(口縁郁／体郎）

外側糾秒

(口緑郁／体節）
欄§灘間出t地蝋 轡位 ! l1f 巌徳淵榊昨§ 彼馴

内､.Kgl救蹴噸豊頁

還元不足

内胤

ロ
ロ
口

書
ク
ク
ク

キ
キ
ロ
キ
ロ
ロ

ガ
ガ
／
ガ
／

ミ
ロ
ミ
ロ
、
ミ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ラ
ク
ラ
ク
ラ
ク
ク
ク
ク
ク

ヘ
ロ
へ
Ｍ
ヘ
ロ
ロ
ｗ
ロ
ロ

岬
一
咽
一
岬
咽
一
岬
一
抑
一
Ｍ
恥
一
姻
一
”

ロクロ

ロクロ休部ド端再調整

ロクロ

ロクロロクロ

ロクロ, 1ド部下鋼獅調勢

ロクロ

ロクロ

ロクロ‘＃協下蜘鯛謂惨

ロクロロクロ

ロク【】【”ロ・ヘリケズ’

榊
一
坏
一
坏
尭
一
坪
一
坪
一
坪
一
坪
一
亮
一
岬

諏
砥
一
別
－
６
－
恥
一
恥
北
郷
一
永
一
恥

、
唯
一
“

器
器
蹄
器
塀
器
器
淵
濁
韻

師
師
帥
師
師
師
師
師
師
師

士
土
土
ｔ
ｔ
ｔ
土
上
士
土

mH8 i

mH8j

III II 9 i

ⅢII9 i

MH9j

mH9j

mlOb

mlla

mlSa
一

ⅣH1刑

岬
一
畑
岬
岬
咽
燗
一
”
｜
岻
一
岬
岬

’'1．2
－

(18.‘1）

岬俄然

還元不足､細寄I忠j

再俄熱,庇部凹凸あり

還元不j1l

剛
一
吋
即
一
ｍ

<15.2）

13.fI

<】‘1.5）

運允ｲ《足か(23.7

第100図土師器⑥
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1070

？

胴1汀伺

ＦＪ

1

命
、

仁二三二三
’
一
一
一

､

1074
、

、

、、

、

1073

I 、 、、 、 竜奄

､r=>=~ 一一噌司

『
Ｊ、

、

ｌ

↑

ｐ

Ｂ

Ｄ
Ｆ
Ｈ
■
６
▼

』

、、、、、、、

Ｊ
Ｐ
ａ

－
ｗ

076 ーー

Jj|､

0 1 : 3 10cm

’‐

外面調整

(口緑部／休部）

内Ⅲj制強

(口緑部／化郁）
祷り 樋馴 器穏 出七地点 間(＃ 口径 脹繩 器商 欄蕃

｜
岬
伽
一
ｍ
皿
一
岬
恥
一
岬
一
脈
一
岬

濯
器
柵
器
器
器
器
器
緋

師
師
師
卿
師
師
師
師
師

ｔ
ｋ
ｋ
上
土
上
上
上
上

鉢
一
坏
粥
亮
鉢
一
坏
一
坏
坏
坪

WHlb

IVII l i

IVIl l j

IVH2i
－

IVH2 i

WH2j

WH3 i

IVH3 i

ﾊﾞH3i

”
６
別
町
一
吐
一
祁
一
地
夘
伽

(10.0)

(3.7）

(6.'l)

(141.3)

(12.4)

(4.1）

4．5

5．0

4．9

繭クロ／ロクロヘラケズ'j

ロクロ

ヨ訂ツ･デ／ヘラケズリ

ノヘツケズj・ヘラミガキ？

ロクロロクロ・ヘラケズリ

ヘラミガキ

”ロ､＃綴鴻底憾脚関甚

ロク11，1ド陥下蝋iV測慾

p"D,{ド協噸･斑隠脚貝＃

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヨゴナデ・ハケメ／ハケメ

／ハケメ

ヨコナデ?ノヘラナア・ミガキ

ヘラミガキ

ロクロ

ロクロ

ロケロ

内黒
一

内胤(13.8）

(1).()1

咽
一
函
恥
岬
一
岬

内照

内外面内潮

還元不足

遠地不足

還元不足

諏
一
鯏
即

第101図土師器⑦
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I(178

０

１
（
５

1081

1()82

三=＝==…

三雲
｜
’

■■

・巳暑

差ベベ

＝
←
一
一
一
一

ダ

1084→

戸

l()83

｜
’

年

1085

1086

10cm0 1 1 3
I

内面調整

(口縁部／休部）

外側副整

(1 1縁部／休部）
燗考脹径 滞高出t地点 層位 '1徒極鋤 淵ｲﾘI冊M

｜
岬
一
岬
一
咽
一
咽
岬
一
岻
一
咽
一
崎
一
卿

り
り
刷
励
鋤
剖
帥
①
帥

●

４
４
１
８
０
ａ
ｆ
ａ
＆

く
く
く
１
１
く
く
く

く

肋
切
副

ｂ
凸
Ｆ
恥
凹

６
７
１

く
く
く

ロクロ

ロクロ、休部下鎧再調楼

ﾛｸﾛ､＃紅F品･底甚再風懸

ヨコナデ／ヘラケズリ

／ヘラク･ズリ

ロクロ、休部再調雛

ロクロ／ロクロ

ロクロ／ロクロ

ヨコナデ／ヘラケズリ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ヨコナデ･ﾍﾗﾅﾉﾍﾗﾅデ

／ヘラナデ

ヘラミガキ

ヘラミガキ／ヘラミガキ

ヘラミガキ／ヘラミガキ

ヨコナデ／ハケメ

坏
坏
坪
混
一
兜
一
坪
一
鉢
一
鉢
亮

御
堅
師
一
墾
竺
空
聖
地
恥

１
１

４
８

。
●

３
５

１
１

く
く

鍛
一
錐
一
辨
一
“
榊
一
錨
一
羅
蝿
一
蝿

咽
一
岬
一
州
一
州
一
岫
一
州
一
岬
一
州
一
州

(15．8）

(21,())

(218)

(17.5〕

(21.8）

第102図土師器⑧
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－

'087

号

I()90へ－~

091

｜
｜
｜
’

81）

一
一
一
一

一－一

1095

、

1096

1092 ()9‘I

0 i f 3 10cm

外面調穆

(口縁部／体部）

内面隅鞍

(口緑郁／休部）
緋\ 鰍馴 器穐 州士地点 璃位 LIif 庇径 器痛 個考

蹄
鍵
一
癖
一
》
犀
一
岬
蝿
一
錯
一
畔
一
岬

弼
一
尭
坏
坏
坏
一
坪
一
坏
坏
亮
坏

岬
鵬
一
岬
一
畑
一
畑
一
岬
唖
一
岬
一
蠅
岬

ⅣH3j

WH3j

IVH7 i

WII7 i

WIla

IV1 lb

IVI2a

トレンチ2

トレンチ3

不明

(19．6) ヨコナデ／ヘラケズリ

／ロクロ・ヘラケズリ

ロクロ

ロクロ

ロクロ,体騒湖･底畑鯉

ロクロ、体部下蝋}I澗慾

ロクロ､体節下閉･催削肖関盤

”ロ.休蕊下端･曜隅開膚擬

ヨコナデ／ヘラケズリ

”ヶ向

卯
一
難
鋤
一
鼬
恥
伽
一
批
一
恥
恥
一
鋤

(11.5)

<10.8）

5．0

(･1．5）

(1.2)

5．3

(10)

(1.5）

(8.3）

<,1.2）

ヨコナ･デ／ヘラナデ

／ロクロ・ハケメ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ロクロ

ヘラミガキ

ロクロ

ヘラミガキ

ヨコナデ／ハケメ

ロケロ

輪稲み痕

内胤

内洲

週Jt不足

内胤

還元不足

内黒

棺摘み痕

還元ポ足、愚香「忠1

池
一
恥
一
Ｍ
一
“

l‘L8

(17.8）

第103図土師器⑨
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‘青､患
継
げ
ど

羅
〃
〃

Ｊ

Ｐ

ｑ
』
０

挺
／
・
‘
釘
甥
鮎
悪

●
〃
〃

Ｇ
Ｉ

“

Ｆ
＄

、
ご

Ｐ
Ｔ
Ｄ

〃
奔

Ｌ

」

撫鍬
ぴ

戸 ・

ﾉゴ

＃"f､九
一1'鋸

'認
、げ◇↑

1102

1103
11()1

ノソ
I

I

1

1

’
１

６
１
９
１
■

１
６
９
０
ｂ
■

1105

が、
４
４
０
１

い
、
１
６
秒蕊

●

ｑ
亀
幸

い
む
欺
評
詮
『

の

１

巳

。

ｒ

ｑ

－

帥
叩
○
・
勺
腰
，
皿
恥
●
も
』
も
》
、
、

、
＃

l lOdl

11()(i
1108

、

11()7

1 t 3 10c釦0
|、

法量部位

唖
休部

体部

休部

体部

体部

II那

体師

器而副鞍・年代

9～1〔)C

謹
一
》
｜
崎
》
一
癖
｜
砕
一
》
｜
畔
一
“

出土地点

191)236

19SI)2

19SD3 mII･la

19SD3 m1l･1 81

19SD9 mH'1 j

19SD9 mⅢ5j

l9SD9 mI9n

19SE鯛甫学

層位

川士

諏
一
礎
受
一
発
受
尭
一
発
一
晃
亮

織
一
皿
一
皿
岬
一
仙
一
岬
一
脈
Ⅷ
一
岬

タタキメ、

タタキメ

タタキメ、

タタキメ、

タタキメ、

タタキメ、

タタキメ，

9 12(､

9 10C

9－10C

9-10C

9～1(}C

内Im'liて凡のへこみ？検柵Ⅲj
－

蝿上上総

第1“図須恵器①
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締り‐ 仙名 出土地 塒位 勝側 部位 "m訓整・年代 法量
11脚 須忠野 19SI l束半 受 周郁 9～l0C

1110 須悪器 19SIl東半 受 体部 タタキメ、 9～lOC

1111 頭恵溌 21s11 カマド 兜 体部 タタキメ、内Iij当て典拠、 9～】2C
1112 顎悪器 nIIob Ⅳ上 奥 体郁 外面にI.I然釉、 9～lOC

1113 緬哩器 mHo 5． 坪 、～休部 ｢1ffl･1.6
1114 貌忠器 、Ⅱ0 5． 坏 LI緑那 9Cか

1115 蝋恵器 mHO 7． 兜 屑部 タタキメ、 9～l0C

1116 須恵器 mHo 5． 受 阿部 タタキメ、 9～10C

1117 須悪群 mHo 5． 受 休部 タタキメ、当て具捜、 9－lOC

118 須忠器 mHO 7． 兜 体郎 還元不足、 タタキメ、 9－l()C

119 刎忠僻 mIIO b 喪 体郁 40層にliリー仙体あI) 、9~l0C 1_1ff17,7
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勝号 秘名 出土地 墹位 器械 部位 器血副整・年代 法量

1120 頬患器 mHoj 7． 蔓 体部 タタキメ、当て典棋、9～lOC

1121 馴忠器 mH2g 5b 受 休部 タタキメ 内伽に1i典拠、9～loC

1122 貌忠器 mH2g 5． 受 体部 タタキメ 内imに当典拠

l】鋤 猟忠器 mII2g 5b 亮 体部 タタキメ 内面に当具痕、9～lOC

11 須忠器 mH2h 5b 亮 体部 タタキメ 9～l2C

1125 頚悪器 mH3g 5 喪 底部 9～l2C 底経(14.7)

1126 刎慰器 mH3g 5 受 口縁部 9～lOC

1127 頒忠瀞 mH3g･19sK24 受 休部 9～IOC 庇鵬(14.4)
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榊号 仙瑞 出土地点 層位 器仙 部位 器間調整・年代 法量

1136 須恵器 mH6 受 頚部 櫛描波状文、 9～】()C

1137 瀕忠器 mH7
F

③C 兜 u縄祁 9～lOC

11銘 砿忠器 mII7 5． 蝋 服部 "fr、9～l0C 底経（9.6）

1139 弧鯉鵠 トレンヅ･3 5b 受 体郁 タタキメ、，%て典痕、 9～lOC

MO 弧忠器 ⅢⅢ7 7． 瓶 体部 9～lOC

141 猟慰器 mH7 9a 兜 体部 十和ula火山灰直下、9～10C

11‘ 頬恵濁 mH7 7d 唯口鞭 口緑郁 9～lOC

1143 刎忠器 mH7 7Cl 兇 体郁 9～10C

114,1 舸忠器 、118 5． 兜 休部 nif(14.1)
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捗り． 樋名 出土地点 層位 器樋 部位 器面鯛整・年代 法量
lM5 刎忠器 mII8 5． 受 庇部欠 ｢1ff(18.2)
lM6 舸忠群 mH8 5． 受 体稲 9～〔)C

lM8 猟恵器 mH8 9a 受 体部 9～ OC 底経(10.8)
1149 碩恵器 m118 9a 甕 体～底部 9～ OC 底径(11.4)
11劇） 緬恵器 mH9d Ⅳ下？ 壷 1 1緑部 9～ OC

1151 緬悪濁 mH9h 挽乱 亮 体筋 9－ OC

11認 舸慰器 mII9 i 5． 受 体陥 9～ 【)C
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貯号 種名 出土地点 層位 器勧 部位 器面制整・年代 法量

11閃 頒悪器 トレンチ2 5d 坏 口縁部 ﾛ怪(15,0)/"(&l)/"5.1

1151 緬恵瀞 mH9j 9a 受 体～庇郁 9～l2C 底径(11.6)

11錨 頬恵謡 mH9j 6 受 体郁 タタキメ、淵て肌猟

11弱 須恵瀞 トレンチ2 5c 受 体部 タタキメ、 9～lZC

11駒 瓶恵器 ml7a 撹乱層一鮒 鹿 体部 9～lOC

11銘 狐恵器 ⅣH1 5． 嚢 体部 タタキメ、 9～10C

11認 瓶忠濁 Ⅳ11 1 5． 受 休部 タタキメ、 9～lOC

''㈹ 縦忠器 ⅣH1 1． 駁 I二1～脚部 9～l2C 口径（割.0）



」

鯉
胡
”
銅

、

鋳
輪
ゞ
識
●
舞

需
が
叱
烏鯵 1162

矩

、

鍵
序
〆

口

Ｑ
夕
－
０
、
守
璋
、
、
。

ｆ

字

il61

＝二二二ニニニニニニ

115．1

1163

I

I編

弾
手…う

■

収

・

ヶ

・

母

●

・

・

Ｊ

凸

夕

Ｄ

ｏ

ｇ

Ⅱ

Ｖ

釘

砠
宅
程
存
二
ｐ
ｒ

、

67！』Q

1160
〆

ノ
け”一

す むr も

一一一
F 甲，杢今ロ

ー
L ■

ー

一己〆
看

一へ才

､■■手■F0分%ﾃ鼻＝、 一一①

p●も巳唖

海牛一が

ノ 〃
一
一

希

酔

一
》
戸
１
，
一
一

溌
蕊 竜み

:一・四

11(｝!）

1168

0 1 2 3 10cm
I

拙
哩
些
岻
一
州
蠅
型
”

恥
一
噸
｜
》
》
｜
“
岬
一
僻
一
》
》
｜
岬
一
岬

川上地卿

IVII l i

WH1j

WII2j

IVII3h

ⅣⅡ3 i

WH3 i

WH3i

WII3j

IvH3 j

I.レン･ﾁ･1

鋤
脈
一
稚
一
沌
一
い
、
蜘
脈
一
脈
一
耽
一
秘

純
一
尭
一
諏
一
尭
一
亮
一
坏
一
尭
一
亮
一
》
一
発
一
蝿

鋤hi削盤、年代

タクキメ、 、liてj↓槙、 9－1()C

9～10C

タタキメ、当て典痕．9－】|OC

9 12C (81'1ltDⅡ｢能性ｲｨり）
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研号 出土地点 層位 分馴 u催 服碓 器高 内澗ナデ 外服・内【ii 色洞 閥〃 燗辱

2017 9sI)6 UGOj C4 (12．2) 2．1 にぶい尚柵 101跡

2018 9SD8 ⅢH2i C3 <10.7） 2．2 底部州紋多い にぶい出柵 25【跡

甑)19 9SD8 南半 C5 15．2 (3.5） すの 楓 浅黄樫 15％

割、 9s，2 埋土 C3 8.7 2．1 すの 楓、術紋、指1111み にぶい柾 ‘10%

2雌1 9s，
岫
〃
』 皿北 C3 (9.7） 1.8 1』？ すの 猟 にぶい菰栂 ‘15％

2鯉2 9SD 2 jM士 C3
Ｆ
や
》 ２ 1.7 lH？ すの 換 洩伐樋 3()W、

2(陞I l9SDI2く ＞ 塊上 C3 岨
似

抄
』 1.5 術 すのこM( にぶい批柵 (X)％

2蛇.1 l9SDI2く ＞ 検出面 C3 8 9 1.9 術凹み にぶい黄柾 1町％

2025 19SD
、
〃
】 蝿t上位 C・I 9 4 1．9 折 すのこ狐、括杖 児戯糧 卯％

2026 19SD1 埋土 C‘1 13．6 3.1
《
叩
▽
■

。
。
〃１ すのこ砿、脂凹み 兜側栂 I“％

2027 9SDl2 岨土 D3 8．3 ワク
ーpｰ ヘラ？ 底部桁凹み 塊街燈 (X)W，

20秘 9SDl2 蝿士 D3 (8.7） 1.4 術紋 R闘樋 30W》

劉吃9 9SD12 埋上 I）3 (8.3） 1．5 すのこ狐、術紘 にぶい批樋 鋤％

2“0 9SDl2 埋土 D‘1 8．8 1.9 すのこ楓 '二ぶい黄極 叙)％

2側1 9SDl2 埋土 I）4
詞
】
り 1 2.3 すのこ猟、擶紋、指凹み 浅黄 鋤％

2032 9sI〕Z "f D4 8 7 】.9 すのこ楓、術紋 洩黄 85％

烈醐3 9SD ２ 塊土 I）‘1 9
ワ
』 1.9 すのこ棚、揃紋 にぶい眈榴 70(貼

2(聡1 9SD
、
ク
』 埋土 I〕4 9 3 1．8 -ｹのこ猟、揃紘 吠伐 O《跡

2“5 9s，２ 埋土 D‘I <8.8） 2.1 すのこ猟 洩黄樋 5%

2側6 I9SD12く ＞ 検出面② D4 9.1 2.1 すのこ疵 にぶい黄樋 剛％

2“7 l9SD12く ＞ 蝋士 D‘1 8.9 1.8 術 すのこ痕、指間み 洩尚樋 X)兜

2噸 19SDlm 蝿北 rd 7．9
P~

ひ．イ 1．7 洩黄栂 刀兜

2“9 l9SDl2 剛士 RdO (12.5） (3.0） 限 15舟
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．
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岳り｡ 1.1悪地点 料位 分馴 uif 庇係 諦高 内面ﾅ･デ 外庇・内血 色調 弧作 鯛考

2(H(〕 9SE2 2屑 D4 (10．2) 2.3 Aj？ 洩黄 35％

2011 9SE3 北半13層 C3 (ﾙ1.7） 3 】 術 指紋、術凹み にぶい黄柾 鋤％

2帆2 9sE3 北半13W C3 11.8 2 5 布？ すのこ襖、指凹み 淡黄 30％

2013 9SI23 附半岨土 C3 (11.6)
耐
夕
己 1 桁 指紋 にぶい前樋 泌％ 内颪(外鋤･g1 タール柵

2“4 9SE3 "'l蝋叶:k位 C3 14．0 ３ 5 術 すのこ猟、拍紋 にぶい簡檀 35％

2015 9SE3 1ｳI｣"11土.1:1f C3 l‘1.6 3 3 桁 すのこ狐、術l'JIみ 洩胸栂 70％

2016 9SE3 北半13噌 C4 (13.6) ２ 1 揃紋、術|Ⅱlみ 洩間樋 20％

2帆7 9SE3 北､脚3層 C4 (7.8） 1 5 術？ 指紋 灰黄 20％

2018 9SE3 北半13眉ほか C4 (12.9）
、
ク
ロ 7 術 指紋、桁凹み 灰黄 45％

2019 9sE3 北半25層 C4 (12.5)
リ
』 2 すのこ帆、折牧多い 洩批 20％

20鋤 9sE3 iW'"l-I北位 C4 (12,5) ２ 6 ji 術凹み 灰箇 25％

2051 SE3 北半13M D2 (8.5） (l 8） 術凹み にぶい此栂 ‘15％

割)鼬 9sE3 北,糊3晴 D3 9.2 1 9 術？ すのこ猟、術紋多い 灰黄 帥兇 底部$11災に穿孔(焼虞{且）

2噸 9sE3 北半2 ．3層 D3 9.0 1 6 桁？ 指凹み、折紋 吠黄褐 帥％

20別 9SE3 南半期･I:k位 、3 8.8 1 9 桁 指凹み、桁紋 灰黄禍 65％

2()弱 9sE3 北‘卜 、4 (14.5) 3 ２ 桁 桁紋 にぶい柾 45％

20弱 9sE3 北半13M D4 (15.3) 3.4 術 にぶい樋 和船



二一
2058

2057

～

206(）

612()59

＝

一一

2<〕6:I21)(#2
2{16‘I

20672065 2(Xi6

フグZ
′）1 ノ

2()68 i9

2070

一
一

ｎ
Ｕ
ｌ

1 ； 3 胴ｃ
ｎ
Ｕ
Ｉ

１

旬j1

j望

071

勝り

2()57

20鉛

20弱

2卿

2“！

出t地閣

19SE3

19SE3

I9SE3

19SE3

19SE3

哨位

北半13層

.'上半13屑ほか

IW|半蝿士上位

IW半蝿土上位

北半l晴

l卿

北半】層

分馴口径腹稚

D!I (12.1)

I)4 8.7

D4 (13､0)

D'1 (8.7)

Rd22 12．6 6.9

C3 12．6

C3 13.7

D2 12．6

D4 13．5)

C3 (I3.0>

C4 (8.2)

C3 (12.0)

D4

D,1 125)

RdlO 12.0 6.2

R(1 1(1 1,1 .3 (7.(i)

分馴

Ri22

C;1

D2

C3

D‘1

R(110

蕗高内画け･ヂ 外駁･内曲

2‘7 すのこ摸

2.1 ヘラ 婚凹み

2.9 折 へラによる調整？

1.9 揺紘

3.6

2．3 十のこ桐．柑紬

桁凹み

すのこ痕．折紋

強
弱
弱
絹
釦
錨
弱

存
偽
％
、
、
、
ｈ

椴
極
櫃
樋

“
鋤
州
鋤
岬
岬
緬

に
に
に
こ

色捌

にぷb胸樋

にぶい伽概

4世耐侭

ﾄーぷい出価

傭学

内側侶柚物の瞑准？

2(Xi2 l9SK1

辨
一
蝿
砺
獅
獅
蝿
一
轆
一
鞆
一
畑
岬

l9SKl

19SK1

19SK】

19SK3

19SK3

19SK】7

3．5 和 すの阜痕 にぶい撹榧 l｣緑筋にタール状物剛描(X)％

l層 指凹み3．5 i兜晄概へラ 錨
一
弘
恥
一
恥
一
い
い
一
班
一
翔
一
州

l層 浬
副
一
販
一
”
｜
函
顕
顕
砺

柵凹み、術紋

111 すの邑痕州|も

2暦

2層

mli5b臆か

IUH5b

Ⅲ｝151）

19SK17 獅
一
柵

指凹み、折紋

19SX1

l9SX1

I9SX1

へラの槻い調駐

槻牧

樫枇禍
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－’
2071

加75207 1

2076 2()78
2(】77

－－
蝋

＜ここ二一712081Z()H1）

2()79
2082

2083 一

2084

、

ii

卯
師

０
０

２
１

Z()88 2089
2087

0 1 ：3
I

硯ｲj

15%

151\，

外庇‘内伽 術i必、樋底伍器間内、ナデ 外底‘内im

(141 ,3) [2.6] IWIIJIみ

(11.7 1,8 附 すの≦痕、揃凹み

(9.6〉 2．1 術？ すのこ鞭、術凹み‘柑杖

<13.5） 2．8 術？ すの邑痕、指凹み

13.3 3．3 折？ すの邑痕、指紋

9‘2 2．0ヘラ・術すの邑痕

12．7 2．3

(8.6） 1．6 ヘラ？ へラ？、捕紋

8．1 1,5

(12,8) 2.8 ヘラ －1'のこ疵、指Iulみ

(9.1） （2.1） 布？ すの畠疵、措紋

(7．1 1､5 班郁術枚多い

8．．1 7．0 2．2 糸切りIVI"

13．8 6．7 3．5 糸切lj縦

9．1 2．0 すのこ奴、指凹み、揃紋

8.7 1．6 すのこ拠、指紋

8．8 1．9 すの呈痕．擶杖

(9.3) 1､5 すのこ痕、術IIIIみ

IWIIJIみ

すの皇痕．柵凹み

すのこ鞭、桶凹み、柑鞍(9.6〉

すの邑痕、指円み術？(13.5〕

すの邑痕、指紋3．3

ヘラ(12．8）

すの巳弧、術敦〔2．11

糸切ij別I

8．7

『のこ痕、州II01み

俳号出t地卿

2{)73 19SX5

M()711 19SX5

烈)75 19SX6

州t地卿

19SX5

l9SX6

層位 分類

C'l

i)4

C3 10翁

25％内面にタール状物質付増

100%

l側《蹄

20,

35,

40%

20％

35％

にぶい閥柵C32076 l9SX6

にぶい苗ｲGC4

C5

C5

1）3

r)3

19SX6

19SX6

19SX6

19SX6

19SX6

獅
一
岬
恥
蜘
畑

掲灰

褐吠

'二ぷも‘前樋

にぶい哉樋

にぶし‘枇柵D4l9SX52()槌

浅黄捜
一

灰枇禍

恥
一
剛
荊
一
州
一
唖
一
函
一
“
｜
”

蝿
一
蝿

19SX6

19SX6

19SX6
－

19SX6

19SX7

1011.

in的榧 岬
一
州
岬
一
融
一
岬
一
岬

2085

にぷL‘仇柵

洩黄極

にぶい批栂

|にぶ&・酋栂
｜ 灰醐

2()86

畑
一
轆
蜘
州

lgSX7

:器’
第116図かわらけ⑤
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扇ソソ ソ2092

2091 2093

ン竜
20952094 2()96

2097

＝ノ 20” 2100

2098

弓〆ニニノ 一ノ
2101 21032102

こう
21052104 2106

2109

10m

2108
2107

0 1 ：3
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需号 出土地点 層位 分瀬 口径 底径 器商 内miナデ 外巌・内面 色詞 残存 愉孝

2側1 2 P42 堀土 D‘1 (2.5） I ぶい批橿 15％ 内外面タール状物質付溝

2鮒2 2 SK5 2層 D2 (9.3） 1 6 すのこ猟 I ぷい黄樋 25％

2093 ２ SK6 埋土 、4 (13.3) <3 0） ij？ 桁凹み、術紋 I ぶい尚柵 20％

2⑬1 2 SK7 埋土 I）2 9.0 2 1
（
咽
Ｆ
■

①
■
８０ 術凹み、術紋多い 黄灰 駁)Wリ

癖
ｎ
〃
』 SK7 埋土 D2 (9.5） 1 6 指？ 指紋 黄灰 25帖

“ 2 SK7 l層 D4 (7.0） 1 8 指紋、継ぎ目 にぶい黄樋 30％ 内面タール状物質少

2097 2 SKl4 埋土 C3 (13.6） <3 】） 術？ IHII1Iみ 洩茂榧 15％

2(鯛 nllog 5 I）3 (12.5) 2 8 にぶい愉樋 ‘10%，

2噸 mHo 5． C3 (13.3) I 9 伽 すのこ狐、術紋 にぶい出樋 鋤％

2 側 mHo 5． C3 8.1 1 6 術？ すのこ血 にぶい黄栂 弱兜

2 01 ⅢHO 5． C4 (13.7) 2 9 すのこ猟 浅黄栂 40％

２ 02 mIIO 5． C4 14.9 ３ ２ すのこ楓、指凹み にぶい尚樋 '㈹％

2 03 mHO 5b C5 L1.‘1 ３ ５ へラ？ すのこ楓？、術凹み 洩尚樋 55％

2 01 mHo 5． C5 (13..1）
”
〃
一

『
４
８ 1』？ 服部術l''lみ多い 没批樋 ･15％

２ 05 mHO 5． D2
再一

J．イ 1 8 すのこ喚 灰質綱 釦％

2“ mHo 5． D3 9.2 2 0 4』？ すのこ猟 灰白 鋤％ 内外面タール状物質11"

2 07 、110 5． D3 13.0 ３ ２ 布？ 指紋 浅哉櫃 lⅨ)％

2 鯛 mIIo 5． D3 (8.3） 1 5 術I''lみ にぶい歯樋 ‘15％

２ 的 mHo 5． I）4 (13．2） 3 1 にぶい茂樋 75冊



Z111
21 10

21 12

】

2116
21 15

21i‘I

●

13

ｺヨクﾏﾆｰﾆﾆL=ノ 口。－

。、
－

、

や
凸
誇
聖
埼
丁
、2121

12‘1

L
Ｊ
１

＝
0 1 ？ 3 10cn

一二

21252123

細
”
壼
坐
卿
帝
蝿
竺
魍
雨
幅

内l＃けﾂ'1 外ﾉ艇内側
へラ すのこ痕、梢IⅡlみ

勝り.
－

2110

2111

2112

2113

2111

2115

2116

2117

2皿8

2119

2120

川上地卿

mHO i

mHO i

mIIo i

III IIO i

mIIo l

mHo i

mIIo i

mHO i

HIHO i

mIIo i

lIIIIO，

剛
鎚
一
麺
酬
－
６
－
６
｜
”
｜
”
｜
馴
一
”
訓
一
”
”
｜
卵
別
一
訓
一
師

極
ｆ
８
ｊ
２
９
勘
皿
刷

底
６
４
５
６
５
幅
嘘
幅

１

１

１
，

樋
３
３
剛
７
５
８
０
８
３
４

凸
。
●
。
■
参
●

ｎ
Ｍ
＆
聡
８
８
８
８
７
８
７

１

１
く

く

5．9

弧係 佃噺,

30％

卯％

80%

45％

l"%

蝿､底部摩織

40％

40%

15%

20恥

脚
一
四
一
四
四
一
剛
一
刎
一
刺
、
｜
、
一
ｍ
刺
一
ｍ

すのこ痕

指 指凹み

’1･の邑疵

にぶb‘菰燈

1．4 割)Ij上

9(】％ 榔綿'W･針含む

1側％

35発

60％

5()W，

2121 ⅢH（）I rd 8．3 6.{） 1．9

rd

RdO1

Rd22

内折れ

“
函
一
両

噸
恥
一
鋤
胴

2122 ⅢH（）i 搬
岬
一
Ｗ
一
Ｍ

21醐 mHOl

21劉nIHO I

2】25 1iIIIOl すの皇棚
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、 、宅三ヨ
2129

127
126 2128

2131 2132

l制）

213.12133

2135

2136

21:州 21:側 2137

10cm0 1 2 3

帯号

2126

2127

2128

2129

2130

2131

2132

2133

2134

2135

2136

2137

2138

2139

出と地点

mHOj

m}{0j

MHOJ

mHl f

mH1 I

mll lg

mll lg

UIHlg

11IHlg

mHlg

1IIH1 R

mlI lg

mHIg

mHlg

蔀
－
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
５
ｌ
５
鋤
瓢
鯏
一
別
邪
諏
売
訂
諏

口撮

8．9

9．2

8．2

(8.4

】2.6

13．0

】3.(）

(13‘7）

7‘5

8‘8

(13.#）

(12.,1)

(147)

(13.0)

辮
一
幻
一
加
一
馴
塑
一
翠
銅
翠
一
剛
峨
刎
一
鯏
而
溌
馴

内面ナデ’ 外底，内而 鍛
一
蝿
一
》
岬
一
癖
柾
錘
蝿
一
岬
一
岬
一
睡
蝿
一
岬
恥
一
栂

残存 傭＃

1㈹％

鋤、

1側粘

砺鮎

”％

85師

90％

20％

35％内外而ﾀｰﾙ状物質{州

50％

3()鮎

35％洲帥ル&脈柵‘咽靴

,10%

3()先

御
一
ｍ
一
ｍ
ｍ
叫
一
秘
剛
剛
幽
恥
幽
一
酬
一
叫
一
剛
剛

“
一
“
峨
諏

すのこ漢、桁牧

すの邑痕

桁凹み、折紋多い

すの皇疵、術凹み

すの己疵、州III1|み

布？

ヘラ明瞭

へラ・捕

柑

6．月

堂
ｊ
一
ワ

ｔ

ｌｌ
ｌ
通

すのこ痕、

すの邑猟、

･ｹのこ奴、

寸・の､二浪・

すの二疵、

脂紋

IHIIII,み

IWIUIみ

I柵t

IWFJI,み

第119図かわらけ⑧
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_」グ
"2I'!,

、
ー

＝

Cコニニヲク
2145

睦1．142143

21，17 211821‘i6

I
、

215(） 2151 、
、－－

52

0 1：3 10cm2153
’

2151

幣吟

2110

2141

21,12

21,13

2ﾙlｨl

2145

2146

2】17

2】48

2】49

21'釦

2151

21認

21"

2151

離
別
一
即
卵
鋤
弘
一
馳
瓢
一
恥
一
恥
一
邸
－
５
－
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

分類口径

rd

Rd

RdOO(12.9)

D2 (1'l.())

D2 13.5

D3 8．7

I)j1 14.】

締7付

C3 (12．7)

柱姻台

D3 7．6

，．1 12.8

RbO1 13,1

RdO2 12.8

Rd23(12.2)

底陛

5．2

(6.7

(5‘【)）

器研

(1.6）

(2 1)

(3.()）

2,.l

2．8

1.'1

3．5

(2.8〉

2．8

(2.6）

1．9

2‘6

5．0

3．5

3．6

内面ナデ 外底・内面

すの二痕

出土地点

mHIg

III II I g

II[II I g

|II II 2g

mH2g

IIH2g

mH2g

mH2魁

II II2h

mW2 i

mH3g

mH3g

mH3g

mH3g

mH3g

残存

45％

15％

25％

35％

95％

40％

80％

‘10％

45粥

10％

1側％

45兜

40船

45､

副>粥

僧考

すの邑換

才の皀痕桁111Iみ

すのこ痕

すのこ痕、贈凹み

6．6

すの二痕、術1111,み

4凸5

l継ぎ目
へラ・布’すのこ痕、指紋

t師番坏？

Wtl:なめらか

ｎ
Ｕ
時
〃
■
４
如
吋

今
●
０

７
６
６ すのこ痕
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L !

」
2155 215冊 2137 21卵

－

2159 2160

●

■

Ⅱ

■

■

も

口

凸

■

■

■

■

■

■

■

叩

〃

』

[三'、
I

=Lージノ 、

鐙織
2163

216．12162

21桶 2IIili 2167

21(j9
2】6H

0 1；3 10cm

I

誘号 馳
鋤
一
鋤
一
諏
一
馳
一
”
一
弘

分散 、役底径器高内面ナデ 外唯・内閲

8．3 1.6

(15.8) 3,{)

7．6 1 ,8 すの邑拠

8.8 19 ヘラ？

12 7 1.7 すの皇痕

(13.7） 2．6 すの邑痕

(7.7) 42 1.7 すの畠痕

8.3 5.5 1.9 すの巳疵

(9.1) (5.8) 1 5

(7 9) (6.1) 1.8

13.2 3．0 布？ 指紋

(127） 3．0 すの皀摸

(13‘4） 2．7 布？ すの皇漉

(12.5) 2.9 すのこ蝋

(12.1) 2|{)

(Ij13) 1 ,2 刺熔あり

1.6

7．6

(13.7

すの皇痕
~言

イーI 4.2

(5.8） l 5

桁？ 指岐M）

す・の畠撫
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にぶ↓ 仙栂堀
一
癖
一
掘
一
堀

(；‘1

1》3

，3

30％

15%

雨
40､

40蝿

D3

21願） mH3h D1

混批栂2161 mH3h

2162 11111311

2161 5b 噸
一
Ｍ

釦兜

にぷb‘仇柵
一

慨

5b 75兜
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６
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勝り 出I地蝋 層位 分別 【二I樋 底椎 器間 内而ナラ′ 外庇・内mi 色制 残＃ 附考

2 71 ⅢH5 5b C4 3.2 3.1 1i？ ．#､のこ疵 洩枇柾 50％

2 mII5 5． C4 I 3.4） 2 ７ 洩側柾 20％

2 73 mII5 5b D2 I 1.7） 2 6 浅簡燈 20％

ワ
】

口

岨

・

《
〃
９ mII5 5b 、3 ；.6） 1 ７ jj？ 指紋 にぶい黄橿 鋤鮎

ワ
】

ーｰ

j③ mH5 5． 、3 ).0） 1 ７ にぶい枇樋 25％

2 76 ⅢⅢ5 5． D3 (2 2） 術牧 樋 15％

２ 77 mII5 5． rd 7.5 5.8 1 6 にぶい枇樋 70軒，

2 78 mll5 5． II状冊向 (5.｣1) (2 6） 浅枇栂 10％

２ 79 mH5 5d 1鰍蹄］ (4.5） (4 l) にぶい役 20％

２ 鋤 mH6 5b C3 l‘1.0 3 3 術 洩批 弱兜 内外而タール状杓剛#符

2181 mII6 5． C3 13.6
ゆ
》 ‘1 I ぶい黄投 25％

21鍵 mH6 5． C3 13．0
ウ
ロ ７ すのこ疵 I ぷい闘樋 鋤％

21郷 mH6 5． C3 12.1 3.0 布？ 術紋 こぶい柵 25％

2181 mH6 5b C4 (8.3） 2.2 すのこ棋 こぶい侭 鋤％

2185 Ⅲ116 5． Cj1 12.2 ２ 0 術 浅黄樋 20％

21蹄 ⅢII6 5b C5 13．8 3 0 術 すのこ棚、折凹み、術紋 浅黄柾 ｨ10％

2187 Ⅲ116 5b 、2 】2.5） 1 9 すのこ猟 洩批 25％

21錨 mH6 5b D2 14.6) 2 ５ にぶい此樋 ‘15％
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rd 7.8 5｡7 1.6
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勝号 出土地点 層位 分剛 11if 底径 器尚 I伽けデ 外庇・内伽 色刷 硯〃 備考

2224 mH7 5． 内りiれ <7.4） 1.6 桁紋 にぶい散柵 25％

2225 mH7 5． 内枡ｵL (8.5） 1‘1 褐灰 20％

2226 mH8 5． C3 (13．8) 2‘1 爪のような跡 灰蘭 ‘10％

2227 mH8 5． C3 (12.0）
『
″
』 1 継ぎ目 灰黄 30％

22羽 mII8 5． C3 (13.6) ２ 2 縦ぎ目 灰黄 ‘15(肺

2229 mH8 6 C4 (13,2) 3 0 ヘラ？ 術紋 にぶい鮒柵 ‘10《N》

2230 mII8 5． C5 (13.7) ３ 1 ni？ すのこ蝋 灰闘 30％

2231 mll8 5． C5 (13,4) 2 5 すのこ痕、柵llllみ 灰黄 20％

2232 mH8 5d D2 (7.8） (1 8） 灰黄 20％

2233 mll8 5d D3 (13,4) 3.4 指紋 浅黄栂 20％

2231 mH8 5d D3 (13.5) 2.3 鮭ざ目、術紋 吠白 15齢

麹5 mII8 5． D3 8.9 1．9 すのこ猟 '二ぶい聞樋 95％

麹6 mH8 5． I〕3 (9.6） (1.8) 灰黄 25軒，

麹7

2238

ⅢH8

mH8

5．

5．

D3

D3

(8.6）

7.6

1.5

1.7 指紋

灰尚

灰黄

35％

90％

2239 mH8 5b D4 (11,5) 1.7 ヘラ 指紋 浅倒燈 20兜

2240 、118 5． rd (8.7） 5.8 2．0 にぶい枇柵 55問，

2241 、118 5． rd (7.8） (5.8） 2．0 '二ぶい黄極 20‘蹄
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貯号 川上地点 層位 分剛 I言I椛 庇機 朋尚 内mﾅ・デ 外庇・内山i 色鯛 鎚存 偲考

22洲 ⅣHl i lr C3 9.4 2.0 ヘラ？ すのこ換 洩蛍樋 65％

2279 ⅣHl i lr C3 14.1 3．4 ヘラ明瞭 すのこ狐、折11｣Iみ にぶし 此柁 弱％

“ WHl i 5． C3 11．4 3．2 すのこ蝋、桁111み にぶし 黄(畳 釦％

麹1 WHI i 5． C3 9.3 2．1 すのこ掘 にぶも 簡柾 95％

2認2 iVll l i 5． C3 9.0 1 8 桁紋 し
●

言

■

抄

枯

タヴ

？

》Ｉ 醐樋 1側％

2麺 WIl l i 5d碗典中部 C3 8.4 I ７ 折紋 し
申
一
Ｄ

●

賭

ロ

、

グ

？
』Ｉ 批樋 55％

2284 ⅣHl i 5． C3 12.5 ２ 9 すのこ楓、術ll1lみ 洩衡樋 55％

2銘5 ⅣHl i 5． C3 13．6 3 0 すのこ襖、拍凹み にぶい茜橿 帥％

2郷 ⅣH1 i 5d融集中部 C3 9.1 2 1 すのこ痕、拍紋 にぶい尚橿 鋤％

2認7 ⅣII l i
●
■
■
巳 C3 8.8 ２ 0 術？ すのこ痕、術紋 褐灰 95％

2麺 n'II l i q C4 9.0 ２ 0 布？ ･ｲｰのこ猟 にぶい批樋 鋤％

“ n'll l i r C4 ルル1 3 2 ･ｸ・のこ痕 にぶい此椴 1m％

2却 WHl i r C4 (13 7） 3.3 術 すのこ疵、指凹み にぶい黄樋 60％

2291 ⅣHl i 『 C4 13 1 2.9 すのこ痕、折紋 にぶい黄樋 65％

2認2 ⅣII 1 i r C4 15 7 3.5 ni？ すのこ撫 にぶい醐栂 55％

2293 WHl i 5． C4 (13 5） 2.7 すのこ楓、揃紋 洩簡樋 40％

2勢1 IVHl i 5． C4 9.1 1.9 巾 すのこ奴、揃紋 拠出樋 55％
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稀9。 出土地点 墹位 分剛 ｢I径 庇搬 冊,閉 内面ナデ 外販・内血 色卿 残存 側考

2295 ⅣHl i 5． C4 8.4 1.6 術紋 洩戯栂 65齢

型蝿 ⅣHl i 5． C‘1 （ 3.5） 3.1 へラ明瞭 す．の 猟 灰闘褐 釦％

2297 WHl i 5d土器集'#' C･1 4.0 3.2 指 すの 狐、術紋、指凹み 洩髄侭 釦％

2298 WHl i lr C5 5.3 3,6 術？ すの 痕 洩苗 鋤％

22” WH1 i lr C5 2.7 ３ 0 へラ すの 帆 洩仙柵 45％

23Ⅸ） WII 1 i lr C5 4.3 ql
bJ 1 ヘラ すの 換、指紋 世貿 40％

2301 ⅣHl i 5．？ C5 2.6 3 9 指 すの 狼、指紋 にぶい黄榿 40％ 内面にタール状物質f描

2”ⅣHl i 5d融集中部 C5 ウ
ｰ◆

Ｆ
③ 2 9 へラ 寸・の 槻、指紋 洩枇桧 '㈹％ 目貞闘の孔､1噸割Iち煙？

郡 WII l i 5． C5 3.6 3 4 すのこ掴、桁紋、桁F｣1み I ぶい街柾 75％

鋼01 ⅣHl i 5d C5 3.9 ３ 8 術？ 術紋多い I ぶい枇樋 75K脇

釦5 ⅣH1 i 5d碗集中脇 C5 2.4 ３ 3 ヘラ IWI''Iみ にぶい醐樋 75軒，

23“ ⅣHl i l i C5 2.8 3 2 拙紋、折lulみ I火尚 釦％

2307 WHl i 19SD12検出m C5 13.5 3.3 指？ すのこ浪、指iﾘIみ I ぶい黄榿 1側％ 緬甑外酌･gにﾀｰﾙ鮒、

… ⅣHl i lq D2 8．8 1.9 指？ すのこ痩、拓円み I ぶい尚橿 l”％

叡瀞 ⅣII 1 i 】q D2 8.8 1．8 ･ｲｰのこ襖 I ぶい衝個 1”鮎

麹10 ⅣHl i lq D2 8．0 1.5 IHI'1Iみ 洩伐柵 帥‘跡
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符号 川上地点 屑位 分麺 口径 底碓 跨応 内面ナデ 外底・内面 色調 残存 燗考

麹11 ⅣHl i lr D2 9．4 2.0 布？ I ぶい黄役 l伽％

蝿12 ⅣHl i 5d顕襲1I1NE D2 8．6 1.9 柵紋 I ぷい蘭掻 1m％

2313 ⅣII l i 5． 、2 9．0 2.0 術紋多い I ぶい此栂 1，％ 焼成後穿孔

23 4 ⅣHl i 5． D2 9．2 1.8 す､のこ痕、術紋 洩闘樋 Ⅸ)％

23 5 Ⅳ1I l i lq D3 8．7 2.3 指？ ･ｸ・のこ損、指紋 にぶい黄樋’1側％ 州即粉にﾀｰﾙ状繊備

23 6 ⅣlI l i lq D3 9．2 2.4 指 すのこ痕 瞬仇側 ’】側％ 内面にタール状物質付蒋

23 ７ ⅣII 1 i lq 、3 9.1 1．8 桁 lliluiみ、術杖 にぶい伐撮 】側％

鱒 8 n'II I i lq I）3 8．7 1.8 へう すのこ猟、描紋 に・！ い枇栂I I側兜

型 9 ⅣHl i lq I）3 8．4 1．7 指 術紋 §仇 ㈹％

麹20 ⅣH1 i lq D3 8．1 1.6 指 揃紋 にぶい黄極 85％

鱈21 ⅣII l i lq 、3 8．4 1.9 指？ ･ｹのこ躯、捕紋 洩衝栂 75％

郵盤 ⅣII l i lr D3 12．6 3.3 没間Im 95％

塑塑 ⅣII 1 i lr D3 8．8 2.1 すのこ帆、継ぎt」 にぶい蘭柾 卯％

幻2．1 ⅣII l i lr I〕3 8．3 1.8 術？ 術紋 にぶい批樋 95％ n緑打ち欠きか？

麺?5 ⅣII l i lr D3 9．4 2.1 指？ 継ぎⅡ 拠醐樋 1m％

鱈26 ⅣH1 i lr D3 9．0 2.0 洩酋栂 釦％

麹27 ⅣII l i 5． I）3 8．3 1.7 IITI''lみ にぶい批樋 85％

麹28 ⅣHl i 5． I）3 9．5 1.9 術 すのこ疵、揃紋 洩伽価 70％

型29 ⅣII 1 i 5． D3 8．4 1.6 にぶい就樋 95兜 11W内外面にﾀｰﾙ1輪H1梱
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瀞り 出土地蝋 闇位 分斌 ｢1椎 庇柾 器高 内Ⅲiナ･ア 外庇・内m 色調 幾存 附考

2詔0 ⅣHl i 5． I〕3 9.2 2.0 にぶい伐樋 1m％

麺1 ⅣII l i 5d畷巣中朏 D3 14．3 3．1 術 すのこ狐、桁凹み 没間樋 鯛％

麹2 n'Hli 5d暖典中部 D3 13．4 3.6 ずのこ狼、指紋 にぶい黄慨 ”％

2333 ⅣH1 i 5d D3 8.5 1．9 布？ 浅撹栂 l側％

23別 WHl i 5． 、3 8 4 1.7 折 術紋 褐既 ”％

2335 ⅣHl i 5． 、3 9 (） 1.9 桁 すのこ楓、折紋 にぶい黄価 95％

2336 ⅣHl i 5． 、3 8 7 1.8 桁 IH" にぶい批樋 l“％

2鋤7 ⅣHl i
６
●
■
＆ D3 8 3 1.9 ．#･のこ痕、棺紋 灰黄褐 95〔X， l｣縁打ち欠きか？

“
●

６

色

０
Ⅱ
凸

０

９

凸

Ｄ
Ｐ
凸Ⅳ q D4 14．0 3.3 指？ -ｹのこ痕、指紋 灰批褐 65％ 瓶噸9－ﾖにﾀｰ蝋瀬棚

“ WHl i q D4 14.6 3.0 指？ ･ｹのこ痕、指凹み 浅蘭榧 釦％

鯉40 WII l i q D‘1 M､4 3.2 桁 すのこ痕
●

ｂ

ｂ

唾

毎

寺
》Ｉ ､尚栂 75％ 内外面にﾀｰﾙ状物剛州

2341 WII l i q D4 M､6 2.5
句
ｒ
ｏ

●

９

Ｊ４ すのこ狐、IH" にぷ ､批樋 別)％

2342 ⅣHl i q l）4 14．7 2.9 ．$･の 拠、術IIりみ ル 枇 40％

2343 ⅣH1 i q D4 8．3 2.0 術？ ｡$~の 痕、指凹み、附紋 にぶ ､黄樋 85％

認4 WHl i r D4 10.6 1．7 布？ すの 痕 にぶ ､黄栂 ”％ 駈郁毒誕､酬郵ら蛾？

湖5 WH1 i 『 、4 8．4 1．8 すの 痕 灰枇 95％

2316 ⅣHl i r 、4 8．7 2.0 すの 痕 にぶい閲榧 ”％

錫47 ⅣHl i r I〕4 8．6 1．9 ヘラ 1．のこ猟、桁l'11み にぶい此柵 70％
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裕号 川上地点 層位 分剛 口傑 庇碓 鰐間 内面ナデ 外底・内血 色測 残存 伽琴

2318 ⅣlI l i lr D4 9.0 2.2 にぶい伽樋 ”兜

饗↓9 ⅣHl i lr 、4 14.0 2.9 術1判Iみ 峡白 弱％

麹釦 ⅣHl i lr D4 13 6 2.7 すのこ痕、術凹み 灰白 75％

鱒51 ⅣHl i lr I〕4 13 7 2.8 指 指紋 洩侭極 40％

羽馳 ⅣII l i lr D4 13 6 3.3 拾 すのこ疵 にぶい批柵 40％ 純､ロ#伽l:ﾀｰﾙ鮒鮒§

鱒郵
■
。
■
０

Ｇ
口
Ⅱ
凸

●
■
■
。

●
■
Ｐ
ｂⅣ 1『 D4 10 ２ 2.8 桁 -ｲｰのこⅨ、揃牧 にぶい仙榧 鋤％

幻51 WII 1 i 5． 、4 13 8 3.3 すのこ狐、術11りみ 灰蘭悶 85％

迩錨 R'II l i 5． 、4 (15.3） 2.8 すのこ猟 にぶい黄橿 40％ 副ﾛi; ｰl術鮒6緬恥‘）

23弱 ⅣHl i 5． D‘1 (12.2) 3 0 指？ すのこ猟 灰簡悶 30％

2357 ⅣHl i 5． D4 12.5 3 3 指 すのこ楓 にぶい批樋 45％ 内外面にタール状瀞質1緒

2358 ⅣlI l i 5． D4 (13.4) 3 0 柑紋 にぶい闘柵 35％

2359 ⅣHl i 5． I）4 <12.0） 3 3 ヘラIﾘj瞭 すの 伽、桁|Ⅱlみ にぶい伽樋 20％

23鋤 ⅣlI l i 5． I)4 9.2 2．75 すの 猟、術lulみ にぶい尚極 I(剛％

型61 ⅣⅢl i 5． 、4 8.8 1.6 術 すの 猟、術紋 灰胸 65％

“ WHl i 5． D4 14.4 (3.5） すの猟、揃紋 にぶい賀假 鋤％

認侭 WHl i 5．？ 、4 15.7 3．0 術 すのこ視 にぶい賀樋 釦％

2361 ⅣII l i 5d礫築中部 I)‘1 9.1 3．0 桁？ すのこ脱、術紋 にぶい簡梗 '㈹％

2365 ⅣH1 i 5． 、4 (13.9) 2.H 布？ 術凹み にぶい伐栂 55％
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rg･ lll.l:地点 層位 分剛 nif 庇撮 器高 内曲ﾅ･デ 外底・内面 色閥 硯＃ 側畷

… ⅣII l i 5． D‘1 13.9 3.0 ヘラ すのこ楓、術凹み 没枇杷 鯛％ 内面にタール状物剛捕

邸7 ⅣHl i 5． D4 14．0 3.3 ヘラ すのこ痕、術凹み にぶい貿榧 帥％

“ ⅣHl i 5． D4 9.4 2.1 すのこ猟、指紋 洩尚 85％

23胡 ⅣHl i 5． D4 9.3 2.2 指 すのこ猟、術紋 浅州職 l似)％

認祁 ⅣHl i 5． D4 8.7 1.9 すのこ蝋、桁紋 にぶい仇樋 l(X)％

鱈71 WHl i 5． 、4 9.1 1.8 すのこ似、術紋 洩此 縄％

漣誼 ⅣH1 i 5． I〕4 8.2 1.8 すのこ蝋、桁紋 にぶい枇杷 1“％ 内外面にタール状杓目付§

霊乃 ⅣHl i 5． D‘I 8．8 1.8 すのこ猟 にぶい貿樋 ”％

鱈別 ⅣHl i 5． I〕4 9．2 1．9 すのこ狼、術紋 洩伐樋 85％

錫75 ⅣHl i 5d畷集'l'部 D4 9．1 2.4 すのこ狐、柑紋 にぶい黄榧 55％

謁布 ⅣHl i 5d碗集中部 I〕4 7.5 1.7 ヘラ 揃紋 にぶい此樋 鋤％

鱒万 ⅣHl i l i I)4 13.0 3.3 術？ ･ﾘｰのこ猟、術凹み 浅閃樋 l似)％

塗祀 ⅣH1 i li D2 13.3 3.4 すのこ猟 KIgl 鰯兜

露刃 ⅣH1 i li D4 13.3 3.5 布？ すのこ猟 浅黄慢 鋸兜

… ⅣH1 i l i D‘1 13.0 2.7 術 すのこ猟、術凹み にぶい閃極 45％

燕1 ⅣⅢl i l i D4 9．2 1．9 すのこ痕、術凹み、揃紋 洩前 ”％

郷2 ⅣHl i l i D4 7．6 2.1
、
〃
６

醇
〕
叩
Ｍ１ 術紋 灰削 60％
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にぶ↓‘鮒侃

にぷb'MIn

に航I‘枇柵

にぷ､‘枇概

、
剛
一
剛
一
睡

錨
州
一
跡
一
恥
承
一
齢
一
郷
一
鋤

1111螂下鴨I:悩唆伽の単ｲI

すの二痕

すのこ痕

すの皇痕、柵紋

すのこ痕

訓
浅批栂割01 ⅣH1 i 5． Rd聞 皿.‘1 7『6 3．.】

岬
一
“
｜
”

恥
一
畔
一
斗

州
一
州
州

2'1砺

24帖

2‘1()7

8．2

9‘1

12．8

理
一
Ｍ
｜
邪

。
■
且
◆
。
Ⅱ
〃
・
■
■
Ⅱ
〃

第135図かわらけ⑳

-177-



ニラ， 孝二ク
2410

24112d109
2408

乏多 ＝フ三ノ
’

I2dlld12‘1132412

建
鼬

、

＝
24152416 2417

=＝ノ
2419

24202418

彦ク ＝一グ
2422

2421 2423

こう
24262‘1252424

0 1 : 3 10"

一一

第136図かわらけ⑳

-178-

番号 出土地 層位 分頻 口径 底径 器高 内面ナデ 外底・内面 仏間 残存 備考

別“ WHl j 6上 D2 8.4 2．1 指？ 洩黄極 蝿％ 庇郁lul凸あり

24脚 WII l j 5． 、3 8 7 ウワ
今●~ 撤？ すのこ狐、桁紋 il批榧 '㈹％

24 0 WHl j 5． 、3 ７ 2 (1.7) 桁紋 にぶい尚樋 30％

24 1 WII l j 5． l)4 8 9 1．9 すのこ痕、桁凹み 灰甜 帥％

24 2 ⅣHl j 5． 、4 8 8 (1.9) 指 すのこ襖、術紋 洩黄 45％

24 3 WII l j 5． l)4 8 ５ 2．0 指？ すのこ楓 洩黄柾 55％

24 4 WHl j 5． D‘1 8
一
。 1．5 縄状のⅡ;猟

●
ｂ

ｂ

も

ロＰ
今

－１ ､倣樋 35％

24 ５ WHl j 5． D4 (9 3） 1.6 術 $ 戯 弱％ '加《み､門圃ﾀｰﾙ帆抓{側

24 6 WHl j 5． D4 (9 4） 1．7 にぶ ､黄椴 鋤％

24 7 WII2h
■
。
□
＆ 、4 8 6 1.4 すのこ痕 にぶ ､黄榧 釦％

24 8 ⅣH2 i q C3 14．2 3．6 布？ ずのこ拠、指凹み、指紋 にぶ ､枇栂 65％

24 9 ⅣH2 i q C3 9.9 2．1 ヘラ？ 継ぎⅡ、術紋 拠枇栂 45％ 内ﾀ価ﾀｰﾙ状胸間少量付薊

2420 WH2 i r C3 13.4 2．9 術 ･すのこ猟、折凹み、術紋 没伽 鋤％

2421 ⅣH2 i r C3 (13.5) 3．0 指？ 術紋 灰伽 45％

割22 ⅣH2 i 5． C3 8.3 2．1 指 すのこ狐 糊灰 65発

24幻 ⅣH2 i 1 C3 9.6 2.0 すのこ痕 にぶい黄椴 30％

2424 ⅣI12 i 1 C3 12．4 3．5 ヘラ？ jifl'1lみ 灰闘 75％

2425 WH2 i I C3 8.5 1.8 布？ すのこ楓 細灰 '㈹％

26 ⅣⅡ2 i 1 C3 8.6 2．1 布？ 術紋 没間樋 ”％
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岳サ 出土地点 層位 分類 口径 底径 器商 内面ナデ 外底・内面 色調 残存 備考

2427 ⅣH2 q C4 <12.7） <2.3） ヘラ？ にぶい黄栂 即％

2428 Ⅳ112 q C4 8.8 2 3 術 すのこ猟 洩批 85％

2129 WII2 q 12．7
、
〃
山 6 ヘラ？ 揃枚 拠枇樋 45帖

劉測 ⅣH2 r C'1 7.9 1 8 術 術紋 世間榧 85‘蹄

2131 WH2 r C4 8.8 2 4 折 すのこ帆、術凹み、揃紋 にぶい前極 l側％ 焼成後口唇部打ち欠き

2432 ⅣH2 r C4 14．3 (3 l) ヘラ すのこ撫？ にぶい撹樋 45％

2433 ⅣH2 r C4 14.8 ３ 8 4』？ すのこ猟、梢凹み、擶紋 にぶい批栂 75％

2431 WII2 5． C.1 13.‘1 ２ 7 ヘラ？ 術紋 にぶい枇撮 25％

劃35 ⅣH2 1 i ・ lq C4 1‘$､3 ３ 6 すのこ狐 にぶい興樋 25％

24蝿 WH2 1 C4 7.9 2 0 術 梢故 にぶい黄榿 “鮎 19面タール状物質付澗

2437 ⅣH2 1 C'1 13.5 3 3 ヘラ明瞭 すのこ拠、揃紋 にぶい黄極 駅)％

2438 ⅣH2 1 C5 13．7 3 ２ 布？ すのこⅨ、術凹み、揃紋 浅黄榧 95％

2439 ⅣH2 I C5 13.7 2 8 へラ明瞭 すのこ狐 にぶい簡梗 (X)％ 外而タール状物間('l"

割40 ⅣⅢ2 5． C5 13．4 ２ 9 ヘラ明瞭 すのこ拠 版白 鋤貼
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祐号 川土地点 職位 分類 口従 庇催 器高 IWm#･デ 外庇・内lhi 色澗 魏存 1m蝦
Z1‘11 ⅣH2i 5d C5 13.5 ･1.5 布？ 1．のこ疵、llift 脹白 75％ 内外面タール帆物剛端
21‘12 WII2i l i ・1q C5 】･1.2 ３ 3 ヘラ？ 術牧 灰白 1m兜

21,13 WH2 i l『 D2 8．8 2 0 ヘジ ･ｹのこ拠 I ぷ､ 批樋 '㈹鮎

割’1.1 WH2 i 5． p2 9.‘1
酬
β
山 ‘1 術杖 I ぷも 間位 1伽％

‘15 ⅣH2i 5． D2 9.0 1 9 すのこ鯉 I ぶ心 枇概 45％

2＃16 W1I2i lq 、3 8．1 1 5 へラ？ I ぷ1 批柾 25％

21･'7 ⅣIIZi lr D3 8．5 2.1 術杖 I ぷ､ 醐佃 1側％

21．18 Ⅲ，II2i lr I)3 8．9 1.9 l師 州lVjみ 【 Ｌ
早

言

■

、

姑

毎グ 伽価 l”％

2Ⅱ9 IVII2i lr 、3 9．5 リリ
ー■己 桁？ 縄灰 卸％

”ⅣH2 i 5d D3 8.9 1.8 褐灰 鋤％

2451 WI12 i
■

ｑ

色 D3 8.･1 1,6 ヘラIﾘI瞭 灰1!1 95％

2152 W1I2 i 《I D4 13.2 2.3 すのこ猟、柵牧 にぶい批柵 40％

卿 ⅣlI2i r 、4 9.6 1.9 ヘラ ･ｸﾞのこ疵、術紋 にぶい閃lu 鋤兇

2151 n'H2i 『 D4 ]5.3 3.5 術 ･ｹのこ幌、l榊丈 にぶい枇樋 ”冊

21弱 WH2i r D'1 8.9 2.‘1 すのこ拠 灰黄悩 和船

2.1郭 ⅣH2 i r D4 111.1 3．6 ヘラ？ 指紋 にぶい黄掻 l"%

57 WII2 i r D4 9.0 1.9 術 術紋、術111み 灰批側 65％

劉弼 ⅣlI2i r I〕4 7.6 2．0 州？ -#~のこ痕 洩澗Im 75％

21釣 ⅣⅢ2i r D4 14．8 3.1 へラ？ 1．のこ疵、柵紋 にぶい飾柵 弱妬
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符号 出土地点 屑位 分訓 口催 庇係 器高 内面ナテ〃 外庇・内面 也飼 硯が 胴孝

24閲 WH2 lr D4 】3.3 2.8 布？ 寸・のこ樅 褐灰 弱％

割61 WH2 6 D4 9.1 2.2 ヘラ すのこ痕 洩黄 1伽％

劉舵 WH2 5d D4 13.7 3.9 揃紋 灰賀 45％

劉鯛 WH2 5d D4 13.2 2.5 折？ すのこ喪 にぶい批柾 35％ 内面タール状物質付藩

2161 WH2 5d D･I 13.2 3．2 ･ｹのこ痕 洩枇樋 35％

2465 WH2 5． D･1 8.9 1．9 ･ｹのこ痕 にぶい醐樋 85％

割“ ⅣH2 5d D4 8.8 1.6 ヘラ にぶい醐根 釦％

型67 WII2 5d D4 9.0 1.8 媚 すのこ換、拓凹み 浅黄柾 75％

劉鎚 ⅣH2 5d D4 7.6 1．8 桁紋 にぶい甜柾 75％

別69 WH2 5d D4 (8.9） 1.6 にぶい批栂 35％ 中央に焼成前穿孔あり

2470 WH2 li ･ 1q D‘1 13．2 3.0 布？ すのこ鯉、州杖 洩蠅ロ 85％

別71 ⅣH2 li D4 7.2 1.6 ヘラ？ にぶい枇侃 25％

劉泥 WH2 li D4 8.4 2.3 術？ にぶい画IR 駒％

泌沼 ⅣH2 li D4 7．9 2.0 灰黄禍 35％

別澗 ⅣH2 li D4 9.3 1．7 継ぎ目 にぶい沈柵 40％

2475 WH2 li Dd1 9.2 1．9 す・のこ鯉 にぶい批梱 45％

酬76 ⅣH2 li D‘I 8．9 1.9 継ぎ、、。rのこ弧 にぶい鮒棚 知％
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55％ 犬&いゆがみ、i馴什針

95発海納骨針

40%海綿骨針
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1 1,緑祁、｣Ⅸり似仇柵術岐DOI
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251 i2510
2508

Z5〔)9

＝7
2515251‘1Z513

2512

251825］6 2517

、ク
込誹､_〕

2519
2520

521

＝三一
2523

2525

三三，ニーコニ
252･12522

0 1；3 10cm

俳号祢号 川上地崩

2MWWH3i

2劃円WH3 i

2510 WH3i

2511 WII3i

2512 IVH3 i

2513 IVI{3 i

251,1 IVH3 i

2515 WII3 1

2516 WII3 1

2517 1VI13 i

2518 IVII3 i

2519 WI13 i

2520 WII3 i

2鋤|1 WH3 i

2522 1VH3 i

2523 IVH3 i

2524I WII3 i

"25 Wll3j

2凱購

25】2

ⅣH3 I

Ⅳ1I3 i

ⅣH3 i

2523

2521

層仲 獅
一
唾
皿
一
頤

同様 服縦 外庇・内面 色調 蔀
一
恥
一
岬

偏鞍

1(1 １
５

●
■

８
９

すのこ猟 i-ぶい枕IW 内外歯タール状物胃f蝿

Ir 術？ すの皇掘，棚紋 I災曲樋

lq す.のこ痕8．6 にぷb 价棉 65％

l (I 、3 師
“
｜
鱸
“
｜
恥
一
岬

1-7 すのこ痕、脂紋 洩茂樋 恥
一
峨
一
畑
峨

lq 唖
”
｜
皿
一
”

郡
Ｍ
ｍ
－
ｗ

すのこ摸、州紋 にぶい此柵
一

浬憤橿

口縁蛎打ち欠き？

lq 継ぎ同

lq 膿仙

lr ハケロ》 柑紋 緬
一
州

馴)側，

lq D4 2．7 指紋 45％ 噸鮴外加撫ダル轍鮒菅

lq D4 ハケ･Iﾘ1M( 指凹み．折紋13．9 1．4 にぶい醐冊 細かく破砕85兜

lr 畑
一
四
一
恥
輌

7.9 術‘ノ噛
一
率
一
鯏
哩
狸
一
皿
一
皿
翠

すのこ狐 にぶし､苗樋 35粥

沁％

弱％

SO%海綿付針

35%海綿骨針

45％

20%

鯖％内外面タール帆物貿付蔚

海綿ﾔ縮I
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淡飢lq I’ すの己痕、揃牧、術1111み

第142図かわらけ⑳

184



2526 25282527
2529

2531
2530

、

、‐ ｰ

Z533

0 1 5 3 10cm
Ib

2532

州存

85％

鋤％

応％

40%

101＄

55%

75％

30%

45兜

鮒サ

内那加服ダル燗甘伽

l 1if

8．7

9．0

9.4

13.1

15.3

13,1

1‘1.‘1

8．1

庇椛 冊尚 111M･デ 外庇 |fi1il
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１
２

０
０

３
３ “

跡
灰

I2C1l8葉l9SD9 IIH8j

1 l縁部

I 阿部

19SD9 II II9j
L型』
[塾型

一

検川Ⅲl9SD9 IIIH'l j
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州25

3023

州28

《

1027

l()21）

蕊灘
ノ
Jヤ

オ

●
｡↓
し●

‘？

"《灘:：~

3()31

1

吋' 30剛｝

0 1 ；3 10cm・ず 布J

更改..＆
吟一計 三

研け
－

3023

1頭「
3<鰹5

鋤26

3027

3028

3029

3(賂0

3(、

磁
一
罐
峰
一
錘
碓
一
鐸
一
躍
一
錘
一
雄
趣

出土地点

19SD9 n'H3j

19SE3南半

19S1f3南半

19SE3南半

19SE3IWf

19SE3南半

19SE3北半

19SE3北半

19SE3北半

層位 鋤
一
兜
一
発
亮
亮
兜
瓶
一
亮
一
尭
亮

維
瀞
一
鍬
一
織
一
緬
一
諏
瞬
一
郷
一
郷
一
”

銅
一
“
｜
辨
一
》
｜
版
一
噸
一
“
｜
”
｜
轆
一
僻

備杉

柚瓜.ド、外面に赤変Aliあり、押印
押印

外面に袖、押印

外閲l.ケズリ
ー

仰rII、柚眠下

ﾑﾘ阿文？､12C第3Iﾛ』|りⅢ

lml:l外血r柚、押印

外而1．輪、押印

第146図渥美産陶器②
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I(〕:川唖

』曇＆
由

1032 303.】

？

､零

0

P

H

10393037

1 : 3 10cm0
I

3043

制瑚”
｜
獅
恥
一
噸
》
｜
郷
一
畑
一
岬
獅
緬
一
瞬
榊
榊

刎
一
帥
一
岬
一
“
｜
蛎
一
幟
一
繩
一
恥
一
帥
一
“
｜
跡
一
》
｜
帥

細
礎
尭
壷
一
鉢
一
兜
一
尭
尭
憂
一
受
発
一
蕊
一
蝿

lll l2地点
-

19SE3北や

l9SE3.化半

19SE3北半

19SE3北半

19SE5m'f

l!)SI#5化'卜

19SE6

19SE6

19SE6南半

19SE6南'f

19SE6南f

19SE6IWAIf

鰄
一
蝿
一
趣
一
難
鐸
嘩
雌
峰
嘩
一
錘

｜
鯉
一
辨
畑
一
癖
一
睡
一
癖
郷
一
獅
郷
刎
一
艸
一
畑

号榊

渥美

泄美

Id擁

第147図渥美産陶器③
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一一一やよ~一
一 錨

蕊
群

線

1

蝉. I

Ｒ
角
々

溌謹｡､
『 戸士

30d14l
ー

3047

:1045

'｢r

1溌勘

懐、ーf
←｡◆ ｡ D

’j

鞠
ﾛP

4

､

30‘16

Ⅱ

輿

30#19

〃
８
４
〃
祁
砲
辮
阯

3052

／0 1 : 3 10cm

3{)51

肝サ

3()14

30,15

3046

3017

3018

3019

305()

305】

3(馬2

懲
一
嶬
一
罎
錘
一
難
一
郵
鐸
錘
一
峠
一
繩

出土地点

19SXl市半

21SX5

II I18 1

InHO i

ⅢIIO I

mII o i

lll llO i

mHoi

MIIOj

土彊

位
面

口

層
上
き災

部位 色訓

筑～屑部 灰甜

体部 灰

休部 瞬

口～体駆 灰

肩部 灰オリーブ

肩部 褐灰

休部 灰黄禍

休部 灰寸リープ

屑師 灰

洲
亮
一
孫
一
尭
鉢
一
発
嘉
一
亮
遡
喪

燗拶

外閲に袖

押印

押印

内砺に柚､12C後半

押印、外面に輪

押印､12C後半

押印

柚垂F、外面休部縞状、四耳壷

銅
一
卵
一
卵
”
｜
恥
恥

第148図渥美産陶器④
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－－

、
30別

報

蕊金

3057

IM

紗3055
鼠
織

1(156
79伊心 ー

自
辱
Ｆ
■

由
凸
凸
■

△
ザ
Ｌ
亀

鶴
漆

惑

尊漣‘撚珪

曇.猟寸事，ィ漣：

3059

3060
4()58

0 1 : 4 10cm

蕊1

1：3 ｍＣＯ
Ｉ

Ｉｎ
Ｕ
Ｉ

慣夢 ｜

－1

銅
一
蛎
一
灰
一
灰
一
“
｜
“
｜
灰
一
緬
一
僻
一
幟
一
娠

締
一
掘
一
掘
一
輝
一
癖
一
噸
一
獅
坤
一
蜘
一
蜘
一
”

識
一
鉢
受
一
蕊
亮
一
蕊
一
亮
一
燕
亮
一
発
鉢

雌
一
幟
一
癖
榔
一
蜘
一
細
一
鰄
鯛
一
鯛
一
幟
一
噸

馳
一
恥
一
鋼
副
－
５
５
５
５
－
５
－
５
｜
Ⅲ

出土地卿

mH1g

mH1g

ⅢHlg

mH1g

IIIH2f

mII2g

IH3g付近

III I1311
－

mII3h

mll4E

“
一
躍
罐
一
僻
一
罐
一
睡
一
趣
嘩
轆
癖
錘
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〃
ー

知65
1〕

063

、
3067I()66

、 30711
一

一

8

』

蕊譲論

ダ

、
｡

7‘I

0 1 ：3 10cm
I

鋤
一
蝿
一
州
一
癖
一
緬
一
緬
一
細
細
一
獅
一
畑
一
坪
一
跡
一
銅
一
獅

露
錘
一
岬
鐸
鐸
錘
嘩
墜
嘩
一
澤
鐸
嘩
一
墜
継

出土地点

IIIH･l i

IIIH4 i

mll4 i

mlI4 i 5 1

mH5 i

ml15 1

lll l l5 i

lll ll6 i

mH6i

mH7 1

IUH7 i

III II 7 i

i,レンチ3

諏
一
諏
鋤
一
竺
鋤
鋤
鋤
一
”
一
恥
一
Ｐ
北
一
記
記
耐
馳

錘
兜
一
鉢
椀
壷
一
亮
一
尭
鉢
碗
一
受
壷
一
亮
一
縄
一
鉢

“
｜
州
一
郷
一
岬
一
”
｜
”
｜
織
一
州
一
岬
一
郷
一
栖
一
幟
幟
一
吋

銅
繩
一
灰
繩
酔
織
》
｜
灰
弛
一
蠅
癖
｜
識
一
灰
一
繩

備零

IIIIITII

内lli畷陀、内liiに柚

内外IM,無釉

外醐'二粕、船fe2樋噸の粘土

外而に輪、裡合押印？

外面に釉、押印

内【､に釉､12肚紀鮴l [叫Jfjﾘlf

lll茶碗、内山iに袖

押印、ケズリ

内面底部に釉

押印､12C後半

IIIII11 12C後ユト

内而喉粍

I！l含む12肚紀'|』＃

第150図渥美産陶器⑥
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△

ｆ

口

１

＄
激
し
》
郡

騨
抄

９

斗

▲

▽

‐

屍

一

０
。
【
．
。
』

3(17 、

3078

､~蝿

Lユゴシ一三

3079 3080

、

iO82

趣

10cml：30
I
'I

慣拶

片、、内面'二輪薬、鋪2{叩半期含む12C中魚

押印

謎弁文？（袈裟裸文？）

外miに鮒I

12C後半

外卿に軸

押印

押印、ケズリj2C後半

12CIf!II

外面'二柚、押印

幽
一
”
｜
蹴
一
雌
一
”
｜
灰
一
鮪
一
岬
一
“
｜
“
｜
》

馳
馳
型
Ⅱ
一
馴
恥
恥
雨
型
型
、

郷
一
鉢
一
甕
一
壷
尭
一
鉢
篁
尭
一
尭
鉢
莞

出土地剛

mHsi

mHS i

HIH9c

mII9h

m119 i

IIIH9 i

IIH9 1

ⅢH9 i

ⅢH9i

WII l i

勝り 磁
一
率
一
鐸
嘩
一
趣
一
蝿
越
癖
一
罐
罐
一
鯉

伽
一
耐
一
脈
一
岬
蜘
蜘
一
蝉
一
癖
一
畑
癖
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（

W
・ず ， 、詞

〆 1 ．'09

１

嶽卑.郭
－－－1

M}89

3037

"剛
｡ 』》

ﾄ

q

■令

､1
式
寸

1

3088

lO93

3()94

o

上
1 2 3 胴ｃＯ

Ｉ
Ｉ

締
狸
廻
哩
岬
卿
一
畑
狸
型
畑
砺

鰄
一
蝉
一
鐸
壁
蝿
錘
一
錘
一
錘
嬢
一
罐
雑

出t地鯛

IVHl i

WHl i

WHl i

IVII l i

WII I i

IVHl i

WHl i

WHl i

WII l j

WH2 i

剛
一
脈
一
脈
吐
一
ｗ
一
郡
一
別
一
Ｍ
一
Ｍ
一
釦
一
叩

郷
里
塁
垂
鐡
一
亮
一
鉢
蔓
一
壷
壺
諫

峨
一
雌
一
瞬
一
蛎
一
”
繩
一
”
｜
蝿
一
幟
一
恥
一
雛

側考

押日1、ケズリ

押印

押印，刻圃文（絵画的文様）

剣1曲i文（柵級)、外iniに靴l

外Ⅲiに釉、押印、ケズリによる粘土の他ｵ’

片口、内而部分的に摩耗、

ケズリ

細線あり（刻画文？）

外liiに軸、袈裟概文？（遡弁文？〉

内而に杣

第152図渥美産陶器⑧
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1096

11023100

〃７
１11()･I

11()5
3103

11()7

蕊
3109

祠Ｃ
《
Ｕ
Ｉ

１０
１“

1 54

一十一一

10cmI ： 30

I108

｜
締
一
癖
一
”
｜
卿
畑
一
抑

備考

外郵二箱、袈裟擦文？建弁文？

竹符による平行沈線

外|1mに､1z!行沈線

外i肌こ柚、沈線

沈蝋、漆継ぎ

#IIFII

外面'二拍

内而に釉

内lili膿陀

llIIMll

内而に輪

外面に袖

押印

内mlに釉、内而峨l[

誠
一
”
｜
怖
一
榊
一
榊
一
繩
一
縄
一
”
｜
州
一
獅
一
郷
一
瞬
一
榊
一
州
一
岬

索
一
》
“
灰
一
“
難
癖
耐
灰
純
一
雌
灰
》
帥
一
灰

鼬
山
里
加
坐
呈
血
加
川
一
ｍ
呈
皿
一
ｍ
ｍ
加

綱
一
壷
一
撒
蝋
唖
迩
亮
一
壷
休
鉢
尭
鉢
一
発
一
発
一
鉢

出土地点

WH2 i

IVII2i

IVII2 i

IVII2 i

WH2i

WII2 i

トレンチ1

トレンチ1

WII2j

WI1311

WII3h

WH3 i

WⅡ3 i

IVH3 i

睡
一
睦
嘩
一
睡
一
雄
壁
罐
一
謹
峰
一
蝉
一
睡
鐸
一
垂
錘
癖

3101

3102

3103

3101

3105

31蝿

3107

31()8

3109

第153図渥美産陶器⑨
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ザ＝巨竺

rも冊12

111 ’ 11 1:｛

I

111(）

ー

f涛写声､象侭減

罵蓉迩塗劃

別14

0 1 ； 3 10cm
I

苗号

3110

3111

3112

3】13

31】4

3115

睦
一
雌
雌

出t地点

IVII3 1

IVH3 i

管位
一

l l

1 i

l i

錘
亮
鉢
一
翌

筋位

遮
1 I,緑部

:閉-m面
備尋

灰

1ME Ⅳ113 1 略服 |91iiに釉

雌
一
鍵
一
繩

尭 庇部 禍灰 |ﾉ1面底部に軸WH4 j

調症I菟南凋部

トレンチ1

lq

蝿
一
睡

莞 体郁 灰
一
灰

押印

妻 刷郁 押印．外面に袖

第154図渥美産陶器⑩
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31 17

一回一

段

融
周 蝋登

１
１

》
川
川

1116

了う
%122 3121

jI2{）

31Z{｝

色I

1 ：3 10m
町

0
1127

’郁位

作郁

、縁郁

休郁

休部

M雛

、緑朏

u縁部

体錦

休部

屑部

休部

休部

塑
細
型
繩
聴

梢慈

押印

1 I唇部に凹線、内側1."

押印

llll印

外miに釉・三筋壺

IWIniに釉

内伽に灰ｵ･リープの袖

外側に沈緑槻繊)、 ．筋濃

押印ウ

外伽に釉

+I11印

抑fII

計り

3116

3117

3118

3m9

3120

3121

3122

3123

3124

3125

3】26

3127

他名

常柵2珊式

岱禰2図式

常柵2型式

常淵2型式

常柵21W式

常柵2湿式

緋滑2噸式

常柵2墹式

常洲呂型式

常湘2刑式

常洲2珊式

常柵2剛式

出f地卿

19SE3

l9SE31W､f

19SE3IW半

19SE3北f

19SE3北半

19SE4IW,f

19SE6

19SE6IWf

19SE6W,f

19SE6南半

19SI:(iIW'f

mHo i

細
完
売
一
塁
尭
壷
｜
亮
一
亮
遜
蔓
一
盛
一
発
髭

’

褐灰
－

1畠ぷい仙栂

癖
一
離
一
職
砿
繩
剛

礎況じI)"

51】
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瀞”
3129

冊￥

3】28

3129

3130

3131

3132

3133
一

3134

3135

31洲

式
式
式
式
式
式
式
式
式

一
州
擢
》
袖

型
珊
瑚
珊
型

墹咽
２
２
２
２
２

榊
漁
柵
柵
柵

Ｉ

常
常
怖
常
常

III土地剛

mHOi

mHOi

mHO I

【HIIO i

mHo i

MII () I

mH1f

mH1R

mHIR

馳
一
麺
一
諏
祁
師
”
｜
罰
５
瓢
諏

純
一
壷
一
亮
一
亮
一
発
一
尭
謹
一
喪
一
発
一
発

側考

突補文､外面に粕

内閲に粕

押印なし

IWnl

押印

ケズリ､3155と同一佃作

口唇部に凹線、内面に釉

外IWil-押印

外聞に煤付蔚､3139と同一悩休

第156図常滑産陶器②
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1137

3141
31．1(｝

『

ワープ一

〆A

{l‘1,1
11‘13

４

31‘16

0 1 ：3 10cm
lM5

地
雨
５
－
５
－
鋤
－
５
’
５
５
聖
辿
５
’
５
’
５

繩
尭
轟
一
塁
鉢
一
壷
一
尭
兜
亮
一
尭
一
竺
蝋
壷

“
郷
”
｜
“
一
吋
一
岬
郷
一
吋
岬
一
郷
一
獅
一
獅
郷

色調

にぶい赤禍

版ｵ･リープ

にぶい赤褐

灰

灰オリーブ

褐灰

にぷい赤禍

灰オリーブ

12ぶい赤鵜

灰

灰褐

灰

備考

外面に押印

外面に袖

外面に押印､3136と同一個体

内而摩耗

内外面に粕

ケズリ､獅113と同一鯛体

ケズリ､3142とIM1一個体

外面に鞘、口唇部に凹線

外面'二押印

二筋壷、外面に複織､3147と同一個体

三筋壷、外面に複線､31.16と同一個体

三筋煮、外面“紬、数条の沈線（竹特？）

論号

3137

3138

3139

3140

3141

3142

3143

3ﾙﾙ1

3145

3ﾙ16

3147

31,18

式
式
式
式
式
式
式

“
鐵
転
邸
鍬
鰄
湿
型
型
穏
蹴

劉
鴇
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

穂
柵

榊
淵
淵
滑
滑
禰
耐
榊
淵
耐
淵

常
常
常
常
術
常
宿
常
常
常
常
常

lli上地点

mH1g

mII Ig

mH1g

mH2g

mlI2g

IIIII2g

mH2H

mNI2h

mH2h

mH2h

mII2il

!11 113f
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1151

31ｨ19

．

可－ず－

1152

塵鴛f宇辰＝

蝿蕊瀞

西

勾

口

９

3156

3151

訓59

3157

ｎ
Ｕ
Ｉ

1：3

措号

3149

3】瓢）

3151

3152

31認

3腸1

3155

31部

3157

31"

3159

蝿
一
梱
一
幟
一
》
稚
拙
一
癖
岬
一
榊
一
》
擢
一
秘

川上地点

IIIH311

MH311

mII6 i

mH6 i

lll ll8 i ，9

11】119 i

WIl l i

Wlll i

W11 1 1

ⅣHl i

Ⅳ111 1

岫
恥
馳
訓
詞
一
馴
副
里
吐
一
些
脈
脈

紬
尭
弾
巽
亮
一
鉢
兜
里
斑
一
敬
一
尭
喪

{W#

外lhiに柚. lllllll

IIMj

u辱部に凹線、内面に釉

ケズ ノ？

内外lilに粕、内Ihi曝純

llll印

ケズリ､3133と|吋一個体

内外血に釉

言筋醗、外面に複線．外面に釉

外面に軸、押印

押印

第158図常滑産陶器④
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1

、
一

二＝

→→

3167一
一

3165 〆

１

3168

灘〃緑辱
△

《錘堂さ亥〃 3170 鋤
3171

q

０
１

1：3 10m
I

爵叶

3160

3161

3162

3163

316JI

3165

3166

3167

3168

3169

3170

3171

3172

棚墹

稚柵2刑式

‘附洲2刑式

常柵2刑式

常附2型式

常柵2馴式

常柵2珊丈

常柵2型式

常柵2型式

岱漁2型式

常爾2噸式

常肘2硬式

常柵2硬式

常柵2珊式

出土地点

IVHl i

WHl i

NHl i

IVHl j

WH2h

WH2 i

ⅣI･I2 i

WH2 i

IVH2 i

WH2 i

WH2 i

Ⅳ1121

WH2 i

恥
示
馴
一
肥
赤
川
一
岨
一
ｍ
一
旦
、
山
一
蜘
一
、
脈

緬
蝋
巽
敬
一
艶
尭
一
磁
遡
晃
一
受
喪
尭
亮
尭

”
｜
耐
榊
郷
一
幟
怖
一
睡
一
怖
一
岬
一
癖
蝿
》
｜
怖
一
繩

“
｜
緬
癖
僻
一
”
誠
一
灰
一
灰
》
率
露
“
｜
“
｜
“

IW孝

；筋噸？

押印

突帯文、外而にnl1

押印

押印

揃職外1hiに胆線？、内面に紬

I火オリーブの釉垂.ド

I1唇駆の内外面'二凹線､3168と同一個体

回唇郎の内外師'二凹縫､3167と同一個体

内外而I主軸､31両と同．？

内外面'二柚.3169と側？

押脚】

内外面に卵I

第159図常滑産陶器⑤
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3175

#蕊甦
3177 3179

（

3181
3182

3184

1186

1］83

0 1 ：3 10cm
I

剛
一
吋
呈
旦
剛
茄
脈
諏
川
些
皿
Ⅲ
皿
肱
”

儲位

阿部

n緑郁

I】鰍部

体郁

休部

体祁

体郁

側縁郎

、緑部

酬部

休郁

休部

｢職部

休祁

備考

外面に釉

三筋電？

口唇部に凹練

押印

耳付？三筋壷、裡総､31浦とI『1＝？

三筋壷、似線､3177とItil l

押印

口唇部内外に凹線

I｣唇部内外にlⅡ1級

内外面に粕

押印

lllli印

内lliに袖

外面に紬

瀞号

31"

31741

31"

31"

3177

3178

3179

31"

3181

31艶

3183

318J1

3185

3186

式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式
式

一
秘
榊
一
榊
榊
岬
榊
榊
一
榊
榊

珊
珊
型
型
国

名
２
２
２
２

蘭
２柵

柵
柵
淵
滑

ｉ

常
常
常
常
術

出土地点

IVH2i

ﾊ'H2i

IVH2i

Ⅳm2i

トレンチ1

トレンチ1

WIi2j

WII3h

WH3i

WH3i

WH3i

IVH3 i

IVII3 j

IVH4 11

幽
亮
過
一
嘉
一
亮
壷
壷
亮
亮
一
兜
一
拠
亮
幾
発
一
発

第160図常滑産陶器⑥
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J

「

＆
3189

一

Il88

119(）

洲91

－1、一一二、影C)_
/」

／

－一

ⅡＣ
《
Ｕ
Ｉ

ｉ０
１

1；3

3195q ’

H化地点

WH4j

WH4j

WH4j

調査区北側

捌壷IX北捌

電柱側OW

19SE61葡喉

mHO i

mH1駕・7 i

mH2g

mH2g

mH6i

噛位

1q

1q

1q

撹乱

揃乱

ｨ《IﾘI

純
一
尭
一
亮
一
甕
壷
兇
変
一
斐
幾
一
鉢
鉢
一
鉢
一
鉢

”
｜
郷
一
郷
一
慰
一
岬
一
榊
一
郷
一
榊
癖
一
恥
一
郵
一
岬
一
岬

色調

暗オリブ

灰榔

昭オリーブ

糊灰

禍1代

にぶいが隅

灰冊

1M灰

柵灰

にぷい赤1M

閣灰

灰

欄考

外側に粕，押印､3189とI#1一関体

押印

外而に袖、押印､3187と同一盟休

内外涛柚

押印

押印

IMIIIIに袖

内外面に釉

内面の部に釉、内面摩耗

内面に袖

内面に釉

内1mに耐

雷8.

3187

31鯛

3189

31"

3191

3192

3193

3191

3195

31"

3197

31卵

億名

常柵2型式

癒満2型式

常淵2型式

常淵2型式

術柵2墹式

怖淵2型式

常淵3&拭

常淵3型式

常柵3型式

常洲3刮式

常榊3澱式

榊滑3型式

帥
一
別
５
５
．５

第161図常滑産陶器⑦
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jl99

/
蜂

3205

3ZO卿

〆屯』

繊
ノ
ク
ー
ハ

＃
め
い
助
ｑ

叩
Ｊ１

}209
32()6

0 1 : 3 10cm
3207

1

術9.

31”

32㈹

3201

3202

32鯛

3201

32(}5

32鮎

32()7

32帆

32(卿

憧名

常滑3型式

常漁3型式

常柵3型式

常柵3刑式

常柵3剛式

常淵3IWIX

常糊3型式

常撹2-3噸

##2 3図式

常肘2 3罰式

荊柵2～3團式

出土地点

mH7i

mH7i

WHl i

IVHl l

ⅣⅡl l ･ l jほか

トレンチ】

WH3j

19P602

19SD9 mH7j

19SD9 ml93

19SE3間半

”
里
銅
一
蹴
一
Ｍ
鯏
町
山

塑
壺
認
壺
一
兜
一
鉢
一
鉢
壷
亮
一
鉢
一
蝋
一
蔓

胴騒

細線

内而に袖、内面I郷G

内Imに胸l1 .内而摩粍

押印

内而わずかに畷粍

外佃釉鐙ﾄﾞI剣HIh1
－

1 7

第162図常滑産陶器⑧
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●｡

3212

瀞驚戦
藤

'8
，

｡§

聾 I

《農泌 32】3213

』
雷

3215

10cm
I

《
Ｕ
ｌ

1 ：3

蝉
一
剛
一
繩
一
蝿
一
蝿
一
蝿
一
帖
一
岬
一
灰

僧考

外面に袖

内側畷ff

外面(二柚､押印､剛郁に細線

外面lj三粕

押印

外面に釉

外1mに軸

ｲ'III印

層位

"-t

l

】

1

1

磯混じり層

伽汎じり脳

伽批じり眉

繩
一
発
鉾
一
裏
蔓
尭
一
燕
一
蕊
一
蝿

種名

芯禰2-3圏式

命d2 3H式

愈離－35式

徹甫2-3型式

#滑2～3型式

倉i12～3W式

術附2 3珊式

榊柵2-3聞式

出土地点

19SE3WIM

19SE3北f

19SE3北半{2か

19SE3北半

19SE3北半

19SE6

19SE6

19SE6

誰号

3210

3211

3212

3213

3214

3215

3216

池17

第163図常滑産陶器⑨
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1219
1218

９
ｆ

掴
■
Ｉ
Ｄ

鋪
ー

4222

I220

ざ
1223 ’3224

ザ
粥

：

磯
ｊ

ｒ

ｆ

ｒ

3225

1226

0 l : 3 10cm

L遁
世型
3219
－

3220
－

3221

3222

3223

3221

3錨5

認26

式
式
式
式
式

一
》
｜
梱
挫
》
》
｜
榊
一
細

則
剛

名
３
３

種
矛
詐

柵
柵

常
甜

出k地点

i9SIi6

19SE6IW｣IL

I9SE7

UHOg

uHOg

Ⅱm8a

nH8 i

mIIO l

IIIIIO i

層位

磯混じり層

趣
粥
蝿
灘
一
亮
一
甕
一
亮
尭
亮
尭

哩
州
一
州
州
細
郷
一
緬
一
蜘
郷
慨

備考

群
－
５
’
５
｜
Ⅳ
緬
一
誠
売 NII1

第164図常滑産陶器⑩
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3228

｛227

3232

蕪･一衝

罰

０
Ｊ

す

323！

3233

〃皆謹I

3236

1235１

1：3 10m0
1

ト

備号

押印、外獅Iこ粕

内外面に粕、内而に凹線

外而に袖､3230と同一欄体

外而に杣､3229と同一個体

外miに杣

内面に柚、外而に凹線

外而に軸

外而に柚．押印

押印

u辱棉内閲に凹級

錘
甕
尭
一
発
一
発
｜
亮
一
壺
壷
嘉
一
亮
甕

”
｜
郷
一
岬
一
榊
一
俶
蜘
岬
一
恥
一
郷
蠅
岬

出土地点

mHoi

III IIO i

II1ⅡO i

llllO i

ill I1O i

ⅢH0 i

mHoi

MHOi

mII l f

IMII 1図

帥
訓
一
師
一
皿
副
訓
一
郡
一
別
一
列
５
師

番号 撞牲

3227常諦2-3利式

3228常瀧－3鼎式

3229徽舸2 3WA

3230常榊2～3MJt

3231#W2 3MA

3232常榊2-3型式

3鱈3常瀦2～3職

3霊＄常識2 3哩式

3235#if2 3M

3236常廿2 3呵人

第165図常滑産陶器⑪
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3239

3237

可

12jl2

(）

32'16
12‘15

兇44

り
ら
ソー

1Z.1932‘18

0 1 3 3 10cm
I

需号 掠名 出土地蝋

3237倉柑2～3砿mHIg

3238耐2 3鍬ⅢHlg

3239鋪2-3砿ⅢII lg

3240giW2～3職ⅢII lg

3別】鯛2～3型式 ⅢHlg

3212鯛2,3MUIHl lI

3別3備柵23砿Ⅲ11 1g

3214l #M?､3猷ⅢHIg

3醗5齢2～3"mHig

32,i6W2、3駄mII1g

3劉7齢2～3鍼ⅢII2g

32418"2 3"111112g

32'19Wil2 3職Ⅲ112g

”
鋤
諏
馳
一
恥
一
祁
鯏
一
蝿
鯏
５
’
５
｜
鋤
鋤
５

識
一
亮
一
鉢
亮
尭
尭
一
発
一
尭
亮
｜
亮
一
亮
壷
亮
鉢

諏
一
郷
一
郷
一
榊
一
郷
榊
一
獅
州
一
獅
一
緬
一
緬
一
諏
一
緬
蜘

嘩
一
州
一
雌
繩
跡
一
繩
一
恥
一
噸
恥
一
恥
繩
一
帖
一
剛
一
版

備考

外而に押印

内而摩耗

外而に軸、IIIIfl

押印

押脚」

押印

押印

押印
一

押印

押印

外而に釉

仰印
一

内Ⅲiに柚

第166図常滑産陶器⑫
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3252

1251

空

Ｕ

・

■

▽

小Ｐ
Ｇ
守

り
・

Ｐ

､噂

鰯
､識蕊125《1

3255

〃や
一

一p

一
一
一

一

一一

一一

3256

58一~

コノ

3259

職

1261

《
Ｕ
Ｉ

ＩE c、

il"

外Iliに軸、帖l:のめくれ

外曲に粕

押印

押印

押印

外而に粕

内、に釉

内Ⅲiに軸

岬
一
螂
一
鰄
一
岬
一
諏
一
”
一
癖
榊
一
榊
一
郷
一
榊
一
緬
一
”

峨
一
州
一
》
｜
》
》
癖
》
｜
雌
一
州
一
瞬
》
灰
一
噸

出土地点

IMII2g

ml{211

IHII2h

mH3f

mII3g

mlI311

mlI3il

III II3h

mll3h

IIIII311

mII311 5 i

mH4陳

剛
５
帥
－
５
’
５
５
鋤
一
馳
玩

郷
一
戦
一
甕
一
甕
尭
至
蝿
鉢
一
発
一
盗
塁
埜
受

僻号 樋渦

3250洲2-3嗽

3251諦2～3吋（

32認徹潰2-3型式

3253常箇2～3型式

32剥オ#2-3蝿

3255常W2 3M

3256獄荊2 3"

3257＃渦2～蝿式

3258端2～3砿

32弱常渦2-3型式

32帥衛瀞2 3園式

3261愈計2 3冊式

5b

外面に柚

需型停：

第167図常滑産陶器⑬
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鯛
一

為
（

V馴

口

蝋 3263

‘‐ﾕ畠蒋wf…灘

后一菫 ー

麹
承
認

〃
3266

ザ

侭鐸源一ママ詞｛
、、 ､

、
、

、

、

〆

:1270 1271
ｎ
Ｕ
Ｉ

1 ； 3 ⅡＣＯ
Ｉ

１

誇
一
錘
一
竺
銅
一
辨
一
”
塑
墾
郵
迩
鋤
睡

撹名

常が－3型式

醤滑2～3鍬

鯛2，3型式

棚2～3鰄

#i12，3蛎

鮒2,3WA

曾荊?－3型式

曾淵2～3WX

愈瀧～3国式

曾瀧、3刺式

曾洲2 3M人

出土地慰

mH411

mll4j

mII5 i

IIIH6 11

IIII16 i

111 116 i # 8 i ・9 i

mH7 i

IMH8 i

mH8 I

ml･19 i

ⅢH9i

即
鋤
一
永
一
馳
一
Ⅲ
鋤
“
一
”
一
馳
記
鋤
訓

錘
亮
鉢
一
鉢
一
鉢
一
粥
一
鉢
髭
亮
一
亮
諏
一
礎

備考

押印

内面摩滅、外而被熟による変色？

内面に釉、内m蝦帷

内外iliに鞘、I_JWA1I内IMにl''l"

内面摩耗

押印

内外面に袖

押印

内而摩耗

押印

第168図常滑産陶器⑭

-210-



通75

〃
癖

両
１
Ｍ
１
剤
一

参一
４

》

罠

グ

蕪_し音亜 畠全皇＝〆
3277

〆ー雪
ヂ

〆
＝

1279

1281）

、 ／

1282
10"

I

０
１

1 ：3

IIWj腓棚’ 部位
鉢 L」体部

色刷出1地螂 層位{Mi
一

糟ii2～3M式

紬
獅
一
鋺
一
恋
一
郡
獅
一
郡
一
郵
一
蜘
一
趣
鯉
一
郷

片口i烏隈5．ⅢII9i

灰白 内外面に軸u－体部鉢曾潰?～3型式 5．mH9i

’内面に袖I｣～休部 枇灰鉢営滑2～3型式 5b？ⅢI（》c

外面1.袖．押印
睡

皿

訂
０
・

凸
呵 仇灰

灰オリノーノ

路赤栂

甕鴛滑?～3冠式 山
一
伽
吐

ⅣIIl i

外而に紬＃j稲？

休部

ルイ部

休部

休部

|1－休部

庇部

鹿M2-35式Ⅳml l

鷲溌2－3国式ⅣHl i

Ⅳ】1 1 1

外imに袖雑1毘
発
一
奥
一
亮
一
帥
発

測灰 外iml二軸営淵2～3MA ⅣI1 1 i lr

灰赤

灰仙

押印常闇2～3型式

甘淵2～3瑚式

鮒2 3砿

＃冊2洲拭

ⅣH1 i 地
血
一
副
川

押印
一
州

１ＨⅣ

|ﾉ1外Ⅲiに軸灰仙

IAI外lhiに杣渦1代IVII I J

第169図常滑産陶器⑮
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3286

蕊
Ｆ
勘

一二二趣#;

、

二＝

一 ◆~、
、－－－$、

、、、0 1 : 4 10"

※ー‐
0 1 : 3 10cm

3291

第170図常滑産陶器⑯
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岳号 憩名 出土地点 層位 瀞傲 部位 色調 備孝
3281 倉討2～3M ⅣH1 ･ 2i l坐か r 兜 休部 '二ぷい赤側 押印、内面にも袖

32弱 爵瀧～3M式 ⅣⅡ2 q 受 体協 啼赤灰

3286 諭2～3m犬 W112 q 兜 体部 灰IU 押印

3認7 常柵2～3刷式 ⅣⅢ2 q 受 洞部 灰オリーブ 外面に柚

3288 常淵2～3淵式 WII2 q 受 屑部 灰オリーブ 外面に柚

融蝿，衞柵2～3mX ⅣH2 r 鉢 体～底綿 灰 内ihi摩耗

32卯 酋柵2～3瑚式 Ⅳ112 r 瀬 阿部 灰オリーブ 外面に柚

3鋤］ 愈柵2～3型式 ⅣH2 『 亮 呵稲 灰矧･リープ 外【､に紬、押脚］



/ 3293

3292

3291）

I
33()098

一

一

一

一

3303

灯
r30‘1

粥05
3306

1 ： 3 10cm0
1

備孝

押印

高台欠損、被熱による幾世

外、に釉

外liliにWIh

押印

押印

押印

内外面に輪

内面に柚

押印

内面摩耗

内外面に粕

押印

片口、内外而に邪|、州賦IEm

内外【iliに釉

認
一
甕
一
鉢
一
壷
喪
一
坐
蕊
尭
一
壷
竺
吏
一
鉢
豈
亮
一
鉢
一
穂

”
一
脚
一
郷

“
｜
雌
一
”
｜
》
｜
》
｜
峠
一
雌
跡
一
糀
蠅
｜
“
｜
廊
職
岬
一
灰
一
岬

“
一
吋
一
ｍ
一
咽
Ⅷ
一
脈
皿
一
ｍ
｜
雌
肺
加
一
恥
一
Ｍ
｜
皿
、
｜
、

称号 種名

3292常肘2～3型式

3293＃肘2～3型式

32脚洲2～3型式

3295#N12~3m式

3296#ii2-3M

3297常榊2～3型式

3298常渦2～3型式

32鱒＃繩～3型式

3:畑寸雛－3彊式

3301愈禰2～3型式

33腿常滑2～3型式

33鯛常吋2～3瑠式

3301 術柵2～3型式

33{)5徽柵2～3識

33()6備榊～3瑚式

出土地点

NH2i

NH2i

WII2 i

IVH2 i

WH2 i

WH2 i

ⅣH2i

トレンチ1

トレンチI

トレンチ1

IVH2j

IVH3h

IVH3h

IVH3 i

lVH3i

屑部

【1級部

榊
一
岬
一
幟
一
郷
一
榊
一
緬
卿
一
癖
一
獅
一
岬
一
州

第171図常滑産陶器⑰
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f

ノ
刑()9

3308

４
－

＆

←
咄
鈩
卜
‐
‐
ぷ

穿

手
◇
。
●

一
，
凸
Ｐ
了

癖
齢
油
ぽ
い
Ｉ
い
藍
）

剛11

3310 卿12

蕊騒騒
震
、陣

M
凸

》
元
攝
』

へ

′ご力
ぴ

、

､蝉 331 I

1313

辱一.

1 ．鴎

峰｡

州17

旧
師

ｎ
Ｊ
ｎ
Ｕ
Ｉ

Ｉ
１ハ

Ｕ
Ｉ

I；3

嬬
一
鋤
一
辨
麺
型
鋤
一
岬
郷
鋤
塗
塗
師
郡

種名

愈#23瓢

常瀧－3砿

常耐2-3職

諦2～3砿

楢荊2-3MM

常冊2～3MM

徳i2 3mX

常洞2～3剥八

常爾2－3型式

苛滑?－3型式

?#2－3国式

M2 3Wk

出l地卿

IVII3 0

IV113 1

IVH3 i

IVII3 i

WH3 i

IVII3 i

IVI13 i

ﾊ' 1 13 1

WH3 1

WM3 1

IVH3 1

ⅣH3i

馳
竺
里
里
山
里
聖
山
些
呈
雌
脈
斤

繩
一
嶺
兜
尭
一
亮
一
亮
兜
溌
一
龍
一
鉢
一
鉢
一
亮
亮

細
”
｜
獅
一
鰄
一
幟
一
岬
一
岬
一
恥
噸
蝿
蝿
一
幟
一
郷

僧考

外而に柚

押印

押印

押印

押印

内IM庇陥に柚

外側に袖

外嗣に柚

内而摩腿

内面摩腿、外而底部に袖

押印

押印

第172図常滑産陶器⑱

21/1



”

副
八
ｍ
八
砿
，
猟

奇

鋪

《
、

』
刊

一
』
垂

一
零
辛
へ
‐
き

ず
悪
罵
輿
、
Ｉ
Ｊ
ｐ
ｐ
船
山
喝
癖
唾
、

康
彦
峠
酔
い
螺
嘩

3322
ゲ

■
ｒ
』
■
、

織
鰔
、

3325

:1327

聯ワ
か

3329

I328

備考

内外面に軸、【|辱部内面に凹線

IIII!印

外而褐色のWiﾘ『下

押印

外面に紬､押印

外面lご粕、押印

外面に櫛歯状のケズリ

内而に柚、内Im"1'E

押印

内面わずかに1段純

諏
一
蝉
一
榊
獅
一
郷
一
恥
一
幟
癖
一
蠅
一
榊
一
岬
暇
一
瀞
諏
幟
岬

馳
一
ｍ
－
ｍ
Ｍ
ｌ
Ｍ
ｌ
Ｍ
－
ｍ
－
埴
Ⅲ

細
壷
礎
一
発
一
亮
夷
一
亮
発
一
鉢
岬
糾
鉢
一
塁
坐
発
売

齢号 穂墹

3319#iｻ2～3翻式

3320#il2 3墹式

3321M2，3砿

3322常瀧3甑

詔23會艇3獣

33劉禰"2-3轍式

3325＃淵2 3週式

3326tii2 3MA

3秘7常iｻ2 3砿

3328常柵7剛式

3329常柵7型式

3330曾滑18C

3331愈禰(ISC

3332常耐(I8C)

3333怖附(18C)

出土地点

ⅣH3j

WH3 j

WII3j

WH4 i

IVH4 i

WH4j

IVIla

北半

不Iﾘj

19SE6iW半

19SE6南半

19P101

19SD6 nC9j

19SD6 UG9j

19SD6 IIIG'l j

醐峡

灰偶

3認3と同側伸埋土

蝿圭卜郭

jm･f上部

333(〕とm-ml1I

第173図常滑産陶器⑲
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’

〃
I ／

3335

3334

戸

戸

八
の

戸
八
の

刀

0 1 3 10C、

3336

第174図常滑産陶器⑳

-216-

番号 種名 出土地点 層位 器種 部位 色調 侭考
… 常淵3照式 l9SD2？ 受 体～底部 褐灰 外面ケズリ

魂35 爾渦2m式？ 19SD9･mH8j 畏頸壷 口～体部 灰オリーブ・勘 馴部に円形の刺突列
粥36 常柵2湿式 19SD9 。ⅣH3j 斑 同～底部 附オリーブ'MM 体部上位に組線？1条



“噛圃●＃燃輔､噸W翻聯

蕊
翻職剛、

､ﾐt言〈企 函

第175図常滑産陶器⑳

－217－

砂号 秘名 出土地胤 層位 冊仙 部位 色刑 佃考

“7 常洲3猟式 l9SD9ほか 兜 口～底部 洩薗・凧褐 押印、口辱郁内面に凹線、揺合破片約1鋤点



『ーヘーーー

－－－－－一一－－－－－－－

で六モ ヒハ

S-N

鰯i弓’'IW剤聯喝＃
､血幽

IwnnIII1I

～
、
恥
搬

M

: 汀、
、 ／

3338n

0 1：5 10“
ーｰ

第176図常滑産陶器⑫

-218-

岳￥ 敏稲 川土地血 層位 縛穐 祁位 色嗣 伯考

幻38 爺柵3刷式 19SE3 l～7層‘3層 麓 、耐～・班部 歌ﾜｰ ‘珊綱 afF･b体あり、桐耳、押印、接介破片約鋤烈



②
畠
齢
碗

、
巨

第177図常滑産陶器⑳

-219-

冊号 穂名 川土地点 層位 器磁 縮他 色調 情考

3339 常研 19SE31W半低か l～7 皇 、～休部 灰菰・輔赤側 押印、l』辱細馴鮒に'’1線

野10 鷺瀧～3捌式 19SE3IW半ほか 】～7 完 体～服部 灰卿・樋 押印．内mil二伯



、

－

蝿MWm
mnnllinu

ⅧIⅢ
州MI

u

、
－

Ⅷ､､o

n献
酬 I LAifJ/f夛

＝ン3311

0 1 :3 10"

第178図常滑産陶器⑳

-220-

岳号 種名 11l士地亜 層位 器磁 郎位 色飼 附考
錫11 常櫛2～3型式 mHoiほか 5d 受 体～庇郁 批灰 押印、ケズリ

:BI2 常柵3型式 mII2g ・ 39 ．3h 5 兜 同～休部 Ⅸｵ1j－プ，禍暁 外耐ケズリ



篠ごアノ乙

1
33.13

C則

3344

第179図常滑産陶器⑳

-221-

稀号 種名 出土地点 層位 器種 部位 也鋼 伯考

3訓3 常W2～3型式 mH211 ．3Rほか 5b 燕 刷～休部 灰褐･既オリーブ 外面に細細？、ケズリ

3訓4 常in2型式 【MII3h ．3 iほか 5 兜 刷～服部 阻服･氏オリーブ 外面に櫛側状のケズリ、服部1M面に軸



’

三つ7ﾛ皇も
3345

ま壁獅

、患

▽

１
１

一＝

0 1 : 3 10=一一

3347

第180図常滑産陶器⑳

-222-

毎号 樋名 出土地点 層位 器独 部位 色制 附考

3315 常柵2-3別式 mH7i 。ⅡHOgほか 5d 斑 体～底部 褐灰 外面ケズリ、底部内面に粕

3316 #柵2-3園式 mH7i 。ⅣH2 i 5d 斑 口～休部 オリーブ間,禍牒 柵］『が付く三筋壷（爪線)、口唇部内Ⅲiに凹紬
3洲7 #柵2～3国式 WH2i･3hほか lq 兜 体～底部 批灰 抑FII、ケズリ



し
I ’

⑬
千
輪
鏡

つ
晩

薑
薑
巨F|g

第181図常滑産陶器⑰

-223-

砧号 穂名 出土地点 層位 器種 祁位 色調 備考

野18 常洞2型式 ⅣH2 i ・3 ほか 1 夷 口～周部 爵オリーブ･筒展 押印、I_1弼郁内Iniに凹線

湖9 儲洞2翻式 ⅣH2 i ･3 ･3j 1 児 体部 灰オリーブ l｣辱郎外!hiにiul線

鋼鋤 常淵2洞式 WH2i･3 1 受 u～ﾙﾘ師 ↑'|‐頑･↑'>-畑 外mに袖、押印、n辱部1勺面に凹組



三
3351

3353

0 1 :3 10画

一一

第182図常滑産陶器⑳

-224-

称号 棚名 出土地点 層位 器狐 部位 色餌 備考
認51 常禰2～3型式 ⅣH2 ・ 3 lq 聖 口～墹部 ｵﾘｰK･ｵﾘｰ、 外面に軸、押印、口唇部内面に凹線
認馳 常肘2～3型式 ⅣH2 ・ 3 ほか lr 斑 口～底部 贋オリーブ･暁 三筋壷（血總）

郵認 常m2-3m式 ⅣH2 ・ 3 lr 更 口細部 略ｵ・リープ 内外Ⅲiに袖



3359

剛Ｃ
姉
Ｕ
Ｉ

１ｎ
Ｕ
Ｉ

1 ： 3

側考

内面康耗､12C後半以降

12C後半以|聯

底部回転糸切”〔､12C後半以降

12C後半以降

外面光沢あり.12C後半以降

片口、底部回転糸切り痕､12C媛半以降

内面摩滅、底部回転糸切D痕､12C後半以降

片口、底部|11i】転糸切り疵､12C後半以降

タタキ成形､12C被半以|聯

峨
一
灰
灰
一
灰
一
灰
一
灰
一
灰
一
灰
一
灰
灰

層位 睡
鉢
亮
一
鉢
鉢
一
鉢
一
鉢
一
鉢
鉢
撫

種名

須恵器系

須忠器系

碩忠器系

紙慰器系

須愈器系

須恵器系

須恵器系

狽惑器系

鋼忠冊系

出土地点

19P440

l9SE5南半

mll5 iほか

mH61

mII6j

mH7iほか

WHl i

IVII2 i

lVH3i

鰐
一
癖
癖
一
輝
蛎
一
鋸
一
認
一
郵
細
一
”

蝿
一
訓
－
６
’
６
｜
鋤
一
，
一
瓢
一
吋

第183図須恵器系陶器①

－225－



1:IIi4

3363

《
Ｕ
Ｉ

1；3 10cm
I

濡
悪
一
墾
蕪
録

鯉
一
輪
一
》
｜
》
》

川士地卿

IVII3 i

iV114 j

IVH4 j

不IﾘI

馳
些
聖
里
御

純
一
尭
一
亮
尭
一
鉢

池
一
郷
一
瞬
騨
一
跡

鯛
一
灰
一
灰
暁
一
灰

傭・ザ

タタキ成形､3365とiIj ？､12C後半以降

タタキ成形､12C後半以降

外面光沢、タタキ成形､33鰯と同一？､12C後半以降

内面に紬

第184図須恵器系陶器②

-226-



、

－

β〃 〃』

ノ ク

3368
P

3369

1367

燗72

3370

刑76

ﾑヶ

伽考

12C

底部ゆがむ､12C

llllI;ll,12C

l111印.12C

仰印､12C

押印、外師縦減し糊らか､12C

外圃に飯打痕状のあばた、押印、ケズリ､12C

押印､12C

内閲にあばた．ケズリ（櫛歯松)､1|2C中ごろ

内1Wiにあばた､12C

郷
亮
一
菟
一
泌
喪
一
亮
蔓
一
尭
至
亮
尭

部位

同舟|;？

底部

体郁

阿部？

体郁

休部

別部

休部

、緑部

別部

“
押
睡
沃
一
灰
一
灰
灰
一
灰
一
灰
灰
灰

随名

受謡{水沼塵）

吏野系{ﾎ沼産）

尭瀞系(*W1E)

誕冒瓶{ﾎ刷劇

蝿胃晶(水､劇

受葛系(細劇

受魯系(*謡對

受謡(*困産｝

尭雷系(繩麗

受暮系休､劇

川上地卿

!MH{) i

mH6 i

II1 II9g

IVII l i

ⅣII l i

NH1 i

WH2 i

WH2i

ⅣH2 i

Ⅳ1121

幽
諏
恥
蜘
旦
昨
些
聖
、
麺
Ⅶ

併号

3367

3368

3369

3370

3371

33鰯

3373

3374

3375

鮒76

第185図水沼産陶器①

－227－



二戸ﾛ

J
Q

粥77

|赫号｜ 櫨名 ’

'3377鍛糸(ﾎ雌>’
'33781尭織(ﾎ鵬)’

層位

l i

lq

部位

fMII

体胤|I

出上地点

IVH311

W113j

繩
発
癌

備考

IIII|印､12C

lllll印、ケズj､12C

1380

3379

1381

０
１

1：3 10cm

-I

勝サ 種墹 川士地点 層位 緋槌 部位

'3379識系(9M?) 19SD9 mII2j 夷 休部

3380蕊系(宮錘？ l9SD9 mH6j 鉢 口縁部
3381讓系嬉鑪？ mH6 i ･ 7 i 5b 5d 亮 体郁

側考

fj+風淵麗？､13C俊半～14C初

伊豆柵産？’13C後半

伊豆沼産？、ケズリ､13C後半～1･IC初

第186図水沼産陶器②．蓋器系陶器

-228-



○，
4004

tコー〃
4003

cどき〕

露 9
40〔

02

瀞

一一ノ

4006
4007

” 堂、

にニエミニコ
4012

0 1 :2 5m

燕信一

1：3 10画0
ノ

①第

毎号 極名 出土地醐 層位 器職 郁位 色鋼 偏考

4㈹1 中阿巌陶器 9SD9 mH2j 完 n辺郁 水庚・オリーブ目 斜めの耳付､ 0101q卿郁～東向ｱｼﾞｱ（同一個体あl))

4噸 『11同産陶器 9sE3 埋土上位 壷 ﾙI師 オリーブ側 梱耳？付､4”1と1n1･ ･個体､l2C

4“3 中国産陶群 9sE3 埋土上位 壷 体部 灰オリーブ 4噸と同一個体､l2C

4皿 中国産陶器 9sE3 埋土卜位 壷 脚部？ オリーブ黄 4”と同一個体､12C

4㈹5 中国産陶器 9SE3 亮 体部 褐 内面に袖､12C

4噸 中国産陶器 mIIO 5． 受 体～庇部 灰偽･暁オリーブ 中lxIIW郁～加伽アジア

4㈹7 中岡亜陶滞 mHO ほか 5． 兜 休部 暗灰尚 内miにあばた、'l'1M卿陥～東剛アジア

4噸 中国壷陶器 mHo 5． 受 体祁 ｵﾘｰプ蝋 内面に柚、81'1m閣郎～東剛アジア

4噸 中国産陶器 mH1g 5． 寵 同部 灰白 樹耳付､4m3と同一個体､l2C

4010 中国産陶器 mlob 3． 亮 阿部 赤既･暗オリーブ 内面黛軸、外面粕亜下、【IDIEl南部～亜IWアジア

4011 中国産陶器 WHl j 5． 受 体部 暗灰黄 内面に紬、1I0IEIIW邪～東南アジア

4012 ‘10回産陶静 WH2 i lq 亮 口辺部 赤庚・オリーブ目 内面にあばた、中岡IW砿～東南アジア



､篭ン()13

101．1

＝王ごン
1()17

０
１Ｆ

■

日

Ｑ

耳

６

Ｌ
ｑ
Ｄ

5cm
1

01(i 1；2

０
１

1 ？ 3 10cm
1

鰐
岬
一
Ｗ
一
孵
岻
岬
一
岬

種名

中凶巌陶器

1I1同座間堺

IIIILI産陶器

朝鮮産陶器

朝鮮産陶器

朝鮮産陶器

川土地劇

IVH2 i

IVII311

NII3 i

19SE6剛半

19SE6南半

不明

層位

l i

l i

識
謹
一
蝋
一
幾
霊
霊
一
壷

部位

休部

休部

ユ『

屑部

底部

脚郁

色調

略灰仇

I肝灰削

蹄灰批

オリーブ

蹄オリーブ

オリーブ

側苓

内Imにあばた、'l0lﾑ｣＃1部～束附アジア

内而にあばた‘中IW1洲I～！'〔耐アジア

令体に釉、』|』lLl附郁～1[IWアジア

内外面に釉､4018と同一側休

内外面に軸､16C

内外面に軸､4016と同一個体不明

第188図 中国産陶器②．朝鮮産陶器
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詐号 種名 出土地点 層位 瀞的 部位 紬調 分顛・年代 伺零・年代

知1 青白磁 mHO 5． 碗 u緑郎～ 灰白色 2世紀後半 ヘラと閲状工具による文橡

… 青白磁 mHo 5． 碗 n組邪 灰白色 2世紀後半

… 青白磁 mH9 le 碗 体郎 灰白色 2世紀後半 へラによる文禄

”青白磁 mH9 5d 碗 休部 明緑灰色 2世紀後半 ヘラと櫛状工具による文械

”5 背白磁 WH2 li 碗 底部 明緑灰色 2俄紀後半 見込み紬の掻き取りなし

… 青白磁 19SE 北半 1m 皿 I1緑部 明緑灰色 2世紀後半 輪花、白堆組

”7 背白磁 mII6 5d 皿 u維部 灰白色 2世紀後半 輸花、白堆線

… 青白磁 mH9 le/l i 皿 n緑部 灰白 21吐紀後半 内面に段

”青白磁 ⅣH3h 1 皿 体那 灰白 2世紀彼半 白堆線

釦10 背白磁 mH5 5 h 皿 底部 灰白 12世紀後半 内面に段

釦11 青白磁 ⅣH3 I 1 Ⅲ1 底郎 灰白 12借紀後半 貫入多い、底筋高台なし

鋤12 背白磁 WH2 1 皿 体部 明緑灰 12批紀後半 外面に焼台の猟？

釦 3 青白砿 ⅣH2 lh 小翻 萱 明緑灰 12世紀後半 菊花文？、胎1:は白色で非常に敏密

別 4 青白磁 ⅣH1 lq 水性 池口部分 明緑灰 12世紀後半 内面にも粕

釦 5 青磁 mHO 5． 碗 口緑部 灰オリーブ 岡安・椀I剛 外面に櫛描き文､12枇紀末～13世紀初頭

劇）6 青磁 ⅣH3 lr 碗 Iこ'緑部 灰オリーブ 岡宏・椀I剛 外面に櫛描き文､12枇紀末～13批紀初頭

釦 7 青磁 mH8 5． 碗 底部付近 オリーブ灰 岡安・椀I剛 外面に櫛描き文､12枇紀末～13世紀初頭

嵐）8 青磁 トレンチ1 l i 碗 庇冊付近 オリーブ灰 1m】密・椀I飢 内外泣jに櫛描き文､12枇紀末～13枇紀初
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11111
5019

〃▽ここ．－．′
502II I 5025己万口皀~刀刀

5023
5()22

ジグ
一

I

5()26
1

5027

5028

『

ノ

503】

1

ログ卿
5032

恩〃
5036

1 1 : 2 5cm

50:10

5029

1

5035I

5033 503.1

濡
叫
一
鋤
一
羽
一
輕
一
辨
辨
一
泌
一
班
一
羽
唖
一
蝉
麺
皿
一
睡
恐
辨
一
軸
郷

鶴
識
一
癖
一
認
一
霊
謡
誠
一
諦
一
”
｜
繩
誠
一
識
諏
一
確
一
韮
認
識
鍛
一
”

川土地点

HIIIO i

IVII2 i

不明

ⅣⅢ!l j

旧河適部

WH311

W11311

W11311

IVH3 i

MIH8 i

mH3g

ⅣH】i

mII l f

WH2j

mH9d

WII l j

IVH211

澗盗IX北凹部

唖
一
”
｜
恥
一
祠
一
山
錨
ｎ
Ｍ
一
旦
胴
瑚
－
５
恥
５
｜
竺
垂
、
｜
血
糊

器械 郁位

碗口～休部

MII n帳部

皿 口縁部

皿 ロ縁部

碗 ロ縁部

碗 高台

碗 体Ali

腕作iII下'卜

碗休部下半

碗口緑~休部

碗 作部

碗 休部

磯 体陥

碗 休部

碗 休部

碗 休部

碗 、緑~休部

碗 ｛州'1

釉調

オリーブ灰

オリーブ厩

オリーブ灰

灰オリーブ

灰オリーブ

灰オリーブ

灰オリーブ

オリーブ隣

灰オリーブ

灰オリーブ

オリーブ蘭

灰オリーブ

灰オリーブ

灰オリーブ

灰オリーブ

オリーブ灰

Iﾘj緑灰色

崎ｵ･ﾘｰﾌ灰

分釧・年代

陥凱･椀OMi(1150|～）

他胤・皿】顛

鮒泉・皿I剛

龍泉・酬I頻

龍泉椀I馴

塊泉・椀I矧

鵬胤・槐1釧

塊縦・例12馴

照泓・椀】Z類

龍泉・槐120rl3"

龍泉・椀I2orl3m

能泉『椀12orl3m

蝋胤･MI2orI3M

腿9tW12orl3HI

龍泉 Iml20rl3Wi

龍泉・椀15b"

龍泉・椀1l1yl

剛蝋鯏品

備考・年代

幅広の櫛描き、内伽にﾊ'彫りの線

休部屈伽

外面に沈線

内面に細線

商台内の一部に軸

内面に片彫り、樋状の施文典による文艤

内面に片彫り、櫛状の施文典による文様

内面に片彫り？、儲状の施文ハによる文嫌

櫛状施文凡(二よる文槻

繊状施文具による文恨

外面に片彫り.内外に櫛帆の施文具による文陳

鎬蓮弁文､13世紀後半

内外而柚風､､131化紀後半

杣I頃い､15111:紀

第190図中国産磁器②
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岳号 樋名 出土地 層位 畷仙 郎位 伯岡 分餓・年代 備考・年代

”7 口感 mII8i 5． 皿 体部 灰白 皿ⅡorⅣ麺 9Iniに片彫りの線

鋤38 白磁 ⅣH3h l i 皿 口縁部 版白 皿V類
■
■
Ⅱ
●
■
■

2世紀前半

駒39 白磁 ⅣH2 33 皿 口緑部 灰白 皿V矧
ｊ
■
■
ｑ
■
■

上粧土？、12俄紀前半

躯0 白磁 nHO Ⅳ Ⅲ 口緑部 洩側 ⅢV額
ｊ
■
■
ｑ
■
■

上粧上､12世紀前半

”1 白磁 ⅣI1 1 lq 皿 体郁 灰白 皿V罰
０
国
団
夕
。

’卜而下位露胎､12枇紀前半

鋤2 白磁 WH1 Ih 皿 体郎 洩枇 皿V鯛 2肚紀前半

鋤3 白磁 mH5 5b 皿 体郎 灰白 皿V鎖 9面に片彫りの線､】2肚紀前半

鋤4 白磁 mH3g 5 碗 口縁部 灰白 椀Ⅱ類 小さな玉縁口縁、化粧土？､12世紀前半

”5 白磁 mH6 5． 碗 口縁部 灰白 椀Ⅱ類 小さな玉縁ロ緑､12世紀前半

卵16 白磁 mH8 5． 碗 体部下半 灰I･l nn" 化粧土？、外面ド位流肋､12世紀曲'f

劇》17 白磁 mH4 51） 碗 体陥~ド半 灰白 椀Ⅱ剛 外imド位粛胎､12世紀舸半

”8 白磁 ⅣⅢ1 q 碗 n級部 灰F1 椀Ⅳ鯛 休部の削り粗い、玉線口緑､12枇紀前半

卵49 白磁 ⅣH3 r 碗 底部 灰白 椀Ⅳ銃 底部内面に沈線状の段､12枇紀前半

… 白磁 ⅣH2 q 碗 Ⅱ緑～体制 灰r1 碗V類 u緑屠部横に屈曲、体節内面上位に沈纏

躯1 白磁 WH2
凸
▲
■
■ 碗 口縁鯲 灰1コ 碗V類 口縁瑠部椴に賊曲

讃睡 I41磁 ⅣⅡ1 q 碗 口縄部 灰向 椀V馴 n緑姻記横に屈曲、体郁内側上位に沈穐



5053

505‘1

W一

5056

剛)55

5057

5058
5059

I

5061

I

0

△
50635062

5064

i l : 2 5cm

需
一
蝿
一
噸
一
鰔
恥
一
輌
鍛
輕
一
軸
一
鋤
唖
恥
一
”

”
“
蛾
蝿
一
難
一
“
｜
蝿
鯉
一
躯
醜
一
醜
一
榊
一
蝿

出土地点

IVII2 i

IVH3 i

IVII3 i

WH2j

WH3 1

ullog

WH2 i

mH9i

IVH311

WHl i

19SK,1

l9SE3北半

”
一
ｍ
皿
旦
型
Ｍ
－
５
ｌ
汕
馳
胴
一
坐
聖
２

鮮穏 部位

碗 【恥柵

碗ロ橡｛椛

碗 「1緑部

碗 高台陥

碗 口緑郁

碇 口緑祁

碗 n鰍郁

碗 体師

碗 体部

碗 休郁

碗 イ紬II

碗 体郁

塑
坤
馳
恥
灰
顧
一
聴
灰
一
蝿
殖
舶
一
沌
一
願

備孝、年代

、緑蝋拙横に刷りM、体祁内而上位に沈線

四Wの・郁I晶愛形、体部内剛上位に細細

口縁蝋部棚に州曲、休部内面上位に細綿

無釉部分、細線2条

直口縁、休部内而上位に沈線

内面に櫛描き文、口縁箔部横に屈曲

内面に櫛描き文、、縁婚稲外反

内閲に礎描き文

内面に櫛描き文

内面に櫛描き文、見込み近くに沈級状の段

内面に櫛描き文，化粧上？

内而に櫛描き文

第192図中国産磁器④
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符号 役名 出土地点 眉位 容仙 郎位 粕間 分馴・年代 陶考・年代

… 白磁 nHOg 5 碗 体～底郁 灰白 椀V4m 内面I二間描き文、見込みに近くに沈綴状の段

… 白磁 トレンチ1 li 碗 口緑部 灰白 椀旧顛 口縁嫡部佃に屈曲、外面狛垂~ド

”白磁 mHod 、 碗 口～体郁 灰白 椀咽馴 n緑矯部横に脇曲、外面紬垂下

… 白磁 ⅣH3 lr 碗 体～庇郁 灰白 椀Ⅷ剛 見込みの粕翰状に掻き取り

証9 白磁 mH7 不明 碗 旺郁 灰白 椀Ⅷ顛 見込みの軸輸状に掻き取り、体郁~F位両脇

釦加 白磁 ⅣH1 5． 碗 I]鯉部 灰白 RVor旧釧 【 Iぬ嫡師柵に屈曲

釦71 白磁 mH8 5． 碗 n峰部 灰 椀VorⅧ麺 口緑増郁棚に脇曲

”白磁 mH9 5． 碗 口縁部 灰白 椀Vor咽顛 直にI緑、体部内面に紹線

”白磁 ⅢH9 5． 碗 口縁郁 灰白 椀VorⅧ剛 口障筋外反、体侭内面に巳臓､休侭下位園脇

釦別 白磁 mH3g 5 碗 口締郎 灰 椀VorⅧ顛 【二I緑部外反、柏原<光沢あり
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呑号 勧名 Ⅲ土迪点 層位 晋樋 郁位 釉鋼 分顛・年代 陶考・年代

”白磁 mH6i 5． 碗 口縁部 灰白 椀VorⅧ剛 [1緑郁外反

"6 白磁 l9SK12 埋土 碗 口縁郎 灰白 RVor咽頚 u縁嫡部枇にMI曲

”白磁 トレンチ1 li 碗 体郎 灰白 "Vor咽飼

知8 白磁 ⅣH1 】r 碗 体部 灰白 "Vor咽頚 体郁下位掘胎

釦79 白磁 mH6 5． 碗 底部付近 灰白 椀ⅣOrVor咽眼 休部下位諒胎

麺 白磁 W111 lq 碗 体郁上半 灰白 椀ⅣorVor旧馴 内血に細い沈職状の段

”1 白磁 mH7 5． 碗 体郁 灰白 椀ⅣorVor咽馴 体筋下位距飴

唖 白磁 mH8 5． 碗 体郁 灰白 椀ⅣorVor旧顛 体郁下位露胎、見込みに沈級状の段

… 白磁 mH9 5． 壷 体部 灰白 壷Ⅱ系 貫入多い､12世紀伽半

… 白磁 ⅢH5 不明 壷 耳 灰白 繭Ⅱ系 耳の一郁あり、外面に段､12世紀煎半

… 白磁 ⅣH2 l i 壷 体部 灰白 園Ⅱ系 外面に躍位の職？、内面一郎施軸

… 白磁 mH3 5b 壷 体郁 灰白 壷、品 佃臓個体、揺合破片多数
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番号 枇名 出土地点 層位 器穂 郁位 釉倒 分顛・年代 伽考・年代
蛾7 白磁 ⅣH4 lq 壷 口維～瀬部 明ｵﾘｰ灰 壷、系 内外面 こ粕

… 白磁 WH1 li 壷 1 1緑脇 灰オリーブ 壷、系 内外面 二袖

”9 白磁 ⅣH1 lq 壷 四緑部 明緑灰 壷Ⅲ糸 内外面 二紬
劇加 白磁 mH5 5． 壷 u辱部 Iﾘﾘ織灰 斑Ⅲ糸 榛継ぎ 12世紀後半
”1 白磁 ⅣH3h 1 壷 府部 灰白 壷Ⅲ系 耳欠損 内外側jに粕
… 白磁 ⅣH3 1 壷 屑部 灰白 壷、系 内外面 二粕、外面に横方向の沈線
知3 白磁 ⅣH2 I 壷 府郁 灰オリーブ 壷、系 外面に横方向の沈線状の段、内而一筋施鞘
釦91 白磁 ⅣH2 1 斑 休部ド半 Wオリーブ灰 瀬、系 内面も施杣、lul凸あり
”5 白磁 19SE3IW半 3dF 壷 休部 灰白 斑、糸 内外而に紬、内面凹凸あI)
… 白磁 mHlg 5． 壷 刷郁（耳） 明緑灰 壷、系 内面の一部に輪、耳付き
”7 白磁 トレンチ3 5b 壷 頚部 明緑灰 壷、系 緑がかった透明感のある鞘､外面に沈線状の段
”8 白磁 ⅣH1 5． 蝋 刷郊 明オリーブ贋 壷、糸 内外面に杣
”9 白磁 ⅣH1 ’ぜ 鞭 体郎 灰白 顎、糸 内面無釉、凹凸あり
51伽 白磁 ⅣH3 l i 壷 体郁 灰ロ 識、糸 内外面に柚、内面綱かい凹凸あり
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稀号 杣名 川上地点 回位 勝杣 郁位 釉凹 分訓・fl:代 佃考・年代

５ 01 白磁 ⅣH2i lq 班 体郁ド半 灰白 蝋、系 楪縦ぎ、内面の胎は脳部に近い郁分のみ

5 02 白磁 ⅣH3i 1 斑 体部 明オリーブ灰 壷m系 内外面に釉、外面に段

5 鰯 白磁 WH3h 1 壷 体部 灰白 壷、系 内外面に繭

5 例 白磁 WHl i 1 識 体筋 灰白 壷、系 内面黛紬

5 略 白磁 19SE3卿半 皿土上 弧 体郎 灰オリーブ 壷、系 内外耐iに粕

5 船 141磁 ⅣlI3h l i 噸 体郎 明オリーブ庚 蛍Ⅲ系 内而厭釉

5 07 白磁 WH3h l i 通 体祁 灰白 壷Ⅲ系 内面の一部に柚､51"と側一･･個体

５ 閲 白磁 WH1 lq 戦 体部 灰白 壷、系 内面の一部に粕､5107と同一個体

5 的 白磁 ⅣH4 lq 童 頚祁 灰白 壷Ⅲ系 内外面I 粕、内面に凹凸あり

5 10 白磁 I9SD9 ﾛH3j 埋上 壷 体部 Kn 顎Ⅲ系 内外面I 粕、胎土は白く繊密

５ 11 白磁 WH2 5． 斑 休部 灰オリーブ 噸、系 内外而I 袖

５ 12 白磁 WH3 l i 斑 庇部 灰～灰白 露Ⅲ系 底部外面に無釉部分あり
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昏号 製作地 出土地点 墹位 種別・器樋 胎土・飴薬 年代 凹径 底径 番禽 侭考

即1 肥前産 9sDI mH6d 磁器・皿 白色・染付 大横Ⅳ期(16卯～ 卿 12.7 8.3 4.1 草花文

”肥前産 9SD6 nG9 磁器 皿 白色 染付 大橋Ⅱ期(1唖～ 6釦

“ 肥前産 9sD6 nG9 磁器 皿 白色 染付 大橋Ⅱ期(1M~ 6釦

“I 肥前産 9sD6 mG1 埋土上邪 磁器 碗 白色 染付 大橘V期(17釦～ 8釦 3.0

… 毘曲産？ 9SD7 mH9g 磁蜀 憧利 白色 染付 大撰V期(17釦～ 8閲
？
。 竹笹文

唖 肥前産 9SD7 mHg列 感審 皿 白色 染付 大橋Ⅳ期(16卯～ 卿

”東北地方在地産 9SD8 mH9d 磁器 碗 白色 染付 19C中～ 5.6 草花文

唾 肥舸産 9SD8 mH9d 磁器 壷 白色 染付 大橋V期(17鋤～ 知 9.9 内外面に草花文？

”肥前産 9SE2 磁器 皿 白色 染付 大橋Ⅳ期(16"~ 伽

脚10 瀬戸産？ 9SK5 磁器 碗 白色 染付 9C餉半 8.9 草花文

“11 東北地方在地産 9SK5 磁器 皿 灰白色 9C中～ 7.8 3.4 2.6 見込ハリ支え疵、型おこし

“12 肥前産 9SK6 磁器 皿 白色・染付 上僑Ⅳ期(16卯～IM) 6.9

釦13 大堀・棚叫産 9SK6 磁善 香炉 灰白色 9C 7.0

釦 4 肥前産(WiM) 9SKIO 陶習 皿？ 灰色 6C末～17C初 11.8

釦 5 肥前産 9SKlO 埋土下郎 磁器 皿 灰白色・染付 に橋Ⅳ期 16"～17M) 5.8

釦 6 肥前産 9SK15 埋土 磁器 碗 白色・染付 に橋Ⅳ期 16"～IM) 2.6

釦 7 中国産 ⅢIIOb 撹乱刺一括 磁器 皿 白色・染付 6C～17〔 初 5.9 外面の軸にムラ

帥 8 毘前恋 ⅢH8b 撹乱・楚地 磁器 碗 白色・染付 大檎Ⅳ～1 期(18C後半～19C初） 6.8 丸文

卸 9 肥澗産 mH9d 、粗 磁善 碗 白色・染付 大鱈Ⅱ期 IM～16釦）？ 草花文

… 肥繭歴 mII9d Ⅳ層~F位 磁器 碗 灰白色・染付 大棲Ⅳ期 l卸～17M) 4-0

“1 瀬戸産 mH9g 担乱 磁器 碗 白色・染付 大梼V期相剖(19C前半） 8.8 再按熱による諦面荒れ

唾 東北地方在地産 mH9g 批乱 磁器 碗 白色 染付 19C前～中 4.3 草花文、兇込手描き

”東北地方在地産 mH9g 担乱 磁器 碗 白色 染付 19C前～中 10．6 3.5 5．1 草花文、兇込手描き

”1 肥前魔 mH9g 担乱 磁器 喬炉 白色 染付 大措Ⅳ期(16"～1") 9.3 内面一部鮎釉

”5 肥削廉 mH9g 担乱 磁器 火入れ 白色 染付 大撰Ⅳ～vm(18C後半～19C初） 12.5 9.5 7．3 竹笹文、善面蒐れ、内面禁軸

… 瀬戸産 mH9h 枢乱 磁審 碗 白色 染付 大僑V期相淵(19C前半） 9.2 3.5 4．8 見込手措き

”7 産 mH9h 陰欝 碗 白色 染付 大揺V期相
，
■
３ 9.4 4.4 6．0 見込手措き

… 肥前壷 mH9h 撹乱 磁器 碗 白色 染付 大橋Ⅳ湖（ §卯～l油） 10．8

“ 肥前産 mH9h 磁器 皿 白色 染付 大梼Ⅳ～V 1 (18C後半～19C初） 11．3 草花文

… 肥前澱 北半 n粗 磁器 皿 灰白色・染付 大橋Ⅳ期（ §”～180) 13.1 7.4 3．0 見込五弁花、蛇ノ目粕剥ぎ

印31 東北地方在地康 調壷区北側 櫨乱 磁器 確利 白色 染付 19C前～IIロ 函
－F

イ.③ 内面禁軸、庇部欠禍

… 肥煎産 潤壷区北側 Ⅱ層 磁器 皿 白色 染付 大撰V期（ 7別～1知） 内面世絵

… 肥腕産 調壷区北半 n吋 磁器 皿 白色 染付 大檎Ⅳ～v期(18C後半～19C初） 10．8
《
４
６●

Ｐ
③ 2．2 草花文

… 肥前産 濁従区北半 Ⅱ糊 磁器 暁 白色 染付 大橋Ⅳ～vIW(18C後半～19C初） 11．4 綱目文

“ 瀬戸産 鋼壷区北西郎 磁器 碗 白色 染付 大揺V期棚当(19C前半） 11．1

唖 肥前厳 調壷区北西邪 盛.上 磁器 碗 灰白色・染付 大横Ⅳ期(16"～1卿） 9.4 草花文

“7 東北地方在地産 調従区北半 投乱 磁器 皿 白色・透明紬 19C前半、斯文皿、瀬戸産？ 9.5 5.2 1.4

唖 切込産 飼査区北半 撹乱 磁器 椀 灰色・染付 19C削半 12．3

躯9 毘胸産 調査区北西邪 磁善 皿 灰白色・染付 大撰Ⅳ期（16卯～l”） 13.5 7.2 3.8 草花文、裏銘

”0 肥的歴 詞壷区北西部 磁器 、 白色・染付 大撰V期(1”～1W) 11.4 4.8 3.2 草花文、裏銘、缶文

“11 在地産 l9P101 蝿上 陶器 受 灰色・鉄粕 19C 12.6 外面舞粕節分あり

“12 肥前康（哨津）？ l9P191 埋土 陶器 皿 浅黄色・透切粕 16C末～17C初？ 10.5
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番号 製作地 出土地点 珊位 柧別・器種 胎土・狛薬 年代 口繩 底径 醤応 備考

“13 住地産？ 9SDl mH7d 陶器 火入れ 縄灰色・透明結 9C以降か 6.3 内面黛粕

“14 瀬戸・掩漫康 9SDl mH7d 陶器 鉢 没黄色 7C 内面粘厚い

即5 瀬戸・焚渥産 9SDI UH8d 陶器 鉢？ 洩苗柾色・灰輸 7C 外面一部施釉

“16 瀬戸･樋湛藤 9SD6 nG4j 陶器 皿 洩黄柾色・灰釉 6C後半

“#7 東北地方在地産 9SD7 陶器 掘鉢 明赤褐色・鉄釉 9C以降

鋤8 大堀・相賜産 9SD7 mH8h 陶器 皿 灰色・砿暁伯 9C前半 4.6 応台燕粕

⑪49 瀬戸・擁漫憲 9SD7 mHg列 陶蕗 皿 灰白色・是石箱 9C前半 11.1

… 在地蔽 9SD7 mH9g 陶器 受 褐灰色・鉄粕 9C削半

顕1 瀬戸・奨漫歴 9SE2 2咽北半 陶器 碗 にぶい黄柾色･長石軸 8C後半 6.2

鯉 瀬戸・徒浪産（志野） 9SE4南半 塊ご卜12謡 陶器 碗？ 浅闘柾色・長石粕 6C末～ 7C初

“ 瀬戸・捷温産（志野） 9SE6 陶器 皿 にぶい樋色・長石柚 6C末～ 7C初 10．2 6.2 1.6 志野皿

銅 肥前澱（唐津） 9SE6 腺混じり層 陶器 碗 褐灰色・任石紬 6C末～ 7C初 4 3 外面下謡晨釉

唾 瀬戸・掩漫産（志野） 9SE6北半 暗混じり畷 陶器 皿 灰白色・長石粕 6C末～ 7C初 12.4 6 3 2.7 志野菊皿

… 瀬戸・英漫産（志野） 9SE6北半 礒拠じり層 陶器 皿 浅寅榧色・長石粕 6C末～ 7C初 11．8
毎
Ｊ
■ 6 2.2 志野皿、ハリ支え痕

函7 瀬戸・美酒藤 9SE8 不明 陶器 皿 灰白色・灰袷 6C後半 8.1 3
Ｐ
③ 2.2

… 肥前産（府津） 9SE9 4周 陶器 碗 網灰色・長石粕 6C末～ 7C初 3
戸
③ 外面下郎焦釉

“9 肥前厳く噺撒） 9SK4 2 陶器 碗 にぶい樋色・鉄粘 6C末～ 7C初

“ 在地産 9SK5 陶器 掘鉢 にぶい赤褐色・鉄釉 9C以降

班1 大堀・棚賜産 9SK10 埋土下部 陶器 碗 灰白色・灰粭／鉄袖 8C 10．6 腰鰯碗

唾 大堀・相賜産 9SKl4 埋土 陶器 皿 灰褐色・藁灰粕 9C腕半 3．8 外面窯狛

“ 大堀・棚賜産 nHoa 挺乱 陶器 碗 にぶい閃樋色・灰軸 8C代

“ 大堀・相賜廉 mG2j m胸中 陶滞 皿 灰白色・灰粕 8C

噸5 肥前灘 H1G3h Ⅱ層 陶器 皿 にぶい閃柾色･鋼緑利 k桧Ⅳ期(16"～l"O) 外面焦袖部分あり

… 肥前産 mIIOb 捉乱目一括 陶器 火入れ 黄灰色・染付 8C前半 8.5 陶胎染付、内面一郎施粘

躯7 肥前産 mHoe Ⅳ鞘下位 陶謬 鉢 褐灰色・透明鞘 8C胴半

唾 瀬戸・災観産（志野） mII3a Ⅳ咽上面 陶器 皿 にぶい樋色・長石紬 6C末～17C初 悲野回

“ 瀬戸・掩温産（志野） mH7e m屑 陶器 皿 にぶい樋色・長石軸 6C末～17C初 志野皿

釦70 東北地方在地産 ⅢH7e 、明 陶器 壷 褐灰色・鉄粘 9C 5.6 4.Z 5.0 なまこ粕

帥71 肥前唖（府津） mm7e Ⅲ層 陶器 皿 灰黄褐色・透明粕 6C末～17C初 12.2 4．4 3.7 外面黛粕部分あり

帥認 大堀・棚賜産 mH9g 枢乱 陶器 皿 灰白色・藁灰紬 9C前～中 9.1 3．7 1．9 高台晨独

帥芯 大堀・棚賜産 mH9h 撹乱 陶蕃 、 灰色・蕊灰伯 9C腕～中 12.4

釦間 大堀・棚賜産 調従区北側 撹乱 陶盤 怠顎 灰白色 鋼織粕 9C前～中

釦石 東北地方在地産 詞従区北側 担乱 磁器 碗 灰白色 染付 9C胴～中 3.8 草花文

帥76 大堀・棚賜産 閥従区北半 Ⅱ咽 陶器 碗 灰黄色 蕊灰粘 9C前～中 3.6 間台黛粕

“河 産地不明 調従区北西部 陶器 瓶 褐灰色 透明軸？ OC前半、『福鴎｣、灰釉？ 7.8 7.0 6.8

鋤78 瀬戸・徒浪産 調尭区北同 撹乱 陶器 皿 灰白色 甑灰紬 6C削半 14.9 10．7 2．1

釦79 瀬戸産 訓尭区南国 陶器 碗 灰白色 染付 8C末～19C初 8.2 陶飴染付、草花文

”肥飼産 詞壷区北丙駆 陶鵠 碗 衝灰色 染付 8C腕半 11．1 陶飴染付

“1 肥前産 剖飛区北西部 陶藩 碗 灰白色 透切紬 8CIii半 貫入

… 大堀・棚賜産 不Iりj 陶器 碗 灰白色 灰粧 8C代 4.0 商台焦帖

唾 瀬戸・掩濃産（志野） 不IﾘI 不明 卿器 皿 浅繭柾色・長石袖 6C末～17C初 志野皿

“ 大堀・相賜産 IW北ベルト 批乱 陶器 碗 灰白色･凝灰紬／鉄稚 9CIli～中 3.3 畷鯖碗

… 大堀・州叫産 明北ベルト 撹乱 陶器 皿 菰灰色・蕊灰粘 9C前～中 12.8 4.8 3．9 商台黒独
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第209図土製品①士錘

－2謝一

併号 侭馴 11l土地点 層位 艇さ 幅 血き 備考
池1 土錘 l9P2諺 埋土 3.4 1．7 7.‘1

利馳 土錘 mIIO 5b 2.8 ２ 5 14．7

岬 土鎧 IIIHU 6 (1.3) (2 1） 3.7

7“1 土鯉 mlIO 5． (,1 8） 1 6 11．1

7〔噸 土錘 mHo 5． 7）
的
〃
画 1 10．3

7噸 土睡 mHO 5． (2 5〉 (2 4） 6.5

7側7 土漣 mH3h 5b (2 6） (l 7） 2.3

糊〕8 土漣 mII3h 5 (2 6） 2 1 5.4

”土錦 MH3 5 ‘1 3 1 6 9.9

刺］0 土鯉 mH5 51〕 (2.6） (1 2） クリ
ー●~

70 1 土塊 mII5 5． (2.5） (2 2） ‘1.3

7(1 2 土錘 mH5 6 2 7 2 ２ 11．2

70 3 土鐸 mH6 6 2 8 2 6 14．3

70 4 土錘 mH7 6 (2 4） (2 3） 5．8

和 5 土鐘 m117 6 jl
毎
〃
』 盟 ‘1 19.0

別〕6 土錘 mH7 6 ３ 3 2 ‘1 M､3

利）7 土錘 mH7 9a (4 8） 2.0 15.5

70 8 土鏡 MH7 9血 (3.7） 1．8 9.5

和 9 土錘 mII7 9a (2.8） 2．2 11．4

7唾0 土錘 mH8 5． (‘1.3） Z.‘1 10.5

7021 土雌 mlI8 5d 3.7 1pH 8.7
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第210図土製品②土錘

－2馴一

符･￥ 強剛 11lJ 地 層化 長さ 梱 欺き 胸考

沌22 ;l:" mH8 5． (3,5） 1．8 10.6

刈鱈 土獺 mH8 5d 2．9 2.3 】2.5

702‘1 土鯉 mH8 5c イ.6 2.3 13.2

7025 土臆 mH9 6 2.‘1 2.1 9.留

7雌6 土蝿 mll9 6 3．0 2.2 12．7

池7 土独 IMH9 6 2．5 Z.‘I 12．1

別腿8 土縄 mH9 7e 3．6 1.3 3.8

7腿9 土錘 mH9 5d 3．4 2.0 11.2

油0 :l" mH9 5d (2.0) (1.9) 3.7

7脚1 :l:" mII9 9b 2.9 1．7 7.‘1

7鱒2 土臆 m17 批乱 4．2 1.9 11,3

7鯛3 土憾 WH1 lq (3‘6） (1.5) 7.0

7⑱1 土睦 WH1 lr 3.8 (]､8） 5.4

7個5 土塊 ⅣH1 6 2.8 1.8 9.3

噸6 土姫 W111 5d ､3） 2.Z 19.2

7脚7 土鯨 WII2 5d (3 4） (2.0〉 7．2

7側8 土錐 ⅣH2 li (2 5） <2.3） 4．7

7鯛9 土狸 WH2 6 2 5 1．9 7．3

7010 土腫 WH3 lq ３ 6 2.1 13.7

7011 土鯉 ⅣH3 lq 3.0 1.9 10.0

刑》12 土輔 IVI13 lq 2． 1.7 7.8
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捗り. 樋馴 出土地点 層位 腿き 鞘 爪き 備考
郡13 土縫 WI13 1q (2.3） (1.9) 6.4

”14 土錘 N113 lq 2．1 2.1 8..1

祁#5 土錘 ⅣH3 lr 4.2 L5 7.8

7016 土錘 WII3 1『 4.7 1.7 川.1

”17 」鯉 ⅣⅢ3 lr 3.5 1.7 8.3

”18 :1 鯉 W113 lr 2.5 2.0 8.8

7019 土腫 n'113 1r
、
〃
』 8 1.8 8.0

70釦 土錘 WH3 lr 3 0 2.1 12．2

7051 土錘 ⅣⅢ3 li (2 7） (1.7） 3.2

7052 士錘 ⅣH3j 1， ２ 8 2.4 12.0

砥 土睦 IVII3j lq 3 ７ 1．6 8．7

和58 土錘 IVII3j lr (2.3
■
ｑ
Ⅱ
Ｉ
〃
■
■

(1.9） 5.6

… 土腔 WII41h li (1.9
も
Ｈ
１
β
■■

(1.8） 2.9

… 土錘 WII411 li (1.9
』
１
１
Ｊ
Ｐ
■
■

(1-5） 3.2

耐 土錘 WH4 j lq (3.1
、
■
Ｉ
〃
■
■

(1.9） 6．0

“ 土錘 WIla 7． (3.】
も
Ｉ
ａ
Ｐ
■
■

1.9 8．9

7鯛9 土腫 即 不馴 (5.0
』
ｑ
ｊ
〃
■

2.4 18．0
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播号 秘馴 出土地蝿 層位 長さ 柵 IIIさ 伽考

7“0 羽、 ⅢHOi 7．

7“1 判u mH5h 5b

7” 土鈴 ml9a 9b 4．9 2.8 18．7 完形

7噸 土鈴 mH8j 7a (3.6） (2.9） 13.1

別踊1 耳郁？ mH3h 5b

噸5 ﾐﾆ･ユア？ mH3h 5b

7(X粥 不明 ⅣH3h l i ｨL"1)

7“7 円鮭状 mH5 5． 径2.2

7唖 円盤状 mH5 5b 径3.1

別応9 円鞭状 mH5 5b 径4.3

別WO 脚？ ⅣH7e Ⅳ卜 (2.()）

列、 不明 mH9 i 1－－m (4．6） (3.7） 37.0
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第214図石製品①砥石・石鍋・碁石

-258-

播号 出土地点 層位 仙剛
さ
帥

で
竃
Ｃ

ｌ
く

柵

(ca)

さ
⑳

厚
に

量
帥

敢
ｉ

石質 巌地

7 01 19SE3北半 lf 砥石？ 14．5 1.7 1．4 “.’ 行英安1llW 奥羽IIIM

7 02 ⅣH4 lq 既石 7.3 5.3 ２ 5 145.1 凝灰岩 奥羽111脈

７ 03 ⅣH2 l i 砥石 (8.0） 4.8 2 2 l“､0 石英安IIIW 奥羽11 脈

7 01 ⅣH2 lq 砥石 (13.0) (7 6） 2 6 337.2 凝灰岩 奥羽11 脈

【
け
０ 鴫 mH8 5． 砥石 13.1 8 3 2 2 314.6 側岩 北上ﾛ 地

7 蝿 mHo 5d 砥石 5.7 2 0 0．9 16.2 興居 北上1l 地

７ 07 、110 5． 砥石 9 7 6 9 2．4 251.5 頁岩 北上11 地

7 腿 19SE3北半 1m 石鍋 (3 8） (5 O) 1．0 24.9 柵石 北上山地

7 側 ⅣH4h li 碁石？ 2 1 1 9 0．85 4.7 面岩 北l:III地

7 10 WH4 j lr 藤石？ I 4 1 3 0．6 1.7
Ｉ
Ｏ

Ｍ
〃
勺ｉｆ 北上111地
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瓢
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3"1.1 安lilfi

咽
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即
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岨
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7】15

第215図石製品②焼けた礫ほか

－259
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第216図石製品③石臼
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醤号 皿土地堂 層位 融頚
誉
副

艇
く

輻

(＝）

さ
』

厚
催

爪鼠

(9)
石質 巌地

7116 191》別2 籾士 葡臼 征27.2 12．9 lOkg 安MIWI 奥羽山腺

7117 191F劉6 埋土 石臼 (15.0) 11..3 2851.2 *IIIMI 奥羽1IIM
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長き 帆 厚さ 吹還
稀号 川上地点 層位 憶顛 有質 産地

(cm) (-) (ca) (E)

7118 19SE6北半 蝋上 侭碑 128.0 29．5 0.7 9．6 認.5鞠 興洲 北上111地

長き

(函）

帆

(亜）

』ご§１Ｊ

厚瞳

蝿帥
１１

稀号 出上地点 層位 棚顛 行質 巌地

第217図石製品④板碑

－261
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祷号 1M:地点 層位 揃頚 腿さ ｳM 厚さ 重量 附考

7201 19SD9 埋土 角釘 (4.7） 0.8 0．6 10．7

72鯉 l9SE3 埋土 角釘 (6.2） 0.5 0.6 5．1

7躯 l9SE3 剛士上部 角釘 6．6 0.9 0.8 8．8

72伽 mHOi 5． 曲釘 12．5 0.8 0.7 巽.2

7鋤5 mll l f 5 角釘 ､5） 1．1 0.8 4．9

7躯 mHlg 5 釣釘 (9.3） 1.‘$ 1．2 鐘.1

72” mH3h 5b 角釘 (6.5） 1.3 0.7 17．9

72鯛 mH6 i 5b 角釘 (6.7） 0.9 1．1 11.13

72鯛 mH6 i 5． 卿釘 11.7 1.1 0．7 14.鯛
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岱号 出土地点 層位 樋剛 長さ 組 l帆さ Ⅲ量 佃考。

72 0 mH6i 5． 角釘 6.9 0.9 0．9 9.3

認 I mH7i 5． 角釘 (6.3） 0.9 0．8 8 6

72 2 ⅢH7 i 5． 角釘 3.6 0.5 0．4 2 6

72 3 mH7 i 5． 伽釘 6.7 0.7 0．6 9 1

72 4 ⅣHl i lr 伽釘 6.5 0.5 0．5 7 7

”5 ⅣHl i lr 角釘 13．6 0.8 0．8 26.3

認 6 ⅣH1 i 5． 角釘 4.1 0．4 0．4 7.9

72 ７ ⅣHl i 5． 角釘 6.6 0.7 0．4 4．5

72 8 ⅣH1 i 5． 刈釘 8.4 0.6 0．6 8.6

72 9 ⅣHl i 5． 苅釘 6.5 0.6 0．4 3．9
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番号 出二 地点 眉位 釦類 及さ 幅 厚さ 垂最 伽考

7220 ⅣH1 5d 角釘 6．9 0．6 0.5 7．9

7221 Ⅳ11 1 q 角釘 2 9 0.5 0.5 2

”22 ⅣH1
■
■
■
● 町釘 (8 5） 0.9 1．1 16．6

7223 ⅣH2
。
●
■
己 、釘 8 9 0.6 0.6 9．1

72割 ⅣH2 q 角釘 8 5 0.6 0.6 8．8

7225 ⅣH2 q 伽釘 (5.3） 0.7 0.7 9．9

7226 ⅣH2 q 角釘 (16.4) 1.1 0.9 35．3

冠27 ⅣH3 q 角釘 <5.6） 1．1 0.9 10．4

潅涕 Ⅳ113 r 曲釘 12．4 0.7 【).6 15.7
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冊号 出土地点 屑位 靴釧 促さ 紹 I峡さ 亜量 傭考

7229 mII6 5． 金典 (2.7） 1．3 0．6 2.3

7知 ⅣH1 lq 金肌 9 6 1 2 0．7 17．7

7麓1 WHI 5． 金肌 3 1 1 4 0．6 2.6

7浬 WH3h li 金典 5 2 1 8 0．7 7.6

函 ⅣH1 lr 針状 (5 0） 0 6 0．5 3.2

”1 mH9 5b 鉄触 13.9 3.1 0．8 鋤.7

髄35 ⅣH1 lq 鉄厳 14．8 1.7 0．7 鯛.8

7236 WH1 lq 鉄触 (11．5) 2.8 ().7 24.6
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番号 出土地点 層位 種類 艇き 幅 厚き 亜量 備考

7237 WH4 i li 環状製品 5.3 0.5 0‘6 11．4

72錫 ⅣII3h li 刀子 19.6 2 3 1.2 鱒.5

7239 IVI2b 不IﾘI 不明 5.5 0 8 0.3 3．5

7240 ⅣH3 i lq 〃子？ 6.1 1 1 0．5 4．5

”1 19SDU 不厨 5.5 1 1 0 7 12.3

池2 mHOi 5． 不明 4.2 1 3 0 7 5．3

剛3 mHIg 5． 不明 5.7 0 5 0 4 1．9

7劉4 WHl i lq 不明 6.4 1 7 0 4 12．5 中央郁に孔あり

7245 ⅣH3h li 不明 7.5 1 7 0 6 13．8
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硲号 出I:地点 層位 撒珊 長さ 幅 叩き 砿量 佃孝

7246 l9Pl 胆土 刀 (29.8） 2.8 0．6 l“.0

7247a nGoj Ⅱ層相当 刀 43.3 3 3 1 1 318.5

7247b UGOj Ⅱ層相当 切羽 4.4 2 3 1 1 11．9

7248 l9SD6 蝿-1. 1．鋸 火打ち金具 (2 2） 5 ２ 0 4 7.8

7249 l9SD8 火打ち金具 2 3 ７ 1 0 8 26.45

72釦 調丑Ⅸ耐凋 盛上 キセル(屈前）
『
８
口 8 I 4 1 6 17．2

7251 鋼壷区北西 Ⅱ層 キセル(題前） 5 2 (】9 0 9 9.8
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符号 出土地点 層位 種類 民さ 幅 厚き 、量 愉考

7弱2 mH6i 5． 銭貨 裾2.5 2.8 ｢元祐通寅」初駒年1噸年北宋

72鼬 WH3 i lr 観貨 鵬2 5 2 4 ｢天専通盲」 初鈎年1017年北宋

72別 mH9g 撹乱 銀貨 径2 7 3 9 ｢寛永通宙」新寛永・【剛文蝕

7255 UG8 i 5 銭貨 伍2 5 ２ 5 ｢寛永皿賓」

認弱 mH9g 撹乱 銭貨 極2 3 2 0 ｢寛永通有」

認57 l9P1鯛 馴菖l: 鋭貨 径2 2 2 2 ｢寛永血宙」

72詔 mH9g 撹乱 釦貨 裾2 3 ２ 1 ｢寛永通宙」
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番号 柚飢 長き 隅 厚き 出土地点 層位 樹種 同定箭号 備考

73略 下駄台 (13.0) (8‘2） 3.3 l9SE8 l～6岡 ケヤキ 4

7307 ~ド駄醗#1 9.7 11．3 2.4 l9SE8 l～6胴 クリ ５

73岨 鰍 34．0 8‘0 1.4～2．9 1III9j 9． エゴノキ隅 鯛 柄一帆4.2、厚さ2.3
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硲号 仙馴 長き 帆 厚菩 Ⅲ二 地点 層位 傭考
別01 ガラス玉 極1．3 mH6 5d 爪鮭1.79
湖舵 ガラス壁 桂4.2 mH7 5b 亜量3．89
別的 晩珀 1.8 1.0 WH3 lq

測側 jIM (2.6） 1.4 mH8 5d



第3節まとめ

本過跡は、これまで二:十数回にわたって発掘調査が行われ､12世紀都市平蝋における泉屋遺跡の迩要性は、

その立地等から多くの指摘があるところだが、今回の遺跡南東端の調査によって、その内容にさらに良好な

資料を追加することができた。ここでは、今回得られた遺栂と遺物の内容を簡単にまとめてみたい。

1 遺棡

泉屋遺跡19．21次調査で検出された遺櫛は、掘立柱建物17棟、柱列3条、井戸9基、土坑34基、溝12条、

古代の竪穴住居跡3棟、焼土10基、土器埋設遺櫛2基、カマド状遺櫛5蕪で、この他に遺跡南東端に旧河道

跡が1箇所確誕された。出土遺物や遺柵の確認状況などから推測される各遺柵の所属年代は、(1)縄文時代

（2）平安時代前半期（9～10世紀) (3)平安時代後半期(12世紀) (4)中世(13世紀～16世紀末）

（5）近世以降（16世紀末ごろ～19世紀末）の概ね5期に分けられそうである。ここでは、それぞれの時期

における遺跡の状況と、そのあり方に大きく関わる旧河辿跡の様相について記述する。

(1)縄文時代の段階

縄文時代の遺構は、基本層序第V層・第Ⅵ層で確認された土坑(19SK9 ･21SKl ･21SK2 ･21SK

lO･21SKll) 5基と土器埋設遺櫛(19SX10) 1基が該当する。出土過物を伴うことから、当該期に属す

ると判断した土坑は21SKllのみで、他は検出された面をその根拠とした。一方、埋股された土器(19SX

10)の時期は、晩期初頭に属するものと思われる。19･21次調査区から出土する縄文土器の時期は、基本層

序第Ⅳ層に包含される後期初頭・後期末～晩期初頭を主体とする一群と、第V層に含まれる早期末～前期初

頭の一群があるが、地山面（第Ⅵ層）で確認されたものは、後者に近い時期と思われる。

この時期における河道は、北から南に流れる深い沢となっていたものと思われるが、河幅・深さなど規模

については確認できなかった。

（2）平安時代前半期（9～10世紀）の段階

この段階に属する遺榔は、残存状況が思わしくない竪穴住居3棟(19SI l ･21SI l ･21SI2) と土

坑2基(21SK15.21SK16)、可能性があるものとして焼土1基(21SX7)がある。本来は、もう少し多

くの当該期の遺櫛が存在したものと思われるが､12世紀以降に壊されてしまった可能性が高い｡単独の焼土と

して報告した21SX7は、住居跡に付属するカマドの燃焼部と思われるものである。また、旧河道跡から出

土した土師器・須恵器の量、木製品の存在、そして墨瞥土器や土錘などがみられることから、おそらくは平

安時代前半の段階で、膜原時代のベースとなる安定した生活基盤をもった集落がこの周辺に存在したものと

考えられる。

この時期の河道については、火山灰が厚く二次堆積できるような状況、また火山灰を挟んで前後の土壌の

様子から、流れのある川というよりは沼地とか湿地になっていたと考えられる。

（3）平安時代後半期(12世紀）の段階

平泉がこれまでで股も華やかであった奥州藤原氏の時代であるが、今回確認された当該期の遺櫛はあまり

多くはない。掘立柱建物1棟(21SBl)、井戸1基(19SE3)、土坑9基(19SK12･19SK17・19SK

19・19SK21･21SK3 ･21SK5 ･21SK6 ･21SK7 ･21SK14)、櫛3条(19SD3 ･19SD9 ･ 19S

D12)が12世紀に所属する可能性のある辿櫛群である。この他には旧河道内に確認された慾地層があり､19S

D12はその整地と同時期の道路側溝となる可能性を含む櫛である。何のために窪地（沼地．湿地）を整地す
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る必要があったのかは､遺跡範囲外となるさらに東側の状況が気になるところであるが(思い切って言えば、

川を利用した水運の舟着き場などが存在する可能性)、太田川の旧河道跡となるこの地点は、もはやこの時代

の痕跡を留めてはいないかもしれない。

次ぎに、整地届の上に形成された12世紀後半の遺物を主体とする包含層についてである。これが形成され

た時期およびその過程は、整地された面が使われなくなった後に自然とつくられたものではなく、おそらく

は蝋j;(氏滅亡後、それほど時IIIを慨かずにいっきに人手で埋め立てられたのではないかと考えている。明確

な根拠はないが､土層の堆積状況霧から､l2世紀後半以降藤原氏以後の人々によって大土木工事が行われ､そ

の際に形成されたものと思われる。その普請が必要となった理由としては、藤原時代とは異なる土地利用、

新たな都市計画などが思い浮かぶが、明らかには出来ない。

斌後に橋状施般の木柱列についてであるが､洲壷で確認できた唯一の事実は、「杭はいずれも整地層面より

も上層から打ち込まれていた」ということだけで、やはり時期を明確に述べることは出来ない。整地層と同

時期に存在したものとは考えにくいが､12世紀代を含むそれ以降のものとしておく。

（4）中世

中世（鎌倉時代）に属する可能性がある遺櫛としては､16次調査区から延びるl9SD2 (16SD13と同-)

が挙げられる。この櫛は､16次調査の報告で鎌倉期の区画溝とされているもので､これと軸方向を同じくする

掘立柱建物や、これらとほぼ同時期に使用されたと思われる井戸状避撒が存在するようである。鎌倉時代に

おける泉屋遺跡の械相については、羽柴直人箸「灘倉時代の平泉の様相」「紀要XXI」に詳しい。

中世以降の河道は、その堆積状況から、ほとんど埋まりきっていたものと思われる。

（5）近世以降

l9･21次調査区の北西部に展I｝Mする近世民家で、年代は概ね16世紀末～18世紀ごろと考えられる。この時

期に該当する掘立柱建物は､21SB2 ･21SB3 ･21SB4 ･21SB5 ･21SB6-1 (21SB6-2)･21

SB7-1 (21SB7-2)の6棟である。これらのうち、付属陸になる可能性があるものを考慮した民家

の変避は､21SB2 (付閥屋21SB3)→21SB4 (付属屋21SB5)→21SB6→21SB7と想定される。

近世に属するものとした井戸は､19SEl・19SE4・19SE6の3基で、上に示した掘立柱建物の変遷4

期のいずれかとセットになるものと思われる。それ以降、近・現代の所属としたものは､19SE2･19SE

7 ･19SE8 ･19SE9の4基である。

2遺物

泉屋遺跡19･21次澗査で出土した逝物の総湿は、収納用コンテナ（容獄40RM) 90箱あまりで、本報告瞥に

褐戦した遺物の総数は2,228点に及ぶ。これまで報告したように､その種類も多岐にわたりこれまで出土例が

あまり多くない遺物も存在する。ここでは、時期ごとにそれらについて触れながら、泉屋遺跡を特徴づける

12世紀代の遺物の一部を中心に記述する。

(1)縄文時代

土器･土製品は、「早期末葉～前期前菜｣、「後期前莱～中葉｣、「後期後葉～晩期初頭」の時期に属するもの

が出土した。主体は｢後期後葉～晩期初頭｣である。出土した土器の総重逓は201.3kgである。特筆される遺

物としては、ヘビがとぐろを巻いたような意匠をもつ蓋状の土器？（803）や、接合する両者にアスファルト

の付蒋が見られる大形の土偶（787.788）などがある。時期は、いずれも後期末莱～晩期初眼期のものと思

われる。
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（2）平安時代前半期（9～10世紀）

泉屋遺跡19･21次鯛査で出土した上mi器の年代は、坏・幾類の出t状況とその特徴から、16次調査のもの

と同様に9～10世紀代と考えられる。坏には酸化炎焼成で底部に再訓盤が施されない、いわゆる赤焼きのも

のが含まれている。須恵器では大篭の破片が多く、坏は4点出土したのみである。この他には、土錘・土鈴

などの土製品や1111物．鍬先などの木製品が出土した。鍬先と土鈴2点は、いずれも十和ula降下火山灰二次

堆積前の畷から出土しており、今回奈良時代の遺物が全く出土していない状況から、これらは平安時代、9

～10世紀前半以前に属するものと思われる。

（3）平安時代後半期(12世紀）

今回報告した12世紀代の遡物には、かわらけ、阿産陶器（猿投雌・鰹美産常瀞産・狐憩器系・尭器系)、

中国産陶器、中国産磁器〈青白磁・青磁・白磁)、土製品（瓦・琳墹)、石製品（砥石・石鍋)、金属製品

（釘金具等)、木製品（曲物聯)、ガラス製品（玉・葱？）がある。ここでは、かわらけの分類結果と中国

産陶器の類例について記述する。

なお阿産陶器・中国産磁器については、出土状況および接合|卿係輔、検討を加えて別の機会に報告する

予定である。

まず、褐戦した534点のかわらけの分類結果示す。

「手づくねかわらけ」計J128点

C:類-65点C.!類-50点C5猟-33点D2類-42点D3類-79点D,類-144点

内折れ-13点高台付1点手あぶり形1点

「ロクロかわらけ」計106点

Rb-3点RbO1-1点Rd ･ rd-64点

RdO-2点RdOO-2点RdO1-3点 1008

RdO2-2点RdlO-4点Rdl2-1点

Rd22-8点Rd23－5点柱状高台-8点

篭〃他の不掲戦となった多くのかわらけについて

も、このような作業をしなければ分類することに 101:1
1()()(』

何の窓味もなさないし、またこれをもって泉睡jl %w過跡出土IIIIMI順卿淵(S=1/6)

跡19．21次調査におけるかわらけの出土傾向など

を云々することもできない。あえて言えば､｢手づ

くねかわらけ」では1段なでと2段なでの荊合は

後者のほうが商く‘「ロクロかわらけ」では圧倒的

に皿形が多い、ということぐらいである。既述し

たが、これらはほとんどが12世紀後半に属し、13

世紀以降のかわらけについては雄者は選び出せな

かった。なお､桃状高台かわらけについては､12111:

ヘ

岨
別
Ⅲ
州
酬

P

、
ノ

、

紀後半を遡る可能性をもつものと思われる。
IMIM1M!似門蔀継壕川

次ぎに､4001～4015に示した中膳l産陶器につい外海淵(S=1/10)

てであるが、これらは旧河道大別層5層を主体と 第229図中国産陶器の比較
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して出土したもので、少なくとも2～3個体存在する。このうち、4001･4M～4"8.4010･4012～4015は

l個体の通物破片と思われ､第229図に掲載した無頚の四耳付翌に類似するものである。これは､禍岡県浮羽

郡田主丸町に所在する石垣山観音寺境内に営まれた経塚（5号経塚）の外容器として利用されていたもので、

推定高は約56cm、底径は14cmを計るものである。調査報告では、この蕊の釉薬の特徴として「耳から下、底

より上にかけて濁った黄褐色あるいは褐緑色に発色した釉｣、胎士は「赤褐色で1mmほどの砂粒が多い」こと

を挙げ、当時福岡県内における四遺跡（①太宰府市太宰府条坊跡②筑紫野市西小田地区遺跡③福岡市博多第

4次調査④同第45次調査）の出土例から、12世紀前半の年代を与えている。今回泉睦遺跡から出土した破片

資料には、無頚の口縁部(4001 ･4012)、底部付近(4006)、体部(4007･4008ほか）があり、いずれも釉薬

や胎土の状態等、観音寺5号経塚の外容器とI叫様のものと思われる。産地については、中国南部～東南アジ

アのいずれかの地域との鑑定を得ているが、観青寺経塚の報告では産地には触れていない。

（4）中世（13世紀後半～16世紀前半）

この時期にあたる出土遺物はかなり少なくなる。国産陶器に常滑7型式(14世紀第1四半期～第2四半期）

の鉢2点（3328.3329)、東北地方在地産(13仙紀後半～14ilt紀初頭）の喪類が3点(3379～3381)あるほ

か、瀬戸･美濃産藁灰釉(16世紀前半）の陶器皿(6078)、朝鮮産陶器壷(4017)、中国産磁器皿(6017)、板

碑(7118)、北宋銭(7252･7253)がこれに属すると思われる遺物である。これまでの泉屋遺跡の調査成果か

ら、当該期の遺物が多くlll土する地域は16次柵炎区を含むそれより西側の地域である。

（5）近世以降（16世紀末～19世紀末）

多くの陶磁器が出土している。産地は、肥前産、瀬戸産、瀬戸・美濃産、大堀・相馬産、切込産、東北地

方在地産で、器種には碗・皿・壷・蕊・香炉・徳利・火入れ・捌鉢・急狐などがある。これらの時期は、大

橋綿年Ⅱ期からV期、概ね16世紀後半～19世紀末である。木製品には井戸から出土した漆器椀(7302)、下駄

(7306･7307)、トイレ状遺櫛から出土したちゅう木（樹種鑑定した10点あまり）が、金属製品では刀(246･

7247)、火打ち金具（7248.7249)、煙管（7250.7251)、寛永通寳(7254～7258)がある。石製品には挽き臼

(7116･7117)があり、いずれも柱の礎盤として再利用きれていたものである。なお、現代ものではあった

が、「柵嶋」と銘のある汽恥茶瓶（6077）も掲職した。

おわりに

今回この報告醤をまとめるにあたっては、面倒な遺栂、特殊なjm物に対する簸者の知識不足・泌識の誤り

など様々な問題を抱えてはいたが、何とかここまで来たというのが正直なところである。ほとんど事実のみ

しか示せなかった本醤ではあるが、今後の平泉研究の一助となれば幸いである。

努力を怠った鉦者に不足する部分を、多くの方々に補っていただいたことに深く感謝いたします。

-276-



＜引用・参考文献＞

赤羽一郎ほか 1968 「常滑渥美」H本陶磁喰集8 中央公治社

赤羽一郎 1982 「備柵焼」 ニューサイエンス社

岩手県牧育委貝会2噸『柳之御所遺跡一輔50次発掘瞬査概報一」岩手県文化財調従報i'播第107集

岩手県教育委員会 2"l 「柳之御所遺跡一節52次発掘調登概報一」岩手県文化財調森報皆評第lll集

岩手県教育委目会2㈹2 「柳之御所遺跡一輔55次発掘調在概報一」 VI乎県文化Ⅲ､調在報告啓輔113集

大概服二 1989 「肥前陶磁」 ニューサイエンス社

金子昭彦 1991a｢大洞B2式の職I'l繩文について( 上）一東北地力北部を中心として－1「紀要」 XI (財）消文艇

ター

金子昭彦 1992b｢大洞B2式の孵消繩文について（中）一東北地方北部を中心として一」「紀要」XⅡ（財）岩文振メ

ター

金子昭彦 1993d｢大洞B2式の職IGj繩文について（下）一東北地方北部を中心として－」「紀要」XⅢ（財）皆文“

ター

金子昭彦 1"3c『新lll権現社遺跡発掘閥企報告評j岩文振輔1881jl (財）岩文振埋文センター

金子昭彦 199dle｢東北地方北 ，卜部における繩文時代後期II'業の土器」『紀要」 XⅣ（財）洲文娠馴文センター

小林圭- 1999「東北地方後期（州付土器)」「繩文時代lO」

酒井宗孝 l997 「上騨生遺跡発掘鯛従慨告瞥」岩文振第 典（財）岩文振埋文センター

佐々木浩-2M)l 「桃穴群から述物跡へ一巡物跡検出から遺柵変遇まで－」「掘立と竪穴 II'世遺栂賭の課題」 東北‘

学遜書2 東北中i廿琴古学会

佐藤嘉広 2噸「柳之御所遺跡の暦年代」「山形考古』第6巻鯆4号（通巻30号） 山形考古

鈴木克彦 2㈹1 「器手県の後期前葉I器の編年一再内A・B式、川口2式一」「岩手考古学』鋪13号岩手考古学会

狽騰隆 l992 「東北地方における晩期縄文具l:器の成立過御「東北文化蹄のための先史学脇典」力ll藤稔先生通勝肥

高田勝ほか2側l 「荒井猫田遺跡（Ⅱ ．Ⅲ．Ⅳ区）一輔12'13次発掘捌炎報告一」那山'li"fr委員会

高柳圭- 1988a｢仙台湾周辺の繩文時代後期後葉から晩期初航にかけての繕年動向」『古代」85

鈴木克彦 2伽l 「岩手県の後期前紫土器の椙年一蒋内A･B式、川n2式一」「岩手考占学j第13号岩手考古学会

高柳圭一 19"b｢南城県金剛寺II駁のII職肘l『村上倣芯迫悼愉文典」村上徹ｲ槌悼曲文典縞集委興会

手塚均ほか 1986『棚柄貝塚I』寓城ﾘil敬育委貝会

中野暗久 1995「Ⅲ、土器9．II!世陶器 (2)常滑・渥美」「概説中世の土器・陶磁器」

日本考古学協会2側】「都市・平泉一成立とその意味一」 2㈹1年日本考古学協会盛岡大会研究発表資料築

羽柴商人 2噸「志羅山遺跡鋪46.“・74次発掘醐売級告制岩文振節312"(M)糊文振埋文センター

羽柴直人 2㈹l 「平泉遺跡群のロクロかわらけについて」「岩手考古学』第13号岩手考古学会

羽柴直人 2”「平泉の道路と都市櫛造の変遷」『平泉の世界」奥羽史研究叢書3 高志書院

松本建速 1998 「柳之御所跡出l:かわらけ網年拭案」「紀要」XⅢ（財）岩文振塊文センター

八峠興 2㈹1 「柱状高台杉」『中Ifl器研究暗集一中世土器研究会20周年記念蹄典一」

八通樫忠郎2皿「東日本における青磁の出現時期」「貿易陶磁研究」No.20日卒貿易陶磁研究会

八亜樫忠郎2㈹2 「平泉藤原氏の支配領域」「平泉の世界」奥羽史研究叢書3 高志卉院

消文扱埋

消文振俶

皆文縦埋

東北中

力ll藤稔先生通勝肥

文セン

M文セン

文セン

11f考古

念会

-277-



1

第4節自然科学的分析

泉屋遺跡第21次調査出土材の樹種

高橋利彦（木工舎「ゆい｣）

l .試料

試料は40点(No.l～40)で、平安時代から近・現代までのものとされている木製品・加工

材である（表1参照)。試料の検出された遺櫛は5基の井戸(19SE2･3･7･8･9)、2

基の土坑(19SK4 ．15)、旧河道とそこを横断する木柱列である。試料の中には、第19次調

査で検出されたものも一部含まれている。

遺跡は太田川の左岸（北側）の氾濫原（標高19-22m)にあり、東側には鈴沢川が南流し太

田川に注いでいる。調査区は遺跡の南東隅に位置している。

2．方法

プレパラートの作製には､筆者が遺物から採取した材片を用いた。材片は少なくとも足かけ

2年分を含み､かつできるだけ少ない量となるよう調査担当者と協議しながら採取した｡｢ちゅ

う木｣は一括して取り上げられていた数十本の中から10点を選び同定試料とした。形状の異な

る2種類のものが認められたため、それぞれから5点ずつを筆者が選び出した。すなわち、横

断面が扇状～三角形で最大厚がlcm前後もある大型のもの（以下A型と仮称No.20-24)と横

断面がほぼ長方形で厚さも数m程度の薄型のもの（以下B型と仮称No.25-29)である。剃刀

の刃を用い、試料の木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面） 3面の徒手切片を作

製し、これをガムクロラールで封入したプレパラートを、生物顕微鏡で観察･同定した。一部

試料は乾燥状態にあったため、湯煎によって吸水･軟化させてから切片を作製した。併せて各

分類群1点の顕微鏡写真図版を作成した（図版l～5)。作製したプレパラートはすべて木工

舎「ゆい」に保管されている。

3．結果

No.6は広葉樹の3年枝であったが、手元の試料の中には該当するものが見いだせず種類は

特定できなかった。残りの試料は以下の13分類群（ここでは亜科・属・亜属・節・種の異なっ

た階級の分類単位を総称している）に同定された。試料の主な解剖学的特徴や一般的な性質は

次のようなものである。なお、科名・学名・和名およびその配列は「日本の野生植物木本I ･

Ⅱ」（佐竹ほか1989)にしたがい、県内での自然分布については「岩手県植物誌」（岩手植物の

会1970)を参照した。また、一般的性質などについては「木の事典第1－4 ．6－8 ．12巻」

（平井1979-1981)も参考にした。

・マツ属複維管束亜属(Pinussubgen・DjploXylOnsp.)マツ科No.2,40

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく、

樹脂道が認められる。放射組織は仮道管と柔細胞、エビセリウム細胞よりなり、仮道管内壁に

は顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状。放射組織は単列、1-15細胞高のもの

Ⅱ
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と樹脂道をもつ紡錘状のものがある。

複維管束亜属（二葉松類）は国内に3秘あるが、県内ではクロマツ (PinusIhunbe'gji)も沿

岸部の－－部に生育するものの、各地で普通にみられるのはアカマツ (Rdemsofmm)である。

アカマツの材は重硬で、強度は大きく、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土

木・建具・器具・家具材など広い用途がある。

・スギ(OWlome'fajimonica)スギ科No.9,24,25,26,27,28

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞

はほぼ晩材部に限って認められ､樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔は

スギ型(Taxodioid)で2－4個。放射組織は単列、1-15細胞高。

スギは本州・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植裁・植林される。国内では、

現在植林而積第一位の蒐要樹種であり、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大き

く、加工は容易、保存性は中程度である。建築・土木・榔桶類・舟材など各種の用途がある。

・ヒノキ属(Chamaecyps"ssp.)ヒノキ科No.30,35

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材

部に限って認められ、樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔はヒノキ型

(Cup[Bssoid)で1－4個。放射組織は単列、 1-15細胞高。

ヒノキ属にはヒノキ(Chamaec)pa'fs oblusa) とサワラ (Cpisi允圃）の2種がある。サワ

ラは県中部地方以南に稀に自生する。園芸品種も多く、県内には自生しないヒノキとともに植

裁されているものも多い。材は軽軟で割裂性は大きく、加工も容易、強皮的にはヒノキに劣る

が耐水性が高いため、樽や桶にするほか各種の用途がある。

・アスナロ(77''り｡psisdoI副bm") ヒノキ科No.10,29,31

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はある

が樹脂道はない。放射組織は柔細胞のみよりなる。分野壁孔は小型でヒノキ型～スギ型で1－

6個。放射組織は単列、 1-15細胞高であるが5細胞商以ﾄﾞのものが多い。

アスナロは本州・四国・九州に自生する日本特産の術緑高木で時に植裁される。「岩手県植物

誌」には、県内に自生するのは変種ヒノキアスナロ（ヒバ) (rdolabmiavarhondai)であると

されている。材はやや軽軟で保存性は高い。建築・土木・家具・器具材など各種の用途が知ら

れている。

・ブナ属(RIgussp.）ブナ科No.1,7

散孔材で、管孔はほぼ単独、横断miではやや丸みを帯びた多角形、管壁厚は中廠～灘く、分

布密度は高い。道管はほぼ単穿孔をもつが、晩材部では段(bar)数が10前後の階段穿孔をも

つものもある。放射組織は|可性～異性、単列･数細胞高のものから複合組織まである。柔組織

は短接線状、散在状。年輪界は明瞭。

ブナ属にはブナ(REuscI℃皿胞）とイヌブナ(RjapOnica)の2櫛がある。ブナは北海道南

西部（黒松内低地帯以南）・本州・四国・九州に分布し、県内各地に生育していた。イヌブナ
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は本県以南の主として太平洋側に分布するが、「岩手県植物誌」には記載がない。

ブナは日本の冷温帯落葉樹林を代表する樹木である。材はやや重硬で､強度は大きいが加工

はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があったが、
最近では各種の用途に用いられている。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節(Que'℃ussubgen.QueJ℃uSSeCt・師nussp.)ブナ科No.
11,12,13,16,17,18,19

環孔材で孔圏部は1－3列､孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は管壁は厚く、横断面では楕円形、小道管は管壁は中脈～薄く、横断面では多角

形、ともに単独で配列する。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では

柵状となる。放射組織は同性、単列、 1－20細胞高のものと複合組織がある。

柔組織は短接線状、周囲状。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属（落葉ナラ類）の中で果実（ドングリ）が開花の年に熟すグループ

で、カシワ(Quemusdenlala)、ミズナラ(Q・cnspula)、コナラ(Q.sem'la)、ナラガシワ(Q.aliena)

といくつかの変．品種がある｡平野部で普通にみられるコナラは樹高20mになる落葉高木で､古

くから薪炭材として利用され、植裁されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・

機械・樽材などの用途があり、薪炭材としてはクヌギに次ぐ優良材である。

．クリ（aSIanaICI℃nala)ブナ科No. 5,14,15

環孔材で孔圏部はl～多列､孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は単独、横断面では梢円形～円形、小道管は単独および2－3個が斜（放射）方向

に複合､横断面では角張った楕円形～多角形、管壁はともに薄い。道管は単穿孔をもち、壁孔

は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単（－2）列、

1－15細胞高。柔組織は周囲状、短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部から九州の山野に自生し、また植裁される落葉高木である。材はやや重

硬で、強度は大きく、耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、楕糟木などに用いら

れる。

・ケヤキ(ZelkovaSe"ala)ニレ科No.3,4,32,34,37

環孔材で孔圏部は1－2列､孔圏外で急激に管径を減じ塊状に複合し接線～斜方向の紋様を

なす。大道管は管壁は厚く、横断面では円形～梢円形、単独。小道管は管壁は中職～薄く、横

断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列､小道管内壁に

はらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-lO細胞幅、 1-60細胞高で、しばしば結晶

を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国・九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植裁さ

れる落葉高木で、時に樹高50mにもなる。材はやや重硬で、強度は大きいが、加工は困難でな

く、耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の

用途に用いられ、国産広葉樹材の中で肢良のものの一つにあげられる。
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・モクレン属(MOgnoliasp.)モクレン科No.33,36

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形～多角形､単独および2－4個が放射方向

に複合する。道管は単穿孔をもち、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状

～階段状となる。放射組織は異性、1－2細胞幅、1-40細胞高。柔組織はターミナル状。年

輪界は明瞭。

モクレン属はホオノキ(Mqgnoliaobovara) ･コブシ(M.pmecocjssima)など6種が自生す
る。県内には3種あり、ホオノキが全域に、コブシ［｢岩手県植物誌」では変種キタコブシ

(MPmecociSsimavar・bolalis)とされる］が北・中部に、タムシバ(M.salicifblia)が奥羽山
系や宮古周辺などに自生する。ホオノキの材は軽軟で、割裂性が大きく、加工はきわめて容易

で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材などのほか、指物・木地・下駄歯・刃物

鞘など特殊な用途も知られている。

・エゴノキ属(SIyraxsp.)エゴノキ科No.38

散孔材で管壁は薄く、横断面では楕円形、2－4個が複合または単独で配列、年輪界付近で

管径を減少させる。道管は階段穿孔をもち、段数は5前後,壁孔は小型で密に交互～対列状に

配列する。放射組織は異性、1－6細胞幅、1－50細胞高。柔組織は短接線状、散在状。年輪

界は不明瞭。

エゴノキ属は3種あるが、県内にはエゴノキ(Slyrax"ponica)とハクウンボク (S.obassia)

が自生する。山地や丘陵地に普通な落葉高木～低木である。材はやや重硬で割裂しにくく、加

工はやや容易、旋作・器具・薪炭材などに用いられる。

、サワフタギ(Symplocoscl血enSiSvar.leucoca,pafbrmaPilosa)ハイノキ科No.20,21,22,

23

散孔材で管壁は薄く、単独および2－3個が複合する。道管は階段穿孔をもち、段は多数。

放射組織は異性、1－2（3）細胞幅、 1-20細胞高で単列翼端部が目立つ。柔組織は散在

状。年輪界は不明瞭。試料はいずれも乾燥による収縮・変形と劣化が著しい。

ハイノキ属は国内に20種ほどあるが､県内にはサワフタギのみが自生する。サワフタギは北

海道から九州の山野に普通な小商木で、材は重硬･強靭で割裂しにくく、各種工具の柄や、旋

作・器具・薪炭材などに用いられる。

・トネリコ属(Fmxinussp.)モクセイ科No.39

環孔材で孔圏部は3－4列、孔圏外で急に管径を減少させたのち漸減する。管壁は厚く、横

断面では楕円形～円形､単独または2個が複合､複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔をも

ち、壁孔は小型で密に交互状に配列、放射組織との間では網目状～飾状となる。放射組織はほ

ぼ同性、 1-3 (5)細胞幅、 1-20(40)細胞高。柔組織は周囲状、ターミナル状。年輪界

は明瞭。

トネリコ属には9種あるが、県内にはヤチダモ(F:mandshu'icava'WpOniCa) ･ケアオダモ

(Elang加osa)・マルバアオダモ(Esieboldiana)など6種ほどが自生する。いずれも落葉高木

で、材質は種によって異なるが、一般には中庸～やや重硬で、靭性があり、加工は容易で、建
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築・器具・家具・旋作・薪炭材などに用いられる。

イネ科タケ亜科(GrammeaesubamilyBanbusoideaesp.)No.8 ･
中空の桿の基本組織の中に維管束が散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科（タケ・ササ類）には多数の種が含まれるが、解剖学的特徴のみでは区別できな
い。

以上の同定結果を検出巡構や推定されている用途などともに一覧表で示す（表1)。

4．考察

同定対象となった試料は､用途ごとに使われている樹種が限られている例が多いようである

（表2)。この点には、その推定されている所属年代が大きく異なっていたり、試料数が限ら

れていることも寄与しているようである。

「ちゅう木」は12世紀以降のものとされているが、A型としたものはサワフタギ4点、スギ

1点であったのに対して、B型はスギ4点、アスナロ1点と、その形状によって用材に明らか

な違いが認められた。「ちゅう木」にはおそらく他の用途に用いられていた材料が転用された、

すなわち木材の二次･三次利用があった（高橋2000a) と考えているが、割裂性に優れた針葉

樹のスギやアスナロではかなりの薄さまで小割ができたものと思う。

これに対して、サワフタギは広葉樹の中でも割りにくい樹種ではあるが､そうした材でも放射

方向だけには他方向より割りやすいことから試料のような形状（扇状～三角形）になってし

まったものと推察する。なお、スギ･アスナロ製の「ちゅう木」は、町内の柳之御所跡（能城

1995）や志羅山遺跡第74次調査（高橋2000a)でも12世紀のものとされる世栂から検出されて

いる。柳之御所跡試料ではスギ(121点）が総数の85%強を占め、アスナロはネズコとともに

9点と少ない（クリ1点もある）のに対し、志羅山遺跡74次調査試料ではアスナロ(21点）と

スギ（9点）の数が逆転している。この点は小割りする前の（板）材の大きさが反映されたも

の（高橋2000a)ではないかと思う。

杭は旧河道に桟橋状に2列に打ち込まれていたもので12世紀以降のものとされるが､対象と

なった9点はコナラ節（7点）とクリ（2点）が用いられていた。ともに強度や耐朽性が期待

できる樹種であることから、そうした材質から選択されたものと思う。ただ、対象外とされた

杭材が30本以上残されていることから「桟橋」の杭材が、こうした重硬材のみで構築されてい

たのか否かはわからない。

漆器は5点が対象となったが、器種と時代によってその用材に違いも認められた。椀は近・

現代および近･現代？とされる2点がともにブナ属に、12世紀？とされる1点はケヤキに同定

された。皿はともに12世紀のものとされるが､複維管東亜属とケヤキに同定された。泉屋遺跡

第15次調査検出の近世とされるSE9と近世～近代とされるSE16の2基の井戸跡から出土

した各1点（高橋1997）と、志羅山遺跡第25次調査検出の近世～近代とされるSEl井戸跡出

土の4点（高橋1995a)の漆塗椀はいずれもブナ属に同定されている。

一方、柳之御所跡試料ではケヤキに比してブナ属の例が少ない（能城1995,高橋1995b)こと

から、「東北地方の他の遺跡とくらべ、ケヤキが圧倒的で、トチノキとブナ属が無いかわずか

である」点に柳之御所跡試料の特徴がある（能城1995)ともされている。今回の試料もこうし
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表1 泉屋遺跡第21次調査出土材の樹種(19次調査試料を含む).

種 名試料番号検出遺櫛・層位など 時代 用途

節
節
節
節
節
節
節

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ

枝
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

棒
十
コ
コ
コ
コ
コ
コ
．

属
３
属
属
属
属
属
属
属
属

亜
ｊ
亜
亜
亜
亜
亜
亜
亜
亜

束
材
科
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
束

管
孔
亜
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
管

維
散
ケ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
ギ
ギ
ギ
ギ
属
属
属
属
維

複
Ｉ
タ
ロ
属
属
属
属
属
属
属
タ
タ
タ
タ
ロ
属
ロ
ン
属
ン
キ
コ
複

属
属
キ
キ
樹
属
科
ナ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
フ
フ
フ
フ
ナ
キ
ナ
キ
レ
キ
キ
レ
キ
ノ
リ
属

ナ
ッ
ャ
ャ
リ
葉
ナ
ネ
ギ
ス
ナ
ナ
ナ
リ
リ
ナ
ナ
ナ
ナ
ワ
ワ
ワ
ワ
ギ
ギ
ギ
ギ
ギ
ス
ノ
ス
ャ
ク
ャ
ノ
ク
ヤ
ゴ
ネ
ッ

ブ
マ
ケ
ケ
ク
広
ブ
イ
ス
ァ
コ
コ
コ
ク
ク
コ
コ
コ
コ
サ
サ
サ
サ
ス
ス
ス
ス
ス
ァ
ヒ
ァ
ヶ
モ
ヶ
ヒ
モ
ヶ
ェ
ト
マ

漆塗椀近・現代

12世紀

12世紀

近・現代

近・現代

近・現代

近・現代？

近・現代？

平安

近・現代？

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

l2世紀以降

12世紀以降

l2世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

l2世紀以降

12世紀以降

12世紀以降

平安

平安

12世紀？

平安？

不明

近世

12世紀？

平安

平安

平安

12世紀

19SE2 10層

19SE3 13層

19SE3 13層

19SE8 1-6層

19SE8 1-6層

19SE7底

19SK15

19SK15

旧河道十和田a直下

19SK15

木柱7

木柱10

木柱16

木柱19

木柱別

木柱29

木柱38

木柱A

木柱B

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

19SK4

旧河道十和田a下

旧河適十和田a直下

旧河道32層相当

旧河道攪乱

旧河道撹乱

19SE9

旧河道34／35層

旧河道40層

旧河道43層

旧河道十和田a下

19SE3北半13層

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
追
追
皿
略
陥
Ⅳ
略
過
加
飢
躯
羽
塑
妬
妬
幻
泌
羽
釦
孤
記
銘
剥
謁
弱
訂
銘
釣
如

漆塗皿

下駄台

下駄差歯

漆塗椀

竹

曲物側板

木片

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

杭

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

ちゅう木

曲物底板

曲物底板

漆塗椀

板

不明

曲物側板

板

板

鍬

部材？

木片
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た見解に当てはまる例となるのかもしれないが､試料数が限られていることから断定はできな

い。なお筆者の知る限りでは、複維管東亜属製の漆器の出土例は県内ではこれまでなく、全国

的にもごく稀なようで（伊東ほか1987，伊東1990)、手元の資料では石川県穴水町桜町遺跡の

鎌倉時代(13世紀）とされる試料l例を知るのみである（山田1993による)。

曲物は平安時代のものとされる底板2点（ヒノキ属・アスナロ）と側板1点（スギ)、近世

のものとされる側板1点（ヒノキ属）が対象となったが、これまでに知られている例

の大半と同じく、割裂性に富んだ針葉樹材が用いられていた。なお、アスナロ底板とスギ側板

という異種材による組み合わせ(No.31とNo.9)があるが、同様の例は志羅山遺跡第66次調

査試料の13世紀後半～14世紀前半とされるスギ底板とヒノキ属側板という組み合わせでも認
められている（高橋2000a)。

下駄は差歯下駄の台と歯で近･現代のものとされている。同一遺構から検出されているもの

の同一個体にはならないようである。台はケヤキ､歯はクリ製であった。両種とも下駄材とし

ての用例が多い樹種であるが､県内での出土例ではこれまで、近世以降のケヤキ例は知られて

いなかった（高橋2000b)。

鍬は平安時代のものとされるが､枝分かれの部分を巧みに利用した一木作りのもので、エゴ

ノキ属製であった。割れにくく掛性のある材質を生かした用材といえよう。ただ､手元の資料

では出土例の圧倒的多数をコナラ属（アカガシ亜属・コナラ節・クヌギ節）が占め、エゴノキ

属は県内はもちろん、国内でも初出（かそれに近い）例となるようである（伊東ほか1987,伊

東1990)。

No.6は、井戸埋めの儀式との関連らかウメではないかとされていたが、その解剖学的特徴

はウメ (Pnmus)には一致しなかった耐。

表2 泉屋遺跡第21次調在出土材の主な用途別樹種構成(19次調査

試料を含む)．所属時期は考慮していない．

分類群／用途ちゅう木杭 漆器 曲物 下駄 その他合計

複維区第束亜属

スギ

ヒノキ属

アスナロ

プナ属

コナラ節

クリ

ケヤキ

モクレン属

エゴノキ属

サワフタギ

トネリコ属

不明広葉樹

タケ亜偶

1 1 ２
６
２
３
２
７
３
５
２
１
４
１
１
１

5 1

2

1 11

2

７
２ １

１ ２
２
１

2

4

１
１
１

今
口 計 10 9 2 10 405 4
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注)No.6は、道管が階段穿孔をもち、放射組織が異性で1－2細胞幅、単列翼端部と鞘状細

胞をもつなどの特徴がある。
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泉屋遺跡出土ガラス玉の非破壊分析法による調査結果

岩手県立博物館咲山まどか，赤沼英男

l はじめに

平安時代に比定される泉屋遺跡19次･21次調森で確認された旧河道内の通物包含咽(12世紀代か？）から、

1点のガラス王（小玉、半分欠損、淡緑色）が検出された。古代のガラス玉については研究者によると、 6

ll紀ごろまでは主として青緑色のアルカリ石灰ガラスが多くみられ、 7世紀末ごろからは国産の鉛ガラスの

製造が行われている。その後一時衰退し、再びガラスが出現するのはll世紀の終わりから12世紀初頭である

と推定されている')-3)。ガラス玉1点についてエネルギー分倣刑蛍光X線分析装髄(EDS)により分析し、

融剤と着色剤に関し検討したところ、鉛ガラスであり、着色剤としては鉄鉱物、銅鉱物を素材としているこ

とが明らかとなった。以下では自然科学的調査によって得られた知見について述べる。

2 分析資料

分析した資料は泉屋遺跡から出土したガラス玉1点である。資料表面は全体に風化しており、ほぼ半分は

白色化し、紐通し様の小さなくぼみも見られる。資料の外観形状ならびに色を表lに、外観写真およびED

SのX線照射位世をそれぞれ写真l，写真2に示す。

3分析方法

蛍光X線分析法では試料にX線を照射し、試料を柵成するI;(子から発生する蛍光X線（特殊X線）を測定

するものである。非破製で元素の定性が可能であり、試料採取が困難な文化財の分析に適している。

分析は以下の方法によった。分析対象としたガラス玉をアルコールで超音波洗浄した後、十分に自然乾燥

した。資料の変色を抑制するため、 EDSのX線照射範囲を0.1皿＃に絞込み分析を行った。

illﾘ定条件は以下のとおりである。

電圧30kV 遜流0.3mA

4 分析結果ならびに考察

Nql (小玉･緑淡色）をEDSにより分析し、そのチャートを図lに示す。球面側の緑色部分と白色部分、

裏側白色部分の3箇所を測定した。3箇所からはナトリウム(Na)のKα線(1.0KeV)、マグネシウム(M

g)のKα線(1.2KeV)、アルミニウム(Al)のKα線(1.5KeV)、珪素(Si)のKα線(1.7KeV)、カリウ

ム(K)のKα線(3.3KeV)、カルシウム (Ca)のKα線(3.7KeV)、マンガン (Mn)のKα線(5.9Ke

V)、鉄(Fe)のKα線(6.7eV)、銅(Cu)のKα線(8.0eV)、鉛(Pb)のLα線(10．6eV)が確認され

た。X線照射位置および表面の色による顕著な違いは見られなかった。これらの半定斌値が40%以上60%*

澗を「＋＋＋｣、 1%以上2%未満を「++｣、l%未満を「＋」とし、結果を整理すると表2のとおりとな

る。図1，表2に従えば、主原料にSi、融剤にはPbが使用されており、新色剤はFe鉱物、Cu鉱物と推定き

れた。

ところでガラスは珪酸を主原料に、融剤にNa、Caなどのアルカリ元素を使用したアルカリ石灰ガラスと、

触剤にPbを使用した鉛ガラスに分顛される。上記の分析結果からNQlガラスはPbを触剤とする鉛ガラス

(PbO-SiO惣系）として扱うことができる。鉛ガラスは土中に長く埋没していると地下水と灰肥し、炭酸
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鉛(PbCO3)および硫酸鉛(PbSO4)を生成し、白色の風化物で被われるが、Nulガラスは、この特徴が

顕著である。さらに蒲色剤としてFe、Cuを含み、緑淡色を呈している。

図2に肥塚により明らかにされた弥生時代から奈良時代のガラス組成の変遷を示す4'・今同鯛在を行った

資料NOlのガラスは(PbO-Si伽系）鉛ガラスで、遺物包含肘の年代が12世紀代と考えられており、IXI2の

直線Fの延長上にある。直線Fが示すように6世紀後半ころから (PbO-SiO2系）鉛ガラスが流通し始め、

7世紀末ごろにはI五l産の(PbO-SiOz系）鉛ガラスが製逝され、装飾品として多斌に流通していた。その後

ガラス製造は衰退し、再びガラスが出現したのはll世紀の終わI)頃からl2世紀頃である（図2の直線G)。こ

の時期には中国でlO～ll世紀頃発明された、融剤に鉛・カリウムを多く使用している (K20-PbO-SiO2

系）鉛ガラスが製造されている。5)今回の測査により、(PbO-SiO2系）鉛ガラスの使用が平安時代まで延

びることが推定された。今後更に分析数をjWやし、破壊可能な資料についてはICP(誘輔プラズマ発光分光

光度間I.）による定撒分析がなきれることにより、その流通の過程が明らかになること、また、同位体分析に

より鉛同位対比から、鉛の起源が推定されることが期待される。

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

註
１
２
３
４
５

爾沢威他「古代ガラスの化学」「化学の領域」43

吉武素水「ガラスの製造」・ガラス・35～73

小林行雄「統古代の技術j墹俳房、東〃（

日本の美術37「ガラス」

肥塚隆保「文化財論叢」966国立奈良文化財研究所

表l 資料一覧

肉眼観察

資料No 遺物裕号 色形 状態 直径(mm) 内径(mm) 出土地 推定年代

l lY"210615 緑玉 半分 9.4 4.2 泉屋（平泉町） 平安(12C頃）

資料番号、遺物播号、肉眼観察、年代は埋蔵文化財センター浜田氏による。

表2 資料lのEDSによる分析結果

主原料 融剤 蒲色剤

資料恥 Si Pb Ca Na AI K Mg Mn Fe Cu

l +++ +++ + ＋ ＋＋ 一 ＋ ＋

表の「＋＋＋」は40%以上60%未満、「++」は1%以上2%未満、「＋」はl%未澗の半定趾価を、「一」
は検出されずを表す。
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泉屋遺跡の火山灰分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

泉屋遺跡は、岩手県南部の平泉町に所在している。泉屋遺跡の発掘調査では、旧河道内に火111灰と

推定される土屑が認められた。今回の分析調査では、この土吋が火山噴出物（いわゆるテフラ）に由

来するものであるかを検証し、テフラであれば指標テフラとの対比を行う（テフラ分析)。また試料

に火山ガラスが含まれている場合、より確実にテフラの対比を行うために、火山ガラスの屈折率を測

定することとする。

これらの結果から、旧河道が埋穣された年代に関する資料を得ることとする。

l .試料

分析試料は、旧河道内に認められた灰白色の火山灰層より採取された火山灰サンプル1点である。

この火山灰脳の上位および下位の土屑から、土師器および須恵器が出土していることから、火山灰は

十和田aテフラ (To-a ;町HIほか,1981)に由来すると考えられており、またその堆積状況から

二次堆積物と推定されている。試料は、灰白色を呈する細砂質土である。

2．分析方法

(1)テフラ分析

試料約209を蒸発Ⅲに取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後､実体顕微鏡下にて観察

する。テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有斌

の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型､軽石型に分類

する。各型の形態は､バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを

持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非

常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

（2）屈折率測定

テフラ分析用に洗い出された試料から細粒な砂分を採取し､この中に含まれる火山ガラスの屈折率

を測定する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置'0MAIOT" (古澤,1995)を用いて、火

山ガラス30片程度を目標として計測する。

3．結果

拭料中の粒子は､ほとんどが火山ガラスと軽石により櫛成されている。これら以外の粒子は非常に

少ないが、斜方輝石や任石等の鉱物粒が認められる。
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旧河道内

火111灰サンプル

火山ガラスは中量含まれ､無色透明の軽石型が殿も多

く、次いで無色透Iｿlのバブル剛が多く認められる。i1段石

型の火山ガラスでは繊維束状のものが多く認められる。

軽石は多量に含まれており、透明がかった白色を呈し発

泡がやや良好～やや不良であるものが認められる。

（2）屈折率測定

屈折率測定結果を図lに示す。火山ガラスの屈折率は、

1.5046-l.5089である。屈折率が1.506|付近にピークが

あり、狭い範囲に無中して認められる。〔ゆり、 '六V,恥じl煙11－”きりI.‘しLI1心頓ノつイしのo

{H蚤

衿

「ユ

PFOO P1p”

I21 1 火山ガラスの屈折率

横軸は屈折率、縦軸は測定個数を表す。

4．テフラの対比

今何認められた職石と火山ガラスは、その形態と火山ガラスのlil折率、遺跡の地理的位瞳、町田ほか

(1981)および町田・新井(1992)等の記載から、To－aに由来すると考えられる。To-aは

A. D.915年に十和田カルデラより噴出したとされ､給源から南方の東北地方一帯に広く分布してい

る（町'11．新j|:,1992)｡To-aに含まれる火lllガラスの屈折率は、IIIIIT1ほか(1981)では1.499-

1.508、町田・新井(1992)では1.496-1,504と記戦されている。

旧河道における堆積状況の詳細は不明であるが、試料採取時の所見では二次推積物と推定されてい

る。この場合、旧河道内の火ll1灰圃が恥職したのは、To-aが峨出したAD.915年よりも後であ

ると考えられる。

引用文献

古瀧明(1995)火l11ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に韮づくテフラの職別地

質学雑誌,101, P.123-133.

町H1洋新井房夫<1992)「火山灰アI､ラス｣.276p,東京大学出版会．

町棚洋・新井房夫・森脇広(1981) 日本海を渡ってきたテフラ科学,51. P.562-569.
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動物遣存体鑑定結果 熊谷賢陸前商田市立博物館

燕本表は鑑定結果を蕪に演田が作成した
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稀り。 出土地点 咽位 柵 部位 伽孝 写真図版

1 トレ 'チ 5c ウマ 脛骨？

2 トレ '-f 5c ウマ 上顎遊離歯 写図14"

3 トレ 'チ 5c ウマ 上顎遊離歯

4 ﾄレ 'チ 5c ウマ 上顎遊離歯

5 トレ 'チ 5c ウマ 上顎遊離歯

6 トレ 'チ 5c ウマ 上頴遊磯#1

7 mH7j 8(T()-a) rI k シカ お伽座部～輔1校 落鋤でない 写図14廻

8 ml7a 8(To-a) 上？ 叩乳類 1m1定できない

9 WH3 i 5c ウマ li1定できない

0 不明 不IVj ウマ 同定できない

1 IVHl i 5a i1定不可

2 l9SDl2(WHl i) 検lllini M1定不可

3 19SD12(WHli) 検川Ⅲi '1定不ⅡI

4 WH3 i 4 iil定不可

5 WH3 i 4
一
価
一
一
1定不可

6 WHl i 5a
卜

。
■
l定不可

7 WHl i 5a
ｒ

一
一

】定不可
8 mloa 9b

Ｆ

一
一
1定不可

9 WHl i
F■

｡勘
’

一1定不可
20 mH9i 5d 叩定不可
21 WHl j 3c 不明 骨歯
22 WHl j 3c 不明 骨歯
23 WH3 i 5a II1定不可
24 mH7 i 5d 1Iﾘ定不可
25 mHoj 9a 同定
26 mHoj 9a 同定不可
27 WH2 i 5a I!1定不可
28 WH3 i 5a 同定不可
29 mlOa 9a 同定不可
30 mloa 9a 同定不可
31 WH3 i 5a 同定不ﾛ』
32 mHoj 9a 1n1定不可
33 WHl j 5d 同定不可
34 WHI j 3c ウマ？ 歯
35 WHl j 3c ウマ？ 歯
36 WHl j 3c ウマ？ 歯
37 WHl j 3c ウマ？ 樹
38 WHl j 6 ウマ 歯（若い）
39 WHl i 5a

40 19SE3 5e 不明 脊椎骨
41 WH3 i 5a (含）シカ 歯片
42 19SD9 (mH2 i ) 検冊面 ウマ 歯？
43 WH2 i 5a l'ﾘ定不可
44 WHl i

F

Da シカ 刈 金楓器による傷？
45 WH3 i 4 シカ 角片
46 WH2 i 5c liﾘ定不可
47 WH3 i 5a Ⅲ定不可
48 WHl i 4 1m定不可
49 WHl i 不りI IMI定不可
釦 WH2 i 5a 明乳類 不Wl
51「H8a Ⅳ I間I定不可
52 WH3h 4 li1定不可
認 mH8 5d ウマ 歯 写図14"
別 mH7 5d ウマ 歯？
55 WH3 不明 ウマ 不明
56 mH8 5d ウマ 砿什 同じ肌什？
57 mHoj 6 ウマ 上顎遊離側 整地墹股下部 寧図14m
錦 19SDl2(WHl i ) "i卜細 ウマ？ 歯？
59 19SD12 (mHoi ) jm 1f it郁 ウマ？ 歯？ 写図14
60 mHOj 9b シカ 角（右・落角） 写図14麺
61 mG2j Ⅳ上

62 WH3 i
P

⑨a



平泉町泉屋遺跡から産出した植物遺体群

辻誠一郎・辻圭子（国立歴史民俗博物館）
はじめに

平泉町泉屋遺跡の第21次調査終盤の2000年10月25日、主として平安時代の遺構・遺物を

包含する地層の層序および十和田火山を給源とする十和田aテフラの産状を観察する機会

が与えられた。その際、大型の植物逝体群が発掘調査の際に現地で採取されていることを

知り、その中に球形のヒョウタンの果実も含まれていることを知った。古代の人と植物の

関係を知るのに貴重な資料となると考え、これらの植物遺体群を検討させていただくこと

にした。

植物世体群は二つのグループに分けられる。一つは、発掘調査の際に各層位から直接採

取された植物遺体群である。これらはモモの核やオニグルミの核など比較的大型の目につ

きやすいものばかりである。他は水洗選別（フローテイング処理）によって得られた植物

遮体群で、主にl9SK4遺櫛（便所遺柵とされる）のⅣ層とV層からのものである。処理

に用いられた堆積物の量などは不明であるが、栽培植物の種実が多数含まれているので、

種類・組成を記載しておきたい。

各層位から採取された植物遮体群

植物遺体群が採取されたのは、最下位では49層、最上位では27層であった。おおむね十

和田aテフラの下位の40層および上位の37．36層から集中的にモモ核やオニグルミ核が採

取された。時期は9世紀から12世紀におよび、十和田aテフラは1O世紀初頭と考えられて

いるので、植物遺体群の大半は10世紀頃と考えることができる。

最下位の49層からは、モモ核、燃焼によって炭化したモモ核（図版1－7)、ネズミ類の

食害痕があるオニグルミ核（図版1－6）が産出した。炭化したモモ核は半分に破砕され

ており、燃焼の上に破砕という人為がかかわったものである。

41層からオニグルミ核、40層からモモ核、オニグルミ核(炭化、ネズミ類の食害痕含む)、

トチノキ果皮、37層～34層からモモ核（36層からは仁も)、オニグルミ核、トチノキ果皮、

32．31層からモモ核のみ、27屑から炭化したモモ核のみが産出した。とくに十和田aテフ

ラ直下の40層および直上の37層からはモモ核とオニグルミ核を主体としたたくさんの植物
遺体群が産出した（図版1－4，5)。

40層前後（詳細な層位は不明）からはヒョウタンが単体で産出した。

以上のように現地で採取されたものは目につきやすい大型のモモ核、オニグルミ核、お

よびトチノキ果皮のみであった。これらのうちモモ核は人とのかかわりが認められ、とく

に最下位の炭化した核は、祭祀の際に火に掛けられたものの可能性があるものである。オ

ニグルミ核も頂部に打痕のあるものが見られ、人の利用が確認できる。それぞれ若干の形

態記載を行っておきたい。

オニグルミ JUglansmandShulicaMaxim.var. sachalmensis (MiyabeetKudo)
Kitamura (クルミ科) :核（内果皮）が産出した。表面には粗い彫紋があり、側面観で見ら

れる縫合線によってオニグルミと同定される。

ヒョウタンLagenariasicera〃aStand.(ウリ科):果実が産出した。2000年10月25日に現
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地で確認した際には、取り上げられた状態が観察され、ミカン状の球形をしていたが、そ

の後乾燥保存されたため、果皮は縮小し、かつ球形の形状は破壊されてしまった（図版1
-1，2)。しかし、果実の断面に見られる細胞形態および細胞群の配列はヒョウタンの果

皮のそれに一致し、ヒョウタン果実と|司定できる（図版1－3)。

モモ周TJnuspeIsica (Linn.)Batsch. (バラ科) :核（内果皮）が産出した。現地で採取
された試料のほとんどに含まれていた。計測した46個の核の長さは23～32mm、幅18～27mm

で、大きさにかなりばらつきがある。核の表面には深い彫紋と孔点がある。縫合線は一方

に顕著に見られ、他方ははっきりしたものになっていない。これらの特徴からモモの核と

同定される。最下位の49層と十和田aテフラ直下の40層からは燃焼して炭化したモモの核

が産出した。

トチノキAesculuslurbinalaBlume (トチノキ科) :種子が産出した。黒色の光沢のある

部分と褐色の光沢のない部分とが認められることからトチノキの種皮と同定される。すべ

て現地で採取されたものである。

19SK4遺構から産出した植物遺体群

19SK4遺構は、平安時代の遺構が検出されるⅣ層で検出されており、平面では円形

を呈し、深さ74cmの穴状の遺櫛で、形状およびちゅう木など出土遺物から便所過柵と考え

られている。植物遺体群は、遺構を埋積する蝦下位のV層およびその直上のⅣ層から採取

された堆積物を水洗して得られたものである。

v層とⅣ層の植物遺体群の組成は類似しており、共通して産出したものは、ウメ核、ヤ

マブドウ種子、サルナシ核、マツブサ種子、メロン種子、キイチゴ属核、ナス属種子、シ

ソ属一イヌコウジュ属分果、ヤマグワ種子、カナムグラ果実、キブシ種子であった。これ

らのうち、マッブサ種子、メロン種子、およびキイチゴ属核はv層からは多量に産出した

のに対して、Ⅳ層からは少なかった。V層のみから産出したのは、カタバミ種子とグミ属

果実のみであった。Ⅳ層のみから産出したのは、モモ核、イネ炭化胚、ガマズミ核のみで

あった。v層から多量に産出したメロンやキイチゴ属は果実が食用となるもので、その他

も食用となる植物が多いことから、排泄物もしくは生ゴミに含まれた遺体群であると考え
られる。ただ、マツブサ種子は、その産出がきわめて稀であり、一般には食用とはされな

いため、別の目的で使用されたものか、偶然この遺櫛内に混入した可能性がある。

水洗で得られたものは上記の同定できた種実類以外にも、木材片および燃焼して炭化し

た木炭片が含まれていた。これらの-部を観察したところ、木材片ではスギが、木炭片で

はv層からカエデ属、Ⅳ層からエゴノキ属、コナラ亜属、クリが確認された。

同定できた種実類の若干の記載を行っておきたい。

イネO,yZaSalivaL.(イネ科) :炭化した胚が産出した。長さ5.2～5.5mm、幅2.8～3.0

mm，側面観は長楕円形、両背面はやや偏平の長楕円形で、 2～3本の浅い溝があり、背部
が斜めに切れているためイネと同定される。

マツブサSchisandranigraMaxim. (マツブサ科) :種子が産出した。側面観は径5～4

m腎形で、へソを中心に薄くなる。背面観は長方形である。種皮はコブ状の複雑な突起と

なり、密に分布する。黒褐色から褐色で光沢がないことからマツブサの籾子と同定される
（図版2－5)。
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ヤマグワMomsbombyciSKoidz．（クワ科) :種子が産出した。長さ1.9mm、幅l.5mm、
厚さ1.3mm程度の広三角形で、背面は少し角張り、腹部は稜をなす。へソの部分に爪状の突
部が確認され、黄から茶灰褐色、光沢はなく、種子表面がでこぼこしていることからヤマ
グワ種子と同定される。

カナムグラHumuluSjaponicusSieb.etZucc. (クワ科) :果実が産出した。長さ5.2m，

幅5.0mmで、ほぼ球形。へソの部分に白いハート型の隆起部があり、黒色、光沢があまりな
いことでカナムグラに同定される。

サルナシAcIinidiaargula (Sieb. etZucc.)Planch. ex.Miq. (マタタビ科) :核が産出し
た。大きさは2.0～2.5m、幅1.5～l.8mmで狭倒卵形～長楕円形、偏卵形といろいろな形を

呈し、側面はやや偏平な長方形で、赤褐色～黒褐色で光沢がある。禰皮は幅のある稜によ

り網目模様を呈する。稜の頂点が平らで、網目模様が結合して稜をつくっていることから

サルナシに同定される（図版2－4)。

キブシ SIachyumsPmecoxSieb. etZucc.(キブシ科) :種子が産出した。長さはl.8mm、

幅l.3mm、厚さl.5mm，丸みのある三角形で、背部はやや角張り、へソは斜めに稜をなす。

表面の細胞は均一、黄～淡褐色で光沢があることからキブシと同形される。

メロンQJcumismeloL．（ウリ科) :種子が産出した。大きさはかなりばらつきがあり、

長さ6.0～9.8mm、幅2.9～4.6mm、倒卵形で、中央がいくらか膨らみ、基部に行くにしたがっ

て薄くなる。基部の一部が突出するものもあるが､種皮の細胞は縦軸に沿って縦長に並び、

キュウリとは区別できる。藤下（1984）は現生のメロン種子の長さを計測し、6.Omm以下を

A:ザッソウメロン型、B:6.1～8.0mmをシロウリ・マクワウリ型、 C:8.1mm以上をモモ

ルデイカメロン型としている。19SK4遺榊のⅣ屑から産州したメロン種子の3型の割合

は、A: 1，B:68、C:31%であった。また、V層からのものは、A:2，B:72、C:

32％であった。これによれば、シロウリ・マクワウリタイプが多く、モモルデイカメロン

も相当量含まれることになる（図版2－1，2)。

カキノキ属Diospyms (カキノキ科) :種子が産出した。一部破損しているが、非対称
の楕円形で、薄く偏平、暗褐色を呈し、表面に不規則な大きい筋波状紋があることからカ

キノキ属と同定される。

キイチゴ属Rubus (バラ科):小核が産出した。側面観は横広三角形で、背面は長方形、

腹面は直線もしくはへソの部分が少し尖る。正中線上に稜がある。長さはl.l～1.7mm、幅

1.0～1.3mmで核の表面は先の尖った山形の稜で、網目模様を呈する。褐色で光沢がないこ

とからキイチゴ属と同定される（図版2－3)。

ウメ〃unlJsmume (Sieb.)Sieb・ etZucc.(バラ科):核が産出した。先の尖った卵形で、

細かな孔点と稜紋があることからウメ核と同定される。

ヤマブドウ ViliscoigneliaePulliat exPlanch.(ブドウ科) :種子が産出した。大きさは
3.0～5.0mm，幅2.0～3.0mmで広三角形、背面は広長方形、細長い二つの孔がある。もう一

方の面には中央に円形の斉帯がある。暗茶～黒褐色を呈する。

グミ属Elaeagnus (グミ科) :果実が産出した。黒色で光沢がなく、広被針形で、基部は
鈍く丸くなり、先端は鈍く尾状に尖る。表面に8本の隆起線をもつことからグミ属と同定

される。

カタバミ Oxaliscomicula"L.(カタバミ科) :種子が産出した。大きさはl.3m、幅1.0
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mm、広楕円形、基部と先端は少し尖る。側面観では、縦に2～3本の稜線が走り、横方向
には4～7列の肋骨状隆条が険しく並ぶ。黒色で光沢はない。

ナス属SolanUm(ナス科):種子が産出した。大きさはl.2～l.5mm,3.3～3.5mmと大きさ
がかなり異なる。側面観は腎形、背面観は平たい偏平で、腹面観はほぼ中央にヘソがある。

へソの一方はくちばし状に尖る。褐色で光沢はなく、うすく透けたように見える。種皮表

面はくちばし上部に収敵する。柱状の商いうねによって仕切られた網目が見られることか

らナス属と同定される（図版2－6)。

シソ属一イヌコウジュ属彫如a-Mosla (シソ科):分果が産出した。大きさはl.5～2.0

mmの縦長の偏円形で､表面には山形の稜による不規則な抱甲状の低い網目模様が見られる。

網目をつくっている稜の先が尖っていて、重なり合っているいること、種皮の断面は厚〈

3 層からできていること、基部の鵬点が尖っていることからシソ属一イヌコウジュ属と

同定される（図版2－7)。

エゴマ陛Iillafimescens (L.)Brittonvar. frutescens (シソ科) :果実が産出した。大き

さは2.0～2.5mm、側面観は梢円形で、基部が唇状に尖出し、表面はうね状の突起がなく多

角形の網目模様を呈することからエゴマと同定される。

ガマズミ VibumumdilatatumThunb．（スイカズラ科) :核が産出した。長さは4.6～4.8

mm，広梢円形で先が少し尖る。側面は薄い偏平で、背而と腹面に2本と3本の浅い櫛をも

つ。背面の正中線は隆起しているが、腹面はくぼんでいる。表面はでこぼこが多い。

灰茶、ガサガサしていて光沢がないことからガマズミと同定される。
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｢古文化財に

写真図版の説明

図版l 泉屋遺跡から産出した現地取り上げの植物遺体群

l、2．ヒョウタン果実3．ヒョウタン果実の断面、上が果皮表面

4．37層から産出したモモ核、オニグルミ核、トチノキ種皮

5．40層から産出したモモ核とオニグルミ核

6．49層から産出したネズミ類の食害痕が認められるオニグルミ核

7．49層から産出した炭化したモモ核

黒のスケールは2cm

図版2 泉屋遺跡の19SK4遺栂から産出した植物遺体群

1，2．メロン種子3．キイチゴ属小果4．サルナシ核

6．ナス属種子 7．シソ属一イヌコウジユ属分果

黒のスケールはlmm

5．マツブサ種子
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写真図版



泉屋遺跡全景

第19次訓査調杏区全景

写真図版1 空中写真
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